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はじめに






　この『真田三代記』は、赤穂浪士の復ふく

 讎しゆう

 事件のあった元禄時代から、しばらくしたあとに書かれたものと推測される。作者はわからない。

　これは真田三代、つまり昌幸、幸村、大助が華々しく活躍する当時の歴史小説でもあった。このころの一般の人びとは幕府支配のもとで階級によって差別され、言論の自由などまったくなかったので、権力者に対する国民的英雄の出現を望んだ。

　だが、現実にはなかなか現れないので、その待望の気持ちが、かつて徳川家康に対抗した真田三代を国民的英雄に仕立てあげたということができる。

　したがって、この『真田三代記』は、民衆の夢でもあるので、たびたび家康をひどいめにあわせる仕組みになっている。それらのくだりになると、民衆はやんやと拍手をおくったに違いなかった。

　また全体をとおして、いうまでもなく反徳川的であるために、この本は幕府時代には陽の目を見ることなく、写本として写し継がれたものであった。

　合戦の構成は、この本の中心をなしているので、さまざまな工夫がこらしてあって、じつに面白く、そのほかの場面もいろいろ趣向をこらして描かれている。が、こうもありたい、ああもしたい、という民衆の希望、あるいは夢が、成立の大きな条件になっているところから、今の歴史からみておかしいところ、オーバーなところ、そして壮大なフィクションなどがあるが、これはしかし、許容しなければならないことだと思うのである。

　また、この原本『真田三代記』にとって興味あるのは、この本が明治末から大正時代にかけて広く読まれた「立川文庫」“真田編”のネタ本になったということである。

　架空の猿飛佐助を除いてほとんど『真田三代記』に名前がでてきたり、それらしく活躍したりする人物であるが「立川文庫」では幸村をはじめ、これらの人びとが、その場を得て思う存分に活躍するスーパーマン的な存在になっている。

　本書は明治三十一年博文館発行の『校訂真田三代記』によって抄・意訳したものである。

　なお、各章および、各項目名は、内容の流れによって訳者が新しく付した。

　また、各章のおわりに補注をつけたが、これは各章を読まれたあとの参考に、歴史的事実、あるいはこぼれ話などを記したものである。
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第一章

 　
信玄、勘介、昌幸、幸村、真田一統








 

武略、謀略にすぐれた幸隆




　夫それ

 惟おもん

 みれば兵へい

 法ほう

 は悖はい

 逆ぎやく

 を治おさむ

 るの要よう

 道どう

 凶きよう

 賊ぞく

 を罪つみ

 するの機き

 械かい

 なり──『真田三代記』は、こういう言葉ではじまっている。

　つまり、大体の意味は兵法（武略）というものは、謀む

 反ほん

 や世を騒がす凶賊を討つのになくてはならない、必然的な制裁方法だというのである。

　そして、これにつづいて、楠くすのき

 三代（正まさ

 成しげ

 、正まさ

 行つら

 、正まさ

 儀のり

 ）の忠義をたたえたあと、真さな

 田だ

 弾だん

 正じよう

 幸ゆき

 隆たか

 の三男、安あ

 房わの

 守かみ

 昌まさ

 幸ゆき

 、その子の左さ

 衛え

 門もんの

 佐すけ

 幸ゆき

 村むら

 、その嫡男の大だい

 助すけ

 治はる

 幸ゆき

 の三人が、豊臣家に忠節を尽くしたことを賞揚する。

　真田三代とは、この物語では、昌幸、幸村、大助の三人になっている。

　またつづいて、真田家の出自を述べてから、物語は本題に入るのだが、真田家は清せい

 和わ

 源げん

 氏じ

 の庶流であり、後こう

 胤いん

 の海うん

 野の

 小太郎幸ゆき

 氏うじ

 は木き

 曽そ

 義よし

 仲なか

 の家け

 人にん

 であった。その幸氏が甲斐の武田家に仕えるようになってから真田に姓をかえたというのである。

　さて、幸氏より十余代の末孫幸ゆき

 隆たか

 は、幸ゆき

 義よし

 の子として、永正九年（一五一二）信濃しなの

 の国佐さ

 久く

 郡ぐん

 岩いわ

 尾お

 城じよう

 で生まれた。昌幸の父であり、幸村にとってはいうまでもなく祖父にあたる。真田家は武田家に属していたが、信濃での一城の主でもあった。

　この幸隆は生まれつき賢く、少年のころより武略、謀略を習い覚え、長ずるにしたがってその謀略ではだれも続くものがなくなった。真田三代は、この幸隆の血をただしくひいていたからすぐれていたのだ。幸隆という鬼才がいなかったら、真田三代は名をなすことはできなかったといえよう。

　真田三代を語るまえに、したがってこの幸隆とその周囲について、しばらく触れるのも意義なしとしないであろう。

　幸隆が元服してしばらく経ったとき、ときの甲斐の国武田家の当主信のぶ

 虎とら

 から、武田家の一族加か

 賀が

 美み

 四し

 郎ろう

 が反逆をくわだてたので、出兵するようにと要求してきた。

　幸隆の父幸義が家来に探らせてみると、反逆ではなく、信虎のいいがかりなのがわかった。しかし、是非はともかく、主人の命令なので兵を出さないわけにはいかない。

　そこで、幸義は幸隆に二百余人の兵を授けて出陣させた。このとき幸隆は十七歳だった。

　武田方では侍大将の小お

 幡ばた

 日にち

 浄じよう

 、原はら

 大おお

 隅すみの

 守かみ

 に五百余人の兵を与えて出陣させてきた。小幡、原は加賀美城の近くに布陣し、翌日早朝から城攻めにかかった。

　この攻撃陣に到着した幸隆は二陣として武田軍の後にひかえていた。城攻めがはじまるとまもなく、豪将の加賀美四郎は城門を開いて城兵とともに突とつ

 出しゆつ

 してきた。その勢いはものすごく、武田方の鯰なまず

 江え

 頼たの

 母も

 を討ち取るなどして、さんざんに暴れ回ったので、小幡、原の軍は後退を余儀なくされた。

　甲府の館でこのことを聞いた信虎は三百五十人を引き連れて加勢に駆けつけてきた。そして犠牲もかまわず猛攻を加えたから、城兵は討ち死にするものが多く、さしもの加賀美四郎も戦い疲れ、城は火炎の中で落城に瀕ひん

 した。

　いまはこれまで、と四郎は切腹しようとしたが、相あい

 木き

 森もり

 之の

 助すけ

 という腹心にとめられた。

「殿、命あっての物もの

 種だね

 ですぞ。生きてさえいたら、加賀美の家をまた、盛りあげることもできましょう。さあ、さあ、お立ち退きくだされ。森之助もすぐあとから参りますゆえ」

　なるほど、とうなずいた四郎は、五、六人の郎ろう

 党とう

 （家来）を連れて城を落ちて行った。

　主人にはあとから行く、といったものの森之助は斬り死にをする覚悟だった。彼はただ一騎で、馬上で大おお

 長なぎ

 刀なた

 を振り回しながら、武田勢の中へ斬り込んだ。

　幸隆が後陣にあって、炎々と燃えさかる敵城を睨んでいると、煙の中から現れた一人の武者が馬を馳は

 せながら、たちまちのうちに武田方の馬上武士十数人を斬り落とした。

　恐ろしく強い奴やつ

 だ。

「あの侍はだれだ？」

　と傍らにひかえた老臣に聞くと、

「加賀美方で、音に聞こえた相木森之助という剛の者でごわす」

　と答えた。

　幸隆は急に生け捕って家来にしたくなった。あんなのを家来にしたなら、真田軍は鬼に金かな

 棒ぼう

 のように強くなるぞ！

　彼はさっそく家来たちに一計を授け、自分は馬に跨またが

 って森之助のそばに寄って行き、大おお

 身み

 の槍をしごいて、大声で呼びかけた。

「これなるは、真田幸義の一子、真田幸隆、勝負、勝負！」

「おお、真田殿のご子息か。まだ若わか

 僧ぞう

 のようだが、真田なら相手にとって不足はないわ」

　森之助は若輩を軽蔑したような笑いを浮かべながら、大長刀を振りながら向かってきた。

　だが、幸隆はほかの武士のようにやられはしなかった。槍をとっては相当の腕前だった。たがいに馬を乗り回し、乗り回しして戦った。そのうち、幸隆は相手の隙を見て逃げ出した。

　や！　これは汚ないぞ、汚ないぞ！　と森之助は追いかけた。幸隆は返しては戦い、また逃げては返して戦った。

　この時代は上級の武士が二人で面と向かって勝負をするときは、他の者は手を出さないならわしもあったので、武田勢も森之助にかかってはこなかった。

　森之助と幸隆はこうして戦いながら後陣の真田勢に近づいてきた。真田の家人、伊勢崎、穴山など十数名は、あらかじめ幸隆に言いつけられていたから、それっ！　とみなで森之助の後に回り、熊手で引っかけて森之助を馬上から落とそうとした。が、なかなかうまくいかない。すると、一人が長刀で馬の前足を薙な

 ぎ払った。

　これではどんな剛勇のものでもたまらない。森之助はどっと落馬した。

　そこへ多勢でいっせいにのしかかった。三人ほど蹴殺されたが、とうとう森之助に縄をかけ、生け捕りに成功した。

　やがて城を落とした武田軍はゆうゆうと大将信虎を先頭に甲府に帰って行った。

　それを見送った幸隆は、陣に戻ると自分の手で森之助の縄をほどいて上座にすえ、こう言った。

「ご辺へん

 の主人の罪のないのはよくわかっており申す。天の運はまためぐってきて、お家再興も成りましょう。それまで真田の客分になっていてくださらぬか」

　丁重にあつかわれたうえに、お家再興と聞いて森之助は涙を流した。

「客分とはもったいない。家人の一人にお加えくださればそれで十分……」

　森之助はそう答えながら若い幸隆の武略と思慮に感心した。

　まもなく幸隆は森之助をともなって兵とともに信濃に帰還し、父、幸義にいっさいを報告した。幸義も自分の倅せがれ

 ながらやりかたはあっぱれだと思った。

　この年の夏、幸義は病床に臥し、

「お前はよくできるが、できるためにかえって甲府の信虎公に讒ざん

 言げん

 されるかもしれぬ。平凡な人間のふりをして、よくよく身を慎しむがよい」

　と遺言し、六十九歳で逝去した。




 

山本勘介と幸隆




　ここに山本勘介というものがあった。

　三み

 河かわ

 牛うし

 窪くぼ

 の浪人、山本伝でん

 次じ

 郎ろう

 幸ゆき

 三みつ

 という者の子で、幼時疱ほう

 瘡そう

 を病んで右の目が潰れ、また、物覚えが悪いため、父に縁側から蹴落とされて、左足が不自由になった。

　だが、一念発起して父が多年にわたって研けん

 鑽さん

 した学問をことごとく学びとり、またその武術、城取り、陣取りも習い覚えた。父の死後は他の一流の人たちから学び、二十一歳のときには文武両道において、三河ではおよぶ者がいないといわれるほどになった。

　駿河するが

 の太たい

 守しゆ

 今川義元の重臣、朝あさ

 比ひ

 奈な

 兵ひよう

 衛え

 はもと勘介の父とともに生おい

 実み

 家け

 に仕えていたという関係から、勘介はこの兵衛の斡旋で、今川義元に対面した。もちろん、仕官するためである。

　対面といっても身分が違うので、庭でお目め

 見み

 得え

 した。勘介は義元のようすをつくづくと見たが、おのれの威い

 に誇った鼻がつんと空を向き、浪人者などてんで問題にもしていないようすだった。

　また義元のほうから勘介を見ると、右の目が潰れ、そのうえ顔に疱瘡の痕あと

 があり、背丈は五尺にも満たない。その見苦しさはたとえようもない。

　義元は大いに笑って、こんな醜い小男が兵衛のいうように軍略、兵法に長た

 けているわけはないと思い、採用するどころか鼻汁はな

 もひっかける気がしなかった。

　勘介としてもこのような高慢な男には頼まれても仕官などするものかと腹が立った。採用は不調に終わった。

　このあと、勘介は全国を修行して歩き、長い歳月が経った。

　そんな旅のある年、信濃の岩尾城下に足をとめた。そして一人の旅人から城主真田幸隆が境を接する更さら

 科しな

 の城主村上義清の軍を知略で破った話を聞いた。

　その知略というのは、自軍を四隊に分ち、不意の攻撃によって敵を渡と

 河か

 させ、寒さに震えているところを撃破したものであった。勘介は幸隆がよくできるとの[image: 〓]
 を旅の途中でも聞いたことがあったので、この話を聞くとにわかに幸隆に会いたくなった。会いたくなると、どうしても会わずにはいられないように心がたぎった。勘介は情熱の男だ。

　それで、岩尾城の城門に行って案内を請うた。しかし岩尾城では村上勢との合戦があったばかりなので、てっきり村上方の回し者と思い、海うん

 野の

 六ろく

 郎ろう

 の指図で生け捕りにして拷ごう

 問もん

 にかけようとして騒ぎ立てた。

　幸隆はこの騒ぎを知って、

「なに？　山本勘介！　それは敵方の回し者などではない。三河牛窪の豪傑だわな」

　と言って粗略にあつかわないように命じた。

　幸隆もかねがね勘介の名を聞いていたのだった。幸隆は本丸の館たち

 に勘介を招じて会った。勘介は幸隆の人相をつくづく見ると、人を懐な

 つけ、謀はか

 り事ごと

 をよくする大将の勇威がしぜんにそなわっていた。また、幸隆のほうでも小兵で醜ぶ

 男おとこ

 の勘介を軽蔑するどころか、丁重に接してあなどる気配などすこしもなかった。勘介はまれにみるすぐれた武将なのを実感した。話してみると中国の孫そん

 子し

 ・呉ご

 子し

 の兵書にもよく通じ、わが国の諸しよ

 家か

 の兵法もみな知っていた。

　勘介は驚き、幸隆もまた勘介の兵学の深さに舌を巻いた。

　話は尽きず、勘介はすすめられるままに十余日逗とう

 留りゆう

 した。岩尾城を去るときに、幸隆は家臣の望もち

 月づき

 玄げん

 蕃ば

 に国境まで送らせた。

　このころ甲斐の国主は信のぶ

 虎とら

 の息子の晴はる

 信のぶ

 に代わっていた。晴信はのちの信しん

 玄げん

 である。この晴信は父の信虎を駿河の今川義元のところに隠居させ、甲斐源氏の若い統領として威を張っていた。

　晴信の姉が義元の妻なので、つまり、信虎は婿むこ

 のところの寄より

 人うど

 となったわけだ。

　晴信は他国を併合しようとする野望を抱き、信濃の村上、小笠原、諏訪などの諸豪族としばしば兵を交えたが、まだどの一家をも滅ぼすことはできなかった。

　天文十三年（一五四四）の元日、武田家の重臣たちは甲府の武田家の居城躑躅つつじ

 ヶ崎さき

 の館やかた

 に伺候して、晴信に新年の挨拶をのべた。そしてこのあと賀宴になったが、席上、板いた

 垣がき

 駿する

 河がの

 守かみ

 信のぶ

 方かた

 が、よい城を造ると三千人の兵で守るところを三百人の兵でも十分守ることができる。そんな城取り（築城家）がいたら、武田家でもほしいものだ、と言った。

　晴信もそんな城取りがいたならわしもほしい。すぐ召し抱えたいと答えたが、そのとき飯お

 富ぶ

 兵ひよう

 部ぶ

 が、

「それなら、駿河の菴いお

 原はら

 安あ

 房わの

 守かみ

 のところに寄食する山本勘介をお用いになられたら、いかがでございましょう。あのものは希き

 代だい

 の軍師で、城取りの縄なわ

 張ば

 りもよくすると聞いておりまする」

　と発言した。

　そこで、勘介の採用が決まり、小山田備中守が使者として駿河に赴くことになった。備中守は駿河へ行って勘介に会い、晴信に仕官するようにすすめた。

　勘介はこのころ今川義元の重臣、菴原安房守のところに居候をしていたのだが、武田家への仕官はあまり気がすすまなかった。それというのも、晴信が親の信虎を廃して自分が国主になった親不孝者だったからである。

　しかし、備中守があまりすすめるので、いちおう、晴信という男に会ってみようと思った。備中守の案内で甲府の躑躅ヶ崎の館に行き、会ってみると、晴信は賢いといわれているその評判どおりの人相をしていて、色白く鼻は高く、両眼は星のように光っていた。

「わしに仕えぬか」

　と晴信は言った。

　晴信は麻の上かみ

 下しも

 を着て、短い脇差を差した醜い小男に、かえって才能を感じたようであった。だが、勘介はなんとなく気がすすまない。

「お答えは追って申しあげまする」

　そう言って、世話をしてくれている小山田備中守の屋敷に下がった。

　備中守は世話をしているうちに、やはり、勘介に才能を感じていたから、しつこく仕えるようにすすめた。

「ならどうして、幕下に真田幸隆殿のような名士がありながら、お用いになりませぬか。あの方をお用いになるなら、天下掌握も必ず成りましょうほどに」

「いや、そのことは……お館やかた

 様さま

 は真田殿とは仲があまりよくなくて」

　備中守は困ったという顔をしたが、勘介は備中守の熱心さにほだされて武田家に仕えることにした。

　晴信は勘介の仕官を聞いて喜び、二、三日して勘介を招いてご馳走した。主従の杯さかずき

 を交わしたあと勘介はこう言った。

「お館様は、真田殿をお用いなきごようす。いかな理由でございましょうや？」

　すると、とたんに晴信は顔色を変えた。

「真田はわしの命令に従わないばかりか、わしを軽んじている奴だ。そのほうがわしの家け

 人にん

 になったゆえ、そのほうに征伐させようと思っておる」

「これはなんと！」

　勘介は驚いた。

「幸隆殿は理非をよくわきまえられているうえに、上は天てん

 文もん

 、下は地文に通じ、七なな

 書しよ

 の奥おう

 義ぎ

 も明らかにする軍師。下げ

 賎せん

 なそれがし（私）とは比べものになりませぬ。なぜまたそのように不和になりましたか」

　その理由は晴信のほうにも落度があるようだった。

　彼は赤面して、しばらく考えていたがこう答えた。

「なるほど、そのほうのいうとおりかもしれぬ。わしは水に流そう。そちから幸隆にわしのために力を尽くすように頼んではくれぬか」

　晴信はまだ若いのに、自分の非を悟ると瞬時に怒りを一いつ

 擲てき

 するだけの器き

 量りよう

 を備えていた。

　勘介は感心して岩尾城に行き、幸隆を説くことになった。この年、岩尾城では幸隆の正室が男子を生んだ。幼名徳太郎、のちの真田兵ひよう

 部ぶ

 昌まさ

 輝てる

 である。また側室にも男子が誕生した。幼名与三郎。のちの真田安あ

 房わの

 守かみ

 昌まさ

 幸ゆき

 で、左さ

 衛え

 門もんの

 佐すけ

 幸ゆき

 村むら

 の父であった。

　このような慶びの岩尾城に勘介がきたのである。幸隆はさっそく書院に通した。

「この前はいかいお世話になり申した。じつは本日は主命によって参りました」

「なに主命？　で、その主人は？」

「甲府の武田晴信様でござる」

「うむ」

　幸隆は腕を組んだ。

　腹のなかでは、勘介はよい主人を得た、また武田家もいよいよ隆盛になるに違いないと思い、双方のためにも喜んだが、表情にも出さずに、

「貴公ほどの器量を持ちながら、晴信公に随ずい

 身しん

 とは恐れ入った。あのお仁ひと

 は国から父を追い出した不孝者だ」

　と言ったが、やはり、その表情が不快げに曇った。幸隆はこうしたことのために、晴信を軽蔑し、その命令にも従わなかったのだ。

「わが真田家は代々武田の幕下だが、あのような不孝者に従うほど、成り下がり申さぬ。貴公は晴信公のすすめで、わしを口く

 説ど

 きにきたのであろう」

　いわれるとおりである。だが、食うか食われるかの戦国にそんなことだけを問題にしているわけにはいかないのだ。

　勘介ははらはらと涙をこぼした。戦国人は直情である。

「真田殿、たとえ不ふ

 道どう

 の主人でも忠義を尽くすのが臣しん

 の道。“君きみ

 々きみ

 たらずとも臣しん

 々しん

 たれ”という言葉があるではありませぬか。どうか、それがしの願いを聞いて武田家のために働いてくださらぬか。それがしは貴殿といっしょに合戦をし、わが腕を試そうと思っている」

　幸隆は勘介の真情にうたれた。同時に彼も勘介とともに謀略、武略の合戦がしたくなった。

　彼も戦国人なのだ。感動するとひとつのことにこだわってはいなかった。

「よろしい。貴公のいうとおりにいたそう。強情を張って、このまま埋うもれ

 木ぎ

 になっては祖先に申し訳がありませぬなあ。アハハハハ」

　幸隆は声をあげて笑った。

　勘介は甲府に帰って晴信に報告した。

「それは重ちよう

 畳じよう

 。わしはうれしいぞ。なにぶんにもよろしく頼む。真田とともにわが家の二人の軍師となってくれ」

　晴信は勘介に晴の一字を授けて、勘助晴幸と名乗らせて百貫の土地を与えた。

　まもなく、幸隆も岩尾城から挨拶にきた。武田家には抜群の軍師が新しく二人生まれたのだ。




 

上田原の合戦




　幸隆と勘介はこのあとすぐ力を合わせて晴信を助け、隣接の諏訪の大名諏訪頼重を滅ぼしたが、幸隆はなんとかして、宿敵村上義清を討ち取るか、追放するかしたかった。義清は武田の敵でもあった。

　それにはまず、薬やく

 師し

 寺じ

 右う

 近こん

 之の

 進しん

 という義清の家老をかたづけなければならないと思った。右近之進は村上家の思慮の深い柱石であった。

　幸隆は臣下で機転の利く須す

 野の

 原はら

 若わか

 狭さの

 守かみ

 とその弟の惣左衛門をひそかに呼び出して、自分の考えを話し、なにかうまい手はないかと聞いた。

「ひとつ、ありやす」

　兄の若狭守はある謀り事をひくい声でささやいた。

「うむ。なるほど、そういたそう」

　幸隆は感心して、さっそくその手を打つことにした。

　翌日、幸隆は作戦参謀ともいうべきおもだった家臣を集めて、義清討伐の軍議を開いた。

　席上、須野原若狭守がすすみ出てこう言った。

「村上討伐は、もう歳の暮れも迫っておりますから来春にしたらいかがかと存じます」

　これでは軍議にならない。幸隆は怒った。

「馬鹿者！　合戦というものは暮れも正月もないわ。敵の不意をうってこそ、勝利を得られるというものじゃ」

「そうではありましょうが、村上は越後の上杉と好よしみ

 を通じております。そのことも慎重に考えねばなりませぬ」

「黙れ！　村上が上杉と和議をしたなどとは聞いたこともない。そのほうの言は味方を惑わせるものだぞ。この逆ぎやく

 牒ちよう

 者もの

 めが！」

　具体的な軍議に先立ってとんでもないことを言ったのだから、日ごろ、家来をかわいがるといわれている幸隆も、かっとして立ち上がり、若狭守を蹴飛ばし、足で踏みつけて、持っていた鉄扇で背中を何回も力まかせになぐった。血が衣服を赤く染めた。

　こうなるともう若狭守はどんな正当な理由があるにしても、相手が狂乱しているから、なにも言うことはできない。

　彼は背中から血をたらしながら退出した。そのあとを追って、弟の惣左衛門も退出した。

　しかし、これは若狭守が幸隆に言った計略であった。出席した重臣のなかに、大事なときには、義清と通じる者がいるのだ。

　どっちが負けても勝っても一家一族を存続するようにしておくのである。戦国という時代の常だった。したがって、最高の軍議は信用できる少人数で行わなければならない。

　こういう通報には忍びの者が当たった。この『真田三代記』のここでは細作しのび

 という字を当てている。

　さて、一方の義清も[image: 〓]
 かつら

 尾お

 城じよう

 で軍議を開いていた。そこへ若狭守の弟の須野原惣左衛門がやって来て面会を申し入れた。義清も惣左衛門が真田の重臣なのを知って不審に思ったが、別室へ通して会ってみると、惣左衛門は涙を流しながら言った。

「手前主人、幸隆はおのれの智を誇り、家来たちを塵ちり

 芥あくた

 のように扱い、過日軍議の席で、わたくしの兄、若狭守を鉄扇で血の流れるまで討ちすえましたゆえ、われらの怨みは骨こつ

 髄ずい

 まで染み透っております」

「？……」

「幸隆はわれら兄弟を嫌い、殺害しようとしているのは火を見るよりも明らか……[image: 〓]
 尾のお館様は徳を敷いて、よく家臣をかわいがるお方、われら兄弟を哀れとおぼしめして、お用いくださいますなら犬馬の労もいといはいたしませぬ」

　義清はちょうどよい折りに、都合のよい男が転び込んできたと思ったが、話がうますぎる。

「われらは在所へ帰ると偽って城を抜け出してまいりました。もし三百人ばかりご家中の衆をお貸しくださるなら、わたくしの供回りに仕立てて城中に入り、本丸に火をかけまする。そうしたら幸隆の首は取ったも同然……」

「ほほう、なるほど」

　義清の考えでも、ふいに三百人の兵がその戦闘力を発揮したなら、城側は守り切れるものではない。合戦のとき以外、城にはほんのわずかの兵しかいないのが普通である。

　しかも、甲州軍中で山本勘介と並ぶ軍師の恨み重なる幸隆が討てるのだ。そんなことから、彼は話のうますぎる点に目をつぶった。つぶらせたのは、三百人の兵の働きと予想されるその戦果であった。……そんなうまいことになったら、必ず幸隆の首を取ることができる……。

「ようし、そのほうを信用して三百人を貸してくれるぞ。幸隆の首を取ったら恩賞は望みのままにとらせるわ」

　義清は声を張り上げた。

「お館、ちょっとお待ちくだされ」

　そのとき、側から楽らく

 岩がん

 寺じ

 右う

 馬まの

 助すけ

 という重臣が口を出した。武将は敵側の者に一人では会わず、そばには必ず主だった者と近臣たちがいた。

「これは幸隆の謀略かもしれませぬから、やすやすとのってはなりませぬ」

「馬鹿を申せ。わしの見透しでは偽りなどではないわ。忍びの者がまもなく帰ってこようから、その話とこの惣左衛門の話があえば文句はなかろう」

「それはそうでございますが……」

　そこへ、放っておいた忍びの者が帰って来た。その報告は惣左衛門が言ったのとぴったり合った。

「どうだ、楽岩寺、異存はあるまい？」

「はあ、ありませぬ」

　と楽岩寺は言ったが、まだ十分納得しない表情だった。惣左衛門はここぞと思って切り札を出した。

「真田の城中には相木森之助、筧かけい

 十じゆう

 兵べ

 衛え

 そのほかの一いつ

 騎き

 当とう

 千せん

 の者どもがおりまするゆえ、こちらも大剛の者を揃えなければなりませぬ。音に聞こえた薬師寺右近之進殿を大将に他の勇士の方々をお選びなさってはいかがなものでございましょうか」

「うむ、よかろう」

　もう勝った気になっている義清には、大事な右近之進を失ったらどうするか、などを考える余裕はなかった。

　その翌日、惣左衛門は右近之進ほか村上家の剛の者たち三百人を供回りに仕立て、岩尾城に帰って口こう

 上じよう

 を言い、城門から三の曲輪くるわ

 に入った。が、三百人が入ってしまうと彼は合図をして城門を閉めさせて姿を消した。と同時に、二の曲輪から供回りに仕立てられた村上勢に向かって四、五十挺の鉄砲がいっせいに火を噴いた。

　村上勢はたいした武器もないし、門を破ることもできず、右往左往するうちにとうとう右近之進以下三百人は一人残らず、討ち取られてしまった。幸隆は望みどおり、右近之進を消すことができた。

　義清はまもなくこの報告が忍びの者によってもたらされると、躍り上がって怒り、楽岩寺右馬助に五千の兵を授けて、真田討伐に向かわせた。だが、これも幸隆の戦略にかかって敗れ、右馬助も戦死してしまった。

　このとき、甲府の館にあって逐一報告をうけていた武田晴信は、村上義清はこんなにやられては、じっとしているはずがない。全軍をあげて幸隆に血戦をいどむに違いない。そうなったら幸隆がどんなに知謀にすぐれていても兵が少ないからかなうまい。と考えて、幸隆を救おうとして甲府から八千の兵を率いて出陣して来た。

　そして、上田原に陣を敷いた。晴信にとっても義清を追ってその領地を併合するよい機会だった。

　義清も躊ちゆう

 躇ちよ

 することはできない。その全兵力七千をあげて、千曲ちくま

 川がわ

 を渡り上田原で武田勢と相対した。彼は村上家の運命を賭ける“有う

 無む

 の合戦”を覚悟していた。天文十六年（一五四七）八月下旬のことである。

　幸隆は先陣を願ったが、晴信は、そのほうは義清の恨みを買っているから、村上勢の鋒ほこ

 先さき

 をかえって強くすることになる、と言って許さなかった。

　武田勢の陣じん

 立だ

 ては、一陣板垣駿河守信方、二陣飯富兵部少輔、小山田備中守、本陣晴信とその旗本、本陣の右に山本勘介、左に馬ば

 場ば

 民みん

 部ぶ

 、内ない

 藤とう

 修しゆ

 理りの

 亮すけ

 、後陣真田幸隆などであった。

　八月二十四日午前八時ごろ、板垣信方の三千五百人が太鼓を鳴らして、村上勢に攻撃をかけた。

　村上勢は一歩も退かずに、この攻撃をまともに受け、火花を散らして戦った。板垣勢の猛も

 者さ

 として知られた曲まがり

 渕ぶち

 小しよう

 左ざ

 衛え

 門もん

 、三み

 科しな

 肥ひ

 後ごの

 守かみ

 、広ひろ

 瀬せ

 郷ごう

 左ざ

 衛え

 門もん

 らは村上軍の中に突入し、命も惜しまずに斬って回り、小左衛門は村上方の剛の者八や

 木ぎ

 惣そう

 八はち

 を突き落とし、郷左衛門は相あい

 野の

 一いつ

 斎さい

 を薙な

 ぎ倒し、肥後守は原田十郎左衛門を討ち取った。

　このため村上勢は崩れて後退した。

　板垣信方はすっかり気をよくし、この合戦の合間に討ち取った敵方の首、百五、六十級の首実検をはじめた。

　ところが、後退したといっても敵に油断のあるわけはない。弟の八木惣八を小左衛門に討たれた村上方の安あん

 中なか

 一いつ

 藤とう

 太だ

 という武士は、侍大将の上かみ

 条じよう

 織おり

 部べ

 と談合し、五百人を二手に分けて、うかがい寄り、隙を見て一度にどっと斬り込んだ。

　ふいを衝つ

 かれた信方は部下ともに防ぎ戦ったが、とうとう戦死し、首を取られてしまった。これを見た村上勢は全軍盛り返して、武田勢の二陣へ攻めかかった。

　義清はこのとき、運を天に任せて、晴信の本陣に斬り込む肚はら

 を決めた。

　原文はこう書いてある。

〈萌もえ

 黄ぎ

 縅おど

 しの鎧よろい
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 金かな

 物もの

 繁しげ

 く打うつ
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 の鍬くわ

 形がた
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 立だて

 の冑かぶと
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 重じゆう

 代だい

 の太た

 刀ち
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 、村むら

 雨さめ

 と名な

 付づけ

 たる鹿か

 毛げ

 成なる

 名めい

 馬ば

 に悠然ゆらり

 と打うち

 乗のり

 て（略）、我われ

 と思おもわ

 ん者もの

 は義よし

 清きよ

 に従したが

 ひ高こう

 名めい

 せよ。今日きよう

 こそ晴はる

 信のぶ

 、幸ゆき

 隆たか

 の首くび

 を見み

 ずんば一寸すん

 も引ひく

 まじと兵へい

 士し

 二千余よ

 騎き

 を前ぜん

 後ご

 左さ

 右ゆう

 に従したが

 へ、群むら

 集がり

 立たつ

 たる甲こう

 州しゆう
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 三さん
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 晴はる

 信のぶ

 の旗はた
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 目め
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 て駈かけ

 立たて

 る〉
 　この種の表現が、当時の軍記ものの書き方であった。文語体のリズムが美しい。

　二千人の猛者を率いて義清は斬って回ったが、向かってくる者は、一人として命を全うしなかった。

　ふと見ると、敵の旗本たちが右往左往する間に、黒い[image: 〓]
 たくま

 しい馬に跨って卯う

 の花色の鎧を着け、白い毛のさがった兜をかぶった若い武将がいた。

　義清は、はっとした。

　晴信だ！　そう思うと興奮に体が震えた。たしかにこれは晴信であった。義清は馬を寄せ、わめいて斬りつけた。

　晴信も抜き合わせ、たがいに馬を馳は

 せながら、斬り合った。義清のほうが強い。晴信は鍛えのよい鎧を着ているので致命傷にはならないが二、三カ所負傷した。

　義清は斬り立て、斬り立てして討ち取ろうとしたところへ、真田の家来の相木森之助が大おお

 長なぎ

 刀なた

 を水みず

 車ぐるま

 のように振り回しながら馬を走らせて来た。

　晴信は義清が森之助に気をとられている間に馬の腹を蹴って逃れた。

「ちえっ、残念！」

　義清は血を吐くように叫んだ。

　森之助は義清の馬の平首へ斬りつけた。馬はどっと倒れ、義清は地面に投げ出された。森之助がそこを大長刀でたたくように斬れば、義清は鎧を着ていても大怪我をし、首を取られることになる。

　が、助けが入った。村上勢の楽岩寺兵太夫、由井惣兵衛、尾上九兵衛らが駆けつけ、森之助を制しながら、義清を馬上に拾いあげて引き揚げたのだった。

　全体の合戦は、やはり村上勢に分がなかった。ちりぢりになって後退した。

　これは上田原の合戦と言われるものであるが、甲州勢の犠牲も大きかった。板垣信方をはじめ士卒千七百余人が討ち死にした。

　しかし、この合戦に義清追放の最後の目的を果たしたのは幸隆だった。

　義清はその兵に守られて[image: 〓]
 尾城への道をたどったが、幸隆は途中で待っていて攻撃をかけた。村上勢はちりぢりになり、彼のもとには五、六百の兵しか残らなかった。

　それでも、懸命にさんざん戦ったが、真田勢は新あら

 手て

 なので、村上勢はここかしこでみな破られてしまった。

　村上勢にとっては[image: 〓]
 尾城は、武田勢が占領しているに違いないという公算が強くなった。

　しかたなく、義清は少数の兵とともに猿ヶ馬場の峠を越えて下桑原に下り、そこから山を越えて越後の国に走り、長尾景虎（のちの上杉謙信）を頼った。

　幸隆の働きは大きかった。




 

昌幸初陣




　天文二十年（一五五一）二月十二日、晴信は入道して信玄と号した。このとき幕下五人の武将もいっしょに入道した。

　原美濃守は清せい

 岩がん

 、山本勘介は道どう

 鬼き

 、小幡山城守は日にち

 意い

 、長坂左衛門は釣ちよう

 閑かん

 、真田幸隆は一いつ

 徳とく

 斎さい

 と道号を称した。

　このころになると村上義清が頼って行った長なが

 尾お

 景かげ

 虎とら

 （謙信）と信玄の対陣、合戦もはじまっていた。幸隆は勘介とともに信玄に出仕してから、大小の合戦にそれぞれ手柄を立てたが、幸隆は長男の源太左衛門信綱が若い武将に成人したので、甲府に勤仕させた。

　翌二十一年、関東管かん

 領れい

 の上うえ

 杉すぎ

 憲のり

 政まさ

 は相模さがみ

 小田原の城主北ほう

 条じよう

 氏うじ

 康やす

 に追われて越後の国へ落ちて行き、長尾景虎を頼った。

　憲政は景虎に姓氏と管領職を譲った。管領というのはそのときの足利幕府が決めた関東八カ国の総支配者だったが、有名無実に等しかった。景虎はこのときから名を輝虎と改め、入道して謙信といった。謙信は憲政とともに上こう

 野ずけ

 の国に行き、新たな管領として、いままで管領に従わなかった諸大名を屈伏させるのに忙しかった。

　武田、真田にとってはもちろん憲政も敵である。この年の八月二日、幸隆は岩尾城から三千五百の人数を率いて、同じ信濃の苅かり

 屋や

 原はら

 城じよう

 攻略に向かった。苅屋原城主太おお

 田た

 弥や

 助すけ

 は憲政の旗下に属していたからである。

　幸隆に従ったのは長男の源太左衛門信綱、二男の兵部昌輝、三男の喜き

 兵へ

 衛え

 昌まさ

 幸ゆき

 であり、家人のおもなものは穴山源覚、伊勢崎五郎兵衛、望月玄蕃、筧かけい

 十兵衛、相木森之助、海野六郎、布ぬの

 下した

 弥四郎などであった。真田三代の初代喜兵衛昌幸は、このとき十四歳の初うい

 陣じん

 だった。

　城主太田弥助はこのことを謙信の本拠春日かすが

 山やま

 城じよう

 に知らせるとともに城の防備を厳重に固めた。弥助は憲政幕下でも一騎当千といわれた大剛の者で、その郎党には木[image: 〓]
 別右衛門、本間九郎、中根宇右衛門がいて五百余人で立て籠こも

 っていた。

　真田方は三千五百人を三み

 手て

 に分けて城の表、裏から攻めかかった。城兵は少しも驚かず、真田方を十分引きつけてから、狭はざ

 間ま

 から弓鉄砲を射だし撃ちだした。

　真田勢はばたばた倒れてひるんだ。これを見た城主太田弥助は表門を押し開き、木[image: 〓]
 別右衛門、本間九郎、中根宇右衛門などの城兵とともに打って出て、真田勢を突き崩したので、真田勢は二、三段後退した。

　このとき、真田昌幸は、この度の初陣に高名をしようと思い、紫むらさき

 縅おどし

 の鎧よろい

 に、白星の兜かぶと

 を着け馬に跨った颯爽としたいでたちで、穂先二尺あまりの大身の槍をしごいて、城兵の中へ割って入り、縦横に駆け散らした。みごとな若武者ぶりである。

　城方の坂さか

 井い

 名めい

 八はち

 という黒くろ

 皮かわ

 縅おどし

 の鎧を着けた剛の者は真田勢を薙な

 ぎ倒し、斬り回っているうちに昌幸と出会ったが、なあんだ真田の小倅か、と小馬鹿にして行き過ぎると、後ろから、

「真田喜兵衛昌幸を知らぬか。引き返して勝負しろ！」

　と声をかけられた。

「なんじゃと？　小倅！　それほど死にたいなら引導わたしてくれるわ」

　坂井名八は、にやっと笑って馬を返し、大太刀で斬ってかかった。だが、昌幸の槍は鋭くてうかつにそばに寄れない。名八が驚いているうちに、その槍先が目から離れなくなり、電光のような早はや

 業わざ

 で、兜の眉ま

 庇びさし

 を突き上げられ、忍びの緒お

 を突き切られて、仰向いた兜を直そうとしたところを、馬から突き落とされ、あっさり首を取られてしまった。

　昌幸は敵の剛の者を討ち取ったので、すっかり喜び、引き返そうとすると、太田方の本間九郎に声をかけられた。名八の敵かたき

 討ちなのだ。本間九郎も武器は槍だ。

「よし、こい！」

　二人は十七、八回、槍を合わせたが、勝負は決まらない。

　真田方の布下弥四郎は、この勝負を見て馬を走らせて来た。若殿を討ち死にさせるようなことがあっては、大殿幸隆に申し訳ないのである。

「若殿退ひ

 かれい！」

　と彼は叫んだ。

　が、昌幸は、

「邪魔いたすな。主人の高名を奪うつもりか」

　と手出しをさせず、とうとう、本間を突き伏せ落馬させて首を取った。

　坂井、本間の首を槍に結びつけた昌幸は、ゆうゆうと陣地に引き返したが、敵、味方ともにあっぱれの若大将だと感心しないものはなかった。

　この日の合戦は、双方ともに引き揚げていちおう終わったが、真田方は三百余人討たれ、城兵は百余人戦死した。真田方の損害は三倍だ。これは鉄砲と弓とによるものだった。

　幸隆は工夫をこらした。兵たちに付近の藪やぶ

 から竹を切ってこさせ、丈たけ

 七尺、幅三尺ほどの竹束をいくつも作った。翌朝、この竹束を前に押し立て、その後ろに兵が隠れた隊形で城に攻めかかった。城からは鉄砲を撃ち、矢をそそぐが、みな竹束に当たって跳ね返ってしまった。

　平凡だが生きた工夫である。以後、真田軍も武田軍も鉄砲や弓を構えた敵を攻撃するにはこの竹束を使用するようになった。

　竹束を押し立てた真田勢は大手門に迫り、その門を破ろうとした。城側としては鉄砲、弓が用をなさないから破られるのは時間の問題だ。破られたら小勢なので勝ち目はない。どのみち、勝ち目がないなら、斬って斬って斬りまくり、死人の山を築いてやろうというので、城将太田弥助は城兵を率いて打って出た。

　これを迎えた真田勢は、皆殺しにしようと、中に取り囲んで攻め立てた。猛烈な戦闘が展開した。

　城方の木[image: 〓]
 別右衛門は真田方の騎馬武者を三騎斬って落とし、相木森之助に向かってきた。

「木[image: 〓]
 別右衛門じゃ、勝負！」

「相手にとって、不足はない。真田の郎党、相木森之助だぞ」

　森之助は例の大長刀を水車のように回しながら斬ってかかると、別右衛門は大刀で受けとめ、三十余合ごう

 斬りあったが勝負がつかない。

「組もう」

　と森之助は言い、双方組み合って馬の間に落ちたが、森之助の力のほうが強く、別右衛門を組み伏せた。彼は小刀を抜いて首を掻き落とそうとしたが、このような勇士を殺すのが惜しくなり、用意していた縄を取り出し、別右衛門をがんじがらめに縛った。そして兵に言いつけて後陣に送った。

　この間に城方は駆け立てられて敗色が濃くなった。太田弥助は、いまはこれまで、と残兵二百名を集め、幸隆と勝負を決しようとして真ん丸になって幸隆の旗本へ突入した。

　弥助は名に負お

 う豪雄なので、たちまち十八騎を斬って落とし、なおも進んでくるところを筧十兵衛がさえぎった。

「わが名は聞いておろう。筧十兵衛じゃ。お相手申そう」

「望むところだ」

　丁ちよう

 々ちよう

 発はつ

 止し

 と打ち合ったが、十兵衛の腕のほうがまさった。七、八合ごう

 すると弥助の大刀を跳ね飛ばし、兜の真っ向から胸板まで斬り下げた。弥助は血煙りを立てて落馬した。大将が討たれてしまったから、他の兵たちは落胆し、思い思いに戦場から落ちのびて行った。

　中根宇右衛門は弥助の死を知って、自分も死を覚悟し、いっそう激しく真田勢を切り散らし薙ぎ払っていたが、これも一丈ばかりの筋金入りの棒を持った真田方の増尾新蔵に討たれてしまった。

　城方はまったく四散した。真田勢の大勝だった。三千余の兵は勝かち

 鬨どき

 をあげて城に入った。

　幸隆は城を壊し、岩尾城に帰還した。

　信玄は幸隆の功を賞揚した。上杉方の強力な拠点の一つが消滅したからである。また、初陣で敵の剛の者二人も討ち取った昌幸の手柄も大いに賞して安房守の称号を許し、感状を与えた。その感状はこう書かれていた。

　去る八月五日　於苅屋原城かりやはらじようにおいて

 首くび

 二ツ本間九郎坂井名八を討うち

 取とり

 候そうろう

 段だん

 神しん

 妙みように

 候そうろう

 弥可抽忠勤者也いよいよちゆうきんをぬきんずべきものなり

 　仍而如件よつてくだんのごとし

 、
 　　　天文二十一年八月吉日


 晴信入道信玄　判　　　


 　　　　安房守殿

　昌幸の活躍はこのときからはじまったのである。




 

父に似た武略

 [image: 〓]
 
──三増峠の合戦──




　真田一徳斎幸隆はたいてい岩尾城におり、平常は長男信綱、二男昌輝、三男昌幸が甲府の信玄のもとに出仕していた。

　しかし、大きな合戦など大事の場合には幸隆も兵を率いて出陣した。武田軍が上杉謙信を相手とする川中島および、その付近の合戦、また西にし

 上こう

 野ずけ

 攻略戦などには幸隆は山本勘介とともになくてはならない謀ぼう

 将しよう

 であった。

　とくに川中島の合戦には幸隆は地元でもあるし、作戦においては不可欠の存在だった。

　ところが、永禄四年（一五六一）の川中島のもっとも大きな謙信との衝突では、武田軍は苦戦し、ともに働いた山本勘介が戦死してしまったのだ。二人でともに信玄の両腕となってから、十七、八年の歳月が流れていた。高齢になっている幸隆にはその死はこたえた。知己を失ったのである。合戦の勝負はさしてこたえないが、この世の中で一番自分を理解している人間の死は、深い悲しみと落胆を伴うものであった。

　二年経った永禄六年、幸隆は病床に臥した。病やまい

 はしだいに重くなり、やがて、

「武田家はいずれ滅亡するであろう。この麻のように乱れた天下を治める者は、尾張、三河の両国より出るに違いない。そのほうどもはよく心して真田家を保つようにしなければならぬぞ」

　と遺言して逝去した。七十四歳の波瀾に富んだ一生であった。岩尾の慶雲寺へ葬り、法名を英誉院殿清雲仁翁大居士といった。

　武田家はやがて滅亡すると幸隆は予言したが、信玄の勢力は隆々たるものであり、二人の軍師を失ったからといって、衰えるようすもなかった。信玄子飼いの大おお

 勢ぜい

 の武士たちが優秀な指揮官として成長し、武田軍は連戦連勝を続けていた。

　真田の三人の御おん

 曹ぞう

 司し

 もそれぞれ武将として活躍し、武勇の真田三人兄弟として名前を轟かせた。

　だが、三人のうち、もっとも武略、謀略に長た

 けていたのは昌幸であった。彼は信玄からかわいがられ、信玄戦法をもみな伝授されたともいわれた。

　数年経った。

　上杉謙信を押し込んで信濃の九分どおりを手に入れ、西上野も占領、武蔵、飛騨の一部にも勢力を張った信玄は、駿河を併合しようとして同国に侵入、今川氏真を追ったが、北条氏うじ

 康やす

 、氏うじ

 政まさ

 が介入して兵を出したので作戦はなかなか進しん

 捗ちよく

 しなかった。

　それで、永禄十二年（一五六九）の九月、信玄は二万の兵をあげて、信濃の碓う

 氷すい

 峠とうげ

 を南下し、北条氏の居城小田原城を囲んだ。駿河からその兵を引き揚げさせる陽動作戦であった。

　城を軽く攻撃しただけで、信玄は兵を撤して帰路についた。駿河の北条軍は見込みどおり本城の危急を聞いて馳は

 せつけてきたので、その目的を達したのだ。

　だが、北条方では甲州軍の退却を好機として、こんどは逆に帰路を断って甲州軍を包囲し、打撃を与えようと謀った。甲州軍が撤退するのは南下してきた路を引き返して左折し、三み

 増ませ

 峠とうげ

 を越えて甲州領の上野原に出る甲相街道である。

　そこで、甲州軍がまだ小田原にいるうちに、武蔵、相模の北条軍は甲相街道の三増峠付近に結集し、引き揚げてくる甲州軍を待ち構えた。峠を中心にして桶おけ

 尻しり

 口ぐち

 には北条氏勝を大将として一万五千余、粟津口には北条氏邦の一万六千余、深堀口には北条氏忠の一万二千余。信玄の本陣攻撃の遊撃隊としては北条氏照の九千五百余が中津川を後ろにして陣を張った。

　信玄をはじめ甲州軍の諸将は三増峠の近くまできて、はじめてこの要撃態勢を知って驚いた。知謀の信玄もどうしたらよいか迷った。すると、原はら

 隼はや

 人と

 と武田信豊が、

「真田に手立てをお尋ねになったらいかがでしょうか」

　と言った。

　さっそく、信玄は真田昌幸を呼んで尋ねると、昌幸はにやっと笑ってこう答えた。

「北条氏には知将が多くおりますので、この難所で数万の兵をもってする手立ても、かねてから考えていたものでありましょう。しかし、突破しなければなりませぬ。まず、全軍を二十五の備そな

 え（部隊）に分け、小こ

 荷に

 駄だ

 （輜し

 重ちよう

 隊たい

 ）隊を中に囲んでこれを守りながら相模川を越えさせ、その後ろを信玄公の本隊が進み、先陣から後陣へと繰り退び

 きをするなら、突破は不可能ではありませぬ」

「うむ」

　信玄もそうするよりほかはないと思った。

「敵の備えを見まするに、桶尻、粟津、深堀のうち、備えの一つが乱れているのは、まさしくわが本陣への斬り込みを企き

 図と

 する隊形でありましょう」

「うむ、そちは父幸隆以上の見み

 巧こう

 者しや

 だな」

　信玄は感心してただちに備えを立て直すように命じた。備えはすぐに立て変えられた。

　北条氏照の備えには伊奈（武田）四郎勝頼、山県三郎兵衛、馬場美濃守らの五いつ

 備そな

 え、深堀口の北条氏忠の備えには武田左さ

 衛え

 門もんの

 佐すけ

 、五ご

 甘かん

 七郎兵衛らの五備え、粟津口の北条氏邦には一条右衛門大夫、武田逍しよう

 遥よう

 軒けん

 たちの四備え、桶尻口の北条氏勝の備えには浅利式部、内藤修理、甘利左衛門らの三備え（この陣には小荷駄隊を付き添わせた）、津久井城には小幡上総かずさ

 、小笠原掃部かもん

 の二備え、あとは信玄の本陣を囲んで備えたが、このうち原隼人、武田信豊の隊は本陣の左右を固めた。昌幸の隊も本陣に属した。

　備え立てが終わると、昌幸はいずれも大事な備えだが、とくに小荷駄を護衛する浅利式部、内藤修理隊の働きが大事なのを告げて激励した。

　こうして合戦がはじまった。甲州方の跡あと

 部べ

 大おお

 炊いの

 介すけ

 は五百人を率いて北条方の秩ちち

 父ぶ

 新しん

 太た

 郎ろう

 の備えに打ってかかった。新太郎は赤糸縅の鎧を着け、大おお

 鍬くわ

 形がた

 を打った兜をかぶり、白しろ

 母ほ

 衣ろ

 を背負い大太刀を振るいながら出てきた。

　大炊介は大だい

 音おん

 を上げた。

「甲州勢の跡部大炊介という剛の者とはわしのことだ。汝なんじ

 では相手にならない。大将の氏照殿を出せ。華々しい勝負をしてみなの眠りをさましてくれるわ」

「でっかくでやがったな。相手になるかならぬか勝負してみるがいいぞ」

　秩父新太郎は笑って大太刀を振りかぶり、真っ向から斬りかかった。大炊介は槍で、二、三合ごう

 戦ったが、槍を真ん中から斬り折られたので、これはかなわない、と馬を返して逃げ出した。

「汚ないぞ、返せ、返せ」

　と新太郎は叫んだが、大炊介は後ろも見ずに味方の中に逃げ込んだ。これを見た芦あし

 田だ

 下しも

 野つけ

 が飛び出して、新太郎と戦ったが、これも斬り立てられて後退した。

　伊奈（武田）四郎勝頼は信玄の御曹子だが胆きも

 の短い剛将である。このようすを見て激怒し、赤あか

 母ほ

 衣ろ

 を背負ったまま使い慣れた片鎌の槍で新太郎に突きかかった。信玄の跡目の御曹子なので怪我をさせてはならない。馬場、山県も兵を下知して秩父勢を攻め立てた。

　氏照も、秩父を討たすなと、諸将に命じたので、北条方もどっと出撃し、両軍追いつ、追われつして、合戦はしだいに激しくなった。

　深堀口、粟津口、桶尻口も両軍激突し、鉄砲の音、太刀、槍を打ちあう音、怒号、馬のいななき、馳せ違う蹄ひずめ

 の音などが入りまじり、峠を中心にした戦場はまるで、百個もの雷がいっときに落ちたようであった。

　粟津口の北条氏邦の幕下御お

 湯ゆ

 見み

 [image: 〓]
 さつ

 摩まの

 守かみ

 は相模御湯見の城主で、古今無双の勇士だった。鋲びよう

 を打った重さ十八貫の鉄棒を片手でぴゅうぴゅう振り回しながら、暴れ回るので、甲州勢は人馬もろとも死ぬものが少なくなかった。信玄の弟逍しよう

 遥よう

 軒けん

 は移動しているうち、こんな御湯見にばったり出会った。

　御湯見には逍遥軒が大将なのがすぐわかったから、鉄棒を振るって向かっていくと、逍遥軒はひと合わせもせずに、逃げだした。

「大将とお見受け申す。逃げるとは卑怯、返せ、返せ！」

　と叫びながら追ってゆくと逍遥軒はあわてふためいて、馬から転げ落ちた。

　危機一髪のそのとき、一条右衛門大夫、於お

 曽ぞ

 喜き

 市兵衛などが馬を走らせてきて、御湯見に打ちかかって、逍遥軒を救った。

　桶尻口では小荷駄を守って甘利左衛門たちが戦っていたが、北条方の佐倉備後守がその兵に鉄砲をいっせいに撃たせたため、甘利の備えは乱れ、浅利式部も懸命に戦ったが、小荷駄隊をかろうじて、相模川を越させたところで二人とも戦死してしまった。

　総体に甲州軍に敗色が見えはじめた。

　豪気の御曹子勝頼は、このときは自軍から離れ、あちこち指揮して回っていたが、

「討ち死にしろ、討ち死にしろ！」

　と叫んで、目の前の敵の中に突入した。

　甲州勢は全軍討ち死にの覚悟を決めて、敵中に突っ込んだ。このため、全線にわたって甲州軍の旗色が回復しはじめた。

　信玄の本陣はこの合戦のさなか、相模川の方向に移動して行った。血路を開いて敵中を突破したのである。

　御湯見[image: 〓]
 摩守は依然として鉄棒を振るって激闘を続けていたが、この移動を見て、その手兵とともに追撃してきた。追いつかれては大変だ。護衛していた武田信豊は部下八百人とともにとって返し、御湯見勢を防いだが、切り崩されて後退した。

　真田昌幸も主将の信玄を守っていたが、三百余人を率いて引き返し、御湯見勢に当たった。昌幸はしかし、鉄砲で御湯見を打ち取る手を考えていた。彼は郎党の鉄砲の達人相木荒次郎に御湯見を一発で討ち取るように命じた。

　荒次郎は逃げながら御湯見をつけ回し、命じられたように一発でしとめた。これに勢いを得た甲州軍は勝頼の“討ち死に激励”もあって全線にわたって盛り返した。ついに、北条軍は追撃をあきらめて一備え、また一備えと後退した。

　さて、この合戦はいずれが勝ち、いずれが負けともわからなかったが昌幸の知略で難なく甲府へ帰陣できたので、信玄は昌幸を厚く賞した。この合戦によって、駿河から北条勢の大半を小田原に引き揚げさせるという信玄の作戦は成功したのだった。




 

昌幸、真田の当主となる




　戦国は盛りであり、合戦とその駆け引きが続く元げん

 亀き

 元年（一五七〇）十月、昌幸に二男が生まれた。幼名は与三郎、のちの真さな

 田だ

 左さ

 衛え

 門もんの

 佐すけ

 幸ゆき

 村むら

 である。真田三代の二代目だ。

　昌幸にはさきに生まれた長男の幼名源げん

 二じ

 郎ろう

 （のちの信のぶ

 之ゆき

 あるいは信幸）があり、このときには六歳になっていた。

　兄弟ともにすぐれ、戦国末期を飾ることになる。

　信玄は相模さがみ

 の北条と戦ってきたが、名将といわれた氏康の死により、北条家と和睦が成立した。これによって駿河を完全に手に入れ、以後はもっぱら上杉謙信、徳川家康、織田信長と戦うことになった。家康とはすでに何回か戦い、その領地である三河、遠江とおとうみ

 両国の一部も版はん

 図と

 に加えた。

　元亀三年（一五七二）十二月二十三日、信玄は大軍を率いて遠江の味方ヶ原（三方ヶ原）に出陣した。家康は自分一人ではとうてい勝ち目がないので、信長に援兵を請うた。信長は家康と同盟を結んでいるので、ただちに佐久間信盛、平手甚左衛門を将として一万六千余の援兵をおくってきた。

　合戦を前にして昌幸はお館信玄に意見を申し上げた。

「徳川を滅ぼすのはこの一戦でありまする。小山田信茂、馬場美濃守、山県三郎兵衛殿などを先に進められると、徳川勢は剛勇のものが多いゆえ、気負って一気にかかって参りましょう。そのとき味方がわざと引き退くなら、御大将家康は血気のままに、乗り込んでくるのは必定。そこを包んで全軍で討ち取ったらいかがかと存じまする」

「うん。わしもそう考えている。家康を包み込んで逃がしてはならぬな？」

「御ぎよ

 意い

 」

　甲州軍はこの作戦によって、信長の援軍も徳川軍も破った。そして、逃げる家康を追撃したが、包み込むことはできず、惜しいところで逃がしてしまった。勇猛をもって鳴る三河勢はさすがに強かったのだ。

　しかし、武田軍の猛将たちが忠実に作戦を遂行したなら、家康を捕捉したはずだった。だが、戦闘には勢い、あるいは流れというものがあり、また激しい興奮が加わるので作戦どおりにゆくものではなかった。

　逃れた家康は浜松城に帰り、信玄も甲府に帰陣した。この帰陣は武田家の武将高こう

 坂ざか

 弾だん

 正じよう

 が、信長の強力な肩入れに伴う再度の援兵派遣をおそれて、信玄に帰還をすすめたからだった。

　さて、いったん、甲府に戻った信玄は、上洛して将軍足利義昭を追い、また信長をも誅して、みずから征夷大将軍の職に上り、天下を統一しようと覚悟を決めた。もはや家康など眼中になかった。

　そんなとき、将軍足利義昭から上じよう

 使し

 がきた。上使上うえ

 野の

 中なか

 務つかさ

 大だい

 輔ふ

 秀ひで

 政まさ

 は将軍の命により武田、織田、徳川三家の和睦を取り計らいにきたのだった。

　昌幸は信玄に対し、率直に自分の考えを申し述べた。

「お館様、これは武田家に授かった運でございまする。将軍の言われるように和睦し、織田、徳川両家から人質を取り、後日、違反が必ずありましょうから、そのときは将軍を擁して二家を滅ぼしなさいますなら、大きく兵を動かさずに、天下を定めることができましょう」

　しかし、信玄はなぜか昌幸の言を退け、上使に和睦を断り、織田、徳川を非難した訴状を呈した。しかたなく上使は京都に帰ったが、信長からも信玄を批判する訴状が将軍に出され、和睦は不成立に終わった。

　信玄はただちに大兵を挙げて甲府を発ち、徳川方の野田城を落としたが、にわかに病にかかり、たちまち重体に陥った。

　甲州軍数万の将兵は天が落ちてきたように驚いた。医師たちは懸命に手を尽くしたが、そのかいもなく信玄の命はもういくばくもないようにみえた。

　信玄は天命なのを悟り、勝頼をはじめ一門の武将、重臣たちを集めて遺言した。その遺言はいろいろなことにわたっていた。おもな点は、三年間死を秘すこと、亡なき

 骸がら

 は諏訪湖に沈め、三年後菩提寺の恵林寺に改葬すること、勝頼が武田家を継ぎ、諸将は信玄同様に仕えてほしいことなどであるが、一番重要なのはつぎの言葉であった。

「謙信は義に固い大将ゆえ、わが遺命だと言って和睦を申し入れると必ず承知しよう。上杉とさえ和睦をすれば、ほかに恐れる敵はない。このこと背くにおいては武田家の滅亡は旦たん

 夕せき

 にあるのを忘れるではない」

　二十数年間も戦った最大の敵上杉謙信が、もっとも義理が固く、頼むに足る武将なのを信玄は知っていたのだ。

　遺言し終わると、

「真田、真田はどこにいるか。そばへこい」

　と信玄は昌幸を呼んだ。

「ただいま、そこへ」

　昌幸が枕もとに行くと、

「そのほう、武田に刃向かう敵をみな討ち滅ぼして、わが亡魂を慰めてくれ」

　と言って絶命した。

　天正元年（一五七三）四月十二日のことで、五十三歳であった。

　天下掌握という生涯の目的を達することもなく、中途で逝去したのは、まことに天命のなせる業わざ

 というよりほかはなかった。

　信玄の跡を継いだ勝頼は、家康、信長の領地を侵し、信玄在世中よりの版図を広げたが、天正三年（一五七五）四月、諸将をはじめ大兵を率いて三河に入り、五月中旬長なが

 篠しの

 で家康、信長と対陣した。

　昌幸は病のため上田の城中にあったが、代理として長男源二郎信之に千五百人の兵を与えて従軍させた。

　五月二十一日夜、昌幸はこの合戦がひどく気にかかり胸騒ぎがしたので、病床から起き上がって櫓やぐら

 に登り天てん

 文もん

 を見た。すると、粟あわ

 を蒔ま

 いたような衆星が一度にどっと光りを失った。昌幸は眉をひそめて考えていたが、

「味方が敗れたぞ。わが兄たちも諸将もみな討ち死にしてしまったぞ」

　と言って、驚きのあまり、そこへ倒れた。

　侍臣たちはあわてて病床に運んだが、その翌日、源二郎信之から使者がきて、味方は信長、家康の連合軍に大敗し、伯父信綱、昌輝殿も戦死し、馬場、山県、内藤、土屋の諸将もみな討ち死にしたが、信之は無事だったよしを伝えた。

　やはり、天文で占ったのは事実であった。

　昌幸のショックは大きかった。なんとしてでも甲府の武田館へ行き、まもなく引き揚げてくる敗残の勝頼を慰めなければならないと思った。

　彼は侍臣たちに助けられながら甲府へ向かったが、長患いで衰えているため、途中しばしば休まねばならなかった。が、やっと躑躅ヶ崎の館に着くと、勝頼は帰還していて、喜んで迎えた。

「この度の敗軍、後悔しても詮せん

 ないこと……おことの兄たちを戦死させて申し訳ないと思っている」

　勝頼はそう言って涙を流した。

「いや、いや、お館様にはご無事でご帰国、恐悦に存じまする。ご無事がなによりのこと。昌幸、もし病気でなかったら、大いに働きましたものを……」

　昌幸も涙を流して勝頼を慰めた。

　昌幸は兄二人が戦死したので、真田家の当主になった。しかし、前途はいよいよ多難であった。




 

運命のいたずら




　昌幸が勝頼を慰めたあと、長篠合戦で生き残った佞ねい

 臣しん

 といわれる重臣の長なが

 坂さか

 釣ちよう

 閑かん

 が進み出て言った。

「まことに勝敗は合戦の慣なら

 い。昔、漢かん

 の高こう

 祖そ

 は楚そ

 との七十余度の戦いに、一度も利がありませなんだが、ついに項こう

 羽う

 を烏う

 江こう

 で滅ぼし四百年の基き

 業ぎよう

 を開いたと申しまする。今後計略をもってすれば、長篠の敗戦、悔くや

 むことはありませぬ」

　昌幸はかっとした。無責任な言葉だ。

「長篠の合戦ではわが兄をはじめ、ほかの諸将が不利なのを知って、勝頼公に帰国をすすめたのに、だれがこれに反対して合戦をしたのか」

　こう言うと釣閑は答えに詰まって狼ろう

 狽ばい

 した。

「わしにはわかっている。おぬしと跡部左衛門信資ということではないか」

　合戦のようすは、昌幸はくる道みち、信之や忍びの者の報告を受けてよく知っていた。

「……」

「よし、兄の敵かたき

 、切り捨ててくれるわ！」

　立ち上がって、刀に手をかけると釣閑もその隣りにいた跡部左衛門も驚いて奥に逃げ込んでしまった。

　これらの小しよう

 人じん

 に対して、昌幸は本当に怒っているのではなかった。怒ってもいまさらどうしようもないことは知っていたが、自分たちがすすめた合戦の敗軍を隠そうとして言った釣閑の言葉に我慢ならなかったのだ。

　勝頼をはじめ、やはり同席の高坂弾正、一条右衛門大夫が昌幸をなだめた。そして、今後の武田家のあり方について昌幸の意見を求めた。勝頼も長篠の敗軍で気落ちがし、取り立てて自分の考えもないところから忌き

 憚たん

 なく言うように促した。昌幸は静かに方略を述べた。

「武田家の病根は当面の敵織田、徳川であることはいうまでもありませぬが、当家だけでは力が足りませぬゆえ、上杉謙信、北条氏政と合体して敵に当たればこの病根を取り除くことができましょう」

「どのようにして合体なさるか」

　高坂弾正がたずねた。

「されば、先君、信玄公も仰せられたように謙信公は仁義の心のある名大将ゆえ、こちらから下した

 手て

 に出て、父子の約を結びますと、けっして信州や甲州には攻め込みますまい。北条家とは縁えん

 辺ぺん

 になることが肝要、氏政公の妹君はまだ縁づかれませぬ。お館勝頼公は先年御み

 台だい

 所どころ

 様さま

 をお失いになってから、まだお一人ひとり

 身み

 ゆえ、この姫君をおもらいあそばして、氏政公の義弟になることでござりまする。なら、武田家は安泰……いかがなものでありましょうや」

「うむ」

「妙案じゃな」

　勝頼も、弾正たちも、納得した。

　このようなことが成功したなら、武田、上杉、北条対織田、徳川となり、長篠の敗戦の復ふく

 讎しゆう

 も可能というわけである。

「こうしまして、天下の機をうかがい、一度に兵を発しますなら、運よくば天下を定めることもできましょうし、運がなくとも甲、信両国を保つことは容易でありましょう」

　昌幸は駄目を押した。

　そして、まもなく上田に帰った。

　武田家では昌幸の妙案を実行に移した。

　まず、小田原の北条家に使者をおくって丁重に縁組を請うた。氏政には去る天文二十三年（一五五四）に勝頼の腹違いの姉が嫁いだことがあった。

　この姉は氏直ら三人の子を生んで死去したが、このような関係もあって氏政は承知した。やがて、その妹は勝頼の正室として輿こし

 入い

 れしてきた。これで北条とは同盟ができたのに等しかった。

　こうしておいて、武田家では上杉謙信にも使者を遣わして、お許し下さるなら父子の礼を取りたいと言ってやった。北条氏政の弟氏秀は謙信の養子になって上杉家を継ぐことになっている関係もあって、氏政の義弟になった勝頼の申し出を謙信も断ることはできなかった。

　それに武田家は甲斐源氏の統領の守護大名であり、守護代家の謙信とは家の格も違う。その武田家の当主が頭を下げたのだから、義理固さとともに自負心の強い謙信はよい気持ちになり承知したのだった。

　昌幸の妙案は実行された。

　このことによって、甲斐、信濃、駿河、西上野の武田の領国は三年ほど合戦もなく平和が続いた。人民は富み栄え、豊年も続いて、武田家の兵糧も多く蓄えられた。

　もう戦備は十分だ。

　天正六年（一五七八）正月、勝頼は長篠の鬱うつ

 憤ぷん

 を晴らそうとして、真田昌幸、高坂弾正、一条右衛門大夫たちを招いて軍議を開いた。

　高坂弾正が発言した。

「三年の間に、すっかり準備が整ったのはおのおのご承知のとおり。すぐさま長篠表に兵を出し、松平九八郎の守る長篠城を攻め落とし、浜松へ押し寄せたならいかがと存ずるが……信長が援護に向かうなら、こちらは上杉家に後ろをさえぎらせ、信長の加勢が遅れている間に浜松を落とすことにしたなら、いかがなものであろうか」

　勝頼も諸将も賛成するように頷うなず

 いた。

　が、昌幸は言った。

「まこと、弾正殿のいうことはごもっともと思うが、先君信玄公も言われたように、家康は名将だから、浜松城がたやすく落城するとは考えられませぬ。織田を滅ぼしたうえで浜松に取りかかるようにしてはどうでありましょうか」

「なるほど、しかし、どのような手で？」

　弾正が聞いた。

「上杉家に戦をすすめます。戦いくさ

 上じよう

 手ず

 の謙信公は越後、佐渡、越中、能登、加賀、飛騨、東上野七カ国の大軍をもつゆえ、信長がいかほどの勇気がありましても、とてもかないませぬ。この両軍が戦い、信長が敗北している間に、こちらは北条と組んで浜松城に押しかける。こうなりますれば、家康は家を保ちたいならば降参する以外にありませぬ」

「うむ、それはわしの考えよりもはるかによい」

　と弾正は言い、他の武将たちからも、計略みごとだ、というどよめきが起こった。

　実際、どの武将が考えても、これほどの名案はなかったのだ。が、この難しい謙信への使者にだれがなるかが問題だった。

　謙信も目の上のコブである信長を滅ぼしたがっているのはわかっているが、胆きも

 が短かく、かんしゃくもちの謙信を怒らせてしまっては、なんにもならないからである。

　衆目のみるところ、使者の適役は昌幸よりほかになかった。昌幸もこの大事な使者には自分がなろうと思った。

「使者は、この昌幸が務めましょう」

　勝頼をはじめ一同、ほっと安あん

 堵ど

 の溜ため

 息いき

 をついた。

　家来を二、三十人連れて越後の春日山城に赴いた昌幸は、使者として謙信にお目通りを願った。目通りはすぐに許された。

「そちが[image: 〓]
 に聞く安房守昌幸か。はじめてじゃのう。何用あって参ったか」

　謙信は鷹おう

 揚よう

 に言った。

「はっ」

　末座に平伏していた昌幸は顔を上げた。

「ちこう寄れ。話を聞こう」

　近くまで膝しつ

 行こう

 し、手をついたまま昌幸は言った。相手は関東管かん

 領れい

 でもあるのだ。

「参上いたしましたのは、重大なお願いがありましてのこと。せんだっての長篠の一戦に、武田の諸将、数多く討ち死にいたしました。そのため織田家とは恨みを含む仲になりましたが、武田は微力、それに兵糧も乏しく……」

　昌幸はちょっと言葉を切った。

「願わくば、ご当家の強大なお力を借りて敵かたき

 を討ちたいと思いまして。手前主人、勝頼の意を体してお願いに上がりました次第でございまする。お館様が大軍をもって織田を攻めてくださいますなら、われらは北条家と合体して浜松の徳川を攻撃したす所存。なにとぞ、この儀ご承知くださいますよう、昌幸、いくえにもお願い申しあげまする」

「ほほう」

　と言って、謙信は微笑した。

「甲州は三カ年豊作が続いた由よし

 、なにをもって兵糧が乏しいというのか」

「その儀、豊作が続きましても、米どころの越後の比ではございませぬ。山また山でわずかに甲府盆地があるばかりでございます」

「うん、そうか」

　これは納得したようだった。

「わしは甲州軍にはまだまだ諸将がおり、微力とは思わぬ。それなのに、わしの力を借りて織田を討とうとはどうも解げ

 せぬな」

「ご不ふ

 審しん

 はごもっともに存じまするが、浜松の後ろ盾は信長。二方より攻めるなら両家滅亡は掌たなごころ

 を指すごとくでございまする」

「合戦はあらかじめ勝敗を計ることはできない。二方より討つなら敵は滅びるなどと、だれに向かって申すか。わしは謙信だぞ。わしをなんと思っているのか」

　謙信は声に力を入れた。

「アハハハハ」

　昌幸は笑い出した。怒ったのは謙信である。

「そのほう、笑うとは何事だ？」

「笑いもいたしましょう。お館様のお知恵のないのをお笑い申しました」

「なにっ？　わしに知恵がない？　そのほうの旧主信玄をはじめ、天下の武将があまねく恐れおののいたこのわしに、知恵がないとは言語道断、使者とて許さぬぞ」

「アハハハハ」

　昌幸はまた笑った。そして、ことを分けるようにゆっくりと言った。

「それほどのお知恵がございますなら、お館様の最大のじゃまになる敵、信長をそのままにしておくこと、合が

 点てん

 がゆきませぬ。信長は越前から加賀にも手を延ばし、お館様の占領なされた国を侵しているではありませぬか」

「……」

　謙信は痛いところを衝かれた。昌幸の言うとおりである。謙信は複雑な表情をした。彼は本当は、腹の底では昌幸の提案に賛成していたのだ。

「無礼だ、無礼だ、わしを笑うとはとにかく無礼だぞ。しかし、わしは信長などを恐れているのではないわ。いままで都合が悪く、信長を撃退する機会おり

 がなかったまでのことよ。なら、こんどはわしの知恵を大いに見せてくれるわ」

　そらきた、と昌幸は思った。三者連合の謀計には彼の計算によると謙信はのってこなければならないはずであった。

「よいか、そのほう立ち帰ったら、時を移さずに北条と組んで浜松に出陣するがよい。勝頼殿にもそう申せ。わしも信長討伐の十万の兵を集めるぞ。連絡の使者は絶えずよこさねばならぬぞ」

「はあ、お聞きとどけくださいまして、まことにありがたき次第にございまする」

　昌幸には一いち

 抹まつ

 の不安があったが、それも消え、謀計が成ったという充足感が胸を満たした。深ぶかと彼は頭を下げた。

　帰国して、謙信が承知したことを告げると、勝頼をはじめ諸将は、躍り上がらんばかりに喜んだ。同盟関係の北条氏政にも連絡して、総動員の陣触れを発し、浜松攻撃の準備に取りかかった。こんどは百パーセントの勝算があるのだ。

　謙信は気が早い。すぐさま重臣の直なお

 江え

 山やま

 城しろの

 守かみ

 に五千の兵を授けて美み

 濃の

 口ぐち

 まで出陣させた。そして自分は春日山城下に、その領国七カ国の兵約十万を結集した。

　だが、運命というものはいたずらをするものである。いざ、出陣というその朝、謙信は厠かわや

 の中で倒れ、四日後に急逝してしまったのだ。天正六年（一五七八）三月十三日のことであり、まだ働き盛りの四十九歳である。

　このことを知った昌幸も、勝頼以下の諸将も茫然として、しばらくは声もでなかった。




 

幸村登場、翻る六文銭の旗




　謙信が死に、信長、家康に対する二方面作戦が霧消してからは、武田の勢力は日に日に衰えた。反対に信長の勢力は日々に隆盛になった。

　四年後の天正十年（一五八二）二月、信長は南信濃から、家康は駿河に侵入して富士川沿いから武田討滅の大兵をそれぞれすすめた。

　家康は武田の武威を恐れて甲斐国内には容易に侵入しなかったが、信長は一気に信濃の諸城を落として甲州に攻め入り、三月十一日、天てん

 目もく

 山ざん

 の麓に勝頼とその一門を自じ

 刃じん

 させてしまった。

　甲斐源氏の名家は滅んだ。

　昌幸はこの年の正月、万一、織田、徳川に攻められた場合は、上州の吾あ

 妻ずま

 城じよう

 に逃れてきて、防戦するようにと勝頼に進言して、甲府から上田城に帰還していた。

　武田領西上野は昌幸の支配下にあった。

　吾妻城は武田領内における久能山城、岩殿山城とともに三大堅城といわれていた。

　勝頼のようすは、草の者（忍びの者）からたえず報告があり、最悪の戦況を憂慮していたが、天目山の麓に籠こも

 ったというので、昌幸は四百人の兵を連れ、山越えに天目山へ急いだ。勝頼を吾妻城へ迎えるためであった。

　だが、まにあわなかった。

　途中で勝頼の二男、七歳の勝千代を伴って、天目山麓から逃れてきたその直臣小こ

 宮み

 山やま

 数かず

 馬ま

 に会ったのだ。数馬は、勝千代を守り育てて武田家を再興してほしいという勝頼最後の昌幸への遺命を伝えた。また、家人がみな四散してしまい、武士は小者まで合わせて四十人ほどになってしまった末路も話した。

「おいたわしや、あれほど武威を誇った、名家の武田家が……」

　昌幸は涙を流した。彼は勝頼の遺命を守る決心をした。

　戦国は変転が早い。ほんのわずかな間にすべてが変わってしまうのだ。昌幸は急いで引き返さねばならなかった。昨日までの味方が敵になり、どこで行く手をさえぎるかわからない。

　道を急いで三み

 国くに

 峠とうげ

 にかかると、果たして越後の上杉景勝が三千あまりで道をはばんだ。謙信の死後養子の景虎（氏秀）と謙信の甥の景勝が世継ぎを争って合戦し、景勝が勝って上杉家の当主になった。その正室は勝頼の妹でもあったが、勝頼が滅びると敵に回ったのだ。

「なにほどのことがある。踏み破れ！」

　昌幸の命に応じて、別木勝蔵、沼田小新らが峰を目がけて駆け登ると、あとに真田勢が続いた。上杉勢は大木や大石を投げ下ろし、真田勢がひるんだところへ、五百人あまりが斬り込んできた。真田勢はたまらず逃げ下り、別木、沼田も後退した。

　昌幸は、これしきの敵なんのことがある、と兵をまとめ、ふたたび攻撃しようとして、峰を見上げると、弓鉄砲の備えが整然とし、旗指物が山風になびいているようすは謙信の布陣と少しも変わらない。これはいけないと昌幸は思った。謙信は万人にすぐれた武将だが、後を継いだ甥の景勝は平凡な人間なので備えも緩いに違いない、とたかをくくっていたのだ。

　謙信薫くん

 陶とう

 の多くの武将がおり、その軍法はまだ衰えも、乱れもみせていないのだった。

　どうするか、彼が困った顔をしたとき、上杉軍への使者を買ってでたのが、昌幸と同行している十四歳になった二男の与三郎幸村であった。幸村は理非を説いて人を納得させる才能に恵まれていた。

　彼は小姓一人を連れて景勝の陣にでかけて行き、たちまち通路を開かせたのである。

　昌幸はその“口才”に感心するとともに、ほっとした。

「上杉と武田が縁を結んでいる。そのことを言って道を開かせたのか」

「だいたいそのへんで……」

　と幸村は言ったきり、あとはなにも言わなかった。

　こうした才能はその場でひらめくものだ。詳しく聞く必要もなかった。

　真田勢は三国峠を難なく越えて道を急いだ。だが、こんどはいままで親戚だった小田原の北条右京大夫氏政が四万の兵を擁して道をはばんだ。

　氏政は信長、家康に味方して、昌幸を打ち留とど

 めようとしていた。あまりの大軍ではあるし、律気な士風のある上杉家とは違って、説得は通じない。

　どんな作戦を立てたらよいか。

　昌幸は幸村を呼んで作戦を相談した。すると幸村は一計を父にささやいた。

「そうか。そういたそう」

　昌幸はこの謀計に賛成し、すぐ実行に移した。

　無紋の大きな旗六流に北条方の松田尾張守の紋所、永楽通宝の銭形を描いて荒川内匠たくみ

 の一隊七十人に持たせた。それから同じ紋の指さし

 物もの

 を人数ほど作って、やはり同行している長男の源二郎信之および幸村、布下弥四郎、穴山岩千代らの各隊の者たちの襟に差させた。

　松田尾張守は北条家中では謀む

 反ほん

 の[image: 〓]
 の絶えない武将であった。こうして、真夜中の子ね

 の刻こく

 （午後十一～午前一時）喚声を上げ、ほら貝を吹き、鉦かね

 を鳴らしてどっと攻めかかった。

　北条軍は篝かがり

 火び

 の明かりで旗や指物を見た。彼らはてっきり尾張守の謀反だと思い、他にも同一行動をとる武将がいるのではと疑い、右往左往した。

　動揺、狼狽は大軍の部隊内につぎつぎに移った。暗いためもあって同士討ちがはじまった。その隙に真田勢四百人の小部隊は敵を避けて通り抜けたのだった。

　上田城に引き揚げた昌幸は、これを幸村の初うい

 陣じん

 の手柄として家中に触れさせた。そして、この吉縁にちなんで、それまでの雁かり

 金がね

 の真田の紋を六ろく

 文もん

 銭せん

 に改めた。

　この六文銭の紋所は、これから昌幸、幸村たちの活躍によって、広く全国に知れわたることになる。上田城では真田一統がこの六紋銭の幟のぼり

 や旗を翩へん

 翻ぽん

 と春の山風に翻した。籠ろう

 城じよう

 の将兵わずかに千二百人。まもなく攻めかかってくるに違いない、織田、徳川の雲霞のような大軍を引き受けて、決戦をいどもうとしていた。






〈補注〉


山本勘介
 　ふつう勘助と書くが『甲陽軍鑑』には勘介とある。勘介は実在さえ疑われていたが、十二、三年前に北海道釧路市在居の市川良一氏宅から、弘治三年（一五五七）と推定される「信玄書状」が発見され、実在が証明された。これはその年の六月二十三日付で北信の豪族市河藤若に宛てたもので、書状の末尾に「猶可[image: 〓]
 [image: 〓]
 有山本菅助口上[image: 〓]
 候」と記されている。当て字がふつうの当時として菅助が勘介（助）なのは間違いなく、使者として赴き、口頭でも申し述べるというのだから、かなり高級な武将であったこともわかった。

武田信虎
 　信玄の父である。十四歳で甲斐源氏の宗そう

 家け

 、武田を継ぎ、甲斐の国を平定したほか、近隣の大名と兵を交えた。武田氏の勢威の基礎を築いたが、天文十年（一五四一）子の晴信に駿河に追われた。のち上洛して、将軍足利義輝に優遇された。八十歳で伊那の高遠城で没した。

武田信玄
 　信虎の子。天文十年、国人から信用を失った父を追って甲斐の国主となった。信濃の大半、西上野、駿河を併合、ほか四カ国に手を伸ばし、武田王国を築き上げたが、上洛途上、五十三歳で病死した。

　この信玄にとっての道徳上の弱みは親を追放したことであった。彼は宿敵だった謙信からもこっぴどく人間性を攻撃された。

信玄を破った男
 　信玄を合戦で負傷させたのは上杉謙信と北信[image: 〓]
 かつら

 尾お

 城主の村上義清であった。義清は最後には信玄に追われて越後の謙信を頼って行ったが、上田原の合戦では信玄に二カ所の傷を負わせた。また、戸石合戦では甲州軍を追撃して、その侍大将を三人まで討ち取った。信玄をここまで追い込んだのは謙信のほかには義清がいただけであった。しかし、これほど豪雄の義清も武運には恵まれず、信玄の政略、戦略の前に屈した。

長篠の合戦
 　この合戦は、天正三年（一五七五）五月二十一日、三河の長篠の原において、織田信長、徳川家康の連合軍三万と、信玄の子勝頼の軍一万二千が戦い、武田軍は新兵器の鉄砲攻撃のため大敗し、馬場美濃守、山県三郎兵衛、内藤修理をはじめ多数の宿将、猛将を失った。

　この合戦は、また武田軍の伝統的な集団戦法に対し、新兵器による鉄砲戦術が効を奏した点において画期的と言われた。これを契機にわが国の戦術、戦法が変化した。

真田三代の家系
 　真田家の系譜は異同が少なくないが、『寛政重修諸家譜』などによって勘かん

 案あん

 するとつぎのようである。



 







 
第二章

 　
関ヶ原合戦前後








 

奇略縦横




　真田一統が勝頼の子勝千代を擁して上田城に立て籠ったので、織田信長、徳川家康、北条氏政は兵を率いて攻め寄せ、四方からこの小城を取り囲んだ。

　その軍勢は三十万にものぼるといわれた。城は小さく軍勢は多いので、一日も城はもちこたえられそうになかった。

　天正十年（一五八二）三月二十三日の朝まだき、織田勢の梁やな

 田だ

 出で

 羽わの

 守かみ

 、金かな

 森もり

 五郎八は五千余人を指揮して攻撃を開始した。これを見た信長の長男信忠は、それ続け！　と真っ先に進むと輩下の将兵もこれに続き、たちまち大手の塀へい

 下した

 は三万五千の人数で埋まった。

　梁田出羽守、金森五郎八は他の隊に先駆けて手兵三百余人を率いて、土塁をよじ登った。が、塀に手をかけようとしたとたん、城内から大小の材木を投げ落とされて転落し、梁田、金森はやっと命が助かった。

　同時に櫓やぐら

 から弓、鉄砲をいっせいに射かけ、撃ち出した。梁田、金森勢が驚いているところに表門を開いて二百人あまりが突き出てきた。

「それ出てきたぞ！」

　梁田、金森勢がこれを迎えて戦っていると、近くの森から騎馬隊の伏兵が起こった。これは昌幸をはじめ、えりすぐった真田の猛も

 者さ

 であり、伏兵は馬の蹄ひずめ

 と長槍で両勢を蹴散らし、突き回った。

　出鼻をくじかれた梁田、金森勢がやっと態勢を立て直したときには、城兵も騎馬隊も、さっと、まるで風のように素早く城の表門の中へ姿を消してしまった。

　表門はもとのように閉とざ

 され、城中は物音一つしない。寄せ手の軍も大木の落ちるのを恐れて、しばらくは城に取りかかろうとはしなかった。

　怒ったのは御曹子の信忠だった。彼はいきり立って攻撃命令を発した。

　真田の郎党で知名な木[image: 〓]
 別右衛門は鉄砲の名手であった。昌幸はかねてこの者に大将分の者が現れたらよく狙って撃て、と命じてあった。その別右衛門が櫓の上で鉄砲を構えていると、ちょうど弾のとどくところに信忠が姿を現して采配を振るっていた。

　よし、と彼は狙いを定めて撃った。

　だが、信忠は運が強かった。弾はそれて、右腕の小手の隙間をかすめただけだった。しかし、諸将は魂たま

 消げ

 た。もし信忠に万一のことがあれば、肝の短い信長の怒りが爆発し、どんなことになるかわからない。あわてて信忠に願って攻撃命令を取り消してもらった。この緒戦で寄せ手は死傷者三百七十余人を出したが、城側の死傷は一人もなかった。

　信長は、こんなこともあって癇かん

 癖ぺき

 をつのらせた。包囲の全軍がいっせいに攻撃をかけるよう命令した。各軍別に記すと織田軍十三万二千七百余騎、徳川軍三万二千二百余騎、北条軍十一万五千余騎、合計二十七万九千九百余である。信長は総司令官の位置にあった。

　八月二十四日、この大軍は蟻の出る隙間もないほど、小城の周りに詰めかけ、取り巻いた。城中では千二百人の将兵がみな集まって最後の手て

 筈はず

 を整えた。

　昌幸は言った。

「敵は山津波のような大軍。かくなるうえは亡君の望みも達せられないのもやむをえない。勇ましく防戦して、みなみな後に英名を残すがよいぞ」

　つまり、全員斬り死にをしてくれというのだ。

「父上は死ぬお覚悟か。死んでしまえばなにもできませぬ。幸村は一計を案じておきました」

　そのとき、幸村は口をはさんでこう言い、あらかじめ用意しておいた卵の殻から

 に煎いり

 砂すな

 をつめて目め

 潰つぶ

 しにしたのをみせた。

　そんな目潰しを入れた籠かご

 が何千もあった。こんなに多量にあると、効果があるのはいうまでもない。昌幸はその奇計にひそかに驚き、これは、自分よりはるかに才略があると思い、幸村に指揮をゆだねた。城兵たちは討ち死にするにしても、この目潰しをふんだんに使って、敵を悩ませてみようと勇み立った。櫓をはじめ城内くまなくこの籠を配置して敵の攻撃を待った。

　明くれば二十五日、寄せ手の大軍はいっせいに鬨とき

 をつくって押し寄せ、石垣に登り、塀に鍵縄をかけて城内に飛び込もうとした。その一瞬、鉄砲の音を合図に城兵たちは目潰しの卵を投げ出した。投げて投げて投げまくった。卵は兜、陣笠、面めん

 頬ほお

 などに当たって割れ、中の砂が目に入った。砂にはとうがらしもまぶしてあったから、視力を失ったうえに目が激しく痛んでみな転げ落ちた。落ちる人間が後から登ってくる者にぶつかって、ともに転げ落ち、それがまた後続の者に当たっていっしょに空堀や水堀に転落した。

　そのとき、城のあらゆる門を開いて城兵が突き出てきた。彼らは転落した者たちを弓で射て回り、さっとまた城内に引き取って門を閉めた。

　転落した者は一万五千人にも上った。

　寄せ手の軍はこう出鼻をくじかれては、つづけて攻撃することはできなかった。どんなに大軍でも士気が落ちてしまっては合戦は遂行できない。

　寄せ手は、こんどは徳川家康の献策で、“遠とお

 攻ぜ

 め”をすることになった。この方法は囲んでいるだけで攻撃をかけず、城側の食糧の尽きるのを待つというものだった。したがって城を囲んだそれぞれの軍は、城の見張りは厳重にして、付近の村々や山麓に野陣を張った。

　危機は去った。

　が、食糧がなくなれば、やはり落城するほかはない。士気は沈滞するであろう。昌幸は責任ある主将として悩んだ。幸村はしかし、敵があまりにも大軍なので、食糧不足は敵のほうに早くくるだろうし、大将連はあまり長く国を留守にしていることもできないから、早晩退却することになるが、その前にだれか現れて仲裁するに違いない、と昌幸に言った。

「その間、どうする？」

「敵を翻弄して味方の士気を[image: 〓]
 揚しつづけましょう」

「お前のよいようにするがよい」

　昌幸は、もう幸村を深く信用していた。作戦にかけては自分よりすぐれている、と思っているのだ。

　幸村は草の者（忍びの者）や気の利く若い家来たちを使って、北方の山つづきの道に地雷火を伏せ、また大おお

 松たい

 明まつ

 をその付近の木や、新たに打った杭に縛りつけさせた。そして松浦七郎、荒川勝蔵、畔あぜ

 柳やなぎ

 九蔵、望月太郎左衛門、海野六郎兵衛ほか数十名で、“火攻め遊撃隊”をつくり、一夜、作戦を開始した。

　遊撃隊は越後路に続く山道の松明に火をつけた。その付近には北条軍の野陣があった。

　北条勢はこれを見て、てっきり真田勢が越後へ落ちて行くと思った。北条氏照をはじめ、大道寺駿河守、松田尾張守などが、逃がすものか、と三千の兵を率いて手持ちの松明で足下を照らしながら駆けつけたが、あたりには真田兵は一人もおらず、大松明があかあかと燃えていた。

　なんだ、真田にだまされたのか、と引き返そうとすると、そこへ徳川勢の菅沼新八郎、小笠原与八郎が二千の兵を連れてやってきた。やはり、真田が城を抜け出して落ちて行くように見えたのだった。本当に落ちて行くなら松明など燈とぼ

 すはずはないのだが、それに気づかないのは大軍なので心に驕おご

 りが生じたためだった。

　両勢とも帰りかかったが、そのとき、所々で大松明が燃え尽きると、その松明の底に仕掛けた火薬がものすごい音響とともに爆発した。五千の兵は肝を潰した。暗さも手伝って恐怖に取りつかれた兵たちは山道を重なるようにして逃げ出した。

　その兵たちが山道に数じゆ

 珠ず

 のようにつながると、遊撃隊は埋没しておいた地雷火に火をつけた。爆音がつぎつぎに起こって山をゆるがした。こんどの爆発は殺傷力をもっていた。全軍の大半が死傷し、あるいは驚きのあまり谷に転落した。

　夜が明けて数えると、死者八百余名、手負い二千六百余人におよんだ。

　この奇略にもっともショックを受けたのは遠攻めを主張した家康だった。彼は信長、氏政と相談し、こんどは城を猛攻していっきょに落城させることにした。

　三十万の大軍がひしひしと城を取り囲んだ。

「こんどはどうする？」

　昌幸は伜に言った。

「お任せ下され。父上譲りの智恵はいくらでもありまする」

　若い幸村は、ゆったりと老巧な武将のように微笑した。

　四月一日夜明け、目潰しにこりた寄せ手は竹たけ

 束たば

 を持って、城に迫った。目潰しをこの竹束で防ごうというものだ。これなら鶏卵の目潰しがどんなに降ってこようと安心である。

　ところが先陣の二万の兵がこの竹束を持って石垣や土塁に取りつき、苦労して登り、塀にもう一歩というところまでくると、こんどはたっぷり油を含ませて、黒煙を吐いている松明が数限りがないほど降ってきた。油は火とともに竹束に飛び散り、ぱちぱちと竹束が燃えはじめた。消すにも石垣や土塁に手をかけているので自由がきかない。

「あっ！　熱い」

「熱いぞ！」

「たまらんぞ！」

　竹束を持ったまま兵どもは転げ落ち、そこで竹束は勢いよく火を噴いている。先陣二万の兵は混乱し、悲鳴を上げた。そこへ鉄砲の弾や矢が集中した。

　こんどの攻撃も失敗に終わった。この失敗をものともしないで、二陣、三陣と攻撃をかけたら、城は落ちるに決まっているが、兵たちにはたいした恩賞もなく、士気があがらないこのような攻城戦の場合、続いての合戦は無理だった。それに信長、家康、氏政の三将も自分の兵をいためないように計算ばかりしていた。帰国したなら、もっと重要な合戦に向ける兵だから、一兵も惜しいのである。

　だが、面めん

 子つ

 というものがある。

　家康は三河武士で誇りが強く、わりあい律気だから、この面子にこだわり、つづいての総攻撃を主張した。信長、氏政も家康に言われてみると、この小城一つ落せぬようでは世間の物笑いになり、それぞれの軍の軽重を問われるわけなので、賛成しなければならなかった。

　次の朝、それぞれの武将から訓辞を受けた兵たちは、きわめて慎重に城攻めに取りかかった。犠牲をかまわずに、屍しかばね

 を踏み越え、なにがなんでも城を落とせという命令である。だが、気が向かないものだから、ぐずぐずしていて、翌々日、夜が明けたばかりのころやっと城攻めにかかった。ところが、こんどもまたさらに失敗を重ねた。

　人間の誇りを踏みにじる、話にもならない糞尿作戦にひっかかったのだ。このような戦法は南なん

 朝ちよう

 の昔、楠くすのき

 正まさ

 成しげ

 だけが使ったものである。攻城軍が敗退したのも無理はないともいえる。

　幸村が日の丸の扇子を颯さつ

 と開いて合図をすると、城兵たちは長い柄の柄ひ

 杓しやく

 を持って現れ、煮立った糞尿を上から浴びせかけた。糞尿は敵兵の目、鼻、口にいやおうなくかかり、臭さは臭いし、熱さは熱いし、まるで焦熱地獄のようなありさまになった。

　攻城兵は鎧、武具をあわてて脱いで、自軍の馬に踏まれ、大刀や槍につまずきながら逃げ出した。これも幸村の鬼謀であった。

　けれども、三十万の敵に囲まれては、どんなに奇異な計略戦法を用いたにしても、このままでは上田城はしょせん落城は時間の問題であった。




 

救いの神、秀吉




　この時、織田の功こう

 臣しん

 羽は

 柴しば

 筑ちく

 前ぜんの

 守かみ

 秀ひで

 吉よし

 は、中国の毛もう

 利り

 攻めの大将として姫路城を根拠に吉きつ

 川かわ

 駿する

 河がの

 守かみ

 元もと

 春はる

 の軍と対陣していたが、上田城の寄せ手がたびたび敗走すると聞いて、急いで上田に駆けつけてきた。

　主人信長がこのような小城に手間どり、本国を明けていては、諸国の逆徒がいつ蜂起するかもわからないからだった。

　信長父子に対面し、ようすをつぶさに聞いた秀吉は、

「このような大軍を引き受けて、屈する色もなく籠城しておりますのは、なにか訳があるに違いありませぬ。それがしが参って質してまいりまする」

　と言って、腹心の浅野弥兵衛一人だけ連れて上田城へ出向いた。

　幸村はもとより、織田の諸将のなかで、その知謀においてもっともすぐれているとの[image: 〓]
 のある秀吉の名は知っていた。秀吉は微賤の草履取りから身を起こし、わずかの間に宿将の一人に成り上がったのは、世間でも周知のことであった。

　客殿に入れて、斬り殺せ、と家け

 人にん

 のなかには言う者があったが、幸村は叱って懇切に迎えるように言いつけた。彼は話のわかるという秀吉がきたからには、合戦はどのような形にしろ終わるものと見込んだ。

　無礼があってはならぬ。

　父昌幸、伯父、兄らとともに具足を脱ぎ、衣服を改めて、本丸の客殿で、この大事な客を待った。秀吉は城兵の案内で城に入り、あたりを見ると掃除はゆきとどき、将兵が整列して迎えたので、なるほどこれでは強いはずだと思った。

　客殿に入ると、真田の主将たちが平服できちっと座っている。

「それがしが安房守昌幸。ご使者ご苦労に存じまする。まず、これへ」

　昌幸は上座に秀吉を招じた。秀吉は丁重な扱いに気をよくし、名を名乗り、来意を告げた。

「おのおの方のご主人、勝頼公は天目山で滅亡なさり、幕下の諸将もみな降伏したのに、孤立無援のこの城で、戦われるのは、深き子細があってのことでござろう。承うけたまわ

 りたい。そのためにこうして、主人信長の代理としてやって参った」

「よくお聞き下された」

　と昌幸は膝をのり出した。

「このように籠城いたしますのは、主人勝頼の遺命を守ってのこと。今、七歳になる二男、勝千代君が当城におられまするが、成長ののちは甲府を賜り、武田家の家督を仰せつけられましたら、これにすぎる喜びはありませぬ。これすなわち、勝頼公の遺命でありました」

「まことにもって」

　秀吉はその忠誠心に感動した。

　みな背き去るなかにあって、じつに貴重な心がけなのだ。武士とはこういう真田一統をいうのであろう。

「近ごろ殊勝なお心がけ、秀吉感服いたした。立ち帰ってさっそく主人信長に話し、必ずお心に添うように取り計らいましょう」

「それはかたじけない。われら一統、そろって願い申し上げまする」

　昌幸は手をつき深ぶかと頭を下げた。まったく統領の彼にとっては天てん

 恵けい

 であり、秀吉は助けの神の使者といってもよかった。勝頼の遺命を果たすことができるし、家来どもの一度すてた命も助かるのである。

　秀吉は城を辞して本陣に戻り、信長に申し上げた。

「武田家再興の誓詞をつかわされ、御おん

 和わ

 睦ぼく

 のことくれぐれも望ましく存じまする。そうなさいますなら、真田は大恩を感じ、幕下になってよく働きましょう。上様にはすぐお立ち帰りあそばして、逆徒の起きないようお仕置きを願いまする」

　お仕置きというのは政治向きの手立てである。

「そのほうの言うとおりにいたそう」

　信長も秀吉の数々の知謀による手柄を認めていたので、快く承知した。

「されば、上様のご直筆をお下しおきくださいますよう」

「うむ、よし」

　信長は武田勝千代が十五歳になった暁には甲府で十万石を宛あて

 がい、また真田は後見として上田で五万石を安堵する旨を認したた

 め、署名して秀吉に渡した。

　秀吉はさっそく、この誓紙を上田城の昌幸のもとに持参した。昌幸は限りないほど喜び、酒しゆ

 肴こう

 を出して一族、諸将をあげて歓待した。

　幸村も席に連なり、すぐ間近で秀吉に接した。その人にん

 体てい

 をよく見ると、背せ

 丈たけ

 は五尺にも足りない小男で、顔は猿に似ているが、眼の中に二つの瞳ひとみ

 があり、両頬にも七つのほくろがあって、英雄の気性が現れていた。これこそ、天下を治めて民を乱世の苦しみから救うお仁ひと

 だと思った。

　また秀吉のほうから幸村を見るに、まだ幼さは残しているが、色白く鼻筋がとおり、唇は紅くれない

 で、眉の間が広く、尋常の人とは思われない。これほどの相そう

 貌ぼう

 をした者は珍しいので、将来大器になるだろうと感じられた。

「そこもとのご恩、死すとも忘却いたしませぬ」

　宴たけなわのとき、昌幸は感謝をこめて改めて言った。

　すると、一同はみな、杯を置いて手をつかえて、秀吉への報恩を誓った。

　のち、昌幸をはじめ、幸村およびその子の大助が豊臣家に尽くすようになるのは、こうした秀吉の計らいに報いるためであった。

　和議成って、寄せ手の将兵の喜びもひとかたではなかった。彼らは命令でいやおうもなく戦っていたのはいうまでもない。

　寄せ手の軍勢は帰国の用意をしたが、このとき幸村はさきの人糞作戦のとき手に入れた寄せ手の脱ぎ捨てた鎧、具足をみな洗い、拭き清めて返した。こんなことをされて、それらを捨てて帰った将兵たちは恥ずかしいような、おかしいような妙な気持ちだったが、秀吉は幸村のこのやり方にいっそう感心した。

　信長の帰国に際して、昌幸、信之、幸村の三人はその本営を訪ねて信長に面接し、つぶさにお礼を申し上げて、幕下になることを誓った。

「わかった。そこなる三人、なかなか見上げたものよのう。わしにも勝頼公の十分の一くらいの忠節をはげんでくれ」

　と信長は、それが地声の甲かん

 高だか

 い声で言った。

　寄せ手の軍はすべて帰国した。

　だが、いくばくも経たないうちに、思わぬことが起こった。戦国の世は不測の事件がつぎつぎに起こるものだった。

　昌幸は上田城にあって、将兵の籠城の労を慰めていたが、六月一日の夜、本丸の櫓に登って天文を占っていた。

　すると、都のほうに当たって将しよう

 星せい

 が現れ、皓こう

 々こう

 と光を放ったが、たちまち西方からきた厄やく

 星せい

 のため、光を奪われてしまった。

　昌幸は愕がく

 然ぜん

 とした。将星は信長なのはいうまでもないが、厄星は謀反の星なので、だれかが信長を弑しい

 することになる。それはだれか。

　腕を組んで思案した。

「父上、信長公の星運は大凶でございますな」

　いつの間にか幸村はそばへきていた。

「なんだ、お前も天文を見たのか」

「はい、見ました。父上は反逆者はだれだとお思いなされますか」

「うむ。信長公幕下でかねがね公と仲が悪いといわれている明智日向ひゆうがの

 守かみ

 光秀、ではないかと思うが、そちはどうか」

「わたくしも、そう思いまする」

「うむ、して、その反逆人もたちまち滅ぶと占ったが、明智を討つのはだれと思うか」

「されば……」

　幸村はしばし考えていたが、

「それは羽柴藤吉郎殿をおいて、ほかにはありますまい」

　と、はっきりと言った。

「なぜだ？」

　昌幸は織田の諸将中、秀吉だけが光秀を討つということには、わずかながら疑問があった。幸村はその理由をいろいろ述べた。

「多分、お前の考えは当たっていよう」

　納得して昌幸はそう言った。

　二人のこの天文占いは当たっていた。

　信長はこの天正十年（一五八二）六月二日、京都のその宿舎本能寺を襲った明智光秀に弑しい

 され、それから十三日後、秀吉との山崎の合戦に敗れた光秀は敗走中、農民たちによって殺されたのだった。

　武田勝頼が天目山麓に滅びてから、八十日しか経っていなかった。




 

由利鎌之助随身




　真田家はこの間に上こう

 野ずけ

 の沼田城に籠っていた武田の逆臣竹たけ

 由よし

 新しん

 兵べ

 衛え

 らを討ち、徳川家とも修好し、昌幸の長男、源二郎信之は家康の重臣、本ほん

 多だ

 平へい

 八はち

 郎ろう

 忠ただ

 勝かつ

 の娘すヽ

 みヽ

 を妻に迎えた。昌幸は信之を沼田城主として西上野を治めさせた。

　ところが、豊臣秀吉が北きた

 近江おうみ

 の賤しず

 ヶ岳たけ

 で柴田勝家の軍をいったんは破ったが、柴田は越前の北きた

 之の

 庄しよう

 城じよう

 に籠り、諸将の与よ

 力りき

 もあって戦局が重大化したことを知った。

　秀吉には窮状を救ってもらった恩義がある。

　昌幸は信之、幸村に八百の兵をつけて加勢に向かわせた。このうちの剛の者は穴山小助、別べつ

 府ぷ

 若わか

 狭さ

 、筧かけい

 金きん

 六ろく

 、増田九郎、同荒次郎、畔柳兵助、太田弥兵衛、木[image: 〓]
 別右衛門、野の

 呂ろ

 兵ひよう

 庫ご

 、東とう

 坂ざか

 式しき

 部ぶ

 などであった。

　真田勢は信濃を南下し、三河に出、野田城下に入ったが、城主の菅沼新八郎は、これを妨げようとして家来たちに計った。このとき、秀吉と家康とは信長の遺子をめぐる勢力争いのため敵対関係にあったから、家康方の菅沼新八郎としては、秀吉軍に加勢しようとする真田軍は明らかに敵であった。

　菅沼の家来たちは真田幸村の上田合戦での奇略を聞いていたので、だれも積極的に発言しなかった。城の兵は真田とほぼ同人数である。この兵でどうして真田を食いとめることができるのか。勝算はまったくなかったのだ。会議はうやむやのうちに終わったが、城内には近隣に聞えた由ゆ

 利り

 鎌かま

 之の

 助すけ

 基もと

 幸ゆき

 という豪傑がいた。この男が老臣の並なみ

 河かわ

 玄げん

 蕃ば

 の止めるのも聞かず、ひそかに城主新八郎の命を受けて、兵を連れて道をさえぎった。

　真田軍の物見は馳は

 せ戻って、三百人あまりの野田城兵が城外に出て、合戦の陣形をとっているのを報告した。

　やがて、両軍は三町ばかり隔てて向き合った。幸村は兵たちに、

「何者だ？」

　と、声を揃えて聞かせた。

「これは城中第一の勇士、由利鎌之助だ。通るなら、通ってみろ！」

　と毛むくじゃらの大男が雷のような声でわめいてよこした。

　雷の声はさらに続いた。

「われらは大たい

 織しよく

 冠かん

 藤ふじ

 原わらの

 鎌かま

 足たり

 の後こう

 胤いん

 だから、大公の鎌をとって鎌之助基幸というぞ」

「フフフフ」

　と幸村は笑った。

「でっかくでやがったな。合戦は祖先の威光でするものではないわ。なら、わしは清せい

 和わ

 源げん

 氏じ

 の後こう

 裔えい

 だから、そのほうの祖先の主人にあたるのではないか……」

　陣立てを見ると、一列縦隊の長蛇の備えである。これでは先頭で戦う兵が少ないから、負けるのはわかっているではないか。この備えは狭い道で合戦するときにしか立てないものだ。

　幸村は備え立てを知らない相手の無知にあきれた。

「一ひと

 駆か

 けにもみ破れ！」

　と下知すると、増田兄弟、太田弥兵衛、木[image: 〓]
 別右衛門らが鬨とき

 をつくって攻めかかった。敵はかなうわけもない。先頭の数名が倒れると、備えを崩して逃げ出した。

　しかし、どうも逃げるのが早い。これは相手をみくびりすぎて、引っかかったかな、と思い追撃をやめさせた。

　すると、そのとき、敵側から黒くろ

 糸いと

 縅おどし

 の鎧に、三つ団子の前まえ

 立だて

 物もの

 を輝かした桃形の兜をかぶり、紅くれない

 の母ほ

 衣ろ

 を引っかけた馬上の武士が現れた。

　この武士は、

「われこそは本物の由利鎌之助なるわ。真田幸村はいずれにあるか。勝負して首を渡せ」

　とどなった。

　さっきの男は偽にせ

 者もの

 の鎌之助だった。幸村はその妙計に一驚した。うまいものだ。こんな頭のよい男が、このようなところにいたのかと不思議に思った。

「一当てするか」

　幸村が槍をしごいて突っかかろうとすると、増田九郎が幸村に代わって馬を乗り出し、長なぎ

 刀なた

 を振るって鎌之助に打ってかかった。槍と刀は二、三発打ち合ったが、鎌之助のほうが腕が上だった。九郎の内兜に入れた槍が、少しそれて鬢びん

 の端はし

 を突いた。九郎は馬から転げ落ちたが素早く起き上ろうとした。

「危ない！」

　木[image: 〓]
 別右衛門、増田荒次郎がその瞬間、さっと馬を寄せて、それぞれ大おお

 太だ

 刀ち

 で鎌之助に斬りかかった。九郎は命拾いをした。

　しかし、鎌之助は強い。二人でかかっても討ち止めることができない。二人のほうがしだいに疲れてきた。それを見て畔柳兵助、野口兵庫が入れ替わって戦ったが、鎌之助のほうが優勢だ。

　幸村はじっとこれを眺めていて、恐ろしく強い奴だ、こんなのを家来にほしいものだと考えた。

　こんどは穴山小助が大太刀を水車のように回して打ってかかった。五十余合、刀と槍で戦ったが勝負がつかない。両方の兵たちも各所で戦っていたが、中にはこの勝負を見物しているものもあった。

　そのうち夕暮れになった。

「待て！」

　と鎌之助は槍を引いた。

「どうだ。明朝、勝負することにしないか。だが、おぬしが嫌だというのなら、夜通し戦ってもかまわぬぞ」

「いや、わしも疲れた。明朝いたそう。わしは真田の臣、穴山小助という者だ。覚えておくがよい」

「覚えておくわ。それにしても貴公、若いのにいい腕をしているではないか、褒めてくれるぞ」

「褒めてもらわなくともよい」

　幸村は言葉のやりとりを聞きながら、家来にしたい気持ちがますます強くなった。両軍はそれぞれ兵を引いたが、備えを立て、篝かがり

 火び

 を焚いて相対した。幸村は穴山小助を呼び、一計を耳打ちして、夜のうちに準備するように命じた。

　朝が白むと、由利鎌之助は百人あまりを連れて、真田の陣に迫り、

「穴山小助という若僧、出てこい。今日こそはそのほうの首を取り、この槍の穂に突き刺して城への土産にくれてやるわ。早く出てこい！」

　とどなった。

「おお、いま出て行くぞ」

　二人は馬を寄せて斬り合った。

　双方の将兵はこの斬り合いを見物していた。大部隊の戦闘では個人を無視した大きな歯車に巻き込まれて、とても見物などできるものではないが、小部隊の場合は個人の意志が生きる余裕がある。

　今日も互いに槍と刀で激闘したが、勝負は容易につきそうもなかった。そのうち穴山小助は偽わって負けたふりをして、逃げ出した。

「逃げるか、卑怯者！」

　小助はまた馬を立て直して戦ったが、こんどはほんとうに斬り負けたふりをして逃げ出し、馬に鞭を当てた。

「逃の

 がさぬぞ！」

　鎌之助も馬に鞭打って追い駆けた。鎌之助方の馬上の武士七、八人ははっと気がついたように鎌之助の後を追った。伏兵があったら加勢をしなければならないからだ。

　小助は五、六丁逃げてきたとき、一カ所馬を大きく跳ちよう

 躍やく

 させた。そこにはかなり広く深い穴が掘ってあったが、その上に草などを置いて穴とわからないようにしてあった。

　なにも知らない鎌之助は、その穴の上に、まともに乗ったからたまらない。あっという間に人馬もろとも穴に落ち、後からきた七、八人もふいのことで跳躍もできず、やはり、馬とともに穴へ落ち込んだ。鎌之助は落ちるときに右足を鞍に強く打ちつけたので、自由に動けなくなった。

「ええい、謀はか

 られたか。残念！」

　口惜しがったが、鎌之助をはじめ、みなはどうにもならない。あとから現れた真田の伏兵のためにみな生け捕りになってしまった。

　続いて後を追ってきた鎌之助方の徒か

 歩ち

 兵も、前後左右を囲まれ、これもどうにもならず投降した。

　真田勢は鎌之助および捕虜を連れて、白昼堂々と野田城下を通って行ったが、城中からの一筋の矢も射出さなかった。

　その日の夕方。白沢というところに野陣を張った幸村は鎌之助を口く

 説ど

 いた。

「わしに仕えぬか。わしに仕えてくれたら、生け捕りの百余人は、みな野田城に帰してやる。もし、仕えぬというなら、そのほうもほかの生け捕りも命はない。そのほうの一諾によって、百人の命が助かるというもの。野田城主にたいしてけっして不忠ではない。もう十分尽くしたであろう。ふつうなら、穴へ落ちたとき、そのほうの命はなかったのだ。戦場往来の猛も

 者さ

 であるそのほうには、よく察しがつくであろうが」

　鎌之助はじっと考え込んでいたが、幸村が仕えさせたいために、計略によって自分を捕らえたのがわかった。幸村がいうとおり、穴へ落ちたとき戦死していたはずだし、また、野田城主の菅沼新八郎にも、わずかばかりの食禄にたいし、十分尽くしたと思った。

　彼は幸村の非凡なのを知った。そんな幸村のもとで働きたい気持ちがしだいに強くなった。ついに決心し、

「謀略無比の真田与三郎幸村殿にお仕えいたしましょう」

　と言った。

「おお、承知してくれたか」

　幸村の胸には喜びが湧いた。すぐれた剛の者を家来にするのは彼にとっては、この世で最高の充足といってもよかった。

　真田勢は由利鎌之助も加えて、北近江へ急いだ。




 

悲しみと喜びと




　真田勢は北近江の賤しず

 ヶ岳に着いた。

　だが、もう秀吉はそこにはいず、柴田勝家を追って、勝家の居城、越前府中の北之庄城攻撃に向かったということだった。

　すぐにその後を追って府中に行き、野陣を張っていた秀吉の本陣に、信之、幸村は参上した。

　野田城などに引っかかり手間どって遅参したお詫びをいうと、秀吉は明るく笑って、

「なんのそのようなこと……父ちち

 御ご

 の安あ

 房わの

 守かみ

 殿どの

 も、武田勝千代様もお変わりはないかな」

　と言い、加勢の参陣を喜んだ。

　そして、陣所を割り当ててくれた。

「まあ、しばらく旅の疲れを慰いや

 されるがよい」

　食糧も輜し

 重ちよう

 方に命じて、どっさり持ってこさせた。真田勢はその食糧をたらふく腹に詰め、まだ夕方なのに、みな寝込んでしまった。ほっとして疲れがでてきたのだ。

　しかし、幸村は緊張して、明日はどのような攻城戦になるか。それを考えていた。三万あまりの大軍が城を囲んでいるので、激戦にはなるだろうが、もう城の運命は極まったかのように思えた。

　久しぶりの客きやく

 戦せん

 だ。作戦にあずからないのは気が楽だった。夕陽があかあかと陣屋へ射し込んできた。と、ふっと異常を感じた。夕陽の光りが、地上から立ち上のぼ

 るある種の陽気と混合して、不思議な気配を漂わせているのだ。

　地中になにか強力な爆発力を持った物が埋まっている。あっ、地じ

 雷らい

 火か

 だ。それに相違ない。埋めたのはだれだ。柴田勝家よりほかにない。なんという恐ろしい奴だ。秀吉をはじめ全軍が、この地雷火の上に陣を張り、起居しているのだ。大変なことになった。城側のものが口くち

 火び

 に火をつけたなら、秀吉の三万の大軍が一度に吹っ飛んでしまうのだ。もちろん真田軍も一緒である。

　幸村は顔色を変えたが、ぐっと腹に力を入れて自分を落ちつけた。彼はいままでこれほど戦慄し、泡をくったことはなかった。なんといってもまだ若いからだ。

　このことを早く秀吉に告げなければならない。真田軍の責任者は兄の信之だ。幸村は信之に事情を話して、秀吉の本陣に行ってもらった。まだ時間はある。点火するのは多分今夜の真夜中に違いない。と幸村は推測した。

　信之は秀吉の前に行き、陣所の下にはすべて地雷火が埋めてあるゆえ、早々に陣払いをするようにと言った。秀吉は、武辺者の柴田がそのような戦略をするはずがないと思い、なにによって判断したのか、と聞いた。しかし、信之は幸村の言ったことをそのまま伝えたので、判断の根拠はわからない。

「ご苦労であった。幸村殿がそのように言われたのであろう。お気を悪くなさらぬがよい。幸村殿を呼んで尋ねることにいたそう」

　秀吉はそう言って幸村を招いた。

　幸村は早々にやってきて、秀吉の質問に答えた。

「夕陽の光りが射しますと、大地から立ち上る陽気に異常を覚えましたので、地雷火を埋没したものと推測いたしました」

　秀吉は信じかねる風だった。

「これをご覧下され」

　幸村は懐から紙に包んだ煙えん

 硝しよう

 を取り出し、土の上に少しこぼした。と、その煙硝はしゅっと燃えてあたりに火薬の匂いが広がった。

　秀吉は証拠を示されて、はじめの幸村同様さっと顔色を変えた。爆薬が埋めてあるなら全軍が吹っ飛ぶのを彼もよく知っていた。

「柴田修理の家中の、近ごろ召し抱えた浪人かも知れませぬが、火薬の戦法に長た

 けた者がいると存じます。しかし、まだ時がございます。ご心配ご無用に存じまする」

「陣払いはわかるが、ほかになにかよい手はあるか」

「ございます。ちょっとお耳を」

　幸村は秀吉の耳に、その手立てをささやいた。

　すべて計略は密にしなければならない。こんなときは耳にささやくのがならわしだ。

　秀吉は夜に入るのを待って、全軍を物音をさせないように半里ほど後退させ、五百人あまりの捕虜を各陣屋に適当に籠こ

 め、篝火を盛んに焚かせた。そして篝火を焚いた兵も退かせた。

　柴田側では物見を出してようすをうかがわせたが、秀吉軍は依然として同じところに野陣篝火を焚いて張っているのである。

　やがて、真夜中になった。それ！　と柴田方では口火に点火した。間もなく百雷、千雷が轟きわたるようなものすごい爆発が起こり、野陣の大半は吹っ飛び、火の海になった。火の海の中で、柴田方の捕虜はみな焼死してしまった。

　秀吉は焼死、あるいは少なくとも重い火傷を負い、その軍の大部分が戦闘能力を失ったとみた勝家は、全軍五千に出撃を命じた。柴田軍は、ようやく火炎がおさまった秀吉軍の陣地に突撃してきたが、死者がきわめて少ないのに驚いているとたちまち、秀吉軍に包囲されてしまった。

　焼死したのではなかったのか。地雷火はなんの役にも立たなかったのか。柴田軍は落胆し、戦意を失った。城へ後退を開始したが、半数は討ち取られた。真田勢もこの追撃に参加した。秀吉は千せん

 成なり

 瓢びよう

 箪たん

 の馬うま

 印じるし

 を押し立て、五色の吹抜き指物をかざし、城を取り囲んだ。名な

 うての家人は加藤虎とら

 之の

 助すけ

 、福島市いち

 松まつ

 、脇坂甚じん

 内ない

 、平野権ごん

 平ぺい

 、糟かす

 谷や

 助すけ

 右う

 衛え

 門もん

 、加藤孫まご

 六ろく

 、石田佐さ

 吉きち

 、大谷刑ぎよう

 部ぶ

 などであった。

　秀吉は城中へこう呼びかけさせた。

「この秀吉を地雷火にかけようとしても、そうは参らぬ。昔からの好よしみ

 によって、柴田殿、そこもと降参するなら許して、所領も進ぜよう。また城を出ていずこなりと退散するもよい」

　家人たちは退散するものも少なくなかった。

　だが、勝家とその腹心たちは三の丸、二の丸を撤して本陣に籠り、最後の決戦の覚悟を固めた。織田家中において、譜代であり、重臣の筆頭だった勝家は、成り上がりの秀吉に屈するには、その地位と自尊心が許さなかった。最後の望みをかけた地雷火戦法が見破られたのも運がなかった。

　勝家は、あの戦法を見破ったのはだれか、よほどすぐれた奴に違いない、と思ったが、そのだれかは見当がつかなかった。

　翌日、秀吉軍は総攻撃を行った。勝家はこれを迎えて血戦をし、その夫人とともに自刃して果てた。夫人は信長の妹で、もと浅井長政の妻小お

 谷だに

 の方かた

 （お市の方）であった。

　このあと、真田兄弟はその兵を率いて、佐さつ

 々さ

 内蔵くらの

 介すけ

 成なり

 政まさ

 と秀吉との合戦の加か

 賀が

 神かん

 辺べ

 川がわ

 の陣にも臨んだ。秀吉軍が神辺川を渡るとき多くの筏いかだ

 を造ったが、筏の両端に藁わら

 を縄で巻きつけて、岩に衝突しても壊れないように工夫したのも幸村であった。

　この合戦が勝利に終わり、真田勢は上田へ帰ったが、帰国に際して秀吉は真田兄弟の戦功を賞し、信之には伊豆守の称号を許したうえ、武具一領と黄金二十枚を与え、幸村には国広の太刀と馬二頭を授けた。

　その後また、秀吉と家康が対立するにおよんで、幸村はこんどは秀吉方として、その全兵力三千五百人を率いて出動、犬山城の攻撃に手柄を立てた。そして、その手柄への一つの賞与は秀吉の口利きで、その直じき

 臣しん

 大谷刑ぎよう

 部ぶ

 の十四歳になる娘を幸村の室に迎えたことであった。

　この娘は美しく賢かった。幸村とは似合いの夫婦であった。なによりもこの結婚を喜んだのは父の昌幸であった。

　けれども、喜びのあとには悲しみが訪れるのは人生の常である。

　上田城で大事に養育していた勝頼のたった一人の遺児、勝千代は生来体が弱かった。それがふとしたことから病気になり、さまざまな医療を尽くしたが、病は重なる一方で、ついに天正十二年（一五八四）四月十一日、この世を去った。十二歳だった。

　昌幸の悲しみは深かった。十五歳になったら甲府十万石を与えるという信長との約やく

 定じよう

 は秀吉に引き継がれ、秀吉も心にかけていたのだが、死は決定的なもので、いっさいが無に帰した。

　真田一統は悲しみとともにその葬式をし、遺体を法泉寺に葬った。ちなみにその法名は涼りよう

 風ふう

 朝ちよう

 夢む

 幼よう

 覚がく

 大だい

 居こ

 士じ

 といい、法名には朝夢のような空しさがこもっているのが感じられた。




 

石田三成の野望




　ここに秀吉の家臣に石いし

 田だ

 治じ

 部ぶ

 少しよう

 輔ゆう

 三みつ

 成なり

 という者があった。

　近江石田村の百姓の倅で、はじめ佐さ

 吉きち

 といい、さきの賤ヶ岳の合戦にも従軍したが、秀吉が関白になるにおよんで、治部少輔となった。才知に富み、よく仕えたので秀吉は三成を寵ちよう

 愛あい

 した。

　だが、この三成は大の野心家で、ことあったときには天下をうかがおうとする奸かん

 計けい

 を、ひそかに心に秘めていた。奸計を行うにはすぐれた腹心が必要だ。彼は真田父子を腹心にしようとして宇う

 田だ

 下しも

 野つけの

 守かみ

 という者の娘を妻にもらいうけた。昌幸がその姉を室にしていたからだった。

　昌幸と縁者になった三成は、秀吉の使者を買って出るなどしてたびたび上田に赴き、真田父子と親しみを重ねた。このころは幸村も秀吉の推薦で左さ

 衛え

 門もんの

 佐すけ

 という官位をもらっていた。

　さて、関白になった秀吉は四国、九州を討ち平げ、また相模小田原の北条家を滅ぼし、東北地方をも征して、徳川家康を関八州に封じた。これによって、名実ともに天下を掌握したのだ。これは天正十八年（一五九〇）のことである。だが、秀吉の大望はまだ充足することなく、一年おいた文ぶん

 禄ろく

 元年（一五九二）には、朝鮮に向けて大軍を進発させた。この輸送の指揮を取ったのが、すでに近江佐和山十八万石の領主となっていた石田三成だった。

　翌二年の八月二十日、秀吉の側室淀よど

 君ぎみ

 が男子を生んだ。のちの秀頼である。淀君というのは織田信長の妹お市いち

 ご料人と、信長が滅ぼした近江小谷城主浅井長政の間に生まれ、秀吉が保護し、側室にした女によ

 性しよう

 だった。

　このとき、秀吉は六十歳近くなっており、子はないものとあきらめかけていたのに、生まれたのだから、その喜びはたいへんなものだった。ところが、秀吉は子がないものとあきらめて甥の秀ひで

 次つぐ

 を世継ぎにして、関白職を譲っていたので、当然、後継者争いが起こる情勢がかもしだされた。

　素早くこれをみとった三成は、淀君のところにしばしば行き、

「御おん

 子ご

 は太たい

 閤こう

 殿でん

 下か

 のお胤たね

 で、天下を保ち給うお筋なのに、関白秀次公がおられましてはそれもかないませぬ。おいたわしきこと……」

　などと言って阿おも

 ねた。

　太閤は関白を他に譲ったものの称号で、この場合は秀吉のことである。淀君はわが子かわいさのあまり、しだいに秀次を嫌うようになり、秀吉にしばしば秀次のことを讒ざん

 言げん

 した。

　秀吉も甥よりもわが子のほうがかわいい。自分の後を継がせたくなった。三成は一方、また裏に回って、このことを秀次に体よく密告したから、秀次はすっかりくさり、酒色におぼれるようになった。

　秀吉はこれを理由にとうとう秀次を誅ちゆう

 殺さつ

 することにした。大たい

 老ろう

 の徳川家康、前田利家がとめたが聞かなかった。このことを知った秀次方では重臣たちが集まり、逆に秀吉を襲撃しようと相談したが、うやむやに終わり、秀次は侍臣とともに高野山に赴き、謹慎した。

　しかし、秀吉の心は解けず、秀次は自刃した。

　これでもう、淀君の生んだ秀吉の子が後継者に決まったわけだが、秀吉はまだ飽き足らずに秀次の子三人と、その妻さい

 妾しよう

 三十余人を京都の三さん

 条じよう

 河原がわら

 で断罪に処した。

　三成は裏面暗躍によって、秀吉の子を生んだために隠然たる勢力をもつようになった淀君の信頼を増したのだが、同時に野望の心も炎々と燃えた。

　彼は知謀の大名やその重臣たちといよいよ深く交わった。なかでも上杉景勝の老臣直江山やま

 城しろの

 守かみ

 兼かね

 続つぐ

 とはとくに深く付き合い、胸中を披ひ

 瀝れき

 しあった。

　あるとき、打てば響くように兼続は言った。

「太閤殿下が亡くなれば、天下はふたたび乱れるに違いないゆえ、ともに立って家康、利家を打ち滅ぼしましょう。そしたら天下は石田様のご自由……」

　三成は奸計をもって奥おう

 州しゆう

 会あい

 津づ

 の領主蒲生がもう

 氏うじ

 郷さと

 を毒殺し、家中に騒動を起こさせた。それから秀吉を動かして、氏郷の子秀行を宇都宮に移し、そのあとに越後から上杉景勝を百二十万石の太守として封じた。兼続には百二十万石のうち、米沢で三十万石を与えるように取り計らった。

　昌幸、幸村は上田にあって、中央の動きの外にいたが、伝わってくるさまざまな話に、また世の中が乱れるのではないかと薄氷を踏む思いがした。

　慶長元年（一五九六）のある冬の夜、幸村は城の櫓に登って天文を見た。星が降るように輝いていたが、もっとも大きな星が動いているのは明らかに異常を告げている。

　彼は父昌幸に言った。

「天文を占いますに、“太閤の命数尽きて、奸臣世を奪い、四海乱る”と出ております」

「うむ。当たっていよう。また、弓矢を取らなければならぬのか。是非もない次第だ。しかし、お前はよこしまな心を出してはならぬぞ」

　よこしまな心とは世が乱れると強いもの勝ちになるのだから、若い幸村が野心を起こしてはいけない、というのである。

　慶長も三年になると、はたして秀吉は病床についた。しだいに病が重くなった。彼は五人の大老、五人の奉行に世子秀頼の将来をうるさいほど頼み、誓詞に血判を押させるなどして、この年の八月十八日、六十三歳を一いち

 期ご

 として、伏見桃山城でその一生を閉じた。波瀾に富み、位くらい

 人じん

 臣しん

 を究めた輝かしい一生であった。

　秀吉が死ぬと、豊臣政権の実権は大老上位の家康と利家に移った。同時にまた在ざい

 鮮せん

 の将兵も引き揚げてきた。朝鮮の役は前後二回にわたって行われた。

　翌四年、利家は病死し、家康が実権を握った。三成と仲の悪い加藤清正、福島正則、加藤嘉よし

 明あきら

 、浅野幸よし

 長なが

 など七人は、三成を討ち取ろうとしたが、家康が仲に入り、三成に奉行をやめさせ、佐和山城に引退することでおさまった。

　三成は佐和山城に引き籠ったが、遠く会津の直江兼続と連絡をとり、上杉景勝に家康討伐の兵を挙げさせた。上杉家中の実権を握り、家臣らの信望も厚い兼続は、すでに主人の景勝を自じ

 家か

 薬やく

 籠ろう

 中ちゆう

 のものにしていたのだ。

　家康も三成、兼続に比べて天下掌握の野心とその謀略においては勝るとも劣らない武将だった。それに前田利家亡きあと、豊臣政権にあっては、その位置と実力において、彼に次ぐ者はいなかった。

　彼は豊臣家に反逆する景勝を征伐するという名目で、秀頼の名において在大坂の諸将を集め、景勝討伐に東下した。その兵力は五万八千余であった。上田城で家康の陣じん

 触ぶれ

 に接した昌幸は故太閤の恩に報いるのは今だと思い、幸村とともに五百余人を率いて出発し、下野の宇都宮に着き、東下してきた家康軍と合した。沼田城の信之も三百人ほど連れて、同じく宇都宮で家康軍に加わった。

　ところが、三成は家康のこの討伐行を待っていたのである。彼は同僚だった奉行たちに働きかけ、奉行連名の家康弾劾の檄げき

 文ぶん

 を作り、全国の大名に緊急送達し出兵を求めた。

　家康が実権を振るい、豊臣の天下を横取りしようとしているのは諸大名にわかっていた。そのためおもに関西、中国、四国、九州の大名たちが馳せ集まり、大坂でのその人数は十三万八千あまりに上った。毛利輝元、小西行長、小早川秀秋、島津義弘、長宗我部盛親、宇喜多秀家などが中心の武将であった。そしてこの大軍の行動は、一に三成の采配いかんにかかっていた。

　家康は宇都宮で三成挙兵の報告に接した。彼はひどく驚いた。驚いたふりをしたのかもしれなかったが、諸将を呼んで三成挙兵を告げ、つぎのように言って、その去就を各自の判断にゆだねた。

「わしはやむなくここから引き返して石田を討つが、諸公は大坂方について家康を敵とするもよいし、また残ってわしに力を貸されるもよい。自由になされい。大坂方につかれてもわしは恨みには思わぬ」

　福島正則、浅野幸よし

 長なが

 、池田輝政、黒田長政をはじめ従軍の諸将は相談しあったが、さきに石田を討ち滅ぼし、そのあと秀頼が十五歳になっても家康が天下を返さないときは、天下の諸公と語らって家康を誅することに一決した。

　これは黒田長政の重臣、後藤又兵衛基もと

 次つぐ

 の意見を取り上げたものだった。長政は諸将を代表して家康の前に行き、後者の理由を隠して、家康とともに三成を討つことを誓った。これで東下した家康軍は、反転して東海道と中仙道に別れて西上することになった。

　ところで、たった一部隊だけ、家康軍から別れて領国に引き返した部隊があった。それは真田昌幸、幸村の五百人だった。

　昌幸は、秀頼が十五歳になっても、家康は天下を譲るような男ではない。まず石田に与くみ

 して家康を打ち、そのあとで石田を誅伐しようと、諸将とは逆のことを考えたからである。信之と実弟の信のぶ

 尹ただ

 をあとに残したが、二人は家康の幕下だから家康につくのが正しかったのだ。

　このとき早くも昌幸の頭の中では中仙道を通って西上する家康の一軍を防ぐ作戦の検討がはじまっていた。




 

本多平八郎の娘




　昌幸の長男、信之の妻はさきにも少し触れたように、家康の重臣、本多平八郎忠勝の娘だった。

　おヽ

 すヽ

 みヽ

 といった。このおすみの方は、知勇をうたわれる平八郎の娘だけに大変な女丈夫で、夫の留守中の沼田城を預かり、国政をみな切り回していた。

　七月二十日夜、この女城主のところに父の平八郎から密書がきた。文面の意味はこうだった。

こんど石田が背いたにつき、お前の夫信之は関東方になったが、お前の舅しゆうと

 と義弟は大坂方になり上田に帰る。しかし、舅も義弟も敵だから通してはならない。上田に籠るなら天下の一大事だ。信之にはよく言っておくから、お前は早々に合戦の支度をするがよい。
 　おすみの方は驚きながらも承知の返書を認したた

 めておくり、即刻行動を開始した。沼田の城は深ふか

 江え

 庄しよう

 兵べ

 衛え

 、滝たき

 川かわ

 茂も

 兵へ

 衛え

 らに守らせ、自分は家老根ね

 津づ

 甚じん

 兵べ

 衛え

 以下三百余人を率いて安あん

 中なか

 に出陣した。

　このようなことは夢にも知らず、昌幸、幸村は五百余人の兵とともに安中の集落へ入ってきた。兵の中のおもな頭分はつぎの者たちである。

　穴山小助、由利鎌之助、浅香郷右衛門、近藤無む

 手ず

 之の

 助すけ

 、青山弥七郎、別府若狭、海野六郎兵衛、穴山新兵衛、筧かけい

 金六郎、相木森之助、増田九郎、同荒次郎、同虎之助、三好総兵衛、畔あぜ

 柳やなぎ

 九郎、明石又七郎、三輪琴之助、木き

 [image: 〓]
 つじ

 別右衛門、根津甚八、同庄之助、笈おい

 川かわ

 八はち

 内ない

 、野の

 呂ろ

 兵ひよう

 部ぶ

 、赤坂式しき

 部ぶ

 、筧政右衛門、間ま

 部べ

 日向ひゆうが

 、馬ば

 場ば

 惣市、猪い

 口ぐち

 半兵衛、梁やな

 田だ

 新八、目め

 方かた

 兵ひよう

 馬ま

 、岩野左さ

 京きよう

 、種ヶ島丹たん

 三ざぶ

 郎ろう

 、小こ

 宮み

 山やま

 数かず

 馬ま

 、穂ほ

 入いり

 登のぼり

 之の

 助すけ

 、松崎藤兵衛、植島東とう

 馬ま

 、植田久右衛門、春はる

 田た

 伝助。

　集落に入って行く手を見ると、一隊が山の難所に砦とりで

 を構え、乱らん

 杭ぐい

 、逆さか

 茂も

 木ぎ

 、大木、大石などで道をふさぎ、六ろく

 文もん

 銭せん

 の旗を翻している。明らかに沼田の真田勢である。道をさえぎっているのはどういうわけなのか。

　先行の兵はすぐに昌幸に報告した。

　昌幸も近づいて眺めると、伜信之の兵どもが父の兵を一兵も通さないというように布陣しているのだ。

「怪しからぬ！　わしに刃向かうとは。打ち破って通れ……」

　と昌幸は下知した。

　だが、幸村が止めた。

「お待ちくだされ。兄嫁のことゆえなにか訳がありましょう。こちらから使者をおくって上田に帰るから道を開けるようにと、ねんごろにお諭さと

 しなされたら、父君に刃向かうこともありますまい」

「そうか」

　昌幸は幸村を高く買っているのですぐ承知した。使者には別府若狭を選んだ。

　沼田勢では昌幸のところから、別府若狭が使者できたというので、家老の根津甚兵衛が応接しようとしたが、おすみの方が止めて、自分で会った。

　若狭は、嫁よめ

 女じよ

 だから供応すべきなのに関を設けるとはけしからん。早々に通せ、という昌幸の言を伝えた。おすみの方はとたんに拒否した。

「夫信之は関東方に従い、父上は石田方に味方するとあっては、たとえ舅しゆうと

 御ご

 でも敵。心苦しいが戦国の習い、通すわけにはまいりませぬ」

　若狭はしきりに説得したが、おすみの方は聞かなかった。

「そのほう、わらわを女とあなどってか。早く立ち帰って父君に申すがよい」

　しかたなく、戻って昌幸に告げると、昌幸は激怒した。

「ええい！　面倒だ。一気に押し通れ！」

　が、こんどもまた幸村が止めた。

「お怒りはごもっともながら、この際は一兵も大事。穏便に通る手もありますゆえ、わたくしにお任せくだされ」

「うむ、そうか。任そう」

　幸村に言われると任せない訳にはいかなかった。昌幸としても合戦をして、味方の兵を失いたくなかった。それに沼田勢も真田の兵である。

　幸村は若狭を呼んで一策を授けて再度使者を命じた。若狭は気がすすまなかったが、主命だから仕方がない。ふたたび沼田勢へ赴いた。おすみの方は若狭がまたきたから追い帰そうとしたが、ぜひ、お目にかかりたいと哀願するので、なにか重要なことがあるのかと思って会った。

　ところが、やはり、父君への疑いを晴らして通して欲しいと、そればかり、くどくど言うのだ。らちがあかないので、追い返せ、と近臣に命じて引っ立てようとすると、

「まこと七人の子をなすとも女に心を許すなとはこのこと。信之様のお心が察せられないとは情ない」

　と低い声で、しかし、おすみの方に聞こえるように言った。

「待ちや、若狭、いまそちはなんと言った？」

　おすみの方が聞きとがめた。

「いや、なにも申しませぬ」

「偽りを申すな。隠すにおいてはそのままに帰さぬ」

　彼女は長なぎ

 刀なた

 を手に取った。

　夫、信之云うん

 々ぬん

 が気にかかったのだ。

「それでは申し上げます」

　若狭はそこに座って、まじめな顔をして言った。

「ただ今、七人の子をなすとも女に心を許すな、と申しました。そのわけは、信之様は御父昌幸公と敵味方になり申したが、関東方が勝利を得たときは、信之様が御父君をかばい、大坂方が勝ったときには御父が信之様を救う固いお約束がございます。しかし、奥方様は本多平八郎様のご息女。信之様はこのことをはばかって、なにも言われなかったと思いまする」

　おすみの方は、心の中で、あっと声を上げた。ショックを受けたのだ。夫は自分を疑ってなにも言ってよこさなかったと思うと、恨みの気持ちが湧いてきた。彼女は夫を愛していたのだ。実家の父よりも夫のほうが大事だった。

「舅しゆうと

 御ご

 の父上様によろしゅう言ってたもれ。わらわが悪かった。すぐお通し申すとな」

　若狭は早々に帰り、昌幸にこのことを報告した。

　幸村が若狭に授けた一策というのは、こういう口こう

 実じつ

 であった。昌幸は沼田勢が要よう

 撃げき

 の構えを撤廃したので、軍勢を引き連れてその陣の前を通ると、おすみの方が現れて丁重に陣内に迎え入れた。

　彼女はていねいに昌幸や幸村を遇し、こんどのことを詫びた。

「なんの、なんの。さすがは本多殿の娘御と感心したわな。ところで去年生まれたわしの孫は陣中に連れてきているかな？」

　乳ち

 飲のみ

 児ご

 なので、もしかしたら連れてきているかもしれない。きていたなら抱いてみたいと昌幸は思った。

「はい。連れてまいりました」

　おすみの方は乳母を呼んだ。

　乳母は信之の幼名と同じに源げん

 二じ

 郎ろう

 と名づけた二歳の赤子を抱いてきた。

「おお、よし、よし」

　昌幸は乳母の手から赤子を受け取って抱いた。肉親の不思議な感情が湧いて、はじめて抱いた孫が無性にかわいかった。

　まもなく昌幸はこの陣を辞して、上田城へ帰って行った。

　一方、家康に属した信之、信のぶ

 尹ただ

 は二百五十人ほど引率して安中にきてみると、父や弟はすでに上田へ向かった後であった。

　が、そこで、百人ほど引き連れたおすみの方に会った。おすみの方は大半の兵はさきに沼田城に帰し、自分も城へ帰るところだった。

　彼女は夫に、自分にはなにも知らせてくれなかった恨みを言い、舅や幸村とのいきさつを話した。

「わしは、父上や幸村とはそのような、かばい合う約束をしたことはない。そちに隠し事があるはずもない。幸村にたばかられたのであろう」

　と信之は言った。

　おすみの方は夫への恨みは解消したが、知らん顔をしてすましていた幸村が憎らしくなった。

「まあ、あなたを疑うたぐ

 るように仕向けるなんて……幸村殿が憎らしゅうございます。なんという人なのでしょう」

「幸村は偽計の多い奴だ。そう口惜しがることもあるまい」

「しかし、あんまりのなされかた……」

「まあ怒るな。あれは十四歳のときに口くち

 ひとつで北条の囲みを破って上田に帰ったほどの男だから、女の固めくらい破るのは朝飯前だ」

　そう言われてみると、なるほどそうだが、おすみの方としてはあまりよい気持ちはしなかった。幸村を敵に回した恐ろしさも、にわかに感じられた。




 

秀忠軍翻弄さる




　家康は石田三成らを討つために、東海道と中仙道からその軍を西上させることになり、東海道からは家康が第一軍を率いて江戸回りで進んだ。中仙道からは長男の秀忠が第二軍を引率して、宇都宮から西へ真っすぐに直行した。

　この秀忠軍は総勢十三万七千余人で、従うおもな大将は本多正信、大久保忠ただ

 隣ちか

 、森忠政、毛利高政、中山直なお

 純ずみ

 、有あり

 馬ま

 義よし

 純ずみ

 、奥おく

 平だいら

 信のぶ

 昌まさ

 、土井大おお

 炊いの

 頭かみ

 、本多隼はや

 人との

 佐すけ

 、小笠原隠岐守、山やまの

 内うち

 土と

 佐さの

 守かみ

 、松平信濃守、真田伊豆守などであった。

　昌幸、幸村はこの大軍の足を遅らせ、関西での合戦には間に合わないようにさせようと待ち構えていた。相手は大軍だ、どのようにしたら足を止めることができるか。

　軍略はすべて幸村に任されている。

　幸村は上田の本城に五百人を籠こ

 めて置き、七、八百人を安中、松井田、軽井沢に派遣した。敵に比べると取るに足りない人数だが、本城を囲まれる前に策を用いて敵にある程度の損害を与え、士気をくじこうという作戦であった。

　秀忠軍は森忠政を先陣として、二陣本多正信、三陣大久保忠隣の順で進んだ。森忠政の先陣が安中集落の山の手にかかると、真田勢が左右の高台に大筒（大砲）三門をすえ、砲身をこちらに向けていた。ここはさきにおすみの方の沼田勢が陣取ったところである。

　森忠政は大筒の怖さを知らない。それ進め！　追い崩せ！　と下知すると、五百人あまりが鬨とき

 の声を上げて突進した。すると、その途端に大筒三門が同時に火を噴いた。

　大きな音響とともに黒煙が四方にたちこめ、五百余人の兵は、飛び散った者、重軽傷を受けた者などが瞬時に続出した。道はこれらの者たちで塞がれ、合戦をするどころではなくなってしまった。秀忠軍は寄り合い部隊なので、だれも必死に闘おうとはしておらず、お祭り気分もあったのだ。

　日暮れになったし、負傷者の手当てもあるので、翌日、また攻撃することにし、そこへ夜営した。秀忠は責任者でもあり、関西へ急がなければならないので、いらいらして森忠政を呼んで大筒の被害状況を尋ねた。

「大筒の響きは雷かみなり

 のようで、五丁の間は黒煙になりました。弾たま

 は散乱して即死した者がおよそ二百余人、手負いは百余人、そのほか黒煙にむせて物の用にたたなくなった者は数知れませぬ」

　と申し上げたので秀忠は舌を巻いた。彼は実戦の経験に乏しかった。あわてて真田信之を召して大筒について質問した。

「この大筒は父昌幸が造ったものではありませぬ。祖父幸隆が工夫をこらして造り、父に与えたものでござりまする。しかし、これは一度使いましたら二度と使えぬものにござりますゆえ、もうご懸念無用に存じまする」

「そうか。それでは恐れるに足りないな」

　秀忠は安心して、その翌日、大久保忠隣に先陣を命じた。忠隣が一万五千の兵を率いて昨日の場所に行くと、大筒が三門、筒先を向けて依然として睨んでいる。

　驚いて後陣の真田信之に聞いてみると、偽にせ

 物もの

 の大筒だと主張する信之は責任上、秀忠の許しを得て忠隣に代わって先陣になった。信之は兵を進めて真田の砦のところまできてよく見ると、大筒に似せた材木だった。油断のならない父と弟だから、あるいは本物かもしれない、という不安もあったが、これで信之も安心し、

「大筒は偽物ぞ。進め！」

　と下知した。信之の兵に続いて、信忠軍も進撃した。

　双方入り乱れての白兵戦になった。徳川軍は激しい戦意がないといっても大軍であり、真田勢は取るに足りない小勢だ。後退したが、その後退ぶりはすごく巧妙だ。この後退合戦では真田方の三み

 好よし

 清せい

 海かい

 入にゆう

 道どう

 、その弟の伊い

 三ぞう

 入にゆう

 道どう

 などがよく活躍した。

　秀忠軍は松井田に進出し、秀忠は安中に本陣を進めた。五千余人が彼の本陣を固めていたが、日暮れになったので各部隊では湯を沸かしたりなどして夕食の支度にかかった。

　すると、地中で物音がし、それが続くため各部隊では不思議に思った。総大将秀忠は不吉なものを感じて、馬に跨がると急いで本陣を飛び出した。旗本たちは秀忠が飛び出したので、あわてて馬でその後を追った。

　と、その直後、ものすごい火炎が上がり轟音とともにあたりの馬も人間も吹き飛ばした。地雷火が爆発したのだ。

　危ないところを秀忠は命が助かった。勘というものを父の家康からもらってきたのであろう。だが、もう一つの危険が彼を待ち伏せていた。

　馬を走らせて行くと、六文銭の指さし

 物もの

 をし、鹿の角つの

 の兜をかぶった武者が行く手に立ちふさがったのだ。幸村だった。幸村は上田城から前線に出てきて、ひそかに地雷火を仕掛けさせ、秀忠が万一爆死もしないで逃がれてきたなら、討ち取ろうとして待ち構えていたのだ。

「やあ、やあ、徳川秀忠殿と見受け申した。これは真田昌幸の次男左さ

 衛え

 門もんの

 佐すけ

 幸村でござる」

　そう名乗って皆かい

 朱しゆ

 の槍をしごいた。

　秀忠には戦う意志はない。戦えば負けるのはわかっている。黙ってさっと馬を回すと鞭をくれた。馬は無類の逸いつ

 物ぶつ

 である。後ろ足で土を蹴り、さっと一気に危険範囲の外へ出た。そこへ、旗本連が馬を寄せてきた。

「ちえっ！　逃がしたか」

　幸村は口惜しがったが、どうにもならない。

　槍を振るって旗本連と戦い、あとは家来たちに任せて戦闘の渦中から離れ、秀忠が去った方に目をやるとはるか彼方に秀忠を囲んで走って行く騎馬の一隊が見えた。

　秀忠軍はまもなく、上田に押し寄せ、城を十重二十重に取り囲んだ。十八年前の天正十年（一五八二）上田城の包囲作戦があったが、この作戦に参加した者は、こんどの城攻めにはほとんどいなかった。だから、小城だとあなどっていきなり攻めかかった。前の包囲戦に参加したものなら、ひどい目にあっているから用心したろうに、衆を頼んでの攻撃だ。いかなる謀略に長た

 けた真田父子でも、このような大軍に攻められては手も足も出まい、と見くびったのだ。

　攻城軍の兵たちは四方からいっせいに堀を越え、石垣をよじ登った。そのとき塀の上に城兵たちが現れて竹の皮をばらばらと投げた。竹の皮はかなりたくさん投げられたが、痛くも痒かゆ

 くもないので、払いのけながら登り、塀に手をかけた。

　と、こんどは城兵たちは長い柄ひ

 杓しやく

 で煮えたぎった白しろ

 粥がゆ

 を注そそ

 ぎかけた。つぎからつぎにいくらでもかけてくるのだった。

「あち！」

「熱い！」

「あちちちち」

　鎧武具の隙間から肌に染み込み、攻城の兵どもは悲鳴を上げて転げ落ちた。

　前回は煮えたぎった糞尿だったが白粥にしたのは、信之、信尹が攻城軍の中にいるためでもあったろうか。

　転げ落ちた攻城兵たちは逃げ出そうとすると、竹の皮に足をとられて転げた。その転げているところにまた、白粥が注ぎかけられた。死んだものはないが、さんざんの敗北を喫して後退した。

　毒気を抜かれた攻城軍は、再度の攻撃をするにはまた陣を立て直さなければならなかった。そんなとき、信之に恥辱を与えられたという藤井伝右衛門という旗本が信之、信尹が城中に通じ、味方を破ろうとしているといって[image: 〓]
 を流した。時が時なので[image: 〓]
 はたちまち軍中にひろがった。

　秀忠は信之たちを信用しているが、軍の士気に影響するので二人を後陣に下らせた。

　こんなとき、城中から兵がたくさん出てきて稲刈りをはじめた。田舎の城なので城の堀の外には田圃たんぼ

 があり、折から秋の半ばで早わ

 稲せ

 がよく実っている。

「敵は食糧が尽きたぞ！　それ討ち取れ！」

　と言うので、大久保忠隣、本多正信などの兵一万余人が襲いかかった。城兵たちはあわてふためいて、刈り取った稲束をそのままにして、われ先にと城中へ逃げ込んだ。

　徳川兵たちは、城側のうかつさにも程がある、などといい合って敵が捨てて行った稲束を担いで陣屋に戻ってきた。

　稲束には実った籾もみ

 がどっさりついていたから、そのままにしておくのも惜しかったのだ。

　夜になり、兵たちが眠ってしまうと、この稲束につぎつぎに火をつけたものがあった。稲束には火薬が仕込まれてあったから、激しく火を噴き出し、みるまに陣所は火の海になってしまった。火をつけて回ったのは城側の草の者（忍びの者）の仕し

 業わざ

 だった。

　夜中のことではあり、また、真田の奇計に陥ったと思うと、兵たちは狼狽し混乱した。そこへ、城の三方の門を開いて、幸村、穴山小助、三好清海入道たちがそれぞれ三百人ずつ率いて打って出た。

　小勢だが、闇と敵側の恐怖が加勢した。攻城軍は大軍だけに始末が悪く、味方討ちは味方討ちを呼び、雪な

 崩だ

 れをうって逃げ出した。

　城兵はさんざんに暴れ回って引き揚げた。幸村はこれを「稲刈りの陣」と名づけた。

　こうして、ひとまず秀忠軍を食い止めたが、肝心の東海道を行った西上軍と大坂方の合戦はどのようになっているのだろうか。幸村は胸さわぎがしてならなかった。

　つぎの夜、櫓やぐら

 に登って天文を見、卦け

 を立てて占うと、石田の方は軍利なく、関東勢の勝利と出た。三度占ったが三度とも筮ぜい

 竹ちく

 は同じところを指して動かなかった。

　深い落胆を覚えた幸村は、父昌幸にこのことを告げた。

「やむをえまい。天の示すところだ。人の力では動かし難い。信之に言って、秀忠公にわれらはもうお手向かいいたさぬと申し上げてもらい、一部の兵をここに残して、上方へお急ぎになるようすすめてもらおう」

　信之になんらかの手柄を立てさせたいのは親の情である。

　昌幸も幸村も、城だけを守っていて、いまはけっして戦闘は交えないことにした。そして上方での合戦の結果を待った。




 

昌幸逝く
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──配所の日々──




　こんどもやはり幸村の占いは的中した。この年（慶けい

 長ちよう

 五年＝一六〇〇）九月十五日、美濃の関ヶ原で行われた東西の大合戦では西軍が大敗した。

　秀忠はこの大事な合戦には、とうとう間に合わなかった。上田城に備えて一部の将兵を残しておき、本軍を率いて、九月八日、上田を出発したのだが、途中はみな真田の領分だから気を遣い、山また山の難路なので、十三日、やっと諏訪に着いた。十七日、木曽の馬ま

 籠ごめ

 に至ったとき、両軍は十五日に戦い、東軍の大勝で合戦が終わったという報告に接した。

　間に合わなかったのは残念だが、大勝に秀忠は深い安堵を覚えた。

　敗軍の将石田三成、小西行長、安あん

 国こく

 寺じ

 恵え

 瓊けい

 らは捕らえられて斬られ、与くみ

 した他の大名たちも取り潰し、減げん

 封ぽう

 、移い

 封ほう

 などの処分に付された。家康が事実上の天下の権を握ったのである。

　秀忠は真田信之、信のぶ

 尹ただ

 の忠節を賞した。家康も二人を賞して増ぞう

 俸ほう

 しようとしたが、二人とも禄はいりませぬゆえ、なにとぞ、昌幸と幸村の命を助けていただきたい、と嘆願した。

　家康は肉親思いに感心して信之に言った。

「そのほう、上田に赴いて昌幸、幸村を蟄ちつ

 居きよ

 させるがよい。軍功も無視できぬから、昌幸の領地はそのほうに与える。自領の三万石と合わせ持つがよいぞ」

　信之は上田へ引き返して、昌幸に事情を告げた。

　蟄居先は、紀き

 州しゆう

 の九く

 度ど

 山さん

 にするように、との指示も家康からあった。

「うむ。やむをえぬな。そちにもえらい苦労をかけたわな。すぐ出しゆつ

 立たつ

 いたそう」

　昌幸は胸の中で、何事か期しているようで、さばさばしたものだった。

「兄上、お礼の言葉もありませぬ」

　ていねいに幸村も頭を下げた。

　秀忠軍をひどく痛めつけたのだから、普通なら斬罪、軽くて切腹に決まっているのだ。

　十日ほどのち、いっさいの整理をすませた昌幸、幸村は家族を伴って紀州へ旅立った。付き従う郎党は二百七十五人だった。そのおもな面めん

 々めん

 ──。

　穴山小助、近藤無む

 手ず

 之の

 助すけ

 、真田弥十郎、同弥太郎、別府若狭、海野六郎兵衛、穴山新兵衛、筧金六、相木森之助、増田九郎、同荒次郎、同虎之助、三好清海入道、同伊三入道、畔柳九八郎、明石又七郎、由利鎌之助、三輪琴之助、木[image: 〓]
 別右衛門、根津甚平、笈おい

 川かわ

 八内、野呂兵部、間ま

 鍋なべ

 日向入道、赤坂式部、猪口半兵衛、筧政右衛門、岩野宇兵衛、月つき

 方かた

 兵馬、依田兵部、種ヶ島丹後、真田甚三郎、斎藤佐太郎、別府虎之助、小宮山数馬、柘つ

 植げ

 内く

 蔵ら

 之の

 介すけ

 、穂ほ

 入いり

 愛あい

 之の

 助すけ

 、松崎藤兵衛、徳島藤馬、明石民みん

 部ぶ

 入道、春はる

 田た

 専之助、沼田久助、植田又左衛門、浅香郷右衛門。

　九度山に着いた昌幸、幸村は、仮の屋敷を設けて、穴山小助、別府若狭など主従わずかに八人で住み、ほかの家来たちは、諸所に分散して居住させた。

　その年も暮れて翌年になると、大谷刑ぎよう

 部ぶ

 の娘で幸村の正室の波江が病死してしまった。いろいろな苦労が重なり、過労が病気を招いたのだった。

　幸村は嘆き、文字どおり野の

 辺べ

 の悲しい送りをすませた。光こう

 陰いん

 に関せき

 守も

 りはない。月日がすぎて配所の生活にもすっかり慣れて慶長も十一年（一六〇六）の春になったが、こんどは昌幸が病床に臥した。

　医い

 薬やく

 治ち

 療りよう

 、加か

 持じ

 祈き
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 とう

 に至るまであらゆる手を尽くしたが、運命というものは拒みようがない。剛気な昌幸も余命いくばくもなくなった。彼は幸村を枕まくら

 辺べ

 に呼んだ。

「幸村よく聴け。わしが太閤の高恩に報いるために、徳川を滅ぼそうと思っているのは、お前もよく知っていよう。秀頼公ももはや十四歳になられるが、家康は天下を譲る気配もない。十五歳譲り渡しの説はないも同然じゃ。お前がわしの遺志を継いで徳川を滅ぼしてくれ。わしの命数は尽きた」

「なにを言われますか。お元気になられて、父上こそ采配を取られて」

「いやいや。尽きた命数は延ばすことはできぬ。家康の首をわが墓前に供えるのが父への孝養というものじゃ」

　昌幸はそう言ったあと、

「わしに甲かつ

 冑ちゆう

 を着せて紀き

 の川かわ

 に沈めてくれ」

　と遺言し、六十七歳でこの世を去った。

　合戦に明け、合戦に暮れた戦国の武士としては、たとえ目的が達せられなくとも、謀略、武略にその頭脳を傾注した悔いなき一生であった。

　幸村は悲しみのうちに遺骸を甲冑兵へい

 杖じよう

 で粧よそ

 おい、夜に紛れて紀の川に沈めた。

　父の死後、幸村は呆ぼう

 然ぜん

 としてまるで気の抜けたようになった。なにを言ってもまともに答えずただ黙々として木も

 綿めん

 糸いと

 などを取り寄せて、生活のための紐ひも

 編あ

 みなどをしていた。後年“真田紐”といわれた紐である。そんな幸村は九度山の人びとにはまるで阿呆か気狂いのように見えた。日本に二人とない知略にすぐれた大将だというのに、妻と父を失って狂ったのかもしれない。気の毒なことだなどと村人たちは言い合った。

　一方、徳川家康は天下を譲るどころか、折があったら秀頼を滅ぼそうとしていたが、太閤恩顧の大名、ことに肥ひ

 後ご

 の加藤清正、大坂城執権片桐且かつ

 元もと

 、広島の福島正則、九度山にいる幸村などが気になった。この四人は一ひと

 筋すじ

 縄なわ

 ではいかないのをだれよりもよく承知していた。

　紀州和歌山の城主浅あさ

 野の

 但たじ

 馬まの

 守かみ

 幸よし

 長なが

 は、家康から真田一統の監視を命じられていたので、たびたびようすを報告したが、幸村が妻と父の死により白痴たわけ

 になったと知らせると、家康は、そんなはずはない、再調査せよと命じてきた。

　幸長は下命に応じて調べたが、いくら調べても、うつけの平凡な暮しで変わったようすはない。困り果てていると、山本九兵衛という忍びの術にも長た

 けている家臣が、拙者が忍んでよく探ってきましょうというので、

「そうしてくれ。できたら幸村父子の首を取ってこい。ぬかるな」

　と命じた。

　いっそ悩みの根源を断ってしまったほうがよいと考えたのだ。

　九兵衛は九度山に行き、夜の更ふ

 けるのを待って、真田屋敷に忍び込んだ。屋内に入って探したが、寝所がわからない。寝ているようすもない。ふたたび戸外に出て眺め渡すと木陰に一軒の離れがあった。近づいて隙間から覗いてみると魂たま

 消げ

 た。

　幸村が[image: 〓]
 とは違って、きりっとした姿で、紙に糊のり

 をつけては張る張はり

 抜ぬき

 筒つつ

 （大砲の一種）を作っているのだ。

　痴呆や気狂いなどではないではないか！　倅の大助はどこにいるのかと思って、隣室を見ると大助は見台に向かって書見している。まだ若く、十四、五歳のようだが、体は大きく肩のあたりが[image: 〓]
 しいのは、よく筋肉がついているのであろう。ここではじめて読者も真田三代目の大だい

 助すけ

 治はる

 幸ゆき

 に接するわけだが、もう彼は十分父に手を貸すことができるように成長していた。

　九兵衛は、これは生かしておいては後ご

 日じつ

 の災いになるのは明らかだ。倅の方から片づけようと考え、いきなり戸を蹴破って中へ踏み込み、太刀で拝おが

 み打ちに大助に斬りつけた。が、大助はかわして見台で太刀を押さえ、片手で九兵衛の襟えり

 髪がみ

 をつかんで投げ出した。九兵衛は急所を打って悶もん

 絶ぜつ

 した。

　相手を呑んでかかり、油断があったのだろうか。あっけなく大助に膝で押えつけられてしまった。

　意識を取り戻した九兵衛は、自分を恥じて脇差を腹に突き立てようとしたが、隣室から出てきた幸村に止められた。

「そのほうは死んだのだ。生き返った命は別のものだ。わしに仕えぬか」

　幸村に説得されて、九兵衛は真田に仕えることになった。幸村は剛勇な武士が好きだった。それらの連中とともに働くことに人生の生きがいも感じていた。

「わしは無禄ゆえ、そちを扶ふ

 持ち

 することはできぬ。播州姫路で穴山雲洞軒という者が医を業としている。わしの家人じゃ。この者の所にわしの割わり

 符ふ

 を持っていき、しばらく潜んでいてはくれぬか。いずれ呼び寄せる。そのときはともに戦おう」

　と幸村はいった。

　雲洞軒は幸村の股こ

 肱こう

 の臣穴山小助である。彼は真田屋敷を出て姫路に行き、医者をしながら、大名たちの動向を探っていたのだった。

　九兵衛は姫路へ旅立った。

　浅野幸長は九兵衛が戻ってこないので、家来をやって真田屋敷を探らせたが、どうしてしまったのか、九兵衛のようすはまったくわからなかった。

　幸村は昼間は、“真田紐”を編み、真田屋敷にはきわめて平凡な日々が続いた。






〈補注〉


上田城の激戦
 　いまの歴史によると、武田勝頼が天目山麓に滅びた直後の上田城の包囲戦はなく、上田城の攻防戦があったのは天正十三年（一五八五）閏うるう

 八月のことであった。

　相手は徳川家康であり、合戦の理由は家康が真田家に対し、沼田領を北条氏直に譲れと言ってきたのを、昌幸が拒否したからである。このとき昌幸は家康の幕下にあったが、豊臣秀吉、上杉景勝に好よしみ

 を通じて、家康に反旗を翻ひるがえ

 した。

　徳川軍は大久保忠世、鳥居元忠、平岩親吉らを大将にして甲、信各地の諸将を加えて総勢七千で、その八月二日、上田城を攻撃したが、真田一統のため完敗を喫した。

　その復ふく

 讎しゆう

 戦のため、家康は井伊直政、松平康重らに五千の兵を授けて上田へ急行させたが、上杉景勝が援軍をおくったと聞いて全軍引き揚げさせた。

　武田勝頼滅亡のあと、武田の遺領を併合した織田信長が本能寺に横死したことから、甲、信は大いに乱れ、北条、上杉、徳川の争奪戦が行われた。『真田三代記』では、織田、徳川、北条の大軍が上田城を囲んだとしているが、争奪戦は大変入り組んだものだったから、連想的なフィクションとしては、このように描くのも一面の真を伝えるものであろうか。

豊臣秀吉が使者として、上田城へ乗り込んだこと
 　秀吉は天正十年のこの時点では、山陰の鳥取城を攻略したすぐあとの毛利氏との対戦に必死であり、とても信濃までくる余裕があったとは思われない。

　これを証明する史料もない。しかし、これは小説であり和睦の使者に立って合戦をおさめたということで、物語の筋は盛り上がりをみせているのである。

上田城
 　この城のあったところには、もと豪族小泉氏の城があったが、昌幸は主家の武田が滅びた直後の天正十一年ごろ、この城の改修に着手したと、記録は伝えている。

　昌幸は城地を東方に広げ、武田流の築城法によって平城を造った。千曲川を南面の要害とし、三方には複雑な水堀、空堀を設けた名城だった。

　城は尼ヶ渕城、松尾城、真田城などともいった。石垣はほんの一部であり、大部分が土塁から成っていた。真田信之はこの城の徹底的破壊を家康から命じられた。のち仙石氏の居城になるにおよんで近代的な修理を行った。いま残る石垣、櫓などもすべては仙石氏が新修築したものである。

　昌幸時代の城の形跡はまったくないといわれている。

石田三成
 　三成は近江（滋賀県）の石田村の生まれで、秀吉の長浜領主時代にはじめて仕えた。三成は寺の小坊主だったとき、立ち寄った秀吉に茶を順々に熱くして出した。その機転を買われて仕えるようになったとの伝説があるほど明敏であった。経理に明るく秀吉の二回にわたる朝鮮の役に配船、食糧の輸送、その他輜し

 重ちよう

 のいっさいを担当して渋滞することがなかったのはその力量によるものだった。

　また関ヶ原の合戦は作戦がすぐれ、その戦闘は六分の優勢を示し、家康を圧迫したが、小早川秀秋の裏切りによって敗れた。日本の武将のうち三成ほど経理に秀でたものはなかった、と今もいわれている。

　三成は自説を曲げず、自己の所信に反する者はあくまで排撃したという。秀吉の死後、多くの大名が家康にへつらうのに我慢ができず、ことさら家康に不遜な態度をとった。三成はその居城佐和山で大谷吉継に挙兵のことを打ち明けたが、その際吉継は三成に向かって、

「ふだん大名に向かっての態度が横柄なので大名たちは下の者まで、貴殿のことをあしざまに言っている」

　という意味のことを言って戒めたのは有名な話である。また恩顧を受けた人には誠意をもって応える気慨があった。

　三成は、はじめ近江水口城で四万石を領したとき、筒井順慶のもとを離れて浪人していた島左近を一万五千石（一説に二万石）で召し抱えた。小大名でこんな高禄を出して家来を召し抱えた者は、かつていなかった。これには剛腹な秀吉も驚いたという。

　また蒲生秀行が会津から宇都宮に左遷されて減封になったとき、その家臣の蒲生郷舎をやはり一万五千石で招いた。彼らは感激して忠誠をはげみ、関ヶ原の合戦では奮戦して討ち死にした。三成は傲慢だったといわれながらも、腕のたつ武士を厚遇する度量があった。

　三成には史上、卑小感がつきまとっているが、これは徳川幕府の御用学者の説が、長い間尾を引いてきたものだという。





 
第三章

 　
大坂冬の陣








 

幸村、大坂入城




　慶長十二年（一六〇七）秀ひで

 頼より

 は十五歳になったが、家康は天下を譲るようすもなかった。

　かねて秀頼と婚約中の孫娘の千せん

 姫ひめ

 は大坂城へ嫁入りさせたものの、さまざまの因いん

 縁ねん

 をつけた。

　ことにひどいのは、秀頼に京都に大仏殿を再興させ、莫大な金を使わせたうえ、明らかにいいがかりとわかる因縁を鐘しよう

 銘めい

 につけたことだった。

　鐘銘の中に「国こつ

 家か

 安あん

 康こう

 　君くん

 臣しん

 豊ほう

 楽らく

 」の文字があるのを取り上げ、豊臣家が盛んになり、家康が没落する意味を裏に含めたものだというのである。大坂方もこれにはあっけにとられ、申し開きの使者を駿府城におくったが、体てい

 よく追い返された。家康はこのときは将軍職を秀忠に譲り、自分は大おお

 御ご

 所しよ

 と称して駿府城にいた。使者には同時に、　一、秀頼が江戸へ参勤すること。

　一、淀君を人質として江戸へおくこと。

　一、大坂城を明け渡すこと。
 　の三カ条をつきつけ、帰って相談して返事をするように言い渡した。

　このような横車に対する返事は合戦よりほかになかった。だが、この時点ではもっとも頼りになる肥後の加藤清正は死亡し、広島の福島正則もさまざまな事情でがんじがらめで動けず、ほかはみな家康に屈伏してしまっていた。片桐且元も大坂城を退去した。

　けれども、大坂方では座して屈辱の条件を呑み、小大名に転落するよりも、合戦にいっさいを賭か

 ける宿命を荷なっていた、といえよう。

　まだ、秀頼は難波なにわ

 、河内かわち

 、和泉いずみ

 七十万石の大々名であり、太閤秀吉が残した厖大な金銀を所有しているのだ。

　大おお

 野の

 治はる

 長なが

 をはじめ大坂城の諸将は開戦を決意し、家康に服従している豊臣恩顧の諸大名に檄げき

 を回し、また浪人を募った。関ヶ原合戦で没落した小大名、大名の遺い

 児じ

 、高名な浪人、そして一般浪人などは集まってきたが、現役の大名はだれ一人として参加する者はいなかった。豊臣恩顧という秀吉によって引き上げられ、それほど功がなく大名になった者でも、筋を通そうとはしなかった。筋を通して負けるとわかっている大坂についていたら、一族、家臣たちが破滅してしまうからだ。

　幸村も関ヶ原合戦で没落した小大名の二男には違いないが、精神が違うのである。秀吉の恩を感じ、家康を倒すという一念に固まっていた。

　大坂城では木き

 村むら

 重しげ

 成なり

 が二十二歳になり、分別も器量も備わった秀頼に申し上げて、幸村を召すことになった。

　秀頼は十万石の墨すみ

 付つき

 に入城依頼状を添えて、使者の明石あかし

 掃かも

 部んの

 介すけ

 に渡した。掃部介は宇う

 喜き

 田た

 秀ひで

 家いえ

 の重臣だったが、関ヶ原の敗戦後浪人となり、いち早く召しに応じて入城した高名の浪人であった。

　また、木村重成が幸村を名指したのは、城を退去した片桐且元から推奨されていたためであった。且元は言った。

──某それがし

 豫かね

 て心に込こめ

 て置おき

 候そうろう

 は当とう

 時じ

 紀き

 州しゆう

 九く

 度ど

 山さん

 に潜ひそ

 み居る真田左さ

 衛え

 門もんの

 佐すけ

 幸村なり。此この

 人ひと

 は幼少の時より其その

 父ちち

 昌まさ

 幸ゆき

 に従したが

 ひ処しよ

 々しよ

 にて奇き

 謀ぼう

 を運めぐら

 し、剰あまつ

 さへ居きよ

 城じよう

 上うえ

 田だ

 に於おい

 ては関かん

 東とう

 勢ぜい

 を悩なや

 ませし事度たび

 々たび

 にて、軍ぐん

 略りやく

 に長ちよう

 ぜし事こと

 は子し

 房ぼう

 孔こう

 明めい

 にも劣おと

 る可べ

 からず、殊こと

 に忠ちゆう

 義ぎ

 の志こころ

 ざし厚あつ

 き者もの

 にて候へば、此この

 人をだに用もち

 ひ給はば関かん

 東とう

 百万の敵てき

 も恐おそ

 るゝに足た

 らず、大おお

 坂さか

 の運うん

 も是これ

 が為ため

 開ひら

 けん。然され

 ば此この

 人ひと

 必かなら

 ず御おん

 用もち

 ひ有あつ

 て然しか

 る可べく

 。（原文）
 　使者の明石掃部介全ぜん

 登と

 は紀州九度山に行き真田屋敷を訪れて、

「それがしは播ばん

 州しゆう

 の者で、回かい

 国こく

 のため高野山に参りましたが、道に迷い、空腹耐た

 え難く……なにとぞ一飯をお恵み下さらぬか」

　と申し入れた。

　真田紐を打っていた幸村は迎えいれて、

「粗そ

 飯はん

 ではござるが……」

　と言って飯を給したあと、

「播州のお方ではありますまい。大坂城よりこられたのであろう。明石殿ではありませぬかな？」

　と聞いた。

　掃部介はおどろいた。

「いかにも明石掃部介でございます」

　幸村は知名な掃部介がくるのを夢で知っていたのだった。

　が、昼間は人目がうるさい。

　夜、くるようにと言って裏道を教えていったん帰した。掃部介はそのあたりの地蔵などに参詣するふりをして、夜もかなり更けてからやってきた。

　あらためて挨拶し、秀頼の十万石のお墨すみ

 付つき

 と入城依頼状を出すと、幸村は依頼状を読み、お墨付をうやうやしく押しいただいた。

「このようなお墨付はいりませぬが、秀頼公のお心がこもっておりますゆえ、ありがたく頂戴いたしまする。秀頼公にさようお伝えいただきたい。このようなものをいただかなくとも、故太閤殿下のご恩が忘れられず、馳は

 せ参ずるつもりでおりました。父昌幸の遺命もあります。幸村が入城しました以上、家康めをそのままにしておきませぬ」

　幸村は興奮した。血が躍るのを感じた。

「真田殿のご心しん

 中ちゆう

 、とくと秀頼公に申し上げましょう。使者としても役目を果たすことができて……まことにかたじけのうございます」

　二人はこまごまと入城について打ち合わせた。

　翌日、幸村は近辺および諸方にいる郎党に触れを回して召集した。触れに応じて集まったのは百五十人ほどだった。姫路からはもちろん、穴山小助も山本九兵衛も駆けつけてきた。あとからまだ、五、六十人は大坂城へ直行する手て

 筈はず

 がととのった。

　きたときに比べると四、五十人足りないが、これは過去十四年の間に死去したり、老齢になったり、やむない事情が発生したりした者たちであった。したがって召集率は百パーセントである。

　出陣の祝賀宴は居室の襖ふすま

 を取り払って盛大に催した。もう和歌山城の浅野幸長にわかっても十分な勝算があった。席上幸村は言った。

「この地を引き払うについて、格式を立て白昼堂々と和歌山の城下を通って大坂城へ入城しようと思うが、みなの意見を聞かしてくれぬか」

　この小人数で隊を組んで城下を通ろうものなら、何倍かの紀州勢の攻撃を食うのはわかっている。たとえ突っ切ることができても、半数は犠牲を出さなければならない。むちゃだ。

「父上」

　大助が口をきった。

「浅野はわれわれが抜け出したときの準備に怠りはないと思います。城下を通れば四方から攻められ、味方が敗軍するは決まっております」

　家来たちの意見を代表したものだった。

　幸村は笑った。

「そのように考えるのがふつうだ。しかし、浅野方には上うえ

 田だ

 主水もんど

 、亀かめ

 田だ

 大おお

 隅すみ

 という二人の家老がいて城に詰めておろう。この二人はなかなかのやり手だが、やり手というものは知恵に縛られるものだ。われらが小人数で、城下をゆうゆうと通ればなにか謀計があると考えて容易に手は出すまい。手を出したら多大な損害を蒙こうむ

 ると思うからであろう。しかし、家康の眼が光っているから、いちおう、追い討ちだけはかけて、面目を保つに違いない。そこがつけ目だ。張はり

 抜ぬき

 筒つつ

 で追い払えばよい」

　百ひやく

 戦せん

 錬れん

 磨ま

 の父上のことだ。うまくいくかどうかはわからないが、いうとおりにしようと、大助は思った。

「なら、わたくしには異存はありませぬ」

　家来たちにも異論はなかった。戦いくさ

 の神様だからなあ、と彼らも思った。

　慶長十九年（一六一四）九月十五日、真田勢は九度山の屋敷を後にした。幸村は紺こん

 糸いと

 縅おどし

 の鎧よろい

 に筋すじ

 金がね

 を打った兜かぶと

 を着用し、正宗の太刀に貞宗の脇差をたばさみ、信濃産の鹿か

 毛げ

 に跨り、二間一尺の皆かい

 朱しゆ

 の槍を脇に抱えるといういでたちであった。倅の大助は卯う

 の花はな

 縅おどし

 の鎧を着け、紅べ

 粉に

 綾あや

 の布で鉢はち

 巻まき

 をし、緋ひ

 羅ら

 紗しや

 の陣じん

 羽ば

 織おり

 を引っかけ、同じく鹿毛の荒馬に乗っていた。

　この二人を囲んで百五十余人が先頭に六文銭の旗をなびかせ、しずしずと和歌山の城下を通りかかった。和歌山城ではすでにこの通過を知っていたが、城主の浅野幸長は目の前に真田勢を見て、かっとなった。

「一人も残さず討ち取れ！」

　と叫んだが、上田主水と亀田大隅が止めた。

「殿、真田が小勢で落ち着き払って通るのは、謀略があってのことでございまする。手を出しては為になりませぬ」

　と大隅が言った。

　幸長はしかたなく諌めに従った。

　城兵たちも打って出ようとしたが、これも両人は制した。幸村が言ったとおりだった。真田勢は張抜筒を十挺担いでゆうゆうと城下を通り抜けた。そして松原を通り、紀の川の越こえ

 鯛たい

 の瀬せ

 というのを渡り、新しん

 在ざい

 家け

 に至った。

　このとき、幸村は付近の百姓たちを集めて銭を与え、用意してきた紙かみ

 幟のぼり

 を所々の丘に立てさせた。また由利鎌之助、望月卯左衛門に命じて、張抜筒十挺を道の両側に構えさせた。

　敵の追撃に備えての手立てであった。

　はたして城兵一千あまりが上田、亀田らを先頭に追撃してきた。幸村が言ったとおり、家康に対する手前、いちおう追い討ちをかけねばならなかったのだ。

「それっ！」

　と下知すると百姓たちは鬨とき

 の声をあげて姿を消した。城兵は鬨の声の聞こえたほうに行ってみると紙幟だけが立っていた。

　なんだこりゃあ、真田ともあろうものが子供だましではないかと、油断し、隊をつくって進みはじめると、そこへ張抜筒が五門、いっせいにものすごい音とともに火を噴いた。黒煙の中で百人あまりが吹っ飛ばされて即死した。

　上田、亀田は泡を食い、

「退け、退け！」

　と号令をかけ、退去しはじめると、またそこへ五門の張抜筒が轟音とともに撃ち込まれ、百五十人ほど討ち倒された。

　紀州勢は震えあがった。こうなっては合戦どころではない。全軍ばらばらになって逃げ出した。剛の者の上田、亀田も恐怖心に取りつかれ、ともに逃走した。

　真田勢の人びとは主将幸村の武略と見透しに感心しないではいられなかった。

　それから、真田勢は岸きし

 和わ

 田だ

 の城下にかかったが、城主小笠原時とき

 隆たか

 は、やむなく道を明けた。天てん

 王のう

 寺じ

 に着くと、城から明石掃部介と和わ

 久く

 半はん

 左ざ

 衛え

 門もん

 が兵三百余人を連れて迎えにきていた。

　秀頼も城外まで出迎え、幸村をはじめ一党を城の千畳敷きの広間に通して慇いん

 懃ぎん

 に接待した。




 

後藤、長宗我部、塙の諸将入城




　後藤又兵衛基もと

 次つぐ

 は筑前福岡の黒くろ

 田だ

 孝よし

 高たか

 、その子の長なが

 政まさ

 に仕え、小こ

 隈くま

 城じよう

 一万六千石を食は

 んだ。しかし、長政と意見が衝突したので、さっさと主家を辞し、芸げい

 州しゆう

 広島で武術、軍学の師範をしていた。

　幸村はこの又兵衛を大坂城に招こうと思い、十万石の墨付を秀頼からもらい、秀頼の近臣槇まき

 島しま

 玄げん

 蕃ば

 を使者に立てた。

　玄蕃は又兵衛の浪宅を訪ねて、墨付を見せ、幸村の口上を伝えた。

　又兵衛は、真田がどのように力を尽くしても大坂の勝利はむずかしい、と考えたが、このまま浪人を続けて窮死するよりも、入城して武功をあらわして討ち死にし、名を後世に上げようと思った。

「承知いたした。して、真田殿はどのように入城されましたか」

　もとは陪ばい

 臣しん

 でも大名なので彼には入城の形式が気になった。

「真田様は武装して家臣たちに隊を組ませ、格式を正して白昼堂々と和歌山、岸和田の両城下を通って入城いたしました」

「なるほど、しからば拙者も白昼行列を組んで堂々と入城いたしましょう」

「お待ちいたしております」

　使者の役目を果たした玄蕃は大坂城に返った。又兵衛はしかし、堂々と行列を組んで入城すると言ったものの、その手立てがなかなかつかなかった。

　彼は病気と称して一間に籠った。門弟にも会わず、講義も中止してしまった。高弟の篠しの

 崎ざき

 将しよう

 監げん

 というものがなにか事情があるのだろうと思い、寝ている又兵衛のそばへ行って、理由を尋ねた。将監は広島の領主池田武蔵守の重臣だった。

　又兵衛は起き上がって、秀頼の十万石のお墨付を見せ、白昼堂々と入城したいが、どうも手立てがつかぬと言った。

「おお、大坂城へ！」

　将監もはじめはびっくりしたが、又兵衛の身になって考えてみると当然のことなので、

「主人、武蔵守に相談して、なんとかお力になり申しましょう」

　と協力を約束した。

「ありがとうござる」

　又兵衛は感謝した。

　篠崎将監はさっそく登城して武蔵守に事情を話した。

「わしも又兵衛は知っている。彼か

 の仁じん

 はひとかどの人物なので、わしも好意をよせている。だが、白昼堂々と城下を出しゆつ

 立たつ

 されては関東への聞えもよくない。夜出発するなら、知らなかったことにいたそう。これでいいか」

　将監は自分の主人は、やはり立派だと思った。

「よろしゅうございますとも。後藤殿も喜びましょう」

　最大の好意であった。又兵衛もじつはこのことを心配していたのだ。追い討ちをかけられては百や二百の手勢では防ぐこともできない。

　将監は急いで又兵衛に知らせた。

「ご辺へん

 と武蔵守様のご恩、けっして忘れはいたしませぬ」

　やがて、又兵衛が付近に居住する家臣たちに出陣の触れを回すと、百五十人ほどそれぞれ武装して参集した。剛の者が多い。

　後藤幸こう

 左ざ

 衛え

 門もん

 、竹たけ

 又また

 兵ひよう

 太だい

 夫ぶ

 、石井采女うねめ

 、並川新兵衛、十と

 川かわ

 岩いわ

 之の

 助すけ

 、森太郎兵衛、後藤主水もんど

 、井口丹たん

 下げ

 、九く

 代しろ

 伝でん

 右衛え

 門もん

 、津つ

 和わ

 相あい

 之の

 助すけ

 、幸こう

 刃じん

 門もん

 佐さ

 、柄いしづか

 宗そう

 兵べ

 衛え

 、時とき

 島しま

 熊くま

 右衛え

 門もん

 、唯い

 田だ

 兵ひよう

 太だい

 夫ぶ

 、依よ

 田だ

 兵蔵、尾上勘四郎、岩瀬権十郎、熊井喜八などである。

　慶長十九年（一六一四）九月二十五日夜、浪宅の前で勢揃いした。又兵衛は赤糸縅の鎧に鍬くわ

 形がた

 を打った兜を着け、母ほ

 衣ろ

 を掛けて名馬に跨がり、日本号と称する穂先三尺の大槍を小脇にかかえていた。

「殿様、しばらく。御酒を一杯」

　出立しようとしたときに、庄屋の次じ

 太だ

 夫ゆう

 というものが酒しゆ

 肴こう

 を持参した。

「これはすまぬ」

　又兵衛が喜んで飲むと、次太夫が扇を開いて猿さる

 楽がく

 の一曲を歌った。

　後藤勢は出発し、しゅくしゅくと城下を通って行った。

　住吉までくると、大坂城中から真ま

 野の

 豊ぶん

 後ごの

 守かみ

 、和わ

 久く

 半左衛門が出迎えた。秀頼は千畳敷きの広間に招き入れ、杯を与えた。そして、軍の指揮を許し、副将軍の称号を許した。

　土佐高知の大たい

 守しゆ

 長宗我部盛親は関ヶ原の合戦に敗れ、領地を没収され、無禄になった。そのため京都の双そう

 林りん

 寺じ

 に身を寄せ、幽ゆう

 夢む

 斎さい

 と称して、世間のことはまったく忘れたように暮していた。

　だが、徳川方の京都所しよ

 司し

 代だい

 板いた

 倉くら

 伊い

 賀がの

 守かみ

 は盛親が大坂に心を寄せているものと察し、人をやって盛親を招き、

「先年関ヶ原一戦の折、助命された徳川の恩はお忘れではあるまいな？」

　と高びしゃにでた。

　盛親は危うく斬首になろうとしたところを、福島正則の命請いで助かったのだ。

「それはもう忘れてなどおりませぬ」

「さようでござるか。安心し申した」

「いや、それどころか大坂よりいかように頼みきましょうとも断って関東方に与くみ

 し、盛親一番槍を仕つかまつ

 りましょう」

「それなら、いっそう安心申した」

　板倉伊賀守は喜んで、米十俵と絹きぬ

 三み

 巻まき

 を盛親に与えた。

　ところが、もうすでに大坂から青木民みん

 部ぶ

 少しよう

 輔ゆう

 という部将が、秀頼の命で十万石の墨付を持参し、盛親は入城を確約してしまっていた。しらばくれて、伊賀守を嵌は

 めたわけだ。

　彼は自分の領地をみな没収し、また、天下を横取りした家康の腹黒いやりかたに我慢がならなかったのだ。五条橋の上で、たばこを売って暮しを立てているもとの家老、有井四郎左衛門を呼び寄せて相談し、その夜のうちに倅の右衛門太郎をはじめ、一族郎党とともに、三々五々京都を発った。

　翌日、このことを知った伊賀守は歯がみをして口惜しがり、配下に命じて後を追わせたが、盛親一党はみな大坂に入城してしまっていた。

　大坂ではすぐに一軍の大将を命じられた。

　塙ばん

 団だん

 右衛え

 門もん

 直なお

 行ゆき

 は、京都の妙心寺に住んでいたが、大坂の大野治長の計らいによって入城し、一手の大将になった。

　彼は遠江とおとうみ

 榛はい

 原ばら

 の生まれで、はじめ時雨しぐれ

 左馬之助といった。塙団右衛門と改名したのは、四国伊予の領主加藤左さ

 馬ま

 之の

 助すけ

 嘉よし

 明あきら

 に仕えてからだった。

　一説には主君の名前が左馬之助だったから、家臣として同じ名前では分にすぎるので変えた、ともいう。

　嘉明に仕えた団右衛門は侍大将となり、合戦にはしばしば手柄を立てたが、関ヶ原合戦後、嘉明と意見の違いをきたして浪人した。

　諸国を流浪ののちに京都妙心寺に住し、名を鉄牛と改めた。

　あるとき、妙心寺の大たい

 竜りゆう

 和お

 尚しよう

 と寄り合いに出席することになった。和尚は定めの時刻にきちんと行ったが、団右衛門はなかなかやってこない。しびれをきらしていると、やっと姿を見せたので、和尚はその遅いのをなじった。すると、団右衛門は言った。

「ご坊ぼう

 は大竜にお乗りだから早く着き、わしは鉄牛に乗りましたから、遅く着きました」

　このユーモアに和尚も席にいた人びとも笑い出した。

　団右衛門はまた、時雨左馬之助といっていたころ、諸国を武者修行した。たまたま木曽山中の一軒の家に宿を借りたとき、その家の老婆の死体を食った化ば

 け狸たぬき

 を退治したこともあった。このとき団右衛門十八歳であった。

　入城した団右衛門もまた、陋ろう

 巷こう

 にいたずらに朽ちるよりも、華々しく戦って名を後世に残したいという戦国の人であった。




 

緒戦、幸村家康を襲う




　駿府城にあった大御所家康は京都所司代の板倉伊賀守からの注進で、大坂方が兵を挙げ、続々と浪人たちが入城するのを知った。

　思う壺つぼ

 に嵌は

 まったわけである。

　ただちに旗本および麾き

 下か

 の将兵一万五千を率いて、十月十一日、駿府城を発し、二十三日、京都の二条城に着いた。将軍秀忠もこの日二万二千人の将兵とともに江戸城を発ち、十一月十日伏見城に入った。これらの将兵はいわば徳川の“手しゆ

 兵へい

 ”なので、参加する他の大名たちの将兵を加えると、この何倍かになるわけである。

　大坂方では軍議を開き、さまざまに検討したが、結局、籠城に決まった。そして諸将の持ち口をつぎのように定めた。　　平ひら

 野の

 口ぐち

 　　郡こおり

 主しゆ

 馬め

 之の

 助すけ

 、山やま

 口ぐち

 左さ

 馬ま

 之の

 助すけ

 。

　　玉たま

 造つくり

 口ぐち

 　　長ちよう

 宗そ

 我か

 部べ

 盛もり

 親ちか

 、同右う

 衛え

 門もん

 太た

 郎ろう

 。

　　茶ちや

 臼うす

 山やま

 　　大おお

 野の

 主しゆ

 馬め

 之の

 助すけ

 ほか。

　　えたヶ崎　平ひら

 子こ

 主しゆ

 膳ぜんの

 正しよう

 、本間仁に

 兵へ

 衛え

 。

　　伯はく

 楽らく

 ヶ渕　[image: 〓]
 ひ

 口ぐち

 内く

 蔵ら

 之の

 助すけ

 、同平へい

 三ざぶ

 郎ろう

 。

　　本ほん

 町まち

 橋ばし

 　　明石あかし

 丹たん

 後ごの

 守かみ

 、湯ゆ

 浅あさ

 右う

 近こん

 。

　　鰻うなぎ

 谷だに

 の櫓やぐら

 　薄すすき

 田だ

 隼はや

 人との

 正しよう

 ほか。

　　平野町櫓　青木民みん

 部ぶ

 、速はや

 水み

 甲か

 斐いの

 守かみ

 。

　　高こう

 麗らい

 橋ばし

 　　大野修しゆ

 理り

 治はる

 長なが

 ほか。

　　越こし

 の口ぐち

 　　真ま

 野の

 豊ぶん

 後ごの

 守かみ

 ほか。

　　中の島　　大野道どう

 犬けん

 ほか。

　　長なが

 柄ら

 　　　織田有う

 楽らく

 斎さい

 父子。

　　神かん

 崎ざき

 　　　中村式しき

 部ぶ

 、堀ほつ

 田た

 図ず

 書しよ

 。

　　十じゆう

 三さん

 峠とうげ

 　　浅井周すお

 防うの

 守かみ

 ほか。

　　京橋口　　木村長なが

 門との

 守かみ

 、宮みや

 部べ

 熊太郎、渡辺内く

 蔵ら

 之の

 助すけ

 。

　　南みなみ

 手て

 　　　真田幸村、根ね

 来ごろ

 衆しゆう

 。
 　　　　　　　　　　　　　以上総勢五万八千余人
 　このほかに遊軍の将として後藤又兵衛、塙団右衛門ほかの諸将を当てた。この兵は二万あまりであった。

「そのほう、家康軍のようすをよく見て参れ」

　と幸村は配下の忍にん

 者じや

 頭がしら

 、霧きり

 隠がくれ

 鹿しか

 右衛え

 門もん

 に命じた。

　家康は早くも参集した一部の大名の兵も合わせて、約六万の軍勢で二条城を発し、河内かわち

 の藤ふじ

 井い

 寺でら

 に布陣したことを、忍びの者たちがつぎつぎに報告してきたからだった。

　鹿右衛門はやがて戻ってきて、南手の丘には家康軍の先鋒、神じん

 保ぼ

 長三郎、一ひとつ

 柳やなぎ

 監けん

 物もつ

 、分わけ

 部べ

 左さ

 京きよう

 大だ

 夫ゆう

 の部隊が陣取っているのを告げた。

「よし、よし。奇計をめぐらして敵の肝をうばってくれるわ」

　幸村は奇計の戦法に取りかかった。

　かねて用意しておいた無紋の旗を取り出し、自分で神保、一柳、分部の紋を書いた。そして、由利鎌之助、浅香郷右衛門、青山弥十郎、増田九郎、同荒次郎の五人に分部の旗を与えた。その勢およそ三百人。

　海野六郎兵衛、木[image: 〓]
 別右衛門、同元之助、別府若狭の四人には神保の旗を持たせた。その人数三百余人。また、明石又七郎、三好清海入道、同伊三入道、筧金六郎には一柳の旗を担がせた。その勢三百人あまり。

　こうしておいて、それら引率の家け

 人にん

 たちに計略を授けた。彼らは勇んで大坂城を出て間かん

 道どう

 伝いに南へ向かった。さらに、持ち口はまだ暇なので、木村長門守、薄田隼はや

 人との

 正しよう

 、塙団右衛門に三千ずつ都合九千の兵を与え、大筒を持たせて右の機動隊援護に向かわせ、自分も手兵を連れて応援に出動した。

　家康の先鋒隊はこんなことは夢にも知らなかった。夜回りや篝かがり

 火び

 はその係りに任せ、いよいよ明日は大坂に押しかけて、土地の見分などしようと、大いに張り切って酒宴などを催していた。

　その陣営のひとつ、神保長三郎の陣へ、由利鎌之助たちが分部の旗を持ち、三百人を率いて、わっと鬨とき

 の声を上げながら斬り込んだ。

　鎌之助は大だい

 音おん

 でわめいた。

「いかに神保長三郎、そのほう太閤の恩を受けながら関東に従うこと奇きつ

 怪かい

 至し

 極ごく

 。われら分部、一柳と心を合わせ、すみやかに大坂方についたらどうだ。さもないと、そのほうも家来もみな殺しにするぞ！」

　長三郎はさては分部も一柳も裏切ったのかと愕がく

 然ぜん

 とした。

　このとき、同時に神保の旗を持った海野六郎兵衛ら三百余人が、分部の陣に押し寄せた。

「神保、一柳は大坂に同意したぞ。分部も同意なくば、一人も残らず討ち取るぞ」

　と、六郎兵衛がどなった。

　これと前後して木村、薄田、塙などの九千人が徳川勢に斬り込み、家康の本陣、大門坊に火をかけた。家康は、神保、分部、一柳逆心、という声に驚いているうちに、火は炎々と燃え上がった。そんな乱軍の中を神保、分部、一柳の旗を翻した部隊が、ここに現れ、かしこに隠れて、秘術を尽くして戦う姿が火炎の明りでよく見えた。

　本物の神保長三郎は分部や一柳の逆心を本陣に知らせようと馬を蹴った。だがきてみると、本陣はすでに燃え上り、その明りのなかを、

「神保長三郎、ここにあり」

　などとわめいて、馬を乗り回して戦っている武士を見て肝を潰した。

　さては分部、偽にせ

 旗はた

 を用いてわしを逆心者とみせかけたうえ、わしの名を騙かた

 って自分の反意を達そうというのか。憎んでもあきたらない奴だと切せつ

 歯し

 扼やく

 腕わん

 しているところへ、同じ徳川軍の将、京きよう

 極ごく

 修しゆ

 理り

 之の

 助すけ

 からいきなり罵ば

 声せい

 を浴びせられた。

「貴様、変心して大御所様を討とうとするのか。この白痴たわけ

 者もの

 。素そ

 っ首くび

 を引き抜いてくれるぞ!
 」

　こんどは腰を抜かすほどびっくりした。

「あべこべだ。わしがどうして謀む

 叛ほん

 などするものか。分部が謀叛したから知らせにきたのだ。馬鹿もいい加減にせい」

「言い逃れは許さぬ。貴様はわしの勇力に恐れて逃れようとするのか。謀叛が偽りというなら尋常に縄にかかれ。さもなくば一ひと

 討う

 ちにしてくれるわ」

　縄にかかっても一討ちにされてもたまらない。抗弁しても無駄だと思った長三郎は、馬に鞭をくれると、さっと逃げ出した。その後を修理之助が、やはり馬に鞭うって追いかけて行った。

　本物の分部、一柳の部隊も、たがいに疑い、疑われて目茶苦茶に同士討ちをしていた。

　大坂軍は乱戦の中で、こんどは大筒を撃ち出した。家康軍は三十人、五十人と打ち倒された。そんな大筒が本陣に撃ち込まれて、まともに当たったら、大御所家康の命はない。

　旗本の西にし

 尾お

 豊ぶん

 後ごの

 守かみ

 、竹たけ

 腰ごし

 山やま

 城しろの

 守かみ

 、三み

 浦うら

 長なが

 門との

 守かみ

 、大おお

 久く

 保ぼ

 彦ひこ

 左ざ

 衛え

 門もん

 、安あん

 藤どう

 帯たて

 刀わき

 、成なる

 瀬せ

 隼はや

 人と

 、兼かね

 松まつ

 又また

 八はち

 郎ろう

 、小お

 栗ぐり

 大だい

 六ろく

 、近こん

 藤どう

 登のぼり

 之の

 助すけ

 ら五百余人は、この合戦場から逃れようとして、家康を囲んで走り出した。

　すると、分部の紋のある旗を担いだ城方の由利鎌之助の一隊が道をさえぎり、

「家康公、敵に後ろを見せるのは卑怯であろう。返せ、返しなされい！」

　と鎌之助がどなった。

　家康の代わりに、西尾、竹腰、近藤など二百人あまりが引き返し、さんざんに戦った。家康を守って走るのは三百人ほどになった。

　が、行く手に神保長三郎の旗をかかげた一隊が現れた。旗本勢がやっきとなって戦っていると、林の陰から、こんどは一柳監物の旗をかざした三百人ほどの部隊が突っかかってきた。

　やあ、これは！　うっかりすると大御所はやられるぞ。

　旗本勢のだれもがそう思った。同数なら決死の城側に分があるというものだ。しかも、城側の指揮をとっているのが、計略で有名な真田幸村ではないかということを、旗本勢はうすうす感じていた。危い！　が、激闘中なので家康を顧みる余裕はない。

　実際、幸村はこの一柳の旗を持った明石又七郎、三好清海入道の隊にいたのである。

　神保、分部の旗を持たせた二部隊だけで敵を十分撹乱できると見通し、この一隊を最後の“とどめの隊”としてとっておいたのだ。

　奮戦という言葉どおりの戦闘が展開している。両軍とも手の空あ

 いている者は一人もいない。家康は隙を見てただ一騎で逃げ出した。

　三丁ばかりきて、馬を並なみ

 足あし

 にし、ふっと息をついだ。そんなところへ後ろから馬を走らせてきた者があった。

「大久保か、成瀬か」

　と声をかけた。大久保彦左衛門と成瀬隼人は、いつ、どんなときでもけっしてそばを離れなかったからである。

　が、近づいてきたその武者は、ハハハハハ、と笑い、

「いや、それがしはもと信州上田の城主真田左衛門佐幸村と申す者。ここにあってお首を頂戴いたそうと待っており申した」

　家康は顔色を変えた。もっとも恐れていた幸村が出たのだ。

　とうに七十歳を越しているうえ、相手が幸村とあってはかなうはずもない。

　無言のまま、馬に鞭をくれて逃げ出した。

「返し給え。家康公。武士の面目をお忘れか」

　幸村も続いて後を追いかけた。

　しかし、そんなことで引き返すような家康ではなかった。面目も武士の意地もない。懸命に馬の尻をたたいた。

　幸村は追いついて後ろから槍を伸ばして、三度、四度と突いたが、家康は運強く、そのたびに鞍くら

 壺つぼ

 を突いてしまった。行手から幅二間ばかりの溝が近づいてきた。家康は八幡大菩[image: 〓]
 を念じながら鞭で馬を強く打ち、同時に左右の鎧あぶみ

 で馬腹を蹴った。

　選りに選んだ名馬である。ひらりと溝を飛び越した。幸村も後につづいたが、馬もろともに溝に落ちてしまった。

「ちえっ！　残念！」

　馬を引き上げたが、家康は溝を飛び越すと横に切れたのか、その姿は見えなかった。

　もう朝になり、朝あさ

 靄もや

 の中ではなおも激戦が続いていた。

　幸村は家康を討ち取ったなら、いっさいが片づいたのに、とあらためて思い、無念でならなかった。しかし運というものは、人の力ではどうにもならないものであった。このあと大坂方は城に引き揚げたが、家康軍は幸村の謀略戦であったことを知って、おじけをふるった。




 

大坂方、砦を奪わる




　大軍同士の合戦は持場定めが肝要だ。

　大坂方ではさきに、この持場を定めたが、大坂城を取り囲んだ関東軍も持場をつぎのように決めた。この持場は情勢によって変わり、また乱戦、乱軍になると必要に応じて入り組んでくるのはいうまでもない。　　東ひがし

 鴫しぎ

 野の

 口ぐち

 　　佐竹義よし

 直なお

 、本多忠ただ

 朝とも

 、上杉弾だん

 正じよう

 定さだ

 勝かつ

 （景かげ

 勝かつ

 の子）、堀尾忠ただ

 勝かつ

 。

　　中浜　　　　京きよう

 極ごく

 高たか

 国くに

 ほか。

　　森口村　　　真田隠お

 岐きの

 守かみ

 信のぶ

 尹ただ

 ほか。

　　住吉口　　　浅あさ

 野の

 采うね

 女め

 ほか。

　　本庄　　　　松まつ

 平だいら

 丹たん

 後ごの

 守かみ

 、牧まき

 野の

 左さ

 馬ま

 之の

 助すけ

 、遠えん

 藤どう

 常つね

 則のり

 。

　　玉たま

 造つくり

 口ぐち

 　　　酒井家いえ

 次つぐ

 ほか。

　　中途村　　　毛もう

 利り

 景かげ

 元もと

 、菅すが

 沼ぬま

 織おり

 部べの

 正しよう

 、伊い

 藤とう

 祐すけ

 則のり

 、本ほん

 多だ

 康やす

 俊とし

 。

　　奈良街道　　秋あき

 田た

 城じよう

 之の

 介すけ

 、植うえ

 村むら

 主しゆ

 膳ぜん

 、小こ

 出いで

 信しな

 濃のの

 守かみ

 。

　　辰たつ

 巳み

 角すみ

 櫓やぐら

 　　仙せん

 石ごく

 兵ひよう

 部ぶ

 、松まつ

 平だいら

 甲か

 斐いの

 守かみ

 。

　　真田丸東側　牧まき

 野の

 丹たん

 後ごの

 守かみ

 、松平安あ

 房わの

 守かみ

 、羽は

 柴しば

 河かわ

 内ちの

 守かみ

 、松平越えつ

 中ちゆうの

 守かみ

 。

 以上総勢二十三万八千余人　


 

　このほかに家康の麾下　　住吉本陣　　軍師　本多忠信。

　　　　　　　　軍いくさ

 奉ぶ

 行ぎよう

 　永井直なお

 勝かつ



　　　　　　　　陣回り　横田甚じん

 左ざ

 衛え

 門もん

 、安藤治じ

 右衛え

 門もん

 、伊藤忠ちゆう

 助すけ

 、鵜う

 殿どの

 石いわ

 見みの

 守かみ

 。

　　右備え　　　駿する

 河が

 中ちゆう

 将じよう

 ほか。

　　左備え　　　松まつ

 平だいら

 忠ただ

 直なお

 ほか。

　　旗本前備え　藤とう

 堂どう

 和いず

 泉みの

 守かみ

 、井い

 伊い

 掃部かもん

 。

　　遊軍　　　　本多美みま

 作さかの

 守かみ

 、松平下しも

 総うさの

 守かみ

 。

　新将軍秀忠の麾下

　　岡山本陣　　軍師　本多三さん

 弥や

 、安藤対つし

 馬まの

 守かみ

 。

　　　　　　　　陣回り　青山長ちよう

 四し

 郎ろう

 、山田十じゆう

 太だい

 夫ふ

 、村瀬左さ

 馬ま

 之の

 介すけ

 、溝口外げ

 記き

 。

　　　　　　　　旗奉行　三さえ

 枝ぐさ

 土と

 佐さの

 守かみ

 、島田治じ

 平へい

 。

　　　　　　　　槍奉行　小林彦ひこ

 之の

 助すけ

 、米よね

 津づ

 梅ぼ

 干や

 之の

 助すけ

 。

　　前備え　　　酒さか

 井い

 雅楽うたの

 頭かみ

 、鳥とり

 居い

 大おお

 炊いの

 頭かみ

 、榊さかき

 原ばら

 遠江とおとうみの

 守かみ

 。

　　右備え　　　阿部備びん

 後ごの

 守かみ

 ほか。

　　左備え　　　高木主もん

 水どの

 正しよう

 ほか。

　　後備え　　　水野隼はや

 人と

 、青山伯ほう

 耆きの

 守かみ

 。
 　などで、この人数は持ち口の人数より多かった。当時関東百万の大軍といわれたが、あながち誇張ばかりではなかった。

　大御所家康は十一月十九日と、二十日の両日、自軍の持場と城の巡視にでかけた。城中から家康をめがけて大筒を撃ちかけ、また真田勢などに攻撃されて、また危ない目にあった。

　が、全軍を掌握してじりじりと包囲の輪を縮めた。

　阿あ

 波わ

 、淡あわ

 路じ

 の領主蜂はち

 須す

 賀か

 家いえ

 政まさ

 は、藩内の事情から出陣が遅れ、十一月下旬着陣。家康に着陣の挨拶をした。家康は蜂須賀は豊臣恩顧の大名であり、また、遅着したことから後陣にひかえているように命じたが、家政は家康の疑いを晴らそうとして、子の至よし

 鎮しげ

 とともに兵を率いてえたヶ崎へ向かった。

　ここは大坂方の平ひら

 子こ

 主しゆ

 膳ぜんの

 正しよう

 、本間仁兵衛が五千余人で守り、一貫匁の大筒二十挺を左右に備え、鉄砲、弓を隙間もなく配り、大木大石も十分に蓄たくわ

 えていた。家政は、さきに幸村にたぶらかされた一柳監物とその兵も加えて猛攻を開始した。

　攻め方が巧妙なので、たちまち平子、本間の両将を討ち取って、この守り口を乗っ取った。城からは後藤又兵衛が八千人を従えて援助にきたが、砦がすでに乗っ取られていたから、鉄砲を撃ち合っただけで引き返した。

　家康は蜂須賀を大坂陣での第一の高名者としたので、包囲の諸将はみな羨うらや

 んだ。

　三さん

 州しゆう

 滝たき

 脇わき

 の城主松平勘十郎もこれを羨み、抜け駆けして鰻うなぎ

 谷だに

 の砦を攻めたが、ここを守る薄田隼人のため破られ討ち死にした。

　石川主との

 殿もの

 頭かみ

 忠ただ

 房ふさ

 は、数年前家康の勘気を蒙こうむ

 って所領を没収された譜代大名大久保忠ただ

 隣ちか

 の二男だった。彼は伯楽ヶ渕の攻撃軍に属していたが、手柄を立てて少しでも父の汚名をそそごうと思った。探ってみると、この持ち口は城方の[image: 〓]
 口内蔵之助父子など八千人で固めており、自分の手勢ではどうにもならない。また、激しく攻撃された場合には近接する鰻谷の砦から、薄田隼人の勢ぜい

 が応援に駆けつけることになっているという。主殿頭は諸将に頼むことにした。

　さきに手柄を立てた蜂須賀家政の子至よし

 鎮しげ

 には薄田隼人の勢を押さえてもらい、伯楽ヶ渕の右備え、永井信濃守に同時に攻撃するように請い、さらに九鬼長門守には船三隻と精兵三百人の貸与を願った。いずれも快諾を得たから、主殿頭は喜びに勇んで手筈を打ち合わせた。

　十一月二十四日の明け方、永井信濃守および主殿頭の家老石川宮く

 内ない

 、近藤帯たて

 刀わき

 らは三千人あまりで船に乗り、伯楽ヶ渕の砦に攻めかかった。この渕は三方から流れが集まり、真っ青な水が渦を巻いていた。

　砦方では狭はざ

 間ま

 から弓、鉄砲を激しく撃ちかけた。このため、百余人が死傷したが、なおも砦方では撃ちかけるので、永井、石川たちは船を進めかね、盾で弾や矢を防いだ。

　石川主殿頭は九鬼長門守から借りた船に乗り、また借用の兵三百人を率いて、伯楽ヶ渕の横脇から裏手に上陸して時をうかがっていたが、このとき、鬨の声を上げて斬り込んだ。

　これをきっかけに、永井、石川の部隊も砦の下にとりつき、防塁を登り、砦内につぎつぎに飛び込んだ。砦側では前後に敵を受け、必死の防衛戦を展開した。

　鰻谷の櫓からこれを見ていた薄田隼人は、その兵三千五百人とともに駆け出したが、途中の芦原で、卍まんじ

 の旗を翻した蜂須賀至鎮の五千の兵にさえぎられた。ここでも激戦がはじまった。

　攻撃軍の安藤対馬守は、蜂須賀と薄田の間で戦闘がはじまったと聞いて、薄田の留守の鰻谷の砦に攻撃を開始した。

　これを知った攻撃軍の松平土佐守、内山修理、立田播磨守、脇坂兵部などがその勢一万六千余人で急行し、鰻谷攻撃に加わった。

　このころは命令系統はまだ組織だってはいなかった。部隊単位の行動が多かったので、戦闘が開始されると持ち口を離れたり、他から飛び込んで行ったりする者が少なくなかった。この四人の武将もそうだった。

　鰻谷の城側の副将、丹たん

 内ない

 六郎は兵を指揮して戦ったが、敵は大軍なので、櫓をみな焼かれ、砦を捨てて城中へ退いた。

　六千の人数で茶ちや

 臼うす

 山やま

 に陣を張っていた城方の将大野治長は、鰻谷を救おうとして兵を進めたが、櫓の焼けるのを見て恐れをなし、城中に逃げ込んでしまった。

　蜂須賀勢に食い止められた薄田隼人は、自分の持ち口の櫓が焼けるのを見て、兵を返そうとしているうちに、鰻谷は落ち、敵に幾重も包囲された。

　これを知った城中の後藤又兵衛は[image: 〓]
 てい

 兵へい

 五百を引っ提げて助けにやってきて、ようやく隼人を包囲から脱出させた。

　二人は力を合わせて蜂須賀勢と戦ったが、敵は援軍もあってしだいに人数を増やしてきた。このままでは戦死することにもなりかねない。しかたなく二人とも平野口の櫓に退いた。

　一方、伯楽ヶ渕はまだ激戦が続いていた。そこへ関東方の酒井雅楽うたの

 頭かみ

 、本多修しゆ

 理り

 、関信しな

 濃のの

 守かみ

 、丹羽勘かん

 介すけ

 、西山外げ

 記き

 などの三万二千が潮のように攻めかかってきた。砦方の物頭鷲わし

 津づ

 要人かなめ

 、八はつ

 田た

 外げ

 気き

 、遠藤喜兵衛などは討ち死にし、つづいて主将[image: 〓]
 口内蔵之助、その子の平三郎も壮烈な戦死を遂げた。

　伯楽ヶ渕の守備隊は壊滅し、砦は関東軍に乗っ取られてしまった。

　関東方の水軍の将、九鬼長門守、向井将しよう

 監げん

 たちは友軍が敵の砦を三カ所も奪ったので、自分たちも手柄を立てようと張り切り、大坂方の要よう

 船せん

 安あ

 宅たか

 丸まる

 に目をつけ、これを奪おうとした。だが、これは太閤が小田原の陣のときに用いた大船で北きた

 村むら

 次じ

 郎ろう

 右衛え

 門もん

 が主将となり千二百余人で守っていた。船の外には水柵を結んで番船数隻で囲み、その番船にも安宅丸にも大筒、石火矢を備えつけていたから、容易に攻め取ることができなかった。

　向井将監は一策を考え出した。それは酒売船を仕立て、それを利用して攻め込むことだった。

　十一月も下旬になっていたので寒気は厳しかった。ことに夜は甚だしい。その寒さに、安宅丸の船番の者たちがふるえていると、酒売船がやってきた。いそいで呼び寄せて酒を買い、寒さをしのいだが、つぎの夜もやってきたのでまた買った。こうして毎夜つづくうちに酒売船と船番の者たちは親しくなった。

　この報告を受けると、将監は十二月二日の夜、屈強の者たち百余人をみな商人に変装させ、小舟で酒売船のあとに続かせた。

　そして、船番の者たちが酒を買っている間に、小舟を水柵の中へ侵入させた。屈強の者たちは、数隻の番船の底へみな穴をあけると、急いで戻って、船といっしょに引き返した。

　将監は計略が成功したので合戦の準備にかかった。が、これを聞いた九鬼長門守は将監より早く、八百人が乗ったその持ち船三十隻あまりを率い、水柵を破って番船に攻めかかった。

　番船では、大おお

 筒づつ

 や石いし

 火び

 矢や

 を撃とうとしたが、船底から水がしみて煙硝が濡れ、使いものにならない。

　長門守は元来、船ふな

 軍いくさ

 の名人なので三十隻の船を命令ひとつで自由に操りながら、鉄砲を撃ち、矢を射かけたりして攻め立てた。城側は敗れ、番船を放棄して城中へ後退した。

　大船の安宅丸で指揮を取っていた北村次郎右衛門も、城中へ逃れた。

　こうして安宅丸は長門守の手に入ったが、下工作をしながら、安宅丸を横取りされて怒ったのは将監だった。長門守に斬りつけようとしたが、同じ水軍の将、小浜民みん

 部ぶ

 、千賀与八郎が仲裁した。家康はこのあと二人に刀を一振りずつ与えてその功を賞し、また、この合戦の口火の役を果たした石川主殿頭にも感状を与えた。彼は父の汚名をわずかながらもそそぐことができた。




 

幸村、単身家康を狙う




　大坂方の南手の砦をみな攻め落とした家康は、住吉から茶ちや

 臼うす

 山やま

 に本陣を移し、いよいよ本格的な城攻めにかかろうとした。

　幸村は四よ

 つに組んでの合戦には自信はなく、奇略を用いなければならないと思っていた。だが、一方では家康を一人亡きものにしたなら、当然、この合戦は終わるし、紆う

 余よ

 曲きよく

 折せつ

 はあるだろうが、またもとの豊臣の天下になるだろう、と信じているのである。

　だから、前にも家康の命を狙ったが、城の南手がみな占領されるにおよんでこの考えはいっそう強くなった。

　自分の命と家康の命を引き替えにしてもよかった。それが太閤への最大の恩返しでもあった。

　大坂城中では、不利の状況打開のための軍議が開かれた。秀頼、淀君も顔を見せていた。

「真田はまだか」

　秀頼も、大野治長をはじめ諸将も幸村の出席を待っていた。幸村はやがて、出丸の真田丸から倅の大助を連れてやってきた。

　軍議は紛々としてなかなか決まらなかった。幸村は、

「敵は勝利に気をよくし、油断しているだろうから、明後日の朝、城中から大軍を上げて、茶臼山を襲ったなら、必ず家康の首級を上げることができましょう」

　と言って自説を固持した。

　秀頼も諸将も、武将としての幸村に信用をおいているので、むちゃだと思いながらも賛成した。幸村父子はゆうゆうとして真田丸に帰って行ったが、席にいた後藤又兵衛、木村重成、長宗我部盛親は不審に思った。

　茶臼山への攻撃は偽りで、なにか別の方略があるだろうと考えた。戦法からみるなら、勝ち誇った大軍の敵へ小勢で白昼堂々と攻撃をかけるなどというのは、無謀もよいところだ。十に一つの勝ち目もない。

　三将は幸村の本心を聞きたいと思うと、じっとしてはいられなかった。揃って真田丸を訪ねると、

「ようお越しくだされた」

　幸村は友情への感激を顔に現した。

「あの席に小幡勘兵衛がおりましたゆえ、強引に出撃を決め申したが、明日、お三方から上様に申しあげ、諸将とも相談してこのことは取り消していただきたい。小幡はご承知でもあろうが、家康の回し者。あのように出撃を決めたなら、すぐ輩下の忍者を使って家康に知らせ、家康は本陣の前面に兵を集めてこちらの出撃に備えましょう。じつはそこがつけ目というもの」

　三将にはよくわからない。

「わしはじつは今夜、一人で忍んで行って家康を鉄砲で撃ち取ろうと思っている。関東方は城方の、いわば大軍に備えるのだから、人間一人などには目もくれないと思われます」

　三将はこれで諒解したが、主将の幸村が一人で行くというのはどういうことなのか。忍びの者を送り込んで鉄砲で狙わせたらよいのではないか。

「真田殿が一人で行くといわれますか」

　又兵衛が聞いた。

「いかにも」

　幸村には三人の不審が読めた。

「忍びの者では心こころ

 許もと

 ない。わしは忍びの者よりもよく忍ぶし、あの者たちよりも鉄砲がうまい。それに父昌幸秘蔵の火縄のいらぬ短銃を所持しており申す。これは一名宿しゆく

 砂さ

 筒づつ

 といいましてな」

　幸村は雷管式の短銃を取り出して見せた。

　三将は精巧なその短銃には感心したが、やはり一人で行って、もし捕らわれたら、大坂方はすぐれた軍師を失うことになる。その痛手は大きい。そのことのほうがしきりに気になった。翻意するように口を揃えてすすめた。

「わしは捕らわれませぬ。また、よほどの凶運でもない限り家康は討ち取ったも同然」

　幸村はそう言って聞かなかった。

　とうとう三将はあきらめて、水みず

 盃さかずき

 をして城内に戻った。

　幸村は、しかし、十じゆう

 分ぶ

 が十じゆう

 分ぶ

 自信があったのではなかった。穴山、望月、根津、筧らを呼び出し、もし帰らなかったら、大助を守護してくれるように頼み、日の暮れるのを待って敵の陣地へ向かった。雑ぞう

 兵ひよう

 に変装し、陣笠をかぶった。松屋町通りを南へ行くと、本多土佐守の下僕が提灯を持ってくるのに会った。

　あたりに人はいない。やりすごして宿砂筒で撃つと下僕は即死した。近づいて懐から割符を奪うと筒に弾を詰め、下僕の提灯を持って歩き出した。

　たやすく、関東方の陣地をいくつも通り抜けた。

　小幡景憲からの情報がすでに入っているようで、各隊は緊張しているが、個人に対しては反対に緩やかだ。

　一心寺の門前にくると、本陣が近いので、ここはさすがに厳重だった。平気な顔をして門内に入ろうとすると、その夜の警戒当番、加か

 納のう

 遠江とおとうみの

 守かみ

 の家来が割符を詳しく調べた。

　用事が済んで出てくるまで預かってくだされ、と言って通り抜け、とうとう茶臼山の家康の本陣に忍び込んだ。そして、宿舎の縁の下に身を隠した。

　小幡勘兵衛の情報によって、城方の攻撃にたいする手て

 筈はず

 をいち早く済ませた家康は、城の中心部隊を殲せん

 滅めつ

 できるのを喜び、諸将を集めて、寒かん

 鱈だら

 で前祝いの酒宴を催していた。

　飲んだり、食べたりしたあと、家康は厠かわや

 に立った。譜代旗本の成なる

 瀬せ

 隼はや

 人と

 、安藤帯たて

 刀わき

 、大久保彦左衛門、兼松又四郎と小栗大六郎などがつき従った。陣中なので当然の警護である。

　幸村は縁の下から宿砂筒で狙ったが、あまり大おお

 勢ぜい

 なので、撃ち損じてはいけないと思い厠かわや

 から出てくるのを待った。

　旗本たちも出てくるのを待っている。

　咳せき

 払ばら

 いがして、家康は出てきた。成瀬隼人が家康の手に湯桶から湯を注ぎ、安藤帯刀が手て

 拭ぬぐ

 いを渡した。

　そのとき、幸村は鉄砲の引金を引いた。弾は音とともに家康の左の耳許をかすめた。家康はあっと叫んで倒れた。

「それ！　曲くせ

 者もの

 だ、捕らえろ！」

　旗本たちは家康を抱きかかえて奥の間に運び、武将たちは釜の湯が湧くように騒然とした。

　従軍医の半なから

 井い

 路ろ

 庵あん

 が駆けつけ、気付け薬を飲ませると家康は正気にかえった。弾は耳許をかすったばかりなので怪我はなかった。

　幸村は縁の下から出て逃れようとしたが、すぐに警戒網を張った旗本たちのために、付近にいた雑兵たちといっしょに捕らえられた。そして、小屋へ押し込められた。素直に捕らえられたのは、折を見て脱出するほうが容易だからだ。

　幸村は仕損じたのを慨嘆した。

　家康という男はなんと運の強い奴なのか。けっしてしくじるはずはないのに、しくじってしまった。これほどまで運に恵まれた男は、日本に二人といないように思われた。

　だが、済んだことは悔やんでも追いつかない。幸村は脱出に神経を集中した。こんなときには合言葉が必要なのを彼は知っていた。小屋の中は灯火がないのでほんのかすかに人の恰好が見えるくらいだ。

　幸村は一人の雑兵に声をかけた。

「ずっと向こうのはずれにいる人は、なんちゅう人だい？」

「あれか、あれは弥や

 六ろく

 だ」

　と、その男は答えた。

　幸村は弥六という男のそばへ寄って行った。

「珍しいな弥六殿。久しく会わなかったが達者だったかな？」

「おお、儀ぎ

 兵へ

 衛え

 殿どの

 か」

　弥六は自分の知っている儀兵衛という男だと思ったようだった。

「そうよ。儀兵衛だわな」

「おまはんも元気そうだな」

　闇で顔がわからないのが幸いした。話を合わせながら、幸村はいきなりこんなところへ放り込まれたから、合言葉を忘れてしまって困っている、といかにも困っているような声を出した。

「ありゃ、とんだことをしたな。合言葉を覚えていないと大変なことになるぞ。われらは本多家のものだから“鶴”という合言葉だが、儀兵衛殿は関せき

 山やま

 城しろの

 守かみ

 様さま

 のご家来だから、合言葉が違うわな。さて、わしも関家の合言葉は知らぬがな」

　儀兵衛というのは関山城守の家来なのであろう。が、幸村は目的の本多家の合言葉を聞き出したから、あとはどうでもよかった。

　適当なことを言って弥六との話を打ち切り、隅のほうにうずくまっていると、一人ずつ、呼び出された。幸村も呼び出されたので“鶴”と答えた。それで調べ方は安心したようなので、

「小便をお願いしますだ」

　と言って植え込みに入り込んだ。いまが逃げる機会なのだ。

　南手の塀のあたりには人の姿はない。彼はそこに走って行って塀にするすると登った。外を見ると十人ばかりの兵が丸くなって焚たき

 火び

 に当たりながら警戒している。このような警戒網を破るのはさして難しくはない。

　塀の上から飛び降りて、無言のまま五、六人を斬り伏せると残りは叫びながら逃げ散った。

　幸村は“鶴”の合言葉を必要に応じては使いながら脱出に成功した。

　彼は真田丸に帰ると、木村、後藤、長宗我部の三将に連絡を取り、茶臼山襲撃の決定を正式に取り消した。




 

秀頼、合戦を上覧




　鴫しぎ

 野の

 口ぐち

 に陣を張った佐さ

 竹たけ

 右う

 京きよう

 太だ

 夫ゆう

 義よし

 宣のぶ

 はとくに許されて城方に攻撃をかけ、一万二千余の兵で矢野和泉守、飯田左馬之助を打ち取った。

　義宣はその勢に乗って、さらに手柄を立てようとして、京橋口を守る木村長門守重成の陣に兵をすすめた。

　重成は今日が初うい

 陣じん

 なので張り切って、手兵五百を指揮してこれを迎えた。そのいでたちを見るに、四よつ

 目め

 の紋を打った鎧に、鍬形の兜を着け、黄こ

 金がね

 作づく

 りの太刀と三間柄の槍を持ち、馬には紅くれない

 の厚あつ

 房ぶさ

 をかけていた。

　従う勇士は智ち

 徳とく

 院いん

 源げん

 十じゆう

 郎ろう

 、野の

 根ね

 九く

 郎ろう

 兵べ

 衛え

 、半田市いち

 兵べ

 衛え

 、浅野治じ

 兵へ

 衛え

 などであり、小勢ではあってもみな一致協力した鉄牛のような部隊だった。

　佐竹勢は小勢なのを見くびり、それ打ち取れ、とわっと攻めかかった。入りまじっての戦闘がはじまった。

　佐竹方からは、梅津半左衛門と名乗って武士が槍をひねって重成に突っかかってきた。二、三合して重成が槍を打ち落とすと、半左衛門は味方に助けられて後退した。

　重成方では勇士たちが、巧妙に兵を指揮しながら力戦したため佐竹勢の先陣は崩れた。

　この機に重成は兵をまとめて紡ぼう

 錘すい

 形けい

 の隊形を組んで敵陣を突破した。本陣に達すると、そこには佐竹義宣が開き扇の旗に唐人笠の馬印を立ててひかえていた。重成が名乗って一いつ

 騎き

 討う

 ちをしかけようとすると、侍大将の渋しぶ

 江え

 内ない

 膳ぜん

 が義宣を後に退がらせ、将兵に命じて重成を防がせた。

　このとき、上杉弾だん

 正じよう

 景かげ

 勝かつ

 は、佐竹ばかりに高名はさせまいとして兵を率いて、木村勢に襲いかかった。重成軍は二軍を相手にしたわけだが、屈せずに死にもの狂いで奮戦した。

　城中ではこんなときに秀頼、淀君をはじめ、その近臣たちが酒宴を催していた。

　後藤又兵衛も同席していたが、合戦に口出ししてもらいたくなかったから、かえってよいと思った。しかし、秀頼は豊臣家の中心であり、総大将だから、部下の合戦を遠くから眺めているだけでも、将兵は張り切って闘うことができるというものである。

「上様、いま木村長門守が、鴫野で佐竹勢と合戦の最中でございます。上様には櫓からご覧あそばされますようにおすすめ申し上げます」

　とそばへ行って又兵衛は言った。

　大おお

 野の

 道どう

 犬けん

 が大筒を撃たれたなら、お命が危ないではないか、と横から口を出したが、大将の心構えを二言、三言説くと赤面して黙り込んだ。

「後藤のいうように、重成の戦い振りをとくと検分いたそう」

　秀頼はそう言って、伏ふし

 見み

 櫓やぐら

 に遠とお

 目鏡めがね

 を四個すえつけさせた。それから、母の淀君とともに近臣を連れて伏見櫓に登り、鴫野の方をその遠目鏡で見た。

　重成は折から佐竹勢の正まさ

 木き

 大だい

 膳ぜん

 と戦っているところであった。大膳は斧おの

 を振り回したが、重成は槍で目を突いて落馬させ、首を取った。双方の将兵は必死に戦い、紛戦状態になった。重成は戦い疲れたので一息入れた。そこへ、佐竹方から関東三勘兵衛の一人、小山勘兵衛と名乗って鉄の棒を持った騎馬の武者が現れ、重成に打ってかかった。

　重成は槍で巧みにあしらい、鉄棒の中ほどをつかんだ。相手は重成の力が強く鉄棒が動かないものだから、棒を捨てて馬を寄せ、組みついてきた。組み打ちは十八番だ。

　重成は勘兵衛の体を高く差し上げ、馬を走らせながら近くの今福川辺りの泥の中へ投げ込んだ。泥は深い。勘兵衛は這い上がることもできずに、泥の中で絶命してしまった。

　これを見た佐竹方では、二千人ばかりがどっと重成にかかってきた。

　上杉勢には智徳院源十郎、野根九郎兵衛、半田市兵衛などの一騎当千の剛の者が向かっているので、重成は兵をまとめ、新あら

 手て

 の佐竹に立ち向かった。

　伏見櫓から遠目鏡で見ていた秀頼には、かなり離れていてもだいたいの戦況がわかった。旗や背中の指物が目標なのである。木村勢の一隊は上杉勢ともよく戦っているが、そのうち、上杉の一隊が重成勢の後ろに回った。それが遠眼鏡に写ったので秀頼は思わず叫んだ。

「危ないぞ！　あのままにしては重成勢はめちゃめちゃになる。後藤、そち、助けに行ってくれ」

「かしこまりました」

　又兵衛が出て行こうとすると、秀頼は呼び止めて、てずから金の采配を与えた。感激した又兵衛は千五百人を率い、半はん

 月げつ

 の馬印に丸に藤の花の大旗を押し立てて出撃した。

　上杉勢は城中から又兵衛が出てきたのを見て、重成勢の後ろに回った一隊を引き戻し、全軍で後藤隊に向かって備えを立てた。

　又兵衛はこのとき、重成に使いを立て、櫓の上でご覧になっている秀頼公の命令で加勢にきたゆえ、早々に引きとって息をいれられたい。又兵衛、木村殿に代わって戦い申そうと言ってやると、

「上様がご覧なら、重成も勇戦いたそう。それがし、上杉勢を切り崩してお目にかけましょう。後藤殿は佐竹勢に向かっていただきたい」

　という返事が返ってきた。

　両将は諒解した。

　上杉勢は後藤勢が攻撃してくるかと思っていたが、重成が兵をまとめ一いち

 丸がん

 となって攻めかかったので、萩はぎ

 原わら

 常陸ひたち

 入道という法師武者に八百人を与えて迎え撃たせた。

　常陸入道は雑兵には目もくれず、長槍で重成に突いてかかったが、槍では重成のほうが一枚上だ。入道の胸から背へ突き通した。主将の死を知った輩はい

 下か

 は乱れて後退した。これを見て怒ったのは、まだ若い景勝の子の定勝だった。

　ようし、駆け破ってくれる、と馬を進めたが、老臣の直なお

 江え

 山やま

 城しろの

 守かみ

 、本ほん

 庄じよう

 繁しげ

 長なが

 らが立ちふさがって止めた。だが、どうしても聞かないので、彼らはかつて謙信が川中島で用いて武田信玄を苦戦させた車くるま

 掛がか

 りの戦法を進言した。定勝は承知し、すぐ部隊を編成しなおした。この戦法は回りながら部隊を新手新手と繰り出すものである。

　重成は、この戦法を知っていて、

「信玄ならいざ知らず、この重成に向かって車掛りとは笑しよう

 止し

 千せん

 万ばん

 。それ突き崩せ！」

　と叫んで、智徳院、半田、浅野らとともに先頭に立って突っ込み、右に左に上杉の部隊を駆け抜け、突き抜け、まるで鬼神のように暴れ回った。五百人の兵が一丸となって部隊の中を突っ切るのだから、たまったものではなかった。車掛りの陣もあっけなく破られてしまった。

　上杉軍はついに敗走しだした。若い定勝は口惜しがって、ただ一騎で踏みとどまり、

「そのほうども、逃げるなら逃げろ、わしはとどまって討ち死にするぞ！」

　と叫んだ。

　主人を討たせてはならないと、長なが

 坂さか

 源げん

 三ざぶ

 郎ろう

 、臼うす

 杵き

 兵ひよう

 馬ま

 、岩いわ

 城き

 宮く

 内ない

 らがとって返したが、三人とも重成の槍にかかって討ち死にした。定勝は覚悟を決め、家重代の小豆あずき

 長なが

 光みつ

 の一刀を振りかざして重成に斬ってかかった。重成は槍で受け流した。二人は刀と槍で馬を交えて戦ったが、定勝に分のあるはずはない。

　御曹子の定勝はまだ若いから恐ろしくなり、馬を返して逃げ出した。

「卑怯だぞ！　返せ」

　重成が追いかけると、定勝は馬もろとも泥田の中に落ちた。もがいているうちに、泥んこになってしまった。自由がきかないから簡単に突き殺せるが、哀れを催した重成は助けることにして槍をひかえた。

　そこへ百騎ばかりの上杉勢が駆けつけてきて、定勝を助けあげて走り去った。上杉勢は完全に敗走したと言ってよかった。

　佐竹勢に向かった後藤又兵衛は佐竹の軍師渋江内膳と兵を交え、一進一退を続けた。

　又兵衛の足軽皆みな

 中なか

 半はん

 兵びよう

 衛え

 は敵の大将を討ち取ったら、わが軍の勝利は間違いないと思い、隊を抜け出して脇のほうから渋江内膳に近づいて鉄砲で狙った。半兵衛は鉄砲の名人だった。よく狙いすまして撃つと、弾は内膳の咽喉を貫き、内膳はどっと落馬した。

　敵兵たちが助けようとして寄ってくるのを味方が防ぎ、半兵衛に首を斬らせた。又兵衛はこれを知って、敵の大将たるものを鉄砲で討ち取ったのは、こちらの不心得、まことに申し訳ないとの口上を添えて、総大将佐竹義宣に首を届けた。佐竹陣内はこのため哀れを催して士気が落ちた。そこを狙って全軍で攻め立てたから、佐竹勢も敗走した。

　両軍を敗走させた重成と又兵衛は、それぞれ兵をまとめて今いま

 福ふく

 の堤の上で会い、たがいの無事と勝利を喜びあった。

　家康は茶臼山の本陣にあって、はじめは味方の勝利に気をよくしていたが、そのうち上杉、佐竹の両軍が木村、後藤に敗れたとの報告を聞き、すっかり機嫌をこわしてしまった。

　そばにいた陣中見回り役の安藤治右衛門は、最初に佐竹勢の攻撃を家康に許すように取り計らった関係もあって、雪せつ

 辱じよく

 戦せん

 を願い出ると、家康は許した。

　家康は木村も後藤も大軍を相手の激戦に相当疲れているとふんだからだった。

　徳川方は安藤治右衛門の三百人を先頭に、その加勢として西尾山城守、北条右近、駒木根肥後守、三み

 品しな

 山城守などの兵が続いた。その勢およそ五千。

　だが、又兵衛や重成も、またその将兵も強かった。疲れるには疲れていたのだが、たちまちにして徳川方を破り、安藤治右衛門主張の雪辱戦の面目を丸潰れにしてしまった。

　後世にこれを後藤、木村の二度掛けの合戦というのだが、これらの合戦も秀頼はみな、櫓の上で見ていたのだ。

　二人が城中に引き揚げると、秀頼は、

「両人でかしたぞ。おぬしらはわしの宝じゃ」

　と言って涙ぐみ、てずから重成には太閤秘蔵の谷たに

 霰あられ

 という鎧を与え、又兵衛には備び

 前ぜん

 長おさ

 船ふね

 の太た

 刀ち

 を授けた。

　この鴫野合戦の死者は関東方二千六百六十余人、大坂方は千五百人であった。

　はじめて勝利を得た大坂方は活気づいた。




 

純情と計略




　家康は鴫野の合戦から三日ほど経って麾き

 下か

 の諸将に諭さと

 し、幸村一党の立て籠る出で

 丸まる

 の真田丸を攻略することになった。

　家康の考えによると、幸村の籠る真田丸さえ攻め落とせば、“唇破れて歯寒し”のたとえのように、城はみずから落ちなければならないからであった。

　手分け、抜け駆けおよび許可のない合戦を禁じ、全軍の勝利をもって第一にすることにし、出丸方面の軍を整備した。攻撃軍十六万三千余。

　この大軍は整然として出丸を三方から囲んだ。このとき出丸の東手に陣した奥おく

 村むら

 次じ

 郎ろう

 右衛え

 門もん

 は幸村に挑発されて出丸を攻撃し、大敗した。

　家康は怒って奥村を呼び出し、その所領を没収して追放した。

　幸村は大軍など恐れるようすもなかった。真田丸の櫓の上でなにか考えているふうだったが、由利鎌之助を呼び、

「西南の方にあたって、葵あおい

 の紋の旗を立てているのは越前家だと思うが、陣代としてだれがきているか調べて参れ」

　と命じた。

　越前の結城秀康は、すでに死んでいるので、その子か、主席家老がきているはずであった。鎌之助は出丸の外に一騎で乗り出し、越前家の陣の前に行くと、

「陣代としてどなたがきておられるか、承うけたまわ

 りたい」

　と大声で叫んだ。それに応じて陣中から答えがあった。

「松まつ

 平だいら

 庄しよう

 三ざぶ

 郎ろう

 忠ただ

 昌まさ

 様だ」

「かたじけない」

　鎌之助は駆け戻って幸村に報告した。

　庄三郎忠昌は秀康の二男で、家康には外そと

 孫まご

 にあたり、幸村は九度山から軍書二巻を送ったことがあった。

　しかし、面識はなかった。

　幸村は手紙を書き、その手紙を文箱に入れて鎌之助に与え、庄三郎に渡してくるようにいいつけた。

　鎌之助はまた馬を駆けて松平の陣に近づき、申し入れた。

「主人、真田左衛門佐幸村より、松平庄三郎様に宛てた書簡でごわす。だれか一人出てきて受け取っていただきたい」

　忠昌はその声を聞いて、なんの書簡だろうかと怪しんだが、近臣を出して受け取った。開いてみるとこう書かれていた。

──父ちち

 君ぎみ

 秀康公にはかつて愚ぐ

 父ふ

 昌まさ

 幸ゆき

 を師となされて、軍ぐん

 学がく

 兵ひよう

 法ほう

 の教きよう

 導どう

 を受けられたゆかりによりまして、先せん

 だって軍ぐん

 書しよ

 三さん

 巻かん

 のうち二巻を公にお送り申し上げましたが、もう一巻をお送り申そうと思っているうちに合戦になりました。灰にするのはなんとも惜しいし、また三巻あれば宝になり申すゆえ、あとの一巻をお渡し申しますから、直じき

 々じき

 おいでになり受け取っていただきたい。それがしも家け

 人にん

 を連れずに参り、じかにお手渡し申しましょう。──
 　忠昌は感動して、

「さすがは真田殿、忠昌もじかに受け取りに参るであろう」

　と鎌之助に返事をした。

　鎌之助は真田丸に戻って幸村に報告した。幸村は三巻目の軍書を金きん

 蒔まき

 絵え

 の箱に収め、穴山小助を呼び出して、影武者に仕立て箱を持たせておくりだした。

　幸村はどんな結末になるか予測できないこの合戦に、軍書が灰になるのを惜しんだのだが、小助を自分の影武者にしたのは、その計略の一つでもあった。

　幸村は小助をおくりだす前にその計略を彼に話して、納得させた。

　影武者の小助は、ただ一騎敵陣の前に馬を進ませ、ほどよい距離で立ち止まって、じっと松平勢をながめた。

「おお、真田殿がきたか」

　小助を認めた忠昌は、騎乗して本陣を出ようとしたが、そのとき、家老の本多内蔵之助、松平采女が止めた。幸村は偽りの多い武将だから、ただ一騎だけで、出ていって不意を討たれたら、どうなされるかというのだ。

「馬鹿者！」

　と若い御曹司はどなった。

「わけをいって聞かそう。幸村の父昌幸はわが亡き父の軍学の師だったのは知っていよう。その昌幸の秘蔵の軍書三巻のうち二巻を、先般、幸村はわしに送ってきた。あと一巻は手もとにあるが、灰にするのは惜しいから、自分でいま、わしに手渡そうというのだ。どうだわかったか」

　家老たちは、ふだんの忠昌を知っているから口をつぐんだ。父秀康に似て、いったん思い込むとけっして自分の考えを翻ひるがえ

 さない御曹司は、馬をおどらせて陣の前に出た。

　両方で馬を進めて近寄った。

「越前の御曹司におわされるか、これなるは真田左衛門佐幸村でござる」

　小助は幸村らしく言った。

　体つきから、声まで幸村によく似ているのだ。

「いかにも予は忠昌じゃ」

　忠昌は涼しい目ではじめて幸村を見た。

　このずっしりした体の目の底光りをする男が音に聞こえた幸村か。

「さらば、軍書をお渡し申そう」

　小助は馬を寄せて、うやうやしく金蒔絵の箱を渡した。

「かたじけない」

　と忠昌は受け取っておしいただいた。

「これにてわれらの心は軽くなり申した。大切になされませ」

「お志……父上も草葉の影で真田殿はあっぱれの大将と申していよう。わしもつくづく感心いたした」

「いや、軍学を学ぶ者の筋を通したまでのこと。しかし越前殿、戦場ではたがいに敵。よくこの幸村を覚えておかれ、首を取って高名なさるがよろしかろう」

「真田殿に指図されるいわれはない」

　自尊心の強い忠昌は急に大声を出した。疳かん

 にさわったのだ。軍書をもらったこととは別問題だ。

「しばらくその首を、そこもとに預けておくまでのことじゃ」

　その言葉に小助もむっとした。

「指図はいたさん。辞を低くしたまでのこと。この首が討てるものなら討ってご覧なされ」

「おお、討つとも」

　二人は言葉に角を立てた。

　だが、小助は年輩だ。笑って言った。

「なら、越前の若い殿様、太刀打ちの場でお目もじつかまつりましょう」

「いかにも。勝負いたそう」

　二人は別れた。

　忠昌は本陣に戻って箱を開いてみると、確かにほしくてならなかった軍書だった。

「おお、これは三巻目の軍書！」

　彼はその書を開いてみたり、撫な

 ぜてみたりした。

　このとき、忠昌と幸村が二人だけで馬を寄せて話しているのを、遠くから見た関東勢の諸将は、忠昌が城中に通じたのではないかと疑った。それでなければ、城中の大立者の幸村と話すいわれはないではないか。

　このことを聞いた家康は、かんかんになって茶臼山の本陣に忠昌を呼びつけた。忠昌は幸村から渡された軍書を持参して説明した。

　人生七十年をすぎて、あらゆることを経験している家康には話がすぐわかった。幸村にはなにか魂こん

 胆たん

 があると思ったが、忠昌の一筋の行動は若者らしくてよかった。これに文句をつけたなら、大将としての器うつわ

 に成長しないだろうと思った。

「よい、よい。これからも自分の信ずるようにいたすがよいわ。だが、よくよく考えてな。考えることが大事だぞ」

　そう言って、家康は美貌の武将に育った孫に目を細めた。

　のち、忠昌は越前宰相秀康の家督を継いで越前足羽郡福井で三十万石を与えられたが、このとき十七歳だった。




 

間者問答




　十二月六日、十六万の関東勢は、真田丸にいっせいに攻めかかった。

　だが、幸村は例の白粥の熱湯を浴びせる“白粥の戦法”や、塀を切り落とす“落とし塀の計略”によって攻撃軍を撃退した。攻撃軍は、つまりは寄せ集めであり、人数が多いだけに混乱、敗走したのだった。

　茶臼山に本陣を構える家康は、こんどは不敗の十二段の“番ばん

 手て

 攻ぜ

 め”という戦法を考案した。

　これは各隊を縦に十二段に配置し、先手が敗れたら、二番目が代わり、二番目がやられたなら三番がすすみ、三番目のつぎには四番目というように、順々に十二番目まで、休みなく攻め立てるという戦法であった。

　これに十一万の将兵を当てた。各隊の人数は九千余人である。忍びの者たちの報告によってこのことを知った幸村は、本城に赴き、諸将を集め、秀頼にも出座を願ったうえで、こう発言した。

「敵は明日“番手攻め”を用い、十二段の構えで攻撃してくることがわかりました。それがしが櫓から敵の動きを見ましても、そのように各勢の隊型を組みはじめております。十二段のうち七段まではなんとか防げると存じますが、あとの五段は心もとなく防ぐ自信はありませぬ」

　諸将の間に動揺が起こった。

　その動揺はしばらく続いたが、やがて小お

 幡ばた

 勘かん

 兵べ

 衛え

 が言った。

「木村重成、後藤又兵衛の両将を加勢になさったら、あとの五段も破れぬことはありますまい」

「それは重ちよう

 畳じよう

 。お二人は黒門口を固めていられるので、それがしは無理だと思い申したが、加勢にきてもらえるなら、これに越したことはありませぬ。あとの五段も破ることができましょう」

　幸村はほっとした顔をした。

「しかし、お二人が守る黒門口は手て

 薄うす

 になるのではありませぬかな？」

「われらをその代わりにお任じ下され。真田殿はわれらを認めておられぬ。われらとていっぱしの武将、十分守りとおしてご覧にいれましょう」

「や、これは」

　幸村は頭を掻いた。

「認めないわけではないが、その折がなかったまでのこと、貴公がそこを守ってくださるなら、そう決め申そう」

　これはいうまでもなく軍議であり、軍師の幸村がそう言ったのだから、受け持ちの変更が決定し、軍議は終わった。幸村が廊下に出ると、後ろから重成と又兵衛が追ってきて、敵の間かん

 者じや

 といわれている小幡勘兵衛を、どうして大事な黒門口に向けたのか、と不審そうに聞いた。このころはスパイのことを間者ともいっていた。

「ご心配めさるな。われらに計略があるゆえ」

　幸村はにこっと笑ってみせた。

　二人は幸村を深く信用しているので、計略と聞いて安心した。

　勘兵衛は幸村をうまく嵌は

 めたと思いながら、その兵を連れて黒門口に行き、そこの別の将、山口左馬助とともにその入口を固めた。そして、家康宛の密書を書き、手下の小野喜兵衛という者に通路の割符とともに密書を託し、茶臼山の本陣に届けるように命じた。小野喜兵衛はすぐに家康の本陣に急いだが、途中で真田の忍びの者に生け捕られ、真田丸に連れてこられた。

　必ず密書を持った使いが本陣へ行くはずと、見込みをつけた幸村は、忍びの者に網を張らせておいたのだ。やはり密書を持っていた。開いて見ると、木村、後藤が真田丸へ加勢することになり、自分がその代わりに黒門口を守る守将の一人になった。それで、明朝寅とらの

 刻こく

 （午前三時～五時）朱しゆ

 引び

 きの提灯で合図して城門を開くゆえ、人数を差し向けられたい、と書いてあった。

　幸村はその密書を手もとにおいて、偽の密書を作った。そのうえで、かねてから手なづけておいた小幡勘兵衛の家来の一人を、そっと小幡勢から抜け出させ、事情を話して偽の密書を与え、使者として家康の本陣へおくった。

　同じ小幡の家来だから、万に一つも失敗することはなかった。使者はまもなく戻り、家康の返事を幸村に渡した。

　返事にはこうあった。

──密書を以て申送らるゝの趣き委細承知いたし候。相違なく約束の刻限に黒門口より討入るべき間、門を開き案内せられよ。忠志の至り過分に存ず。事終りての後恩賞は望みに任す可べき

 もの也。
 　　　　十二月　日


 家康　判　　


 　　　　小幡勘兵衛殿（原文）

　小幡勘兵衛は黒門口の陣で、茶臼山に使いにやった小野喜兵衛の帰りを、じれじれしながら待っていた。すると真田四十八将の一人、浅香郷右衛門がきて、われらの軍師が貴殿にお尋ねしたい筋があるとのことゆえ、同道していただきたい、と言った。この大切な持ち口は空けられない、明日行く、と答えると、

「とにかく、同道して参れとのこと、われらといっしょにおいで願いたい」

　と強引なのである。

　さては密計が漏れたかと思い、勘兵衛は心の中で震え、

「いや、明日参る。今日は行かれぬ」

　と突っぱねると、相手はいきなり勘兵衛を蹴倒し、たずさえてきた縄で、高たか

 手て

 小こ

 手て

 に縛り上げた。

「無礼ではないか、陪臣の分ぶん

 際ざい

 でなにをするか」

　郷右衛門は身もだえする勘兵衛を担いで用意してきた籠かご

 に入れ、小者に担がせて、さっと連れて行ってしまった。

　勘兵衛の家来たちは、相手が軍師幸村の命令できているのだから、手だしもできずに見送った。

　幸村はまもなく勘兵衛を真田丸の庭に引き据えた。

「真田殿、なにゆえわれらにこうした恥辱を与えるのか。早々縄を解かれい」

　勘兵衛は目をむいて幸村に食ってかかった。

「黙らっしゃい。そこもとが関東の間者なのを、この幸村が知らないとでも思うのか」

「なにを証拠にそのようなことを言うか」

「証拠などいらぬわ。そのほうは間者だから間者だということよ」

　口喧嘩になった。

「それではむちゃくちゃではないか。早々にこの縄を解け」

「それほど強情を張るなら、そのほうはこの者を知っていよう」

　幸村は家来を呼んで、さきに捕らえておいた小野喜兵衛を引き出させた。喜兵衛も両手を縛られている。

　さすがの勘兵衛も、これには驚いたが、喜兵衛を睨みつけ、即座の機転でこう言った。

「おのれは喜兵衛ではないか。今朝不ぶ

 調ちよう

 法ほう

 をしたから手討ちにしようと思ったが、止める人があって助けておいた。それを遺恨に思い、真田殿にわれらを讒ざん

 言げん

 するとは憎い奴だ。憎んでも憎み足りないぞ」

「……」

　喜兵衛は、目をぱちくりさせてなんとも言わなかった。幸村は用がすんだので、喜兵衛を獄舎へ連れて行かせた。

「さて、さて」

　と幸村は言った。

「わしもまったく不調法をいたした。貴殿を間者などと疑ってすまぬ。しかし、わしは疑いを晴らしたが、諸将はまだ晴れぬと思うゆえ、神しん

 文もん

 を書いていただきたい」

　家来たちに縄を解かせた。

　神文を認したた

 める用紙と硯箱も持ってこさせた。

「一筆、間者ではないという神文をお書きくださるようお願い申す」

　勘兵衛は縄を解かれたものだから、深いことは考えず、とにかくこの場さえうまくとりつくろって、逃走してしまおうと思い、すらすらと神文を書いて幸村に渡した。

「これはかたじけない」

　幸村は芝居気たっぷりに受け取った。

　それから、懐から、さきに喜兵衛から奪った密書を出して、筆蹟を比べてみた。それからおもむろに、二つを勘兵衛につきつけた。

「これがそのほうが家康宛に書いた密書。これが今書いた神文。なんと筆蹟が似ているではないか」

　と言って、勘兵衛の顔を見た。

「？……」

　勘兵衛は顔が蒼白になった。もう言い逃れはできない。

「どうだ。言うことがあるか」

「ない。勝手にするがよいわ。われらにはわれらの考えがあってのこと。あとで吠ほ

 え面づら

 かくな」

　勘兵衛は自分が犬のように吠えた。肚はら

 をすえたのであろう。

　幸村は勘兵衛を監禁した。




 

幸村、再三家康を狙う




　幸村は倅の大助、穴山小助などに八千余人。また後藤又兵衛、木村重成などにそれぞれ八千余人。都合一万六千余人を与えて、黒門口を固めさせた。

　自分も八千余人を率いて、家康の本陣を衝く体勢を取った。“密書事件”によって真田丸には敵は攻めてこないとわかったが、万一に備えて五千の兵で守らせた。城内にはこのほかにまだ数万の兵がいて、各持ち口を守っているのである。

　関東勢は小幡勘兵衛の裏切りが暴露したのは知らないから、真田丸への“番手攻め”を中止し、黒門口へ十六万の大軍で押し寄せてきた。家康がじきじき指揮を取っていた。

　この口を破れば、そこから大軍がどっと乗り込むことができ、城は持ちこたえられなくなるので、大事な合戦である。内応者が門を開ける約束になっているから、ここでは“番手攻め”の必要はなく、いっきょに攻め込めばよいのだ。

　幸村も黒門口にきてみずから指揮を取った。

　この場合、幸村が指揮をとるのははじめだけであり、あとは諸将に任せてあった。

　朝になろうとしているが、まだ闇は深い。堀際の向こうには敵の大軍が物音もたてずに控えている。

　小幡勘兵衛が密書に記した寅とらの

 刻こく

 になった。幸村は朱引きの提灯を外に向かって振らせた。敵の一番隊は三宅対馬守とその兵だ。掛かけ

 橋はし

 を何本も向こうの堀から、こっちの石垣や塀に向かって架け、それを用心しながら渡ってきた。

　対馬守は先頭に立って城内に入ったが、あたりは静まり返って一兵もいない。

　小幡はどうした？　だれもいないのはどういうわけか？　戸惑っているうちにはっと気づいた。勘兵衛の内通が洩れて、こんども真田にやられたに違いない。

「退ひ

 け、退け！　敵の罠わな

 だぞ」

　と叫んだが、後から後から味方が橋を渡ってきて、引き返そうとする兵ともみあった。大軍だから命令は伝わらず、まだ明けない闇の中なので、橋上の混乱は、だんだん激しくなった。

「それ！　敵の橋をはずせ」

　幸村は命令した。

　橋は、みなはずされ、橋の上にいた、少なくとも二、三千の兵は堀の中に転落した。そのとき、黒門口の櫓から一発の銃声が響くと、この黒門口および算そろ

 盤ばん

 橋はし

 口ぐち

 の城門が開かれ、木村重成、真田大助、穴山小助らの一万六千の兵がどっと押し寄せた。

　関東方は意表を衝かれて混乱した。

　一万六千もの兵に一丸となって攻撃されると、命令系統の違う寄り合い軍団だけに、実力の振るいようがなかった。

　ばらばらになって後退をはじめた。

　城内に侵入した兵も守備兵によって大半は討ち取られ、やがて城外に押し出されたのはいうまでもなかった。

　家康はこのありさまを知って、苦りきった。

　またしても、真田奴め

 に裏をかかれたか。

　そこへ機を見ていた後藤又兵衛が手兵とともに突入してきた。支えられない。家康は茶臼山の本陣へ馬を返した。二、三万の将兵がこの老いた大御所を囲んで退却にかかった。すると、その方向に幸村が八千余人を引率して立ちふさがった。

　幸村は他の門からひそかに抜け出し、家康が退却してくるのを待っていたのだ。夜はようやくしらじらと明けてきた。

　幸村軍と家康軍は激戦を展開した。だいたい、八千余人の兵があると、どんな大軍とでも互角に勝負をすることができる。というのは敵の各大名の軍は二、三千人くらいから一万五千人くらいまでであり、これらが一度にかかってくるのではなく、大名の部隊ごとに兵を交じえるからだ。こちらが強いという戦場心理により、相手に恐怖心が起き、それだけ戦闘力が激減するのである。

　幸村軍の八千余人にはことに三好清海入道、同伊三入道、由利鎌之助、浅香郷右衛門、近藤無手之助、相木森之助などが加わっていたから強力であった。

　幸村は総司令官から、一人の前線部隊長となり、手兵とともに家康目がけて付け入ろうとして、槍を振るって凄すさ

 まじく戦った。

　木村重成、真田大助、穴山小助、後藤又兵衛らも勢いに乗り、このときとばかりに混乱し、敗走する敵を攻撃した。

　この敗走軍が家康の本隊にも雪崩なだ

 れ込んできた。もはや勝ち目はないと悟った家康は、旗本勢に守られて東方に脱出を計った。

　これを幸村がその兵とともに追った。

　家康は幸村勢に追いつかれそうになり、道を西方に転じた。また北方に道を変えて、曽根崎村に向った。が、あまり幸村の追撃が急なので、こんどは馬を福島村の方向に向け変えた。

　幸村は、道をさえぎって懸命に戦う敵の旗本勢を輩下の者たちに任せ、自分は七、八騎を率いて、なおも家康を追った。

　家康は百騎ばかりになって逃げて行くのだ。必死に馬に鞭をくれている。

　と、福島天神の森の陰から六文銭の旗を翻えした十五、六騎が現れ、その中の一人の武将が、

「真田左衛門佐幸村なり。家康公のお首を頂戴つかまつる」

　と大声を上げた。

　どっちが、本当の幸村なのか。どっちかわからないが、こんなところで首を取られたなら、せっかく天下を握ったのに、無に帰してしまうのは明らかである。

　家康勢から兼松又四郎、小栗大六郎など七、八騎がとって返して戦ったが、心もとないので、安藤帯刀、成瀬隼人など三十騎も引き返して防ぎ戦った。

　家康はいつか数騎になってしまった。

　こんどは尼ヶ崎街道をいっさんに北に駆け、大だい

 仁に

 村むら

 に入った。家康は息切れがしたので、馬を並足にしていると、後ろから一騎が追いついてき、

「家康公、幸村でござる。後ろを見せるのは卑怯であろう。お返しなされい」

　と声をかけられた。

　はっとして、家康は馬に鞭打って逃げ出した。

　家康にはわからないが、この武者がほんとうの幸村であった。家康につき従っていた大久保彦左衛門など数騎が幸村を防いだ。

　家康は一騎になってしばらく走り、馬を降りて傍の百姓家に逃げ込んだ。

「追われて困っている。わしを助けるようにいたせ」

　早口に家康は、その家の主人の左平太という者に言った。左平太が家康を見ると立派な鎧を着けた老武将だ。左平太も東西の合戦がたけなわなのはよく知っている。東海なまりがあるところから、関東方の偉い人だとは思ったが、まさか総大将の家康だとは気がつかなかった。

「かくまってくれ、頼む」

　家康は、また言って手を合わせた。

　さっきは、高飛車に出たが、こんどは手を合わせてていねいに頼んだ。

　それなら見も知りもしない人だが助けてやろう、と左平太は思った。彼は家康を奥の一間に入れて知らん顔をしていた。

　そこに幸村がやってきた。

　左平太にはこれも、だれかわからない。

「ここへ、いま年寄りの鎧武者がきたはずだ。どこへ行った？　隠すと為にならぬぞ」

「へえ、だれも来ませぬ」

「うそを言え。きちっとこの目で見て参った。かくまっているようだな」

「かくまいはいたしませぬ」

「偽りを申すと、そのほうの命がないぞ」

　幸村は右手の抜身の太刀を左平太の胸に突きつけた。

「ご自由に」

　左平太は胸を広げ、

「わたくしめを刺し殺してから、どうぞ、家探しをして下さいませ」

　平然として言った。

「うむ」

　幸村は傍らの柱に思いきり、三太た

 刀ち

 ばかり斬りつけた。

「ええい糞！　こんども取り逃がしたか。しかし、そのほうは百姓にしてはいい度胸だな。感心した。もう家探しをしている暇などないわ」

　幸村は外に出た。輩下と旗本衆があちこちで激闘している。と、どっと幸村を目がけて一隊の旗本勢が襲ってきた。幸村は敵を避けて馬を飛ばした。

　合戦は目的を達したのだ。引き揚げを命じよう。

　馬上で幸村は、どのような手をめぐらしても家康は絶対に討ち取れないかも知れぬと思った。

　世の中にはおそろしく運の強い男もいるものだった。






〈補注〉


大坂城
 　秀吉は天正十一年（一五八三）から、旧石山本願寺の城構えを徹底的に改修、三十名以上の大名、日に十万人以上の人夫を使って、二、三年の間に順次完成させたという。

　当時においては日本一の巨城であった。その大きさは今日まだはっきりとはわかっていない。「外そと

 曲輪くるわ

 はおよそ二十町四方」「大坂城廻り三里半」「大坂物口間数二里八町」などと諸種の記録にある。現在の大坂城の五倍もあった、という史家もいる。絵図によると、この城は総構えの中に本丸、山里曲輪、二の丸、三の丸の四大曲輪があり、櫓、建物は無数といってもよく、最上層に金箔を塗った美麗な天守閣は五層八階であった。この城の千畳敷き大広間は有名で、ここでは各種の会合が行われた。いまの大坂城は豊臣氏を滅ぼしたあと、徳川氏が城地の上に覆土し、秀吉より大規模な天てん

 下か

 普ふ

 請しん

 で再建したものである。現在ボーリングなどによって、旧大坂城の石垣などが姿を現している。城郭史家の桜井成広氏の『豊臣秀吉の居城』は、秀吉の大坂城についてはもっとも詳しい。

大坂入城寸感
 　大坂冬・夏の陣において、秀頼に味方し入城した大名、小名は一人もなかった。すでに徳川の天下が定まり、大坂方はぜんぜん勝ち目がないからだった。このようなときにあたって、真田幸村、後藤又兵衛、長宗我部盛親、塙団右衛門などのかつての大名であったり、また高禄の侍大将だったりした者の入城は、庶民の血を沸かせたに違いない。負ける合戦をするというその意気に共感しないではいられなかったであろう。しかし、いかに血を沸かしたといっても、徳川時代はこれを物語にし、あるいは芝居に仕組むことは法はつ

 度と

 だった。講談として高座にあげ、また読みものとして出版し、あらためて人びとの血を沸かしたのは明治になってからであった。強者に抗し、弱者に味方するのは日本人の心情なのである。

『山口休庵咄』
 　大坂城に籠っていた山口休庵という武士のこのような題の記録があり、こんな話も出ている。

　この夜（慶長十九年十二月三日）井伊直孝の兵が二、三百人真田丸に押し寄せた。前田利常の兵も三、四百人真田丸の空堀の中に忍び込んでいた。

　四日の朝になると、赤幟のぼり

 を立てた井伊の兵は真田丸の柵を切り倒し塀際に取りついた。だが、真田丸の中から鉄砲をつるべ撃ちにしたので、塀に取りついた兵はみな討たれてしまった。

　このとき、なにかのことで城中で火薬の爆発が起こった。前田利常の越前衆は二百人ばかりが城中に乗り込んだが、木村重成の先さき

 備ぞな

 えの兵が包囲して一人も残らず討ち取った。

　ほかの越前衆は塀際から二、三丁退却したが、堀に入った者は進退きわまり、みな鉄砲や石で撃ち殺されてしまった。

　これはかなり正確な戦況記事だといわれている。





 
第四章

 　
大坂夏の陣








 

日本国を拝領したい




「隠お

 岐きの

 守かみ

 」

　と家康は言った。

「はっ、はい」

「そのほうの甥おい

 、幸村にこう泣かされていては、どうもならぬわ」

「まったくもって……」

　真田隠岐守信のぶ

 尹ただ

 は、平身低頭した。彼はやはり甥の伊い

 豆ずの

 守かみ

 信のぶ

 之ゆき

 とともに関東軍に属している。関ヶ原合戦のときと同じである。信尹は家康の旗本であり、信之は上田の城主なのはいうまでもない。

　冷汗が腋の下ににじんだ。うっかりすると、同類だからといって追放されないとも限らない。

「そのほうを呼びつけたのはほかでもないが、信濃の国をつかわすというわしの墨すみ

 付つけ

 を持って行って、幸村がこちらの味方につくよう説得してきてはくれぬか」

「はっ、はあっ」

　信尹は、助かった、と思った。幸村を味方につけるのは難しいが、この場合、一時は助かったのだ。

「それはもう命に換えましても、どのようにいたしましても承知させてまいりまする」

　家康は人間としても不思議な力を持っていた。向かいあっていると、半信半疑のことでも承知してしまうことがある。

　このときも、こういう力が働いた。

「君には寛かん

 仁じん

 大たい

 度ど

 にましまし、ご仁愛のほど恐れ入りました。幸村、なんとて降参いたさぬことがありましょう」

　余計なことまで言ってしまった。

　家康もお世辞でなく、真実関東軍について欲しかった。たびたび命を狙われるし、敗軍するしで、口惜しくて残念でたまらないが、どうもうまい打つ手がないのだ。降参してこちらについてしまえば、煮て食おうが焼いて食おうが意のままだ。

　家康は墨付をしたためて、ハンコを押した。

──逆ぎやく

 心しん

 秀ひで

 頼より

 を捨す

 て味み

 方かた

 に降こう

 参さん

 あるに於おい

 ては日ひ

 頃ごろ

 の罪つみ

 をなだめ信しん

 州しゆう

 一いつ

 国こく

 を宛あて

 行おこな

 ひ上うえ

 田だ

 城じよう

 主しゆ

 と為な

 す可べ

 き者もの

 也なり

 。

 家康　判　　


 　　　　　真さな

 田だ

 左さ

 衛え

 門もんの

 佐すけ

 どのへ（原文）

　家康はこの墨付を信尹に渡して、いちおう目を通させ、

「その方の甥の伊豆守信之には、上野の沼田で、いままでの十万石をくれよう」

　と言った。

「ありがたきしあわせ」

　信尹は墨付を押しいただいた。

　真田丸の正面に信尹は具足姿で行き、家康公の使者として参った、と言うと、すぐ門が開かれた。奥に案内され、定めの席に座っていると、幸村が現れた。

「これは叔父上。お久しゅうございます。ご堅固にわたらせられ、なによりと存じます」

　にこにこしているのだ。

「そこもとも堅固で……いや、いつもながらみごとな武略に感心しているわ」

　そういって、信尹は自分がきた訳を告げ、家康のお墨付を出して渡した。だが幸村はそれを押しいただいて目を通すと、信尹に返した。

「われら、これまで禄も与えずに旧臣どもを数多あまた

 抱えておきましたゆえ、信州一国の知ち

 行ぎよう

 地ち

 では足りませぬ。甲州も加えていただきたいのだが、この儀、叔お

 父じ

 上、いかがなものでありましょうや」

　これは脈がある、と信尹は思った。幸村がほんとうに味方につくなら、甲州一国くらい追加しても損はない。

「なるほど、そのほうの言うのはもっともじゃ。わしが計らおう。大御所様にはご承知なさるはず……これで安心した。そのほうが承知してくれなきゃ、わしは腹を切らねばならぬところだったわ」

　信尹は相そう

 好ごう

 をくずした。

　そして、しばらく毒にも薬にもならない話をして帰って行った。

　幸村の立場も大坂城内においては微妙だった。信尹と信之が関東方だからである。それに、今日叔父の信尹が真田丸にきたことは、たちまち城中にひろがるに違いなかった。そうなると、幸村スパイ説がもちあがり、諸将の信用はなくなり、軍師としての命令も力を持たないことになる。

　幸村はそのことをよく知っていた。彼は本城に赴き、叔父信尹がきたこととその訳を告げた。そして叔父に対するわれらの返答を聞いていただきたい、と言って、秀頼、淀君をはじめ、ほかの諸将にもみな真田丸にきてもらった。

　秀頼をはじめ、大坂城の幹部は幸村がどのように返答するか、興味を抱いてその時を待った。

　一方、信尹は急いで帰り、家康に面接した。

「甥、幸村め、欲を出しましてございます」

「なんと言った？　こちらのいうことを承知したか」

　家康も早くようすが聞きたかった。

「はい。承知いたしましたが……」

　なかなか言えなかった。

「早く言え！」

「はい。信州一国では足りないから、甲州もほしいと申しました」

　思いきって言った。

「浪々の間に主人を離れなかった家来どもに高禄を与えたいゆえだと申しまして、甲州もいただいたうえは粉ふん

 骨こつ

 砕さい

 身しん

 いたします、とのことでございます」

「うむ、そうか」

　家康は考えるふうをした。

「両国とはなかなか難しいが……そのほう、一存で返事をしてきたのであろうのう？」

「は、はい」

　独断すぎたかな、と信尹は思い、冷汗をかいた。

「そのほうの忠心を愛め

 でて……よし、よし、両国をくれてやろう」

　信尹はほっとした。重い荷物を下ろした瞬間のような気持ちがした。

　大御所様はなんでも見通しだが、話はよくわかるお方だ。

　家康は幸村に両国を与えるというお墨付をまた書いて信尹に与えた。

　信尹は勇んで真田丸へ馬を走らせた。

　こんども奥へ通され、席を与えられたがなかなか幸村が出てこない。それどころか前回と違って、案内する武士までが不興気だ。

　ようすが違う。どうもへんだと思っていると、一人の武士が現れて海うん

 野の

 六郎兵衛と名乗り、

「ご用はなんでございますか」

　と聞いた。

　馬鹿にするのもほどがある。家来どももわしの用件を知っているはずだ。

「ご用とはなんだ？　幸村はおらぬか。幸村を出せ」

　腹を立てて言った。

「われらの主人はただ今、登城いたして留守でございます。もし、隠岐守様がおいでになったらこう言っておくようにと申されました」

　ずいぶん、しらばくれた待遇である。

「なら、申してみよ」

「最前は心得ちがいいたして、甲、信二国を望みましたが、後でよくよく考えるに、この二国では不足だそうにございます」

「なんだと？　不足だと？　もってのほかだ」

「それからこうも申しておくようにいいつかりました。日本六十余州をいただきたいとのことと、六十余州をいただいたなら、ただちに秀頼様に献じ、自分は切腹して首を家康公にお渡しするとのことでございます」

「なに、なに、なに？」

　信尹はあまりのことに、ぽかんとした。

　ばったり、両手を後ろについて天井を睨んだまま、しばらく声もなかった。が、どうしようもない。力なく立ち上がって、無言のまま帰って行った。

　隣室にいた秀頼、淀君ほかの諸将は幸村の忠義な精神を知って感動した。ことに秀頼、淀君は涙を流して感謝した。彼らの幸村に対する信用はもう動かないものになった。

　幸村も叔父をだましてつらかったが、家康が大坂城攻撃をやめない限り、敵味方であり、肉親であってもどうにもならないことだった。

　信尹は切腹しようと思った。だが家康に報告してからにしようと考えた。

　このようなことになっては、武士として生きていけないのだ。彼は本陣に行って家康に、涙ながらにみな話し、切腹しようとした。

「待て！」

　と家康はとめた。

「早まるではない。そのほうに罪はない。どうしてそのほうを疑うものか。わしもはじめからこうなるのではないか、と思っておったわ。切腹はならぬぞ」

　信尹は家康の寛大さに感謝しないではおられなかった。

　こうして、この一件は落着したが、これによって、幸村は城中および話を聞いた敵方関東方諸将の信用をも得たのだった。




 

真田丸合戦




　十二月十一日の払暁、関東勢二十五万八千の人数は、肌を刺す寒気の中を二十二人の将に率いられて、真田丸の攻撃を開始した。これは十二支、十じゆつ

 干かん

 二十二の部隊による“番手攻め”であった。もうこの攻め方よりほかにないからだった。十二支、十干は組み合わせて「時刻」や「数」を計るのに用いるが、ここでは数を意味した。

『真田三代記』はいうまでもなく、当時の歴史小説であるが、この時代の小説の傾向は、現代とはまったく違っている。時間もゆっくり流れ、娯楽も少なかったときなので、紋所や人の名前を長々と列記しているのである。読者もこれはやはりゆっくりと、一字一字ていねいに読み、興味を覚えたのであろう。このような意味で左に少し長く原文を引用することにする。これはしかし反面、真田丸攻撃に家康がどんなに力を注いだかを示すものでもあった。

──関東の大軍今日の軍ぐん

 立だて

 は、先まず

 十二支の諸将、第一番は輪りん

 宝ぽう

 の旗に子ね

 の指さし

 物もの

 三み

 宅やけ

 対つし

 馬まの

 守かみ

 、第二番は丸に釘くぎ

 抜ぬき

 の旗に丑うし

 の指物大おお

 田た

 原はら

 備び

 前ぜんの

 守かみ

 、第三番は打うち

 違ちがい

 短たん

 冊ざく

 の旗に寅とら

 の指さし

 物もの

 丹に

 羽わ

 勘かん

 助すけ

 、第四番は上り藤に大の字の旗に卯う

 の指物大おお

 久く

 保ぼ

 新しん

 八ぱち

 郎ろう

 、第五番は亀きつ

 甲こう

 七星せい

 の旗に辰たつ

 の指物六ろく

 郷ごう

 伊い

 賀がの

 守かみ

 、第六番は巴ともえ

 の旗に巳み

 の指物岡おか

 部べ

 美み

 濃のの

 守かみ

 、第七番は蔦つた

 の旗に午うま

 の指物松まつ

 平だいら

 周すお

 防うの

 守かみ

 、第八番は鶴つる

 の丸の旗に未ひつじ

 の指物森もり

 山やま

 城しろの

 守かみ

 、第九番は黒だんだら筋すじ

 に申さる

 の指物松まつ

 平だいら

 土と

 佐さの

 守かみ

 、第十番は橘たちばな

 の赤旗に酉とり

 の指物井い

 伊い

 掃かも

 部んの

 頭かみ

 、第十一番は梅うめ

 鉢ばち

 の旗に戌いぬ

 の指物加か

 賀が

 中ちゆう

 納な

 言ごん

 、第十二番は葵あおい

 の旗に亥い

 の指物松まつ

 平だいら

 庄しよう

 三ざぶ

 郎ろう

 なり。次に繰くり

 出いだ

 す十干の諸将第一番は白黒一文字の旗に甲こう

 の指物山やまの

 内うち

 対つし

 馬まの

 守かみ

 、第二番は上り藤の旗に乙おつ

 の指物安あん

 部べ

 惣そう

 太た

 郎ろう

 、第三番は扇の旗に丙へい

 の指物松まつ

 平だいら

 右う

 京きようの

 亮すけ

 、第四番は三みつ

 引びき

 の旗に丁てい

 の指物分わけ

 部べ

 左さ

 京きようの

 亮すけ

 、第七番は桔き

 梗きよう

 の旗に庚こう

 の指物土ど

 井い

 丹たん

 後ごの

 守かみ

 、第八番は梅うめ

 鉢ばち

 の旗に辛しん

 の指物松まつ

 平だいら

 隠お

 岐きの

 守かみ

 、第九番は雁かり

 金がね

 の旗に壬じん

 の指物真さな

 田だ

 河かわ

 内ちの

 守かみ

 、第十番三さん

 階がい

 菱びし

 の旗に癸き

 の指物小お

 笠がさ

 原わら

 信しな

 濃のの

 守かみ

 なり。此面々其その

 干え

 支と

 [image: 〓]
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 に従ひ東西南北の方向に配当し、中央は五ご

 行ぎよう

 土つち

 に属するを以て土の字の指物にて伊だ

 達て

 陸む

 奥つの

 守かみ

 、保ほ

 科しな

 弾だん

 正じようの

 忠ちゆう

 五番の列に当り竹に雀九く

 曜よう

 の二旗を指さし

 立たて

 跡あと

 押おさ

 へにて繰り出す総勢二十五万八千騎なり（原文）
 　家康はどうしても真田丸を落とさなければ面めん

 子つ

 が立たなかった。

　諸勢はつぎつぎに、人海戦術で真田丸に取りつき、攻め立てて二の柵まで進んだが、二重塀で損害を受け、大筒、鉄砲など死人の山を造り、なかなか占領することができなかった。

　秀頼が真田丸の櫓やぐら

 で観戦し、城兵の士気が異常に高まったこともあった。

　家康はこの日、攻撃軍の井せい

 楼ろう

 に上って合戦を指揮していたが、井楼は真田勢が放った一貫匁の大筒で吹っ飛んでしまった。折よく家康はそのとき井楼から下りていたので命が助かった。攻撃は不成功に終わり、日も暮れてしまったから、家康は茶臼山の本陣に戻り、合戦の中止を命じた。だが、この時、手勢とともに城中からの抜け穴を通って打って出た幸村が、本陣に火攻めの攻撃をかけた。この抜け穴は秀吉が万一の際を考えて設けておいたものであった。

　家康は危うく逃走し無事だったが、この攻撃の際、幸村の子の大助も、新将軍秀忠を追い回した。

　大助は海野六郎兵衛、望月主水、益田六太夫など二十騎を従え秀忠を探したが、その姿を見いだした時は、秀忠は大久保治右衛門、安藤治郎兵衛など数騎を従えて逃れて行くところだった。

　大助は勇んだ。

「それっ！　追いつけ！」

　馬に鞭を当てたが暗いから速力が出ない。

　いらだって追いかけているところを、本多中なか

 務つかさ

 大輔、水野日向守の手勢にさえぎられた。海野、望月をはじめ二十騎がこれに当たった。

　大助は彼らが戦っている隙を見て馬を走らせ、追いつこうとしたとき、大久保治右衛門が馬を止めてその間を隔てた。

「ええい、退け！」

　大助はいらだって秀忠の後ろから、その兜のきら星の輝きを目当てに矢を放った。が、矢は狂って、秀忠の後ろに続いた村松治郎兵衛の背中に刺さった。治郎兵衛は落馬して死んだが、とうとう秀忠を逃してしまった。後に治郎兵衛に刺さった矢を調べてみると、その根に毒が仕込んであったという。必殺を狙っていたのだが、秀忠も父とともに運強い武将であった。

　さて、この合戦で二十五万の関東勢をわずか一万に足りない兵で破ったのは、抜け道をし、夜討ちをかけた戦法にも負うところが多かった。

　関東勢の戦死者は五万余人、城方はわずか三百余人だった。幸村は兵に命じて敵の死体と旗指物を集めさせ、これらを堀際に積み上げて、すみやかに引き取りにくるようにと、立て札を立てた。

　翌日、大坂城中では秀頼が、勝利をもたらした諸将をそれぞれ褒賞した。

　幸村には長光の太刀、大助には青江村正の短刀をてずから与え、長宗我部盛親、木村重成、和久半左衛門、御み

 宿しゆく

 監けん

 物もつ

 にはそれぞれ引ひき

 出で

 物もの

 をした。

　また、後藤又兵衛を従じゆ

 五ご

 位いの

 下げ

 隠お

 岐きの

 守かみ

 に叙任した。この叙任は朝廷の許しを得なければならないのだが、右大臣の秀頼が申請するとみな許されるので、秀頼は決定権を有するのと同等であった。

　このあと、幸村は監禁しておいた小幡勘兵衛およびその一類、他に捕らえられた間者などを追放した。城にとどめておいてもなんの役にも立たないからだった。

　家康は、はじめ戦績のよかった合戦も、こう敗戦ばかり続くようでは、なんとか和睦の手を打たなければならなくなった。一度和睦して、また合戦に誘い込み、こんどは一気に勝利に持ち込もうと考えはじめていた。




 

和　議




　家康は淀君の妹常じよう

 光こう

 院いん

 （初はつ

 子こ

 ）と、側室の阿あ

 茶ちや

 の局つぼね

 を使って、和議を打診した。

　常光院は若わか

 狭さ

 小お

 浜ばま

 の城主京きよう

 極ごく

 高たか

 次つぐ

 に嫁か

 したが、高次の死後、子の忠ただ

 高たか

 がその後を継いだ。その小浜城で余生をおくっていた。

　家康は常光院を呼び寄せ、阿茶の局とともに大坂城へ下交渉に出向かせた。

　大坂城大奥の女性たちは、その表面上はともかく、内心では和議を欲しているのを家康は見通していた。

　和議には条件が必要だ。

　二人の女性は家康から言いつかってきた条件を淀君に示した。

　一、城の外堀を埋めるか。

　二、浪人衆を解雇するか。

　三、淀君が人質として江戸へ行くか。

　このうちのどれか一つを条件にせよと、言うのである。

　虫のよいのもよいところだ。大坂方の条件は一つも入っていないし、関東方は言いたいことばかり言っているのだ。

　淀君もさすがに怒って、長なぎ

 刀なた

 を持ち出し、鞘を払った。

「よく承れ、城は故太たい

 閤こう

 殿でん

 下か

 がお造りになった日本一の名城じゃ。石垣一つ壊すことはならぬ。また、こたびの合戦に関東方は戦うたびに敗れ、家康、秀忠の二人は陣屋を焼かれて逃げ惑っている。これは浪人たちの働きによるものじゃ。解き放つなどとはとんでもないこと。あまつさえ、わらはを人質にしようとは、なんという無礼なことか。帰りゃ、帰って家康、秀忠に申すがよい。こちらを見くびるにもほどがあるとな。さ、帰りおろう。早く帰らぬと、この長刀で素っ首を打ち落としてくれようぞ」

　よっぽと腹が立ったとみえて、長刀を振り回した。

「初子、そちの顔など二度と見とうないわ」

　彼女は妹に、にくにくしく言葉を投げつけた。

　ひさしぶりで会った肉親への情が湧いたが、時が時、問題が問題だった。

　二人の女性は茶臼山の陣に戻って家康に報告した。しかし、こんなことで手を上げるような家康ではなかった。

　京都所司代をしている板いた

 倉くら

 伊い

 賀がの

 守かみ

 を朝廷に赴かせ、勅命による和議を取り計らわせた。

　伊賀守は所司代だから朝廷に顔が利いた。というよりは朝廷は家康の実力の前には全然無力でいうがままだった。

　十二月十五日、和議の勅使として庭にわ

 田た

 大だい

 納な

 言ごん

 秀ひで

 宗むね

 、柳やなぎ

 原はら

 大だい

 納な

 言ごん

 資すけ

 義よし

 の二人が大坂に下降し、茶臼山の家康の本陣に入った。打ち合わせのうえ、翌日大坂城に赴く旨を城方に通知した。

　城方でも勅使なので丁重に迎えないわけにはいかなかった。幸村をはじめ諸将は勅使の突然の入来に驚いたが、勅使がくる以上正式な和議の調停だと思った。さきに常光院と阿茶の局がきたのは、淀君はその重大性を考慮して秘密にしていたが、たちまち知れわたった。和議が裏面ですすめられているのを、諸将も感じていた。

　秀頼は両使を鉄くろがね

 門もん

 まで出迎えた。

　和議の調停は難航した。

　再度、勅使は茶臼山と大坂城とを往復した。さきに二人の女性が提示した条件が出されたのはいうまでもない。幸村はその内容を知っていた。

　彼は秀頼に言った。

「上様、城内の淀君様をはじめご婦人方、そのほかの状況から見まするのに、和議は必須でございましょう。われら武に生きるものは講和は望みませぬがしかたがありませぬ。条件でございますが、外堀を壊すことも、ご母公様を人質に出すのも無理でございますゆえ、われら浪人を解き放つという条件をおのみくださいますように」

「そちはもう知っているのか。しかし、そうは参らぬ」

　若い秀頼は目に涙を浮かべた。

「そのほうたちが、命を賭けて守ってくれるのに、どうして暇いとま

 が出せよう。また、そなたがこの城を去ったら、わしはだれを頼ればよいのか」

　その信頼に、こんどは幸村が涙をこぼした。

　結局、和議は大坂方では外構えの堀を埋め、関東方は同時に兵を引き、また家康は大坂方に紀き

 州しゆう

 大和やまと

 の二カ国を与える、という条件で折り合いがついた。

　十二月二十二日、誓せい

 紙し

 を交換することになり、相互に判はん

 元もと

 見み

 届とど

 けの使者を決めた。つまり誓紙受取人である。大坂方は木村長門守重成、郡こおり

 主しゆ

 馬めの

 助すけ

 、徳川方は板いた

 倉くら

 内ない

 膳ぜんの

 正しよう

 、阿あ

 部べ

 備びつ

 中ちゆうの

 守かみ

 であった。

　重成は茶臼山へ行く前、幸村に会った。

「真田殿にわが心中を申し上げたい、と思いまして」

「なんなりとおもらしくだされ」

「われら、使者に参りましたら、さまざまの無礼をしかけて相手を怒らせ、討たれる覚悟をしております。使者を討つのは違勅ゆえ、すぐさま合戦を初められるとよいと存じます。そうなると向こうは立場が弱いので、攻撃にも熱も入らず、参加の豊臣恩顧の諸将も倦う

 んで参りましょう。たちまち二年、三年と日が流れ、家康はいま七十四歳ゆえ……九分どおりはこの世にいますまい」

「なるほど、皮を切らせて肉を切るの戦法。幸村、頭がさがり申した。ご辺を失うのは残念このうえもありませぬ」

　幸村が考えても、これは最上の知略である。重成に死んでもらうよりほかにない。

「重成も武士もののふ

 のはしくれ」

「ご謙遜あるな。名は末代まで残りましょう」

　重成はこのような考えを抱いて、郡こおり

 主しゆ

 馬めの

 助すけ

 とともに二百騎ほど連れて茶臼山の本陣に出向いた。

　本陣は諸勢が厳重に固めている。

　判元見届けの使者がくるのは本陣の諸隊はみな知っていた。

　藤堂勢の陣に差しかかると下馬を要求された。主馬助は下馬しようとしたが、重成は、

「その必要はない」

　と言って、主馬助とともに通りすぎた。供の二百騎はかえってうるさいのでそこへ残した。彼は主馬助に自分に倣なら

 うように命じた。

　井伊勢の陣所にかかると、しつこく下馬を要求された。

「なら、帰るまでのことよ」

　重成はそう言って馬を返そうとすると、相手は使者を返しては落度になるので、そのまま通した。

　本陣の玄関で重成はやっと下馬し、刀を提げて中に入った。主馬助もやはり刀を持って続いた。

　家康近臣の成なる

 瀬せ

 隼はや

 人と

 が、

「刀を置いてゆかれよ、御ご

 前ぜん

 近くでありますぞ」

　と睨んだ。

「これは戦陣のならい。刀を持つのが礼儀なのをお忘れか、もうろくされたかな」

　悪態をついて、大名たちが並んだ中を、ゆうゆうと通って行った。

「なにをこの若僧！」

　成瀬隼人は刀の柄つか

 に手をかけて後ろ姿を睨んだが、諸大名が無言でいるので、どうすることもできなかった。

　接見の広間に入ると、家康の重臣大名の酒さか

 井い

 雅楽うたの

 頭かみ

 、同左さ

 衛え

 門もんの

 尉じよう

 がひかえていた。

「ご両使、ご対面の礼儀に従って刀を置いて行かれるがよい」

　と雅楽頭が言い、左衛門尉が不快な顔をした。

「平常はそうであろう。しかし、まだ合戦中ゆえ、刀を持つのが礼儀というもの。文句があるなら、この場から立ち帰るぞ。いかがかな？　ご老体」

　大変な侮辱的な高言である。

　重成にすれば家康はもともと豊臣の家臣だから、酒井などは陪臣という気持ちもあるのだ。二人は怒って家来どもに命じて無理にも刀を取り上げるのが、この場合のふつうの行為である。

　重成はそれを待った。家来どもが出てきたなら、極力抵抗し、うまく斬られようと思った。

　が、二人は無言である。無言は見過ごすということだ。家来を呼ぶつもりもないようである。

　しかたない。つぎだ。応接の広間へ入った。

　広間といっても、陣中だから粗末であり、それほど広くもない。重成はその真ん中へ太刀を脇に置いてどかっと座った。主馬助も同様にして座った。諸大名も太刀を提げて入ってきて、二人を囲むように座った。もし異変が起きたら、たちまち両使を斬り捨てようとする構えだ。

　少し離れた上座に座布団と火鉢が置かれていた。

　重成にも火鉢だけが与えられた。

　まもなく下ぶくれをした顔の老人が入ってきて、座布団の上にどっかと座った。家康である。一同は平身低頭した。

　主馬助は頭を下げたが、重成はじっと家康を見つめたままだった。秀頼の代理だという気持ちがあるうえ、なんとかして怒らせたかった。

「ほほう、木村殿か。そこもとの父ちち

 御ご

 の常ひた

 陸ちの

 介すけ

 殿どの

 は存じていた。よく成長なされたものよのう」

　家康はだみ声で言った。

「余計なことを申すものではない。今日は、わが上様秀頼公の代理でござる。判元見届役として誓紙を受け取りに参った。そのこと以外には聞く耳持たぬ」

　ささやきが諸将の間に起こった。これほどの無礼な態度をとり、失礼な言葉を吐いた者はなかった。ふつうなら一族の末まで討ち首なのである。

　が、家康は怒らなかった。

「もっともだな」

　そう言って小姓に手箱を持ってこさせ、その中から書状を取り出して取次役の本多上野介に与えた。

　上野介はこれを重成に渡した。重成が読んでみると、つぎのように書かれていた。

──此度勅命に依よつ

 て双そう

 方ほう

 和睦せし証しるし

 として大坂の外そと

 曲輪くるわ

 を破は

 却きやく

 し外そと

 堀ぼり

 を埋うむ

 べき事。
 
然しか

 る上は此この

 以後干かん

 戈か

 を動うごか

 し候方違い

 勅ちよく

 たるべし（原文）
 　なんだ。これは。ぜんぜん約束と違うではないか、と重成は思った。ずるい。こんなものを承知で渡すとはなんという狸なのか。

　主馬助にも見せた。

「こんなもの、われらに持って帰れというのか。この書状、成っていないのは承知のはず」

　重成はその書を床に叩きつけて立ち上がった。

　スワ一大事。諸将も立ち上がって刀の柄に手をかけた。

「これは間違った。こっちだ」

　と家康は笑った。

「まあ、木村殿もみなの者も静かに。そっちは下した

 書がき

 で、ここにあるのが本物じゃ」

　家康は手箱の中から、もう一通の書を取り出し、上野介の手を通して重成に渡した。

　重成はゆっくり一字一字ていねいに読んだ。大仏殿の鐘しよう

 銘めい

 に文句をつけた家康だから、下心があって脱字や意味の通らない箇所を設けておくかもしれないのだ。

　　敬けい

 白はく

 起き

 請しよう

 文もん

 前ぜん

 書しよ

 　一、此度、勅命に依よつ

 て双そう

 方ほう

 和わ

 睦ぼく

 するに因よつ

 て此以後別べつ

 意い

 なく水すい

 魚ぎよ

 の交まじわ

 り致すべき事。

　一、秀頼総そう

 堀ほり

 を埋られ候上は此方より紀き

 州しゆう

 和わ

 州しゆう

 を来正月相あい

 渡わた

 すべき事。

　一、血けつ

 判ぱん

 誓せい

 詞し

 相あい

 済すみ

 次第陣払ひして大和やまと

 路じ

 迄引取べき事。
 　　右条々相あい

 肯そむ

 き何いず

 方かた

 にしても干かん

 戈か

 を動し候へば神しん

 罰ばつ

 を蒙こうむ

 り違い

 勅ちよく

 たるべき者也。（原文）
 　間違いはなかった。これでよい。

「よろしく血判をお願い申す」

　重成はその書を上野介に渡した。

　家康は署名、血判したが、年寄りで指の血がなかなか出ないから血判が薄かった。

　これでよいだろう？　という目付きで家康は重成を見た。が、重成はぷいと横を向いた。諸将も重成は血判が薄くとも承知するだろう、と思ったのに、すまさないから、なんという非常識の奴だろうかと思った。

　家康は血判をしなおして、渡してよこした。しかし、重成は慎重だった。火鉢にかざして血判したところをよく調べた。

　それからおもむろに、

「これで相済み申した」

　と言った。

　重成は心の中で嘆いた。その嘆きは深かった。相手は一枚も二枚も上うわ

 手て

 で、こちらの罠わな

 には、まったくかからないのだ。

　がっかりしながら、重成は二百騎を連れて、主馬助とともに帰城した。

　秀頼も前記の徳川の使者、板倉と阿部に血判した起請文を渡した。まもなく二通の起請文に両勅使が加判して講和は成立した。




 

身代わり失敗




　重成の講和の使者斬殺、再戦という計画は失敗した。徳川方では講和の条件によって、まず外構えの堀を埋めることになる。だが、この堀を埋められると、もはや籠城はできなくなるのだ。外構えがあってこそ、城は十万の軍勢を籠らせて籠城合戦ができるのである。外構えがなくなり、三の丸、二の丸を防御城としたのでは、二、三万の兵しか籠ることができず、数十万の敵に囲まれたら落城以外にない。したがって野戦ということになるが、幸村は野戦で悪運の恐ろしく強い家康をはたして敗死させられるか、どうかはわからない、と思った。

　それよりも、このままの態勢、つまり籠城合戦を続けて時を稼いだほうがよいのである。家康はあと二、三年しか生きないであろう。

　さて、講和は成ったが、家康も城側がどんな手を打ってくるか。それを懸念して、茶臼山の本陣から動かずにいた。諸将も陣を張ったままであり、城中でも対抗態勢は崩さなかった。

　幸村はふっと一つの謀計を思いついた。

　それは越前家の陣中に原はら

 隼はや

 人との

 正しよう

 がいることだった。この隼人正の祖父加賀守昌俊はもと武田家の侍大将であり、陣じん

 馬ば

 奉行を長らく勤め、幸村の父昌幸と親しい間柄だった。

　そのことを幸村は父から聞いていた。それで、昔物語をしたいといって、隼人正を越前家の陣中に訪ねて行くことだった。訪ねて行けば家康はそのままにしておかず、必ず鉄砲で討ち取ろうとするに違いない。幸村さえいなければ、大坂方は赤子の手をひねるようなものだからだ。そうなると当然違勅を犯したことになり、また合戦がはじまるというものである。

　隼人正は越前家では足軽大将級の寄より

 人うど

 であった。

　幸村は自分でもこの考えが気に入った。しかし、物事はすべて半々の成功率しかないのも彼は知っていた。

　影武者の穴山小助を陣中に呼んで、この謀計を話し、

「そのほうには、まことに申し訳ないが、わしの身代わりになって……死んでくれぬか」

　と言った。

「やつがれの一命が、殿をはじめ秀頼公のおん為になるなら、まことに冥利につきまする。じつは小助も殿の影武者として今日あることを待っておりました」

　と嬉しそうな顔をした。

　幸村は使いをもって、いちおう家康に通知し、また一方越前家の大将松平庄三郎忠昌と当の隼人正にも使いを立てて許可を求めた。忠昌も拒否する理由がないので、ご自由にと答えた。隼人正はことに喜んで、軍師の真田殿にお会いできるのは原家の名誉だと言ってきた。

　家康は通知を受けると、庄三郎を本陣に呼びつけた。

「左衛門佐が、そのほうの家来、原隼人正のところへ、昔語りをしに行くと言うがほんとうか」

「はい、許しを求めてきたので、断るまでもありませぬので、勝手にと言ってやりました」

「うむ、そち、左衛門佐の顔はよく見知っておるな？　この前、会ったことがあったな？」

「はい。軍ぐん

 書しよ

 伝でん

 受じゆ

 の時一人で会いました。よく存じております」

「間違えることはあるまいな？」

「ありませぬ」

「はっきり覚えているな？」

　忠昌は家康があまり念を押すので、言おうとしていることを察した。

「左衛門佐を討ち取るのでございますか」

　と聞いた。

「そうじゃ。鉄砲隊を伏せておいて討ち取るのじゃ。ぬかってはならぬぞ。必ず討ち取れ」

「鉄砲隊は何人くらい？」

「馬鹿者！　百五十人もあって……三段に構えて撃てば逃がすことはあるまい」

　忠昌は家康からそう言われて、事の重大さを改めて知り、興奮した。

　家康は、興奮したこの若い孫が、自分の若い時に似ているような気がしてかわいかった。このようなときに孫がかわいくなるのは、年を取って、心の中に悠揚ならない広場ができたからであろう。

　忠昌は急いで陣に戻り、隼人正のいる一角を三方から囲んで鉄砲隊を伏せた。隼人正には黙っていたが、彼は周囲の空気でこれがわかった。

　困ったなあ、真田殿も命をここで落とすのか、と万感胸に迫ったが、どうすることもできなかった。

　そのうち、小助の幸村が馬上豊かに数人の徒か

 歩ち

 の供を連れてやってきた。わりあい小柄な、しかしがっしりした体に小桜と桐の紋を散らした鎧を着け、六文銭を前立てにした兜を供に持たせている。もとの同じ家中なので親しみが湧いた。

　たがいに挨拶を交わした。小助の幸村のほうが先輩だし、格式が違うので上座に座った。

　酒をすすめあっているうちに、話がしだいにはずんだ。隼人正の知らないさまざまな甲州の話に花が咲いた。

　しかし、隼人正は幸村にしては、どうもおかしいと思った。貫祿にそれほどの重みがなく、声も冴えてはいない。

　それに本物の幸村なら、こんな殺される場所へくるわけがないし、知っていなければならないこともあまり知らなかった。

　あっ！　これは偽物だ！　と思うとかえって安心した。

　この人は覚悟してきているだろうから、鉄砲で撃ち取られてもどういうこともあるまい。彼は小助にしきりに酒を注つ

 いだ。

　庄三郎忠昌は、小助が入ってきたときに、隙間から見ると、軍書を渡してくれたときの幸村に間違いなかったから、隼人正と違った意味で安心した。

　小助も鉄砲隊が伏せてあるのはその勘で気づいていたが、彼はいかにも幸村らしく振るまい、ときどきわざとあたりを見回して、用心する振りをした。

　小助の命は風前の灯ともしび

 だ。

　忠昌が合図をすれば小助には五、六十発の弾がいっせいに注そそ

 がれ、外で待っている供にも同じくらいの弾が浴びせられるのだ。

　そのとき、村越三十郎という旗本が上意、上意と叫びながら馬を駆けさせてきた。

　何事が起きたのか。庄三郎は三十郎と離れた陣屋で会った。

「大御所さまのおん仰せ……いま原殿と会われている真田殿を撃ってはならぬ、とのことにございます」

「なにっ？」

「撃つのをやめて……松平の殿と同道してくるようにと、これもおん仰せにございます」

　忠昌は鳩が豆鉄砲を食ったようにぽかんとした。

　この命令変更はいったいどういうことなのか。

　が、命令は動かせない。彼は鉄砲隊に解散を命じると、本陣へ急いだ。

「あれは偽物だわい」

　家康は言った。

「？……」

「おまえが会ったときの幸村も偽物だったかも知れんな。今日の幸村が偽物なのは間違いない。左衛門佐はよく似た影武者をわしに討たせて、また合戦をしようとしているのじゃ。木村重成といい、左衛門佐といい、恐ろしい奴ばらだ」

　家康はどうして偽物なのを知ったのであろうか。推測からだろうが、老年の知恵というほかはない。

　小助にも三十郎がきたときから、この変化がやはりわかっていた。小助は覚悟していた命を助かって真田丸へ帰った。

　そして、幸村に一部始終を話すと、幸村は口惜し涙を流して、しみじみと言った。

「大坂の運もこれまでかもしれぬ。天は家康に天下をことごとく与えようとしているのであろう」




 

肚づもり




　十二月十九日、家康、秀忠は勅使とともに京都に上のぼ

 って二条城に入った。合戦に参加した諸大名もほとんど陣払いをした。

　だが、後には井伊掃部頭をはじめ腹心の十数名の大名が残り、その兵を挙げていっきょに大坂城の外構えの堀を潰し、同時に三の丸、二の丸の堀まで埋めてしまった。当然三の丸つづきの真田丸も取り壊されてしまった。

　講和の条件はいうまでもなく外構え（外堀）だけなのだが、引き続いて三の丸、二の丸の堀を埋めたのは家康の謀略だった。難攻不落を誇る天下の名城は、広範囲にわたるこれらの堀があってこそ不落であって、なくなれば本丸一つの籠城不可能な平凡な城であった。

　大坂城にはまだ十万近い将兵がいたが、家康の内部調略、譜代と浪人の軋あつ

 轢れき

 、諸将間の意見の不一致などが目立ってきて、条約違反の三の丸、二の丸の埋め立ての阻止もできなかった。

　口頭で違約に抗議したが、そんなことはなんの役にも立たなかった。ほんとうに阻止するなら兵を出して合戦するよりほかになかったが、家康父子が京都に引き揚げ、大部分の大名が陣払いしたことで、淀君とその取り巻きはすっかり安心し、城内は出兵して合戦するような、張り切った状態ではなくなっていた。

　幸村は合戦の軍師である。城内を統一する政治的権限は与えられていなかった。

　その権限のない幸村がこのようなときに、阻止のための合戦を強く主張したなら、城にとどまることさえむずかしかったに相違ない。

　家康は合戦の経験を積み、野戦の名手なのだ。最後の血戦を除いては勝算はない。八分どおり、大坂方は敗戦を喫するであろう。しかしその最後の血戦も家康は武運に恵まれているから、とどめを刺すことができないかもしれない。だから引き続き籠城を行うために、自分も重成もあれこれ手を打ったが、それもみな失敗した。

　幸村はこのように、あれこれ考えて堀がなくなった二の丸に与えられたその屋敷に閉じ籠り、出仕しなかった。

　秀頼はこれを憂えて、ある日幸村の屋敷にやってきた。

「これは上様」

　幸村はあわてて上座に招じた。彼はのびのびと育ったこの素直な貴公子が好きだった。

　秀頼には、出仕してくれ、というほか取り立てた話はなかったが、幸村にはあった。ちょうどよい折なので話しておかねばならない肚づもりがあったのだ。

「上様、人目がないので申し上げまするが、幸村がこれからいたします話、重大なことゆえ、ほかにおもらしにならぬようお願い申しまする」

「もらすものか」

　秀頼は緊張した表情をした。

「じつは[image: 〓]
 摩の島津から、上様が万一のときは[image: 〓]
 摩にお越しくださいますように、そのときはお迎えの軍勢を差し向けますとの起請文がわたくしのところに参っております」

　幸村は大事な書類を袋の中から一通の書簡を取り出して秀頼に見せた。

「ううむ」

　秀頼はそれを見て唸うな

 った。

「島津侯は関東との首尾がよくなく、この度の合戦の軍役にも参じておりませぬ。関東ではいずれ大軍を挙げて島津攻めをいたしましょうが、その折、上様には島津兵を指揮して一旗あげられませ。この幸村もお供申し上げ、粉骨砕身いたしまする」

「承知した。そのときはよしなに頼み入る」

　秀頼も大坂の敗戦を感じているようだ。

「母上はいかにいたすのじゃ？」

　母一人子一人であり、類たぐ

 いないほど大事にされて育ったので、淀君のことが気になるのも無理はなかった。

「ご母ぼ

 公こう

 様はおいていかれますよりほかはありませぬ」

「だめか」

　秀頼は顔色を変えた。

「申し訳ありませぬ」

「それでは人じん

 倫りん

 の道がたたぬではないか。母上をおいていくようなら、予は城を枕にして腹を切るほうがましじゃ」

「そのようにおっしゃられるものではありませぬ。御父君故太閤殿下の忌き

 祭さい

 を重んじなさいますなら、御おん

 母はは

 君ぎみ

 を置いていかれましても、けっして孝道には背きませぬ。はなはだ申し兼ねますが、御母君は側室であられますゆえ、上様にとりましては臣下。それより太閤殿下のお血筋を絶やさぬことが大切でございまする」

「……」

　しばらく秀頼は無言でいた。

「……そういたそう。そのほうの言うとおりじゃ」

　とやっと肚を決めた。

　声は悲痛だったが、筋を筋として納得したのは、やはり秀吉の子であった。秀頼は御殿へ帰還した。

　和議の条約には大和やまと

 、紀き

 伊い

 の両国を大坂方へ譲るという重要な条項があるが、これについては家康からなんの具体的な話もなかった。

　城内ではこのことについてとくに、淀よど

 君ぎみ

 をはじめ女性衆がうるさかった。それに淀君に目をかけられている譜代の諸将が追従した。

　それというのも、この両国を合わせると八十万石もあるからであり、これだけあると知行が倍にもなるのだった。

　家康はこのころは隠居城の駿府に帰り、将軍秀忠は江戸に戻っていたが、大坂方は二カ国譲渡の件の交渉の使者として、大蔵の局、二位の局、正しよう

 栄えい

 尼に

 の三女と青木民部少輔、伊東丹後守の計五人を遣わすことになり、それぞれ出発した。これは元和元年（一六一五）二月はじめのことであった。

　駿府に着いた五人は、家康の重臣、本多佐渡守正信を通じて会見を申し込んだ。家康はすぐに会い、

「何用あって参ったか」

　としらばくれて聞いた。

「ほかの儀でもありませぬ。大和、紀伊二カ国をお渡しくださいますようお願いに参上いたしました」

　伊東丹後守が恐る恐る答えた。

「おお、あれはまだだったか。大坂では待ち兼ねておろう。さっそく江戸の将軍に聞いて遣わす。将軍もなにかといそがしいから、遅れているのであろう」

　家康はそう言ったあと、家康の子の尾州義直と菊亭大納言の娘との縁談が決まったから、婚礼の儀式、作法を教えるようにと三人の女性に求め、五人は名古屋城に行っているように指示した。

「将軍の返事を待っている間、女衆はたいくついたさぬというもの。わしも婚礼には出席するから名古屋へ行く。そのほうどもも早々に参れ」

　さっさと勝手に決めてしまった。相手が天下の実力者なので、五人はぐうの音ね

 もでなかった。

　二月十八日、五人は名古屋に着いた。三人の女性は婚姻の係りの者に儀式、作法を教えた。二十二日、江戸の将軍から返事がきた。

　遅れて名古屋にきていた家康は青木民部少輔、伊東丹後守を呼びつけて、この書簡を見せた。ふつうなら将軍の書簡など見せないものだが、見せるほうが話がはっきりすると思ったのかもしれない。その書簡には、こんなことが記してあった。

「秀頼は天下を覆さんとする謀叛人なので、大和、紀伊を与えることなど思いもよりませぬ。このようなことをしては天下の者はみな反逆するでありましょう。父上はいかにおぼしめすか。慈悲も事の次第であります。これは檻の中の虎を野に放つのとなんの変わりもありませぬ」

「な、わかったな。老いては子に従わないわけにはいかないからな」

　青木民部と伊東丹後はあきれかえってしまった。家康と秀忠が申し合わせたのに違いない、と二人は思った。うすうすおかしいと感じていたが、いうにこと欠いて秀頼は謀叛人だから渡さぬ、と言っているのだ。

　伊東丹後守は改めて平伏して言った。

「畏れながら去年の御神文にもお背きあるのではありませぬか。これでは天下の信を失い、神罰を蒙こうむ

 ることになりましょう」

「アハハハハ」

　家康は笑いだした。

「神文に背いても日本の神はわしには罰など与えることはできまい。また与えられたとしても何ほどのことがあろう。そもそも去年の冬の陣に」

「……」

　丹後は平伏しながら腹が煮えるような怒りを覚えた。

「真田風情が偽計をもって何度わが大軍を悩ましたことか。こんどはこっちが偽計を立てて返報するまでのことよ」

「……」

「早う立ち帰って、この旨秀頼、および真田に申すがよい」

　家康は年に似合わない大きな声と鋭い目をした。

　その目を見た青木民部は背すじに寒けが走った。

「民部は残れ。丹後は下がるがよい」

　丹後は退出して、言われるとおりに民部は残った。家康は民部にこう言った。

「秀頼の室、千姫はそちも知っていようがわしのかわいい孫娘じゃ。怪我もさせずに、大坂城から連れ出すのだぞ。よいか。そしたらそちに十二万石の所領をくれてやるわ」

「は、はっ、ありがたきしあわせにございまする。必ずお言葉どおりにいたしまする」

　家康は青木民部少輔が裏切って関東方につくのをあらかじめ察知していた。民部はなにもなかったような顔をして退出した。五人は大坂城に帰り、淀君にこれらのことを報告した。淀君とその取り巻き連はかんかんに怒り、まもなく、夏の陣がはじまった。

　大坂方を怒らせ合戦に持ち込ませたのは、家康の肚づもりが成功したものだった。




 

団右衛門、重成、討ち死に
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──夏の陣はじまる──




　夏の陣といわれる東西の合戦は大坂方から仕かけた。

　家康の条約不履行を憤慨してのことだが、家康の違勅行為にたいしても朝廷はなんの発言力ももたなかった。大坂方では面目上からも、大和、紀伊の両国に兵を出すことにした。

　幸村はこれに反対したが、淀君の寵ちよう

 をほしいままにする執権の大野治長は、幸村の意見を退け、自分で二万五千の兵を率いて、まず大和郡こおり

 山やま

 城じよう

 の攻撃に向かった。

　塙ばん

 団だん

 右衛え

 門もん

 、岡おか

 部べ

 大だい

 学がく

 、米よね

 田だ

 監けん

 物もつ

 が副将として、この軍に従った。大野勢は不意を打って大和勢を敗走させ、郡山城を焼くのに成功した。この作戦は幸村が団右衛門に授けたものだったが、とにかく勝ち、大野勢は大坂城に凱旋した。

　大和の国を手に入れるには、城を占領してそこにとどまって、掃そう

 討とう

 戦せん

 を行なわなければならないのだが、その実力がなかった。二万五千は大坂方の四分の一の貴重な兵なのである。掃討戦は肝心だが、そんなことに使うわけにはいかなかった。

　凱旋した治長は、こんどは紀伊を討つために南へ向かった。兵力は同じ二万五千である。幸村はこんどは反対しなかった。しょせん、敵方である紀州勢を出血させたほうがよいと考えたのだ。

　塙団右衛門、岡部大学、米田監物はこのときも副将として軍に従った。

　峰みね

 の和わ

 田だ

 、樫かし

 井い

 川がわ

 などで遭遇戦があったが、この樫井川の合戦に先陣大将として団右衛門、大学の二人が指揮を取っていて、大いに浅野軍を破った。

　大学は団右衛門に言った。

「浅野勢が大軍で大返しに返してきたなら、この小勢ではどうもならぬ。大野殿へ加勢を頼んだらどうだろう？」

「いかにも。そういたそう」

　団右衛門はさっそく、本陣の治長に加勢を要求する使者をおくった。

　だが、治長は使者を叱りつけただけで、一兵もおくろうとはしなかった。

　そばから、米田監物が諫めた。

「いま、加勢しなくては両人は討ち死にすること、火を見るよりも明らか……両人を殺しては秀頼公に対して、貴殿が不忠ということになりませぬか。五千ほどの人数をお遣わしなさってはいかがでございますかな？」

　しかし、やはり治長は承知しなかった。

　使者からの報告を受けた団右衛門は大声を上げて笑った。

「大野とはそういう男よ。どれ、ひとつ最期の血戦をいたそうかな。岡部殿、ともに死出の旅路につくといたそうか」

　岡部大学も討ち死にの覚悟を決めていた。

　そこへ浅野勢が押し寄せてきた。団右衛門は兵を指揮して戦ったが、不運にも鉄砲で咽喉を撃ち抜かれて戦死してしまった。岡部大学も続いて戦死した。治長は明らかに痴将であった。

　合戦は序幕戦だが、本格的様相を呈してきた。幸村は家康が本軍を率いて参戦する前に、敵に打撃を与え、その戦闘能力を鈍化させる必要がある、と考えた。

　それで、城内の諸将とともに堺付近に出撃して浅野勢をはじめとする南方軍を破り、さらに西北方の尼ヶ崎に転じて、出陣してきた細川越中守、毛もう

 利り

 大だい

 膳ぜん

 大たい

 夫ふ

 らの西国勢の出鼻をくじいて城中に戻った。

　四月二十五日、駿府城から京都二条城についた家康は参集した譜代、外様大名などの兵二十五万を三軍に分ち、大坂城の東方の志貴山、十三峠、八尾方面に向かって進ませた。自分も旗本勢を率いて大坂に向かった。

　戦機は熟し、いよいよ本格的な決戦が行われるのは時間の問題になった。

　幸村には期するところがあった。多勢に無勢、大たい

 勢せい

 は関東軍の勝利に決まっているが、要は家康を討ち取ることであり、そのことに彼は武将として全生命を賭けていた。

　家康一人を討ち取りさえしたなら、他の合戦は全部負けたにしても勝利なのである。徳川はゆらぎ、譜代大名と豊臣恩顧の大名との二派に分かれることになるのだ。そうなったら、徳川を討つことなどきわめて容易だ。

　四月二十七日、東西両軍は各方面で衝突した。幸村は八尾の地蔵堂の後ろに秀頼の本陣を偽装し、千せん

 成なり

 瓢びよう

 箪たん

 の馬うま

 印じるし

 を立て桐の紋の旗を風になびかせた。

　各戦線は一進一退し、乱戦状態になった。

　木村重成は花はな

 岡おか

 山やま

 付近で小お

 笠がさ

 原わら

 兵ひよう

 部ぶ

 、井い

 伊い

 掃かも

 部んの

 頭かみ

 の兵と血みどろな合戦を行った。重成もこんどは味方の敗戦を予期し、めざましく戦って討ち死にしようと覚悟を決めていた。二千五百の兵を率いた重成の戦い振りはものすごいものだった。小笠原勢を破り、井伊勢も討ち散らした。

　ことに井伊勢はその本陣まで破ったが、そのときにはすでに味方の兵も、手兵も四散し、重成はたった一人になってしまった。緋ひ

 縅おどし

 の鎧も、鍬形打った兜も浅あさ

 黄ぎ

 の母ほ

 衣ろ

 も、敵の血で真っ赤に濡れていた。馬を堤の上に乗り上げて、下馬して休んだ。十数カ所の傷を受けた体は長時間の激闘にすっかり疲れきっていた。

　もう戦う力はなかった。しかし、十分戦った充足感があった。敵はまもなく、二十人、三十人と引き返してくるだろう。

　そのとき、ズドンと鉄砲の音がした。弾は重成の脇腹をかすった。井伊勢の安藤長三郎という徒かち

 立だ

 ちになっている侍が撃ったものだった。

　長三郎は相手が敵の大将木村重成とはわかっているが、弾丸も当たらず、容易に討ち取れるような相手ではないので近づかない。じっと眺めていた。拾い鉄砲をしたのだろうか、弾丸を込めるようすもない。

　重成はこの男に首を授けてもよい、とふと思った。

「こちらへこい。そのほうに首をつかわすぞ。早く打って高名いたすがよい。実検に備えるだろうから、兜は着けたままにいたせ」

　長三郎は震えて逃げ出そうとした。

「そのほうを立身させたいと思っている。なにも怖がることはないぞ」

　重成は笑ってみせた。

「早く討たないと、ほかの者に取られてしまうぞ」

　長三郎はやっと安心して、そばに寄ってきた。そして震えながら重成の首を打ち落とした。打ち落とすとこんどは勇気が出て、重成の大小と自分の大小を取り替え、首を大刀の先に刺して高く上げて叫んだ。

「鬼神といわれた敵の大将、木村長門守の首を安藤長三郎が討ち取ったぞ！」

　それから、その首を持って、後陣にあって指揮をとっていた主人の掃部頭のところへ行った。

「そのほうが本当に討ち取ったのか。本当か」

　掃部頭も討ち取った相手が槍を取ってはかなう者がいないといわれた重成なので、驚かないわけにはいかなかった。

　だが、重成のみごとな兜首が目の前にあるのだ。掃部頭はあわてて、家康の道明寺の本陣へ長三郎に首を持たせて連れて行った。

　家康はさっそく首実検をした。まごうかたなき重成である。家康も一度会ってよく覚えていた。しかし、どんなことがあっても、葉は

 武む

 者しや

 などに討たれる重成ではない。

「長三郎とやら、そのほう貰い首をしたのであろう？」

　たしかに貰い首である。

　だが、長三郎は、

「さようなことはございませぬ。討ち取りましてございまする」

　と強情を張った。

「刀を見せろ」

　家康は長三郎の刀を見た。

「この刀は、そのほうのものか」

「はい、家重代のものでございまする」

「そのほう、禄は？」

「はい、百五十石でございまする」

「ふむ？」

　腑に落ちない顔付きの家康は、ひとまず二人を下がらせた。それから近臣の庵いお

 原ばら

 主税ちから

 に命じて、長門守の死体を探してこさせた。

　家康は自分で重成の死体から陣羽織を脱がせて、

「そのほう、木村の武勇にあずかれ」

　と言って主税に与えた。

　それから首の斬り口を見た。斬り口は左右から刀を押したものだ。これは明らかに貰い首の証拠だった。掃部頭と長三郎をふたたび呼びつけた。

「こりゃ長三郎、これは疑いもなく貰い首だぞ。斬り口が証拠じゃ」

「……」

　長三郎は返事ができなかった。

「刀もすり替えたな」

　家康は長三郎が家重代のものだと言ったその刀を見ながら、顔をしかめた。

「この刀はな、信長公から予がもらい、予がまた関白秀次におくり、秀次はこれを重成の父、常陸介に与えたものよ。貰い首をしたうえ、刀まですり替えるとはまことに怪け

 しからぬ。けがらわしい。うぬも掃部頭も下がれ」

　このあと長三郎の処置はどうなったかは定かでない。

「討ち死にを覚悟したものは不ふ

 憫びん

 よな」

　家康は首をあらためて見て涙をこぼした。

　このころの武将たちは、こういう武士のこころのありかたにだれでも感動した。

「死ぬのを覚悟した者は、兜の忍び緒を結び切りにするものだが、調べてみよ」

　家康は近臣の一人に命じた。

　首から兜を脱がせてみると、はたしてそうであった。そのうえ、久しく兜を脱がなかったようで忍び緒の跡がついており、また、兜からはよい香の匂いが馥ふく

 郁いく

 と漂ってきた。

「よき武将だわな」

　家康はまた涙をこぼした。

　首は亡なき

 骸がら

 につけて葬り、石碑を建てて供養した。

　戦い終わったのち、家康は木村家の名みよう

 跡せき

 をたててやろうとして、所縁ゆかり

 の者を探したが、見つからなかった。




 

風流と醜態




　両軍の合戦は引き続き行われて五月一日になった。

　城方の大将長宗我部盛親は、八や

 尾お

 付近の則のり

 久ひさ

 村むら

 で藤堂高虎の勢ぜい

 をはじめ関東勢を悩ましたが、やがて双方とも兵を退いた。

　藤堂勢は八尾の地蔵を後ろに当てて陣を取った。ここには秀頼の偽装の本陣があったが、それもすでに移動していた。家康は道明寺に仮本陣を設けた。

　そんな折、近くの誉ほん

 田だ

 山やま

 から、太鼓を打って猿楽を歌う声が聞こえてきた。

　関東勢はこんなときにのんきな男がいるんだなと思い、物見に見させると、敵の大将薄すすき

 田だ

 隼はや

 人と

 らしいという。隼人は無類の剛勇として知られていた。

　試みに、鉄砲を撃ちかけてみると、猿楽をやめてどっと突っ込んできた。旗、指物でそれとわかる薄田勢であり、また合戦がはじまった。

　隼人は結ゆう

 城き

 権ごん

 左ざ

 衛え

 門もん

 、角すみ

 尾お

 寅とら

 之の

 助すけ

 、山川民みん

 部ぶ

 、小川次郎右衛門、同庄右衛門をはじめ兵七百人ほどで三十匁、五十匁の鉄砲を撃ちながら攻撃してきたのだ。

　関東勢のひるんだところを破って進み、さらに酒井左さ

 衛え

 門もんの

 尉じよう

 の備えを破って本陣近くに迫った。酒井雅楽うたの

 頭かみ

 、蜂はち

 須す

 賀か

 長門守らの軍勢は必死に防ぎ戦った。

　酒井雅楽頭の手の者増ます

 尾お

 鍋なべ

 蔵ぞう

 は、隼人を討ち取ろうとして大おお

 長なぎ

 刀なた

 をふるって馳せ向かったが、隼人の鉄棒の一打ちに首が胴の中へ入ってしまった。

　これを見てしばらく隼人には近づく者がなくなったが、蜂須賀勢の中から、小こ

 道みち

 甚じん

 内ない

 、同甚蔵と名乗って二人の武士が馬を寄せてきた。

　こんどは、隼人方の結城権右衛門が立ちふさがり、組もうとしてかかってきた甚内を片手で高く差し上げて、甚蔵をめがけて投げつけた。

　甚内は甚蔵に異常な激しさでぶつかり二人とも即死した。薄田勢は勢いづき、本陣を目がけてなおも押し進んだ。すさまじい激闘が続いた。

　越前勢がこれを阻止しようと激しく鉄砲を撃ちかけてきた。あまりに激しいため、薄田勢は突撃を中止して後退しはじめた。

　そこへ筒井隼人正の一隊が越前勢に加勢した。薄田勢は苦戦を強いられた。隼人は血に染まった鉄棒で阿あ

 修しゆ

 羅ら

 のように敵をたたき回った。筒井隼人正も薄田隼人に打ちかかったが、鉄棒の一打ちに落馬した。

　この激闘で薄田勢はほとんど討ち死にし、主従わずかに十数人になってしまった。隼人は残兵とともに切り抜けて誉田山に引き返した。

　隼人は山上でふたたび酒宴を催し、太鼓を打ち、猿楽を高らかに歌った。

「ああ、よい気持ちだ。どれ、一眠りいたそうか」

　隼人は眠くなったが、彼ばかりではなく、生き残った結城権右衛門、角尾寅之助たち十数名も眠くなった。

　この時代の武士の人間感情というものは、現代から考えるとまったくわからない。死を前にしての合戦中でも眠気を催すことができたのだ。

　一同が眠っていると、関東勢が忍び寄って鉄砲をいっせいに撃ちかけた。このため、隼人一人を残してみな討ち死にしてしまった。

　隼人はいよいよ戦死する時がきたと思った。彼も無援孤立の大坂はまもなく落城すると考えていたのだった。

　山を下りて家康の本陣を目ざして馬を駆けさせ、荒れ狂う夜叉のように暴れ回った。刃向かってきた騎馬武者を六騎斬って落とし、馬上でゆうゆうと割腹して果てた。

　家康は敵の名のある勇将の何人かが討ち死にしたので、ひとまずほっとして、本陣を道明寺から平ひら

 野の

 に移すことにした。

　長宗我部盛親の子、三郎、四郎の兄弟はその移動を察知して、あらかじめ手勢を通過する道の所々に伏せておいた。

　家康はそんなことは知らなかった。

　旗本勢に前後左右を囲ませて、三郎、四郎が兵を伏せておいたところを通りかかった。すると伏兵の一団が襲いかかった。

「命を捨てて、ただ家康だけを狙え」

　と長宗我部勢は命じられていた。

　ふいを衝かれると相手の人数が少なくても泡を食うものだ。それにみな、火の玉のようだった。旗本勢が右往左往するところを、三郎、四郎は斬って回り、追い崩した。

　大久保彦左衛門、永井右近は五十騎ほど率いて脱出した。

「大御所様、しっかり馬につかまっておいでなされ」

　彦左衛門は主人が老齢だけに心配した。

「これしきのこと大事ないわ」

　家康はまだ壮年のつもりでいた。

　だが、行く手にまた伏兵が起こった。彦左衛門をはじめ、旗本衆はこの伏兵を懸命に防いだ。家康を顧みる余裕はなかった。

　伏兵の一群はうまく、家康と家来らを引き離すように攻撃をかけてくるのだ。

　家康はこういう場合に何回か遭遇して慣れていたのだ。家来をできるだけ散らさないようにして脱出した。

　四、五丁行くと、向こうからやってくる一隊が見えた。旗も指物もない。敵か味方かもはっきりしない。

「そこへくるのは敵か味方か」

　と旗本の水みず

 野の

 帯たて

 刀わき

 が大声で呼びかけた。

　すると先頭に立った大将らしい武者が、

「敵だわ！　われこそは長宗我部宮く

 内ない

 少しよう

 輔ゆう

 秦はた

 の盛もり

 親ちか

 なるわ。先刻より待ちわびていた。こら！　狸じじい、その素そ

 っ首くび

 を渡せ」

　とわめいた。三郎、四郎の父だ。

　帯刀は肝きも

 を潰した。

　また激突し、火花を散らして戦った。

　家康は彦左衛門と帯刀の二人に守られて、ここも脱出した。二人とも徒かち

 立だ

 ちで、馬に乗っているのは家康だけだった。道は泥でぬかっている。帯刀が石につまずいて倒れた。

「帯刀、千石加増するぞ、続け、千石、千石！」

　家康は馬上から力づけた。帯刀はやっと起き上がった。

　豊浦村まできたとき、家康の馬がなにかのはずみで前足を折って倒れた。馬も疲れていたのだ。

　とたんに家康は溝の中へ落ち込んだ。あわてて、彦左衛門が助け上げたが、二人とも泥んこになってしまった。

　関東百万の大軍の総帥と称される家康としては醜態このうえもなかった。一方には風流に歌い、壮烈な戦死を遂げた武将がいたのだから。

　彦左衛門と帯刀は家康を近所の農家に連れて行った。

　その農家の主人は喜六といったが、泥まみれになっていても、その風采、人物から、関東方の御大将家康公だと直感し、丁重にあつかった。

「われらとわれらの主人はこのように泥まみれだ。なにか、着る物をもって参れ」

　彦左衛門は言った。

「は、はい。承知いたしましたが、ろくなものはありませぬ」

「ろくなものでなくともよい」

　喜六は木綿の最上の着物を三着持ってきた。

　彦左衛門と帯刀で家康の鎧を脱がせて着せ、彦左衛門も帯刀もこの着物を着た。戦々恐々として休息していると、敵ではなく旗本たちが集まってきた。盛親父子は伏兵戦術はうまいが、多勢に無勢、とうとう引き揚げて行ったのだ。

　家康はやがて、平ひら

 野の

 に赴いた。このとき家康の着た着物は五月一日のこの日にちなんで“菖蒲木綿”と名付けられ、ずっと徳川家に伝わった。

　喜六は合戦後、帯たい

 刀とう

 を許され、八百石の禄を与えられた。




 

七人の影武者




　激戦は連日行われ、家康も秀忠もその本陣を所々に移した。

　五月三日、家康と秀忠は道明寺に本陣を設けようとして、十万の兵を率いて和泉の家原を発し、河内の可よし

 村むら

 というところを通りかかった。二人は大坂方の決死の鋭鋒を避けて、大部分の兵を大坂付近に残したまま戦場を離脱していたのだった。

　ところが、まさかここまでは敵の手は伸びていないと安心していたのに、左右七カ所から、五十匁の鉄砲を討ちかけられ、七隊の幸村勢が現れたのだ。十万の徳川軍は幅広い隊を組んでいるわけではない。

　細道を縦列になって長々と行進しているから、敵は側面からいくらでも攻撃がかけられるというものである。

　七隊の幸村勢は軍団中央の家康、秀忠を目がけて攻撃をかけてきたのだ。

　七隊はそれぞれ六文銭の旗を翻し、先頭の大将連は声々に、

「真田左衛門佐幸村、落城を前にしての討ち死に合戦なるぞ。心してかかって参れ」

　と叫んだ。

　家康、秀忠の本隊の前後を守っていた上杉、佐竹勢および本多出いず

 雲もの

 守かみ

 、小笠原信しな

 濃のの

 守かみ

 の部隊は愕然とした。

　幸村が七人もいるわけはない。中の一人が本物の幸村であり、あとの六人は影武者に違いなかった。

“真田の七人影武者”というが、それがここに現れたのだ。さきに名乗って、喚声を上げ、部下とともに本隊に突っ込んだのは幸村の家人伊藤団右衛門の勢ぜい

 であった。

　幸村は落城に備えて七人の影武者を仕立てた。関東軍の目をくらますためであった。七人のなかには本人が入るのがふつうだが、彼はこのなかにはいなかった。ほんとうの影武者は穴山小助であるが、この小助には重要な出番がつぎに待っていた。つまり、七人影武者は幸村にとっては多数の準影武者であった。

　幸村は大坂城中で七人を集めて言ったのだった。

「そこもとたちの命をこの幸村にくれぬか。わしは秀頼公を守るという命より大事な仕事があるからまだ死ねぬわ。いずれ、後から参るが、わしの身代わりの七人影武者になってもらいたい」

　おやすいこと、どうせ死ななきゃならないのだから、一いつ

 時とき

 でもお名前を名乗ることができるのは死に花を咲かせることになり申す、という意味のことを七人は口ぐちに答えた。

　幸村はこの信頼にも涙をこぼした。

　七人の影武者は幸村の家け

 人にん

 の伊藤団右衛門をはじめ、望月六郎兵衛、三浦新兵衛、山田舎人とねり

 、斑鳩いかるが

 幸右衛門、林源次郎、および木村重成の家臣木村助五郎であった。

　伊藤団右衛門はすでに本隊に突入したので、斑鳩幸右衛門は本多出雲守、小笠原信濃守の軍勢に一丸となって斬り込んだ。林源次郎は戸沢、相馬勢に突っ込み、望月六郎兵衛は上杉、佐竹勢と戦い、三浦新兵衛、山田舎人、木村助五郎もそれぞれ他の部隊に突っ込み戦闘を開始した。

　諸隊の合戦は、そのときの状況によって進退があり、戦う相手も変わってくる。

　伊藤団右衛門勢は本多出雲守の一隊とも衝突し、団右衛門と出雲守が大刀と鉄棒で戦った。三十余合したあと、団右衛門の大刀が出雲守の馬の平首に斬りつけた。馬が倒れて出雲守は徒かち

 立だ

 ちとなった。団右衛門も下馬して戦い続けた。この時、団右衛門の家人の野口十内、落合兵助が駆けつけて加勢した。団右衛門は出雲守を二人に任せて秀忠の旗本に突進し、旗本勢と戦ううち、秀忠は退却しはじめた。

「逃がしてなるものか」

　団右衛門がじれじれしながら多勢を相手に戦っていると、三浦新兵衛、木村助五郎が手勢を率いて敵中を突破してきた。

「しめた。秀忠を捕ほ

 捉そく

 できるぞ！」

　団右衛門は旗本との戦闘はこの味方に任せ、そのときにおいおい集まってきた部下とともに秀忠を追撃した。が、なんという不運か、真田河内守と同外記が千人ほどの兵を指揮して立ちふさがったのだ。

　河内守と外記は信之の子なので、幸村の甥にあたる。

「ちえっ！　親類のくせに邪魔をしやがって！」

　激戦がこの親類勢の間で展開された。そこへまた、敵方には上杉、佐竹勢が加わり、血戦になった。影武者勢は兵が少ない。時間が経つうちに戦死、重傷が多くなった。

　やがて、影武者勢は追い詰められて一カ所に集まり、円陣を作って戦ったが、わずか二、三十人になってしまった。七人の影武者は一人も戦死しないが、自じ

 刃じん

 の潮時がきたのを互いに感じた。

　隙を見て七人は傍らの小高い丘に駆け登った。彼らは鎧を脱いで各自に、

「真田左衛門佐幸村、ただ今腹かき切って冥めい

 土ど

 に行くぞ。首を取って恩賞にあずかれ！」

　と叫んで切腹した。

　残った彼らの手勢は付近の木や草に火薬を投げて火事を起こし、自刃した七人の死体を投げ込み、斬り死にした。

　やがて、家康、秀忠父子は道明寺に着き、そこに本陣を設けた。一息入れていると、七人の影武者の首が届けられた。家康は驚いたり、喜んだり、疑ったりしながら首実検をした。

　今までさんざん悩まされてきた謀略すぐれた幸村がこの中にいるのだ。幸村の戦死は大坂落城にも等しい。が、幸村がはたしてほんとうにこのなかにいるのか、どうか。

　焼け爛ただ

 れているからだれがだれやら面体はさっぱりわからない。それに家康は幸村を知らないのだ。そこへ城方の浪人の御み

 宿しゆく

 勘兵衛という者が、たった一人で幸村の首をいただきたいと言ってきた。

　家康は不審に思ったが、折りが折りなので勘兵衛を連れてこさせた。勘兵衛は城内の大将の一人だった。勇名が高いので家康は合戦前、味方につくようにと近臣を通じて招いたが断られたので、顔を見たこともなかった。

「そのほう、左衛門佐の首がほしいのか。なんのためだ？」

「これは大御所さまにはご機嫌麗うる

 わしゅう……お招きにあずかりました節も参上いたさず、左衛門佐殿の手につきましたこと申し訳なく……なれど、左衛門佐殿のご恩忘れ難く討ち死にと聞いて、首をいただいて葬りたいと存じ、かく厚かましくも参りましてござりまする」

「うむ、殊勝だな。そのほう幸村をよく存じておるな？」

「お言葉までもありませぬ」

「くれてやる。この七つの首のうち、どれが幸村か。持って帰るがよい」

「これはご寛大なおんお心」

　勘兵衛は七つの首を見渡すと、おお、と言って伊藤団右衛門の首に寄って行き、

「左衛門佐様、おいたわしゅうございます」

　とぼろぼろと涙をこぼした。

「持って行くがよい」

　家康は重ねて言った。

　勘兵衛は用意してきた木綿の布に包むと、家康を拝み、首を抱えて去って行った。

　勘兵衛が去ると、家康は、

「あの首がほんとうの幸村の首なら、勘兵衛は首を葬ったあと、割腹するに違いない。これ、だれか物見に言い付けて後をつけさせろ。首尾をわしに報告いたせ」

　と命じた。

　物見は勘兵衛の後をつけた。

　勘兵衛は付近の寺に行き、僧に頼んで首を手厚く葬ると割腹して死んだ。

　このことが家康に報告されると、

「なるほど、左衛門佐に相違なかったな」

　と言ったが、まだ十分に納得しないようだった。

　御宿勘兵衛にこのような狂言をさせたのは幸村だったのはいうまでもない。

　勘兵衛はどうしてこのように幸村に尽くしたのだろうか。幸村は勘兵衛が剛勇の武士であることを知っていたので、九度山に蟄ちつ

 居きよ

 してからはよく音信を通じ、またそのあと九度山の近村に招いて住まわせて親しく交わった。

　大坂入城の際も、運が開けたなら大名に取り立てるという秀頼との約束を斡旋した。勘兵衛はその恩を感じて、幸村を主君同様に思っていたのだった。






〈補注〉


トンネル戦術
 　大坂城攻撃にはさまざまの話がある。

　冬の陣での大坂方の手て

 強ごわ

 さは、世間でも評判になり、大坂方が勝つのではないかという[image: 〓]
 もたちはじめた。家康はあせって、本丸の下までトンネルを掘り、そこへ火薬を埋めていっきょに本丸を爆発させてしまおうと考えた。

　そこで甲斐、石見などから鉱山の金掘り人夫を多数集めて、トンネルを掘りにかかった。しかし、水をたたえた堀や高い石垣の下を、二キロも掘らないと本丸までは達しないので、工事は難行した。事実上、お手上げのありさまだったが、いかにも大がかりに掘っているように城側に見せかけるため、穴掘り用の道具や掘った土を高く積み上げた。

　城には女性もたくさん籠っていたので、心理的にはいくらかの効果があったといわれている。

塙団右衛門の夜討ち
 　慶長十九年（一六一四）十二月十六日夜、本町橋の西詰に陣を敷いていた阿波の蜂須賀隊へ城側から夜襲をかけてきた。蜂須賀隊は不意を衝かれたので、武具をつける暇もなく、多くの死傷者を出した。

　城側の夜襲隊はさんざん暴れ回ると、機を見てさっと引き揚げてしまった。あとに「夜討ちの大将塙団右衛門」という木札がたくさん落ちていた。塙団右衛門の名はこのため、関東軍に知れ渡ったという。

大筒・石火矢
 　大筒は大砲であり、石火矢も外国製の大砲である。当時のこれらの大砲は鉄の弾丸を飛ばすだけで、弾丸は破裂しなかった。

　工夫によって小さい弾が一度にたくさん飛び出す大砲もあったらしく、そのような大砲は真田幸村がもっぱら使用したようである。家康は当時、日本にきたイギリスの商人から巨大な石火矢を何台も買い入れ、オランダ人からは四貫匁、五貫匁の弾丸を発射する石火矢を十二台も買い入れたと『大坂冬陣記』にはある。

　こういう大砲は「国崩し」とか「城崩し」とも呼ばれて、威力を発揮した。家康は櫓を設けてこの上から、大筒三百挺、国崩し五門を城に向かって放させた。すると、そのうちの一発が淀君の居間のある櫓に当たり、側にいた侍女が七、八名即死したことが『台徳院殿御実記』に見えている。

　淀君はこのため恐怖し、講和を急いだともいわれている。城方でも巨砲をならべて撃ちかけたが、そのうちのもっとも大きなのは、朝鮮の役の鹵ろ

 獲かく

 品でもあり、桜門と千貫櫓付近に据えつけたものは太郎筒、次郎筒と呼ばれていた。

冬の陣講和の重要な条件
 　冬の陣のときは家康は七十三歳だった。大坂方の諸将は家康との講和に賛成したが、その一つの“無言の重要な条件”は、時を稼ぐことであった。

　当時の人びとは現代と比べて若死にであり、ほとんどの人が七十歳を越さずに死んだ。家康は七十三にもなるから、二、三年経てば死ぬだろう、死んだら天下の大勢が変わると考えたのだ。

　ところが家康もこれを知っていて、続いて夏の陣を起こさなければならないように仕向けた。大坂が落城したのは翌年の家康が七十四歳の時であり、彼が死んだのはその翌年の七十五歳の時であった。“無言の条件”はあべこべになった。このあたりのことは、人間の能力としては知ることができないものだった。

団右衛門異聞
 　泉南の樫井川付近で戦死した塙団右衛門について、こんな話が伝わっている。

　団右衛門の首は、暑気のため、臭気を発しているというので家康の首実検には供されなかった。ところが、井伊掃部頭が京都から連れてきていた女が、にわかに神がかりになり、

「われは団右衛門である。ひとかどの侍なのに首実検を行わないことがあるものか」

　と男言葉で騷ぎ立てた。

　掃部頭の陣所は家康の本陣の隣りなので、このことを伝え聞いた家康はすぐに首実検をした。すると、女は、

「さてさて家康公は名将だ。お家のご利運は間違いござらぬ」

　と言って正気にかえった。

「多分、団右衛門ゆかりの者であろう。調べてみよ」

　と家康は言った。そこで掃部頭が調べてみるとはたして団右衛門がもと世話した女であった。





 
第五章

 　
大坂落城

 [image: 〓]
 
──秀頼、幸村[image: 〓]
 摩落ち──








 

銅連火砲と棺桶




　五月四日も一日中、両軍は各戦線で激戦を続け、夕暮れを迎えた。

　幸村は城中にあって、城方の大将たちに夜になって夜襲で敵陣が乱れたならいっせいに攻撃するよう命令を伝えた。

　合言葉、合印を全軍によくのみこませて同士討ちを避け、攻撃の目標は家康だけにしぼるようにと、さらに指示した。

　やがて夜がくると関東方は、全軍を平ひら

 野の

 の北方に集めて野陣を張らせ、夜襲に備えてきびしく警戒させた。

　将兵たちは一日中、ほとんどなにも食べていなかった。

　早く味噌汁と漬物で飯を腹いっぱい食べたかった。

　本陣近くに陣を張った一隊は、ほかの隊と同様に急いで夕飯の支度にかかったが、付近の畑の中で鉦かね

 、太鼓を同時に鳴らすようなすさまじい音がするのを耳にした。怪しんでいると、丸い大きな玉のようなものが空中に浮いた。なんだろうかと将兵は一様に思って見ているうちに、その玉は爆発して、数百個の玉に分かれ、その玉の中から山やま

 蜂ばち

 のようなものが無数に飛び出してきた。

　同時に、それまで嗅いだこともない恐ろしい悪臭があたり一面に広がった。山蜂のようなものはその悪臭を撒ま

 き散らすために飛び回っているのがわかったが、撒き終わると消えてしまった。

　折から風も吹いてきたので悪臭はほとんど全軍におよんだ。

　将校たちは、はじめは鼻をつまんで呼吸したが、そのうちに胸が悪くなり、目がくらんで吐と

 瀉しや

 をし、その苦しさは比べるものもなかった。

　悪臭を放ち終わった数百個の玉は四方に分散すると、これまた異常な音をたてて爆発し、その破片を雨のように関東軍の上に降らせた。将校の死傷は膨ぼう

 大だい

 な数に上った。

　ぜんぜん考えられもしない、予期ももちろんしない、とほうもない奇襲戦法なので、関東軍はしばらく呆然とし、口も利けなかった。

　最初に、この玉を発見した一隊は全滅してしまっていた。

　そのうち、大御所家康の陣の前にも同じような大きな玉がいくつとなく飛んできて、爆発、臭気、爆発を繰り返したので、旗本勢や付近の陣の将校たちは悪臭に酔ったようになり、弾で多数が死傷した。

　攻撃に用いたこの不思議な戦法は「銅どう

 連れん

 火か

 」といって朝鮮の役の折、加藤清正が明みん

 国こく

 軍ぐん

 から機材を奪い、その使用方法を会得したものだったが、清正の死後、幸村だけが使用することができた。

　その機材と火薬は城内の秘密の武具庫にあった。幸村はその異常な才能によってこの製作方法を発見し、倅の大助にも教えた。こんどのこの「銅連火」は幸村が作製したものだった。

　戦場は戦場心理によって左右されるものだ。

　この大坂合戦の場合は関東軍の中には多くの豊臣恩顧の大名がおり、また真田一族のように敵味方に分かれている者もあるので、その心理は浮動しやすくなっている。

　幸村は七人影武者にまじって死んだといわれているが、まだ生きているから、このような奇妙な戦法を用いるのではないか。そういう気持ちも湧いてきて関東軍は陣を引き払って退却しはじめた。

　多くの大名たちは大坂を滅しても、その領地はわずかに七十万石だから恩賞としての領地に望みはなく、お家安泰というのが唯一の目的だった。したがって、ほんとうの戦意というものはなく、退くのも平気といってよかった。そこへ城方から攻撃をかけてきた。

　関東勢は崩れたって敗走した。家康もわずかの旗本を連れて和泉路の方向へ落ちて行ったが、林が点在するところを通りかかると、その林の中から六文銭の旗をかざした一隊が現れた。真っ先に槍を構えながら進んでくる騎乗の大将らしい武士が大だい

 音おん

 に呼ばわった。

「真田左衛門佐幸村、先刻より大御所を待ち受けており申した。いざ、見けん

 参ざん

 、見参！」

「うわあっ！」

　と悲鳴を上げて、家康も家来たちも逃げ出した。幸村が出たのだ。家康は幸村の死についてはなお疑問を持ち続け、家来たちの中にも半信半疑でいた者もあったが、とうとう本物が現れたと家康も彼らも思った。

　家康には大久保彦左衛門、横田甚五郎をはじめ旗本三、四十人が付き添って逃れ、秀忠も近臣に守られて河内路へ落ちた。

　馬を失った家康は歩きながら、悪臭に当てられているため、ときどき血を吐いた。

　彦左衛門が介抱した。

「わしはひどく疲れた。どこかこの辺に駕か

 籠ご

 はないか」

　もう、ほとんど歩けなくなっていた。

「わたくしめが探して参りまする。大久保殿は大御所に付き添っていていただきたい」

　横田甚五郎がそういって出かけ、あちこち探したが、人家もまばらで駕籠などありそうにもない。

　林の中に寺があったので行ってみると、新しい棺かん

 桶おけ

 があった。駕籠がないから、これに入ってもらうよりほかはなかった。ほかを探している余裕はない。

　担いで戻ると、家康は苦笑して言った。

「いいものを探してきたな、甚五郎。わしは昔から死んだ真似をして何回か助かったことがある。よし、よし、これに入るぞ」

　かえって、付き従っている旗本たちの方がびっくりした。彼らは家康を棺桶に入れて担いで行った。

　幸村は二十五人を一組として家康、秀忠の行先を探したが、見つからず、夜も更けたので無念の涙をのんで城内に引き揚げた。

　家康の棺ひつぎ

 を担いだ一行は和泉の半田山というところに着くと、棺を下ろして休んだ。家康は自分も疲れたから、息を入れるように命じたのだ。

　後藤又兵衛の一行は、ちょうどこの時、ここを通りかかった。

「こんどもまた、真田奴め

 にやられたな。あれはまだ生きていたのだな。手て

 強ごわ

 いといっても、あのくらい手強い奴やつ

 はいないな」

　月明かりに透してみると、棺のようなものを中にして、三、四十名がたむろしていて、こう言っているのが耳に入った。

　話から徳川勢ということがわかり、幸村がまた奇略で関東軍をひどいめにあわせたのが察せられた。

　又兵衛は緊急な用事のために城を抜け出て熊野へ行き、家け

 人にん

 の新しん

 宮ぐう

 左さ

 馬ま

 之の

 助すけ

 とともに、秀頼の側室とその子の国くに

 松まつ

 を連れ、また城に戻る途中だった。

　こんな時は、すっと通りすぎるのがふつうだが、又兵衛はふっと戦いたくなった。虫が知らせるのだろう。が、棺の中は死人ではなく家康だというのは、むろん知らない。

　彼は新宮左馬之助を側室に付き添わせてさきにやると、国松を自分の母ほ

 衣ろ

 の中へ入れて背負い、愛用の槍をしごいて近づき、無言で襲いかかった。そして十四、五人をそばの谷へ突き落とした。

「敵だ！」

「手強いぞ！」

「取り囲んで撃て！　鉄砲はないか」

　関東勢は叫び合った。又兵衛は無意識に棺桶に槍を突き刺した。だが、手応えはなかった。家康の体を通さず、隙間を貫いたのだろう。

　それを目に入れた大久保彦左衛門は真っ青になった。二の槍を突かせてはならないのだ。一の槍で怪我をしたなら、二の槍はとどめになる。

　彦左衛門は必死で大太刀で又兵衛に斬りつけた。

　又兵衛は槍の名人として名があった。それなのに、どうしたはずみなのか、彦左衛門の太刀は又兵衛の槍を半ばから斬り折ったのだ。

　又兵衛は槍を捨て抜刀した。

「それ、みんなでかかれ。離れろ！」

　彦左衛門は旗本たちが又兵衛を囲んで離れると棺桶の蓋を取った。

　家康は無事だった。

「どこか怪我はありませぬか」

「ない」

　彦左衛門は、あまり安心したものだから、かえって全身から力が抜けて、そこへ座り込んだ。

　又兵衛はまた敵を四、五人斬り倒したが、しだいに数が多くなったので、隙を見てそばの林に飛び込み脱出した。暗いから都合がよかった。

　まもなく彼は城に入ったが、大事な秀頼の子の国松を背負っていたのは、自分といるのが一番安全だと考えたからだった。

　彦左衛門は斬り折った槍を、後日の記念のために棺に縛りつけた。

　夜がすっかり明けてから、誉ほん

 田だ

 に着き、八幡宮の御殿を家康の座として休憩した。秀忠も諸大名もみなやってきた。家康は彦左衛門が差し出した槍を見て、

「なんだ、後藤又兵衛はまだ生きていたのか」

　と言い、思い出してぞっとした。

　やがて、落ち着くと、おもむろに槍について話した。

「これはな、本邦無双といわれた三さん

 条じよう

 小こ

 鍛か

 冶じ

 宗むね

 近ちか

 の鍛えた懐剣を槍の穂に直したものじゃ。故太閤から福島正則がもらい、それから黒田の家臣母も

 里り

 太た

 兵へ

 衛え

 に渡り、太兵衛から又兵衛が酒を賭けて飲み取ったものよ。三さん

 位み

 の槍ともいってな。槍に三位の位くらい

 もついているわな」

　家康は武器が好きだったので、槍についても詳しかった。

　大名、旗本たちも、この槍のことをはじめて知って感慨を催したが、みな無言だった。

「それにしても、幸村も又兵衛もまだ生きていて、わしを狙い、わしはその度に逃れるとは、よくよく運強い男よのう」

　家康は複雑な笑いを浮かべた。

　又兵衛も影武者を使って、とうに死んだことになっているのは、読者も知っていよう。




 

影武者、穴山小助の最期




　五月五日も血戦は続いた。

　家康、秀忠が戦場を離脱したといっても、それは一時のことであり、すぐまた戦場に戻って、全体の形勢を把握した。

　幸村も城内にあって、やはり形勢を観望したり、出撃したりしていたが、天命はいかんともしがたく謀計がみな齟そ

 齬ご

 をきたしたので、[image: 〓]
 摩へ落ちる機が近づいたのを知った。

　本番の影武者を出さなければならないのだ。そこで身代わりの穴山小助を呼んで、あらためて時期の到来を告げた。

「かねてより覚悟しております。わたくしも名があとあとまで残りますので、かえって勇気凛りん

 々りん

 といたしおります」

　小助は笑って答えた。

　当時は名を後に残す、というのが武士の理想のひとつであった。死によってこれを実行した者も少なくなかった。

　幸村は穴山小助をはじめ、手勢百騎ばかりで味方の中を通って、天王寺の南門付近に陣し、六文銭の旗を押し立てた。

　徳川譜代大名の本多出いず

 雲もの

 守かみ

 忠ただ

 朝とも

 は、手兵を率いて、移動しながら戦闘を繰り返していたが、ふっと向こうを見ると、六文銭の旗が目に入った。

　幸村は死んだはずだ。なのにまだ生きていたのか。計略の多い幸村だから死んだように見せかけたのだ。なんと計略の多い人かと忠朝はあきれるほかはなかった。

　たいして多くの人数を率いているとも見えない。なら、一気に討ち取ってしまおうと手兵に下知しようとすると、真田方から一騎の使番が現れた。

　使番はしずしずと馬を進めてきて大声で言った。

「主人、真田左衛門佐幸村の口上を申し上げる。貴殿の旗によって本多出雲守忠朝殿とお見受けする。わが主あるじ

 、秀頼公はご運開き給わぬにより、幸村、いよいよ最後の討ち死にをしたいと存ずる」

　やはり、幸村は生きていたのだ。周囲の情勢が非なので、勝ち目がないのをはっきりと悟ったろうし、また淀君一派とも、結局はうまくいかなかったのだろう、と忠朝には感じられた。

「よって、名高き貴殿と一戦を試みたく、ここにお待ち申した。なれどたびたびの戦いにお疲れであろうと存じ、一いつ

 盞さん

 を献じたい。お受けくださるなら、まことに幸甚のしだいにござる」

　使番は熨の

 斗し

 昆こん

 布ぶ

 、銚ちよう

 子し

 、土器かわらけ

 を差し出した。

「受け取って参れ」

　忠朝は家臣に命じた。

　幸村の言い分には一理あるうえに、みごとなる武士の風雅の情がこもっているのだ。

　家臣は受け取って戻った。

「しからば、頂戴いたすか」

　その家臣に銚子から酒を注がせて飲もうとすると、他の家臣たちが杯を持った手を押さえ、口ぐちに言った。

「計略の真田からの酒、飲んではなりませぬ」

「万一ということがありまする」

「殿、合戦で死んでも、酒で死んではなりませぬ」

　アハハハハハ、と大声をあげて忠朝は笑った。

「全国の兵を一城で引き受ける真田幸村ほどの男が、いかに謀略をほどこすといっても、どうしてわし一人を殺すものか。さような卑怯な振る舞いをするはずがないわ」

　忠朝は、なみなみと注がせた杯の酒をぐっと飲み干した。それから使番をそばへ呼んで、酒器類を返した。

「お使いご苦労だった。咽の

 喉ど

 が乾いたから、酒がすごくうまかった。ご厚情かたじけないと真田殿に伝えてくれ。また、こうして酒をいただいたからには、某それがし

 の首を肴にするか、真田殿の首を頂戴するか、二つに一つじゃ。このことも真田殿に伝えて貰いたい」

　酒に毒が入っていたなら、変化が現れるのだが、忠朝はなんともなかった。家来たちも安心した。

「かかれ、こんどこそ真田の首を取るのだぞ！」

　忠朝は家来とともに真田の陣に斬り込んだ。

　家来は家来と、大将は大将で激闘した。忠朝は鉄棒で幸村は槍で馬を駆け違えながら戦った。六十余合。勝負はつかなかった。

　幸村は機を見て急に馬を西方に走らせた。

「汚ない！　真田殿にも似合わぬ。返されい。返されい」

　と叫んで忠朝は後を追った。

　幸村は一心寺のところまでくると、どうしたはずみなのか、落馬して古井戸の中へ落ちた。中にはほとんど水がなかった。しめた、と忠朝は心の中で声を上げ、中のようすを見ようと覗きこんだ。と、下から槍が伸びてきて、忠朝の鎧の隙間をかなり深く突き通した。幸村は忠朝が転倒した瞬間、井戸から飛び出した。そしてすかさず忠朝を討とうとしたが、真田勢と戦っていた忠朝の家来が十人ばかり駆けつけ、重傷を負った主人をかばって立ちふさがった。そのとき幸村にとっては幸運にも、城方の増田兵太夫が近くの藪の中から五十人ばかりを引ひき

 具ぐ

 して出てきて、忠朝の家来たちと戦闘をはじめた。その間に、幸村は難なく忠朝を討ちとめ、首を取った。これは幸村の策であった。あらかじめ古井戸を調べておいたのである。

　さて、頃合だなあ、と思っていると、穴山小助が馬を寄せてきたので、幸村はすり替わって戦場を離脱した。彼は所々の合戦場を抜けて城に戻って行った。

　合戦は大坂方にとっては、部分的な勝利はあっても、全体としてみる場合、じりじりと追い詰められる“絶望戦”なのである。したがって、城方にはなんとかして敵の張本人の家康を討ち取りたいという気持ちが濃厚だ。家康さえ討ち取れば、つまりは合戦は勝利だと思っているのだ。ことに真田軍にあっては、幸村以下そのために戦っているようなものであった。

　この“悲願”が小助にも強く影響していたのはいうまでもなかった。彼は忠朝の鎧を着け、その鉄棒を右手に引っ提げて、その馬に乗り換えると、左手で忠朝の首を差し上げ、

「本多出雲守忠朝、本物の真田左衛門佐幸村を討ち取ったり。本物でござる。本物……」

　とわめいた。

　家康を討てないのはわかっているが、忠朝になりすまして本陣を混乱させたいのだ。あたりを見回すと、自分の家来が十騎ほどしかついてこない。彼らも本陣を衝きたいのだろうが、とてもこれでは無理だ。が、無理なのは承知のうえだ。

「本物でござる。左衛門佐幸村の本物の首でござるぞ！」

　あたりに布陣している諸将も、幸村がまた現れたことに仰天したが、それを若い本多忠朝が討ち取ったことでも魂たま

 消げ

 た。忠朝は腕力が強く二十貫近い鉄棒を振り回すことでも有名だったから、その鉄棒で討ち取ったに違いないと思った。

　彼らは忠朝が幸村の首を総帥家康の首実検に供えるために走って行くのだろうと考え、道を開けた。だが、本陣近くになっても馬を止めないので、怪しみだし、

「ご本陣間近でござるぞ、本多殿」

「下馬なされ」

「首を渡して、下馬して行かれい」

　などとどなったが、小助とその家来たちは聞こえない振りをしてなおも本陣に迫った。

「敵だぞ！」

「本多殿ではないぞ！」

　関東方は、まもなく敵だとわかると左右から小助勢に斬ってかかった。小助はばれてしまったので、討ち死にの覚悟を決めた。馬蹄で雑兵を蹴散らしながら、

「わしは本多殿ではない。そら、本多殿の首を渡すぞ！」

　と関東方の騎乗の番頭らしい武士に首を投げてやった。

　首は重い。その武士は両手でやっと受け取った。

「わしをだれだと思う。かく申すは正真正銘の真田左衛門佐幸村なるわ。討ち取って高名せよ」

　小助はありったけの声でわめいた。

　越前勢八百人が襲いかかってきた。小助は鉄棒を捨て、慣れた槍を従者から受け取り、前後左右に突き立てて五十余人を倒した。

　西尾仁右衛門、梶金左衛門、青山源五郎などと名乗った越前勢の剛の者たちも突き伏せた。

「真田殿おひさしゅうござる。かくいうは原隼人正。昨年のご挨拶に一槍進上いたす」

　越前勢の中にいた隼人正は、一見して確かに去冬、自分を訪ねてきた偽の幸村に間違いないのがわかったが、同じ武勇の旧臣なので、そう声をかけた。

「おお、これは原殿、それがしも一槍ご馳走いたそう」

　小助の家来はみな討ち死にして彼一騎だけになっていた。それにひきかえ、隼人正は新鋭の家来を十騎ばかり連れている。勇を鼓して激闘し七騎ほど突き落とした。槍の手練は抜群だ。

「原殿、一騎打ちと参ろう」

「よろしゅうござる」

　隼人正は太刀だ。二十余合したが、勝負がつかないので組み打ちになった。小助は先刻からの合戦で疲れ、数カ所の傷も負っている。とうとう組み伏せられてしまった。勇を鼓して、鎧通し（短刀）を抜いて相手の腹を一刺ししたが、とうとう首を取られてしまった。

　隼人正は負傷にも屈せず、

「真田左衛門佐幸村を、原隼人正が討ち取ったぞ。正真正銘の幸村を討ち取った！」

　と大声に呼ばわった。

　隼人正が小助の首を越前家の陣所に持参すると、陣代の松平庄三郎はいちおうは疑問に思ったが、ほかに幸村がいるはずもないので、幸村に間違いなしと折紙をつけた。

　家康の首実検に供すると、さまざまな事情から考えてやはり幸村に間違いない、ということになった。

　家康はやっと疑いを晴らしたようだった。




 

戦場無情




「おん身ら兄弟にはわかっていると思うが、わしは秀頼公のお供をして[image: 〓]
 摩へ落ち、豊臣家の再興を計ろうと思う」

　と幸村は、三み

 好よし

 清せい

 海かい

 入にゆう

 道どう

 、同伊い

 三ぞう

 入道の二人を呼んで言った。

　清海入道は九十歳、伊三入道は八十四歳という高齢なのに、頭脳、体力は二人ともに壮者をはるかに凌しの

 いでいる。

「わかっております。小助を身代わりになさったときから」

　清海入道が答えた。

「こうしなければならなくなったのも、淀君のわがままと大野一族の我が

 意い

 にある。落城は多分明後日ごろであろう。そこで、そこもと二人にはすまぬが後に残って、落城後、江戸へ帰る家康か秀忠か、どちらか一人を枚ひら

 方かた

 、佐さ

 多た

 のあたりに待ち伏せして討ち取ってもらいたい」

「へえ、わしらにそんなことがやれますかな？」

　清海入道は自信がない。

「やれるとも、計略がある。その計略どおりにやればできる。あとで計略と準備を教える。枚ひら

 方かた

 に二宮太左衛門という故太閤から受けた恩を返そうという男がいてな。この男と組んで計略を実行するがよい。この者への連絡をとっておく」

「これは老いの身の黄こう

 泉せん

 への土産が、将軍家の首とは、面めん

 目ぼく

 これにすぎたるはないというもの。のう、伊三」

　清海入道はとにかく命がけでやろうと思った。

「まったく、兄者のいうとおりよ。殿、ありがとうございまする」

　この兄弟はいつも「兄唱弟従」であった。

「礼をいうのは、まだ、少し早いわ」

　幸村は笑った。

　だが、そのとき清海入道には一つ気になることがあった。

「殿、大助殿はどうなさいますか。まさか、おいて行くのではありますまい？」

「うん、連れて行こうと思うが」

「思うが……なんでございますか」

「どうもな。影武者がいない」

「いくらでも若い者がおりますから見つかりましょう」

「他人の命をもらうのだ。そうやすやすとはいかぬ」

　清海入道もそう言われると、だれがよいと言うわけにはいかなかった。

　二人が去ったあと幸村は腕を組んで考えていた。身代わりがなければ落ち延びたのがすぐにわかる。城方の番頭、増田兵太夫の子に兵へい

 蔵ぞう

 というのがいる。これは大助とはほぼ同年代で背丈格好から人相までよく似、武勇に秀でた点においても甲乙がつけがたい。

　これ以上の身代わり影武者はいないと思っているのだが、影武者になるのは死んでくれ、ということなのだ。合戦は命令できる軍師でも、自分の倅の影武者になれなどというのは筋違いというものだ。

　戦争はいまも、両軍とも刻々と人が討ち死にし、また幸村も数えられないくらいの人の生命を平気で奪ってきたが、このような場合にはとくに若い者の命は惜しまれてならないのである。

　そこへ後藤又兵衛と長宗我部盛親が戦況報告にやってき、その後から兵太夫親子が緊張した顔をして現れた。

　又兵衛、盛親が報告をすますのを待って、兵太夫が、

「真田様、お願いがあります」

　と口を開いた。

「？……」

　幸村は無意識にはっとした。

　心に倅の影武者のことがひっかかっているからだ。

「大助様の影武者に倅の兵蔵をしていただきとうございます」

「なんと言われる？」

　幸村は目を見張った。

「大助様は大坂にとって大事なお仁ひと

 。長く生きて、豊家再興を果たしていただかねばなりませぬ」

　幸村の秀頼を奉じての[image: 〓]
 摩落ちも知っているのである。

　かくしてもこうしたことは漏れるものだった。

「ならぬぞ。増田氏、若いこの兵蔵殿を身代わりにはできぬ。わしも大助の親だけに、そこもとの親の情がわかっており申す」

　たしかに、このとき幸村の心はこの父子の情にしめつけられた。

　兵太夫はいくら言っても幸村が聞かないものだから、脇差を抜いた。兵蔵もともに抜いた。切腹するつもりなのである。

「あ、いや、待たれい」

　そばにいた苦労人の後藤又兵衛が止めた。

「わしが思うに、どうせわれらはまもなくみな死ななければならぬ。徳川家康というご仁じん

 は、それほど運に恵まれた男よ。されば、いつ死んでも同じこと。真田殿、増田のいうことを聞いておやりなされ。聞かなければ二人は切腹して果てましょう。信用されぬことが、つらいのでござろう」

「かたじけない」

　と幸村は目をうるませた。

　大助の影武者はこうして兵蔵に決まった。

　幸村は兵蔵に最後の華々しい合戦をさせてやろうと思った。兵三百人、鉄砲隊五百人を与えて、その夜の子ね

 の刻（午後十一時～午前一時）夜討ちをさせることにした。

「よし、行って参れ！　あの世で会おうぞ」

　幸村はじっと若者を見た。

「はい。今こん

 生じよう

 の思い出。働けるだけ働いてご覧にいれます」

　影武者兵蔵は八百の兵を率いて城を出た。兵蔵は大助の身代わりであるからには、幸村に倣って計略を用いようと考えた。彼は兵に旗、指物を捨てさせ、十五、六人を生け捕りのように縄付きにし、拾い首を二十級ほど竹棹に縛りつけたのを担がせた。それから先陣に出て行き、

「これは寺沢兵ひよう

 庫ごの

 頭かみ

 の同どう

 勢ぜい

 でござる。大御所様に生け捕りおよび敵の首をご覧に入れようとしてまかり通る。道を開けられたい」

　と年輩の猛も

 者さ

 たちにまことしやかに言わせた。

　そして家康、秀忠の本陣に向かってゆうゆうと進んで行った。相そう

 馬ま

 、京きよう

 極ごく

 の陣の前はこうして通り抜けたが、越前勢の陣にかかろうとするところで眼の利く原隼人正に見抜かれてしまった。

　隼人正は叫んだ。

「これは敵だぞ。夜討ちをかけようとしているぞ！　出会え、出会え！」

　隼人正の家来たちも走り回って騒いだものだから、井伊、榊原、藤堂の諸陣から、兵たちが繰り出してきた。増田勢は今までの縄付きの兵も縄を切って武器を取り、棹付きの首を持っていた兵もそれらの首を投げ捨てた。

　死を期しての夜討ちであり、また五百挺の鉄砲がものをいって、これらの諸勢をさんざんにたたき、また敵陣を打ち破った。

　将軍秀忠は闇の中の合戦に旗本勢を見失い、近習の十五、六騎が従うだけになったが、それらの近習に囲まれて、味方の隊の中に姿を消した。

　増田勢はなんといっても小勢である。やがて、十騎ほどに討ち減らされてしまった。

　敵の鮮血で鎧を真っ赤にしている兵蔵は死期がきたのを感じた。彼らは残った兵とともに馬を小高い所に乗りあげ、最期の声をふりしぼった。

「関東勢、たしかに承われ。われこそは清和天皇の後胤、真田弾正幸隆の孫、左衛門佐幸村の倅、大助治幸なるぞ」

　呼吸が苦しくなって一息ついた。

「内大臣秀頼公の頼みによって父幸村とともに入城。さんざん奇謀をめぐらしたこと、存じ寄りのとおり。いま切腹するゆえ、われと思わんものは首を取って手柄にするがよいぞ」

　他人の姓名を名乗って死ぬのは、どんな気持ちだったろうか。

　兵蔵もその従騎も、馬上で鎧を脱ぎ捨て、腹を切って果てた。幸村はその割腹と兵の全滅を聞いて静かに瞑目して手を合わせた。




 

[image: 〓]
 摩落ち




　幸村は腹心の郎党根津甚八を呼び出し、これに火か

 龍りゆう

 の計けい

 というのを授けた。

「そのほうには長い間世話になった。いよいよ別れだな。これも武士の常。わしが授けた火龍の計を試してみるのも一興。わしはまだ試したことがないから、そちがはじめのわけだ」

「殿に見てもらうわけにはまいりませんな。それがなんとも残念でごわす」

　剛腹の甚八は残念そうに笑った。[image: 〓]
 摩落ちをもちろん知っている。

「もう会えまい。思いっきり暴れるがよいわ」

　多年、親しんできた家来の大半を残して行かなければならないのが、幸村にはつらかった。しかし、もうそんな感情も断ち切ってしまっていた。

　[image: 〓]
 摩落ちの機がきたのだ。[image: 〓]
 摩の島津家から迎えの船と人数が到着し、その知らせがあった。幸村は、いっしょに秀頼の供をして[image: 〓]
 摩に落ちる後藤又兵衛と、後に残る長宗我部盛親に、秀頼の御前へくるようにと使いを立て、自分は一足早く秀頼のいる御殿へ赴いた。

　夜はもう子ね

 の刻を過ぎて、明け方に近い丑うし

 の刻（午前一時～三時）になっていた。

「上様には[image: 〓]
 摩渡りのご用意を願い申しまする。[image: 〓]
 摩からお迎えの船が参っております」

「おお、そうか」

「増田兵蔵が夜討ちを仕掛け、敵の本陣に迫って全員討ち死にいたしましたが、そのため敵陣が乱れております。いまが抜け出す好機にござりまする」

「あの抜け穴から出るのか」

　秀頼も父太閤が造ったというその抜け穴は知っている。幸村が耳に入れておいたし、将兵がそこを通って敵に襲撃をかけたからだ。

「さようにござりまする」

　そこへ、後藤又兵衛、長宗我部盛親がやってきた。もう城方には代表的な武将としては幸村のほかにこの二人しか残っていない。

　二人は秀頼に挨拶して座った。

「後藤も長宗我部もご苦労。さ、もそっと、こっちに寄るとよい」

　秀頼は落ちついた声で言った。

　幸村は二人にも[image: 〓]
 摩の迎えの船と人数がきていることを告げ、脱出を打ち合わせたが、老齢のため後へ残ると盛親は言った。

「ご両所はまだ若いゆえ、秀頼君ぎみ

 をお守りして、徳川の天下を覆えしてくださるようお願い申す。それがしの代わりに倅の三郎だけをお連れくださればそれで結構でござる。あれもなにかの役にたちましょう」

　盛親はみごとな頤あご

 髯ひげ

 をしごいた。

「母上とは今こん

 生じよう

 の別れ……一目会いたいと思うが、よいであろうな？」

　秀頼は、慈しみ育ててくれた淀君への親子の情がなかなか思い切れないようだった。

「それはなりませぬ」

　幸村は厳として言った。

「親と子の情、ごもっともにございますが、かねて申し上げておきましたように、これは大事の前の小事でございまする。一にも二にも御おん

 父ちち

 、故太閤殿下のおんことを、お考えくださいますように」

「……」

　秀頼は気にいらないようすである。

　それを見て、年輩の盛親が諭さと

 した。

「上様には、今御おん

 母はは

 君ぎみ

 にお会いなされますと、つき従う多くの女によ

 性しよう

 たちにも、この[image: 〓]
 摩落ちがわかりましょう。もしその女性の一人が助かって、その口からことが洩れましたなら、追手がかかり、上様がお命を落とすようなことになれば、すべて水泡に帰しまする」

「……」

　秀頼は返事をしない。

「ご自害とみせかけて上様を落とし参らせる臣下の苦心も、われらの豊家を守るという望みも、消えてしまいましては、無念これにすぎたるはありませぬ」

　秀頼はあまりにも大事に育てられすぎて、柔弱なところもあるが、素質は秀吉の血を引いているだけにすぐれている。

　二人の話を了解した。

「予の考え違いだった。よろしく手配をお頼みする」

　そう言うと軽く頭を下げた。

　急がなければならない。

　関東勢の目のとどくところで夜が明けてしまっては、当然追撃は免れられない。

　準備成った一行は幸村の案内で抜け穴を通り、誉ほん

 田だ

 へ急いだ。その道には案内役の島津家の家人、伊い

 集じゆう

 院いん

 刑ぎよう

 部ぶ

 、猿さる

 沢さわ

 監けん

 物もつ

 、阿あ

 弥み

 陀だ

 寺じ

 入にゆう

 道どう

 などが迎えに出ていた。

「御意に従いまして、兵庫の浦に船を着け、お迎えに参じましてございまする」

　伊集院刑部がうやうやしく言った。

「遠国よりの迎え神妙であった」

　秀頼は鷹おう

 揚よう

 にうなずいた。

　やがて一行は[image: 〓]
 摩に向かって兵庫の浦を出帆した。秀頼につき従ったのは百五十人であったが、そのなかのおもな人びとはつぎのとおりである。

　真田幸村、同大助、後藤又兵衛、長宗我部右衛門三郎、それに真田の郎党海野三左衛門、望月主水もんど

 、笈おい

 川かわ

 与八郎、穴山新兵衛、相木森之助、筧金六、三輪琴之介、月方平馬、布下弥八郎、梁やな

 田だ

 新八郎、斎藤佐太郎、柘つ

 植げ

 内蔵くらの

 介すけ

 。

　この一行は港、港で風待ちなどをしながら、大坂落城の翌月六月二十一日に[image: 〓]
 摩の鹿児島へ着いたのだった。

　ここで、日本中で迎える者もいない秀頼の一行を、快く迎え入れた[image: 〓]
 摩の島津家について少し触れることにしよう。

　島津家は鎌倉時代、源頼朝の庶子が[image: 〓]
 摩の国の守護になったことからはじまる。いまの兵庫頭義弘、家いえ

 久ひさ

 は[image: 〓]
 摩、大隅、日向三国の太守で、七十五万石を領している。去る天正十五年（一五八七）の秀吉の九州遠征の際、ときの当主、義久は戦い利なく降参した。そのとき秀吉は義久の手を取り、

「さすがは鎌倉の右大将の血を引く名家。かなわぬと知りながらも、この秀吉にさえ、敵対なさったのはおみごとな心がけ」

　と言って本領を安堵した。

　そして豊臣家の客分とした。

　その後は島津家は豊臣家に誠忠をはげみ、関ヶ原合戦の折には、石田の逆意とわかっているにもかかわらず、秀頼のためと思い、西軍についた。だが、敗戦となり、義弘が東軍の中央を突破して退却したのは“島津の退の

 け口ぐち

 ”として世によく知られていた。戦後、東軍の総大将徳川家康も、島津家の実力を恐れて罰することはできなかった。大坂の冬の陣には何かと理由をもうけて出兵してこなかった。またこんどの夏の陣には川上左京、伊集院左衛門を陣代としてわずかの兵をつけて上坂させたにすぎなかった。島津は徳川幕府にとってもっとも恐ろしい存在であった。




 

女丈夫の自害




　関東軍総帥の家康は、五月七日、本陣を茶ちや

 臼うす

 山やま

 に移した。諸隊もそれぞれ隊を整えて押し出したが、家康は沙さ

 汰た

 があるまで合戦をはじめてはならないと触れさせた。

　城内では真田父子をはじめ諸将の多くが戦死したから士気も衰え、戦力も低下しているのは明らかだ。いっきょに攻めたら、こんどこそ落城は間違いないが、その前にいちおう使者を出しておく必要があると家康は考えたのだ。

　使者にはこんな条件の手紙を持たせてやった。　一、秀頼母おや

 子こ

 が前非を悔いて降参開城するにおいては、秀頼に大和一国を与うべきこと。

　一、また淀殿は人質として江戸に参府さすべきこと。
 　城中では家康が推察したように、最大の頼みとしていた真田父ふ

 子し

 やほかの名のある大将がみな討ち死にしてしまったから憂うれ

 い沈んでいた。残った諸将の考えもまちまちだった。そんなところへ、家康の使者がこのような誘降状を持ってきたのだ。

　あわてて、淀君はおもだった女によ

 性しよう

 や諸将を集めて軍議を開いた。

　こんなとき、家康と橋渡しの話をするのに、もっとも適当な秀頼の正室千姫、つまり家康の孫娘は、とうに敵方に通じた青木民部少輔の手で盗み出されてしまっていた。

　大野道犬、治長父子もこの席に連つら

 なったが、彼らは出撃しても一度も勝ったこともなく、ほかのことでも失敗ばかりしたので、発言力も信用もまったくなくなっていた。それに名のある武将たちがみな戦死したのに、おめおめと生き残っているのもひんしゅくを買った。

　会議では一人の武将が、

「いまさら降参などできるものではありませぬ。討ち死にした方々に申し訳がない。使者の首を刎は

 ねて、不意にこちらから押し出して最後の血戦をしましょうぞ」

　と言ったのに大半が賛成した。

　こうなると、当然、城方は敗れるから敵がいっきょに城中に攻め込むことになる。女性は自害するか、生け捕りになるか、あるいはまた長刀を取って立ち向かって、斬り死にするか。そのほかには道はないのである。

　淀君はそのどれもが嫌だった。

「そのようにするのもよいが、家康殿は元来慈悲深い御おん

 大たい

 将しよう

 。使者を遣わされたのは、城中の苦難を察せられたからであろう。妾わらは

 は人質となって江戸に赴くのは少しもいといませぬ」

　彼女は、いまはしかたなく降参して、人質になるつもりである。

「さっそく、承知の趣を使者に伝えるがよい。あとあとのことは、みなよろしく評定してたもれ」

　いままでのように命令口調だ。

　座はざわついた。もう淀君の言葉はいままでのように力を持っていないのだ。大半の人びとは淀君の狭い女心とその取り巻き連によって合戦になり、今日のように落城に追い詰められた、という恨みが強くなっているのだ。

　ざわつきは、しだいに不満なささやきに変わった。

「お静かに」

　と宮く

 内ない

 卿きよう

 の局つぼね

 が一座を制した。

　彼女は関白秀次に殉じた木村常ひた

 陸ちの

 介すけ

 の未亡人で、重成の母であった。淀君とはとくに親しく、秀頼の守役も勤めたことがある。

　だが、今日は決意を心に秘めていた。

「淀のお方かた

 様さま

 に申し上げます。もともとこの戦いが起こりましたのは、お方様の心よりはじまりましたこと。つまり無二の忠臣の片かた

 桐ぎり

 市いちの

 正かみ

 殿どの

 を疑って召し放ちにいたし、佞人の大野殿父子のごときものを重用なされましたことにありまする」

　彼女は大野道犬、治長父子をぐっと睨んだ。二人は赤面しただけだった。去勢した猫のようにおとなしく、骨抜きになっている。

「わたくしはお方様にずっと一方ならぬお世話になっておりまするが、いうことはまっすぐにいうのが寄より

 人うど

 の道と心得まする。いまさら、命を惜しんで関東に降伏するなどとはもってのほか。家康の実のないことは、昨冬の起請文を守らなかったことでもわかりましょうほどに」

　宮内卿の局は、しだいに興奮してくる気持ちを静めようとして言葉を切った。

「倅、長門守重成も、生け捕られて死に恥をさらすより、生しよう

 害がい

 候え、とわたくしにいい残して参りました。お方様は秀頼公の御おん

 母はは

 君ぎみ

 、うろたえてはお血筋の織田家、また、豊臣家の恥辱になりまする。お覚悟を定められて、この際、立派にご生害あそばされるようおすすめ申し上げまする。わたくしもごいっしょにお供させていただきまする」

　座は宮内卿の局の言葉に動揺した。

　淀君は返す言葉もなくうつ向いた。

「これはなんと臣下として不忠な申しよう」

「出すぎた言い方でありましょう」

　大おお

 蔵くら

 の局つぼね

 と正しよう

 栄えい

 尼に

 が、大声で反対した。

　大蔵の局は大野道犬の妻であり、治長の母だった。また正栄尼は城中七手組の将渡辺糺ただす

 の母であった。

「生き永ながら

 えるのは、もっとも大切なこと。生きていてこそ、豊臣家の存続をたしかめられるというものではありませぬか。それをご生害をおすすめになるとは、わたくしには納得がゆきませぬ」

　大蔵の局はきっと宮内卿の局を見すえた。

　二人がかり、いや、淀君を加えて三人がかりなので気が強いのであろう。

「なんと？　そなたは夫の佞ねい

 奸かん

 、倅の悪心を押し隠して、忠臣の片桐殿を追った、そのもとをつくったではありませぬか。また、この大事の場合にお方様を惑わそうとして話だけは巧みになさる。恥というものを知りませぬか。わたくしは許しませぬ」

　宮内卿の局は立ち上がって、懐剣を抜いた。

　こういう場合、止めるのが大野父子の役目だが、じっと見守っているだけだった。権勢を張ったものは、その権勢がなくなると手も足もでなくなるのだ。

　驚いたのは二人の局だ。悲鳴を上げて逃げ出した。

「意気地のない……」

　宮内卿の局は後を追おうとはしなかった。

　彼女はこんどはきらきら光るその懐剣を右手に持って淀君に近づいた。

　座中は息を飲んだ。淀君を刺すのではないかと、みな瞬間に感じたが、彼女は淀君の前にかしこまって座り、

「一刻も早くご生害をなさいませ。このようにあそばされるのでございまする」

　というと同時に、自分の咽喉にその懐剣を突き刺してそこにうつ伏したのだ。

　座中から意味にならない驚きの声が上がった。局の体のそばに血の溜りができた。淀君はこの衝撃にぼんやりしてしまって、うつろな目で、あたりを見回している。

　そこへ、秀頼の使者といって速はや

 水み

 甲か

 斐いの

 守かみ

 が入ってきた。甲斐守はこの場のありさまを見たが、少しも動じなかった。

　もちろん、秀頼の使者などであるはずもないが、この場のようすをあらかじめ察知していた彼は、自分で締めくくりの役目を果たそうとしてきたのである。

　秀頼がこうした席に出ないのは、もともとおかしいが、脱出を知っている甲斐守たちは、秀頼公はもはやいっさいの会議、軍議には出席しない。最後の決戦の準備のためお忙しい、と城中に触れておいたのだ。

　脱出がわかってはせっかくの再起の計画も水泡に帰すことになる。

「秀頼公が仰せられますには」

　と甲斐守は淀君に言った。

「関東からの使者のいい分はみな偽計なので、心を惑わすことなく、母上様にはご生害なさいますように、とのことでございまする。また、最後のご対面もしたいが、かえって未練がでるゆえ、お会い申さぬと、仰せられておられまする。何とぞ、ご母公様にはご生害のご用意を願わしゅう存じまする」

「……」

　淀君は返事もしないのだ。正気を失っているようだった。

「場所を替え申す。衆人の前ではご生害もご無理と存ずるゆえ」

　甲斐守は半ば命令口調だ。

「女性の方たちと、大野殿ご父子は詰の丸へ。諸将はそれぞれの持場に戻っていただきたい」

　会議は終わった。

　いまは、甲斐守は城内をたばねる位置にあった。彼が右手をあげて合図すると、その家来が二百人ほど、どかどかと入ってきて、女性軍を一カ所に集めた。落城前なので、身分の上下もない。

　諸将も去った。

　甲斐守は宮内卿の局の遺体に丁重に白絹の布ぬの

 をかけた。

　彼の家来たちは、てきぱきと淀君をはじめ、女性軍、大野たちを詰の丸に導き、彼らを入れた建物に錠をかけ、そのまわりに“焼草”を積み上げた。

　これが甲斐守のはじめからの目的であった。

　関東軍の使者は城から戻って、城中では降参を拒否したと家康に報告した。




 

火龍軍




　降伏拒否の報告に接した家康は、

「それなら、総攻めにして城を乗っ取れ！」

　と全軍に命令を下だした。

　関東軍の諸勢は、鬨とき

 の声を上げて一度に攻めかかった。

　ことに前田、佐竹、藤堂、相馬の各勢は功こう

 名みよう

 して家康の“御ぎよ

 感かん

 ”にあずかろうとして張り切り、しゃにむに突進した。

　城中からも大筒、鉄砲を撃ちかけ、また諸将も討って出て命を限りに戦い、凄せい

 惨さん

 な修羅場を現出した。

　そのとき、城の桜門から一隊が突き出してきた。その一隊の先頭に立った十数頭の馬が異様な黄金色の装しよう

 束ぞく

 をしているのだ。

　周りの関東勢はあっけにとられた。

　馬には黄金色の鬼の面をつけさせ、鞍から飾りまでみな黄金色であり、それが朝陽に映えてきらきらと、まばゆいばかりに輝いているのだ。その後から決死の城兵が続いているのである。

　これは幸村が根津甚八に授けておいた“火か

 龍りよう

 軍ぐん

 ”という戦法であった。このようすは原文が想像も交えてよく伝えている名文なので、引用してみよう。

──諸しよ

 手て

 の面めん

 々めん

 へ一散に馳かけ

 入い

 りければ、陣々の馬之これ

 に怖おそ

 れて躍はね

 上あが

 り或は駈出したる故、之これ

 が為ため

 諸陣の騒そう

 動どう

 大おお

 方かた

 ならず、是これ

 幸村城中に在あつ

 て此この

 装しよう

 束ぞく

 にて軍いくさ

 を練ねり

 置おき

 たる故馬能よく

 馴なれ

 て少しも驚かず、即ち此軍を火か

 龍りよう

 軍ぐん

 と名づく。見慣れざる馬は駭おどろ

 きて用に立たざるも宜むべ

 なるかな。抑そも

 々そも

 此敵を誰ぞと見みれ

 ば、赤あか

 地じ

 に六文銭の旗押立根津兵衛惣そう

 大将として、春日清十郎、浅見五郎兵衛、永山藤吉、津つ

 田だ

 山さん

 七郎等二百人許り火か

 龍りよう

 の馬十五匹轡くつわ

 を並べて乗込むにぞ、関東方スハ又真田なるぞと云いう

 時に、火龍は次し

 第だい

 [image: 〓]
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 に乗入り来きたり

 ければ、井伊、藤堂、加賀、陸奥、越前、細川、池田、毛利、黒田、鍋嶋、蜂須賀、山内、立花、丹に

 羽わ

 、上杉、佐竹等手勢を下知して打うち

 留とめ

 んとすれども、味方の馬只ただ

 駭おどろ

 く計りにて、一歩も進む事叶かな

 はず狼うろ

 狽たえ

 回まわ

 る──。（原文）
 　このようなありさまなので、鉄砲で撃ちとめろ、鉄砲隊なにをしているか、など戦巧者の大将連は叫んだが、味方の馬が跳ね回るので、鉄砲の撃ちようもなかった。

　だが、これは一時の敵の虚を衝いた戦法であった。関東は大軍、火龍軍は比べものにならないほどの小勢なので、火龍の馬も武士もしだいに討ち取られて、包囲されてしまった。

　こんなとき、城から速水甲斐守が討ち死にの覚悟を決めて、その子の十四歳になる出で

 来き

 丸まる

 とともに打って出てきた。その勢はおよそ千人である。

　甲斐守はわずか十四歳の出来丸を討ち死にさすのを不ふ

 憫びん

 に思い、城から落とそうとしたが、出来丸はどうしても聞かないので、ともに死出の合戦に臨んだのだ。

　家康は茶臼山の本陣から戦場を遠望していたが、甲斐守の一隊が敵か味方かわからなかったから、旗本の植村新六郎に物見を命じた。新六郎は弟の主膳とともに馬を駆か

 ったが、途中で主膳に耳打ちして待つようにいい、自分だけ前線に走って行った。

　主膳はしばらく待って引き返し、

「敵にございます」

　と家康に報告した。

「なに？　新六郎がまだ帰らぬのに、そのほう、どうしてわかる？　偽りを申すでない」

　家康は目に角かど

 を立てた。

「おん仰せでございまするが、兄が申しますには、敵ならば一筋に突っ込み、味方なら戻って参る、とのことでございますが、しばらく待っても戻りませぬので、敵にございまする」

　家康は感心した。

「なるほどなあ。新六郎は頭のよい奴よな。物見はそうなくてはかなうまい。しかし、新六郎が危い。早く助けぬと討ち死にするぞ」

　その声に応じて、小栗忠左衛門、同又市、中山勘か

 解げ

 由ゆ

 などが助勢に馬を飛ばした。

　一方、出来丸は若い透き通った声で、

「それがしは乙おと

 葉は

 三郎源頼季二十八代の後こう

 胤いん

 、速水甲斐守の嫡子、同どう

 苗みよう

 出来丸なり。首を取って高名せよ」

　とわめきながら、馬をあちこち走らせて戦った。だが、敵の加勢として馬を飛ばしてきた中山勘解由と渡り合い、突き落とされて首を取られた。

　速水甲斐守はこれを知って、怒り、旗本たちと駆け合わせ、さんざんに戦い、二騎突き落としたが鉄砲の弾に当たって戦死した。

　火龍軍も、速水勢も、このころになるとほとんど討ち取られ、春田、浅山、永山、津山たちもそれぞれ敵に首を授けた。

　根津甚八は、いよいよ最後がきたのを自覚した。彼はにんまりと笑い、斬りまくって斬り死にしようと覚悟し、

「おれは真田左衛門佐幸村だぞ。斬って斬って斬りまくるぞ。命のいらない奴らは向かってこい」

　甚八はこう名乗り名乗りしながら馬を縦横に駆けさせて四尺にあまる太刀を振るった。

　幸村にしては乱暴な言葉使いである。

　彼も自分の名を言いたかったが、幸村から幸村の名を名乗るように命じられているからそう名乗った。幸村はそう名乗らせることによって敵は、またある程度混乱するだろうし、自分たちの[image: 〓]
 摩落ちをいっそう秘密にすることができると考えたのであろう。

　甚八は敵の猛者七、八騎を斬り落とすと、体力の限界を悟った。彼は加賀勢の槍の林を突き抜けることはできなかった。数本が彼の体を刺し、とうとう戦死してしまった。

　火龍軍も速水勢もまもなく全滅した。火龍軍に襲われ、また味方の馬によって討ち死にをした関東軍の使者は二千余人に上った。

　家康は、真田幸村と名乗って討ち死にした根津甚八のために、関東方が少なからず混乱し、犠牲を出したので、今後幸村と名乗る者があったら、それは偽者だという触れを全軍に回した。

　本物の幸村はすでに戦死し、幸村を見知っていた者が、その首は本人に間違いない、と言ったのを信用していた。

　この日幸村と[image: 〓]
 摩落ちをしなかった長宗我部盛親も、城から討って出て存分に働いた。

　盛親はさきに、自分の代わりとして幸村に三男の三郎を随行させたが、長男、四男は豊臣家再興に力を尽くすようにいい含めて、もとの本国土佐に帰したのだった。

　彼は残った次郎を伴い、手しゆ

 勢ぜい

 を率いて速水甲斐守の後から突き出したのだが、七十八歳なのに壮者もおよばない精神力と体力をそなえていた。

　家康の旗本の先鋒、井伊勢は火龍軍と速水勢に駆け破られたうえ、また長宗我部勢に斬り込まれ、しどろもどろになった。

　そこへ、関東勢の阿部備中守正次が手兵を率いて駆けつけてきた。備中守の馬は火龍軍におどろいて走りだし、ずっと遠方まで行っていたのだった。

　彼の一隊は長宗我部勢と火花を散らして戦った。藤堂勢も加わり、井伊勢も盛り返した。

　長宗我部勢は小勢なので、一時はもつが、長くは続かない。盛親は血路をひらいて城中に引き返そうとしたが、旗本の石いし

 谷がや

 十じゆう

 蔵ぞう

 が名乗って斬りかかった。盛親は槍で二カ所に突き傷を負わせて後退させた。

　しかし、もう踏みとどまっていては戦死するよりほかはない。城へ戻る道も塞がれてしまった。盛親は次郎とともに、一方を斬り開いて、どこともなく落ちて行った。

　二日おいた九日、盛親父子は運悪く蜂須賀の手の者に捕らわれ、処刑された。盛親はものごとをあきらめずに、可能な限り生きて目的を達しようとする武将であった。




 

落城の譜




　この日が最後の決戦なのは攻防両軍も十分心得ていたから、城のそれぞれの持ち口でも必死の戦闘が行われた。

　青あお

 屋や

 口ぐち

 、雁がん

 木ぎ

 坂さか

 、本ほん

 町まち

 橋、西の丸、木き

 津づ

 、今いま

 宮みや

 、道どう

 頓とん

 堀ぼり

 などでも凄惨な戦闘が息つく間もなく継続された。

　この日の関東軍は、三十八段、つまり三十八部隊であった。寄り集まりであり、士気が上がらないといっても、戦国生き残りも多く、名を惜しんで戦った。

　越前の軍勢は、他の軍勢に城に一番乗りをされては恥辱このうえもないと、攻め口を探していたが、どの口も合戦のさなかで攻め入ることができない。

　見るとそばに大和川が流れている。川水はとうとうとして容易に渡れそうもないが、ここを渡らなければ、先陣をすることはできない。越前勢の一手の将、吉田修理は、この川は深いといっても、宇治、瀬田の川におよぶはずがないと思い、馬の腹帯をしっかりと締め直し、

「われに続け！」

　と叫んで馬を乗り入れた。

　馬は修理を乗せたまま上手に泳いで行く。このようすを見た彼の手兵をはじめ、越前兵一万余人がどっといっせいに川に乗り入れた。

　弓や槍を綱の代わりに握り合い、一人も流されずに向こう岸へ着いた。

　だが、先頭に進んだ修理は、敵の弾に当たり、馬もろとも溺れた。

　岸にあがった越前兵は前面を見ると、青屋口の側面が見えた。ここは案外手薄だった。先陣の本多内蔵助、多ケ谷左近の一隊が石垣を登りはじめた。

　続いて、原隼人正、本多伊豆守などの隊が石垣の間に鳶とび

 口ぐち

 を打ち込み、えい、えい、と掛け声をかけながら攻め登った。城兵は弓、鉄砲を力の限り射かけ、撃ちかけしたが、関東軍の大名勢としては最高人数の一万にあまる兵である。

　損害は出したが、ついに石垣を越えて、青屋口を乗っ取り、桐と葵あおい

 の馬印を押し立てた。

　関東方の水野日向守勝成は越前勢が川を渡ったのを見て、

「それ！　われらも渡って手柄を立てろ。越前衆に負けるな」

　と部下に下知して川を渡った。

　越前勢が先に旗を立ててしまったので、水野軍は二番乗りになった。また毛利勢もこれに続いて渡河した。

　青屋口は占領され、雁木坂をはじめ各持ち口も危機に瀕した。

　もはや、城中には頼りになる軍師の真田幸村をはじめ、木村重成、後藤又兵衛、長宗我部盛親、速水甲斐守をはじめ有力な諸将もいないのである。

　こうなったら一人でも多く討ち取るのが最後の武士の道だ。

　野々村伊予守、郡こおり

 主しゆ

 馬め

 はそれぞれ千、二千の兵を率いて城外に討って出た。そして、さんざんに戦ったから、敵味方の手負い、死人は数知れなかった。

　そのうち、伊予守、主馬は、城の防御も大事と思い、城内に引き返した。越前兵が二の丸を攻め取ろうとして城兵と激戦を続けていた。

　だが、まもなく夕暮れになった。両軍とも戦い疲れてその地場を固めて対たい

 峙じ

 した。しばらくの静けさが訪れた。

　野々村伊予守は城中の最高責任者にいつのまにかなっていた。彼は淀君をはじめ、女性群に取り乱さないように自害をさせる責任を感じた。

　彼は意を決して、五十人ほどの家来を連れ、速水甲斐守が淀君たちを閉じ込めた詰の丸の建物へ足を向けた。

　伊予守は淀君の前に平伏した。

　淀君は鎧が朱あけ

 に染まり、髪も乱髪になっている伊予守を恐怖の目で見た。

「お方様、お母ぼ

 公こう

 様さま

 」

　彼は丁重に二度、淀君の名を呼んだ。

「？……」

「時が参りましてございまする。お母公様のご介かい

 錯しやく

 はわたくしめがいたしまする。ほかの方たちは、わたくしの家来がいたします」

　絶望の悲鳴が若い女性たちの間から上がった。

「せんかたないわな」

　と淀君は言った。

　土壇場なので覚悟を決めたのであろう。声も落ち着き、目からも恐怖の感情が去った。

「秀頼はどうしていやる？」

　やはり、愛する秀頼が気になった。

「秀頼公にも、まもなくご自刃と存じ上げまする。秀頼公は、未練がでて生き恥をさらすようなことがあっては、故太閤殿下に申し訳ないから、ご母公様にはお会いいたさぬ、と申しておられました。わたくしめは、秀頼公のおいいつけで介錯に参りましてございまする」

　もちろん口実であった。

　彼も秀頼の脱出ははじめからよく知っていた。脱出の内々の相談にもあずかったのだ。

「さようか」

　淀君は納得したようだった。

「みなの者。いろいろとお世話になりました」

　と落ち着いた口調で言った。

　淀君は立派に自害し、伊予守が介錯した。他の女性たちもしかたなくつぎつぎに自害し、伊予守の家来が介錯した。

　この時自害したおもな女性は、淀君をはじめ浅野石見守の娘、大蔵の局、和部の局、正栄尼、国の局、寿とし

 元もと

 の局などであり、大野道犬、同修理治長、氏家内膳も自刃した。

　この大量の生害が終わったあと、伊予守は静かに自じ

 刃じん

 した。

　この夜、本丸に籠った八千人の酒宴が行われた。また持ち口を固めている将兵にはみな酒が配られた。だれの指図かわからなかったが、しぜんにこうなったものだった。

　関東軍は、落城は明八日だと踏んだ。それで、攻め取った京橋口の固めを解いておいた。城内は軽卒、町人、女子供などがまだ四、五万いるから、それらの者たちを落ち延びさせるためであった。城内からは闇にまぎれて落ちて行くものが市いち

 のように続いた。

　家康はもう、今日明日も知れない老齢である。無益の殺生はしたくなかったのだ。

　八日早朝、寄せ手は天王寺口、西大手口から攻撃を開始した。各持ち口のほかに、荒川熊蔵、町まち

 野の

 左馬助は、玉たま

 造つくり

 口ぐち

 を固め、吉田平馬、赤あか

 馬ま

 伊豆守は大手を固め、懸命に防戦を行った。城の固め口はまもなくつぎつぎに関東方に奪取され、敵兵が雪崩れ込んできた。

　午うま

 の中ちゆう

 刻こく

 （正午）秀頼の身代わり木村主かず

 計えの

 頭かみ

 は自刃の時を迎えた。

　彼の姿は秀頼にそっくりであった。床しよう

 几ぎ

 に腰かけ、金きん

 子こ

 実ざね

 緋ひ

 縅おどし

 の鎧に金の鍬形を打った兜をかぶり、赤あか

 地じ

 錦にしき

 の垂直衣ひたたれ

 、金だみの佩はい

 楯だて

 に黄き

 錦にしき

 の小手、脛すね

 当あ

 てをして、顔を美しくお化粧していた。粟田口吉光の野太刀を小姓が捧げている。彼はゆっくりと兜を取り、鎧を脱いだ。そして腰の短剣を抜くとゆうゆうと腹を斬り、手を上げて家人に介錯を命じた。

　いかにも秀頼らしい最期であった。

　主計頭は、加藤清正に仕えていた木村又蔵という者の子だったが、少年のころから秀頼に近侍していた。

　主君の身代わりに自刃したとはいっても、このようなすごいほどの美しいいでたちに、満足していたのであろう。

　主計頭が自刃すると、郡主馬、[image: 〓]
 口内蔵助、槇島玄蕃、赤座内膳、島川兵庫介などの大将連も自刃した。多くの人びとも御殿の中で思い思いに切腹し、あるいは差し違えた。

　戸田平右衛門、正木帯刀は秀頼の身代わりをはじめ将士、女性などが自刃した建物にみな火をかけ、自分たちも火の中に身を投げて死んだ。

　まもなく城の持ち口はみな破れ、関東軍は城を一櫓もあまさずに占領した。生き残った城兵は戦死したり、逃亡したり、また捕らわれたりした。

　こうして午の下刻（午後一時）難攻不落といわれた名城大坂城もついに落城した。

　大御所家康は城に入った。彼は焼け残った千畳敷の上座に座ってこう言った。

「生きているうちはここに入れぬと思うたが、おのおのの忠節によって入ることができた。わしの満足これに過ぎたるはない」

　しかし、それはきわめて武運に恵まれたからだった。家康ほど大きく武運に恵まれ、長寿したものはわが国の武将のなかにはいなかった。

　この合戦で大坂方の首を取られた者は、一万数千人におよび、焼死、そのほかの死者を合わせると犠牲者は四万余人に達した。

　家康はまた金蔵から、黄金二万八千六十枚、銀子二万四千枚を接収した。淀君、秀頼は太閤の死後、家康によって湯水のように金を使わされたが、まだこんなに残っていたのである。




 

火攻め戦法




　幸村の家人のうちで最高齢者は、九十歳の三み

 好よし

 清せい

 海かい

 入道と、その弟の八十四歳の伊い

 三ぞう

 入道である。

　こんな年にもかかわらず、二人ともかくしゃくとして壮者をしのぐ剛の者だ、と前にも書いたが、落城を前にして二人は勇躍して大坂城を抜け出し、枚ひら

 方かた

 の郷士、二宮太左衛門方に潜んでいた。

　幸村から伝授された秘計、“火攻めの戦法”を用い、あわよくば家康か秀忠のどちらかを討ち取るためであった。

　太左衛門は、故太閤に高恩を受けたことがあり、その報恩の念に燃えていた。

　あらかじめ、その忠誠心を幸村から聞いていた二人は、火攻めの戦法を打ち明け、その協力を求めた。一も二もなく太左衛門は快諾した。

「して、左衛門佐様は討ち死にあそばされたと世間では[image: 〓]
 をしておりますが、まことでございましょうか」

　太左衛門は清海入道に聞いた。

「そのことは聞かないでもらいたい」

　清海入道はそう答えた。

「聞きますまい。しぜんにわかる日もありましょうから」

　城を脱出したことが清海入道の言葉でわかったようだ。さっそく打ち合わせにかかった。

　幸村が教えた戦法は徹底的な火攻めなのである。城を落とした関東軍は各大名の部隊ごとに隊を組んで引き揚げてくる。道は狭いからせいぜい四列だ。

　隠れていてそれらの部隊をやりすごし、中陣の家康か秀忠のいるらしい部隊がきたとき、鉄砲や弓でいっせいに攻撃する。旗、指物は隠しているかもしれないが、中陣には総大将は必ずいるものだ。攻撃すると、敵は驚いてあたりに散って抵抗の備えを立てようとする。

　そのあたりには、一、二間おきくらいに枯草を束にして二、三百ころがしておき、それに強烈な火薬をしこんでおいて、機を見て鉄砲を撃ち込む。枯草の束は爆発して燃え、そばにいた人間は死傷したり、火傷を負ったりする。つぎつぎに枯草の束を鉄砲で撃つと、爆発は続き、家康がいたなら家康、秀忠がいたなら秀忠が孤立する。

　そこを狙って突っ込んだら、討ち取ることも不可能ではない。いや、確実というものだ。

「よろしゅうございます」

　清海入道と、伊三入道で、要領をこのように話すと、太左衛門はすぐ呑みこんだ。

「この付近に腹心の郷士が、五、六人おります。また、わたくしの家来もおりますから、急いで呼び集めて準備にかからせましょう」

「お願い申す。しかしながら二宮殿、これは成功しても失敗しても命はござらぬ。家族にもおよびましょう。いまのうちに早くどこかへ落としておかなければなりませぬぞ」

　清海はそれが心配だった。

　本人はよいが、家族まで巻き込んでしまっては残酷すぎるというものだ。

「わかっております。金もたくさん持たせて遠く長崎へでも落としましょう。前から万一の場合はそうしようと考えておりました。ほかの者たちの家族もいっしょに行かせます。なに、船を一隻出せばそれで済むことでございます」

　太左衛門は地主でもあり商人でもあって、大変裕福だった。清海入道は安心した。

「ところで、火薬はお持ちになっただけで十分でござりましょうか」

　太左衛門は火薬の知識はまったくない。

「十分でござる。幸村の殿がお造りになったもので、ふつうの火薬より千倍も強い。衝撃を与えると爆発する。それで鉄砲の弾を撃ち込むとその衝撃ですぐ爆発いたす」

　清海と伊三は大坂城を立ち退くとき、十五貫匁入りの火薬を二袋、硝煙蔵から持ち出してきた。

「そんなに強い火薬でございますか。そんなら、もうお首をいただいたも同然……」

　太左衛門は自信をもったようだった。

　まもなく大坂が落城したという[image: 〓]
 が伝わってきた。

　清海入道と太左衛門たちの一団は、すっかり準備して関東軍の通過を待った。

　この道は家康は通らず、将軍秀忠だけが通ることになったが、当の秀忠は、こんなことは夢にも知らなかった。

　大坂を落城させたので、もう徳川に敵対するものはいなくなった。自分は名実とも日本の最高の主権者だと思いながら、秀忠は前後を旗本たちに警備されて枚方の集落に入ってきた。彼の前には前軍として各大名部隊が進み、後方にも後軍として、同じく大名部隊が続いた。

　ちょうど集落の中ほどへきたときだった。大きな鉄砲の音がして、旗本右近将監の小姓が倒れた。

　それっ、敵だ！　と旗本勢が騒ぎたてると、そこへ横脇の畑から六文銭の旗を押し立て、三十数人を引き連れた騎馬武者が現れた。

「真田左衛門佐幸村これにあり。待っていたぞ。将軍秀忠首を渡せ」

　と武者は叫びながら、まっすぐに秀忠目がけて突進してきた。

「それ、真田が出たぞ！」

　旗本勢や近くにいた大名勢は、おののいて右往左往した。

　真田という名は関東方の軍勢にとっては禁物であった。死んだのはわかっているが、敵にそう名乗られると恐怖心が起こるのだ。

　この武者は清海入道であり、三十数名のなかのもう一人の騎馬武者は伊三入道だった。二人は田舎馬をあやつって部隊の中に割って入り、太刀を縦横に振るった。

　この一団のなかには、鉄砲、槍、太刀などのほかに竹槍を持った者もいたので、郷士、野武士たちの襲撃なのを秀忠軍は直感した。

「幸村とは真っ赤な偽りだぞ。敵は少数の野武士だ。引っくるんで討ち取れ！」

　各隊の隊長や番頭たちは声をからして叫んだが、兵たちは四散して枯草の束たば

 の間などに隠れた。

　やっと合戦が終わって、討ち死にもしないで済んだのに、ここで死んではたまらなかった。真田と名乗っての襲撃なら三十数名の小人数でも、なにかとんでもない計略をもくろんでいるに違いない、と一様に思った。

　そのとんでもない計略は兵たちが隠れた枯草の束にあった。

　野武士勢はまもなく、そこここのその枯草の束に向かって鉄砲を撃ちかけた。すると、安全と思っていたその束が、つぎつぎに恐ろしい音を立てて爆発し、隠れていた者はみな吹き飛ばされた。近くにいた者もみな火傷を負った。同時に付近の木や草までが燃えはじめた。

　野武士勢は走り回り、かなり広範囲に散在したこの束をみな爆発させた。混乱は言語に絶した。旗本勢は四散し、秀忠は完全に孤立した。

　計略は的中した。

　清海入道と伊三入道は、将軍秀忠に馬首を向けた。騎乗の大久保彦左衛門と兼かね

 松まつ

 又六が秀忠の馬を中にして走り出た。

「逃がさぬぞ！」

　二人は追った。屈強な旗本が十騎ほど横脇から出てきてさえぎった。二人の乗っているのは駄馬だ。振り切って追いつくほどの力はない。十騎と激闘になった。

　秀忠を守って彦左衛門と又六は、川の土手に沿って馬を走らせたが、川向こうへ行かないと安全ではない。真田は死んでいるが、あとにどんな計略を残しているのかわからない。火計で魂たま

 消げ

 た二人もそう思った。

　土手に登ると小舟が一隻見えた。これは樫かし

 崎ざき

 村の平六という百姓だった。漕ぎ寄せさせて、馬を放ち、三人で乗って向こう岸へ着いた。

　戦場では野武士勢は、集まり、盛り返した徳川勢のために全滅してしまっていた。太左衛門も戦死した。小人数であり、合戦にも慣れていないのだ。

　清海入道と伊三入道は、田舎馬に乗ってまだ十騎のほかに多勢の敵と太刀打ちしていた。戦いながらも秀忠を逃がしたことが、なんとも残念でたまらなかった。

　しかし、いまさらどうなるものでもなかった。二人してかなりの人数を倒したが、敵の薄の穂のような槍の波でそれぞれ十数カ所傷を負った。

　最期がきた。

　清海入道は大だい

 音おん

 声じよう

 に呼ばわった。

「左衛門佐幸村とは真っ赤な嘘だわ。われらは、左衛門佐の内にて、無二と頼まれた三好新左衛門入道清海。またこれなるは、弟の新兵衛入道伊三なるわ。秀忠公、運強く逃れたからには、われらは自刃いたす。よく見て後日の手本にいたすがよい」

　彼は鎧を敵中に投げ出し、馬上で腹を一文字に切ると、その刀で自分の首を掻き落とした。壮烈な最期だ。

　また、伊三入道は腹を切ったうえ、

　　落ち行けば地獄の釜かま

 を踏破り

　　　　　あほう羅ら

 刹せつ

 に事こと

 を欠かか

 さん

　と高らかに詠じたあと、太刀を口にくわえて馬から逆さに落ちて死んだ。

　これもすさまじい最期だった。

　幸村の遺計、火攻めの戦法もこうして破れ去ったが、秀忠もまた父の家康同様に武運に恵まれた武将だった。




 

幸村、秀頼病死




　大坂を落城させ、豊臣家を根絶やしにした大御所の家康は駿府城へ、将軍の秀忠は江戸城へそれぞれ帰還した。

　二人は相談しながら戦後の処理をなし、幕藩の体制固めに力を注いだ。

　一方、六月二十一日（元和元年＝一六一五）[image: 〓]
 摩の国に到着した秀頼、幸村、大助、後藤又兵衛らの一行は、領主島津義弘、同家久に手厚く迎えられた。

　島津家では、一行のために居城近くの井上谷というところに、新しく城屋敷を設けた。ことにその御殿は美々しく飾って秀頼を住まわせた。幸村、又兵衛ほかは御殿の周りの、これも立派な建物に居住させた。

　その年も暮れ、元和も二年になった。南国の正月は暖かかった。寒中でも日溜りでは草が伸びた。激動の一つの時代を過ごした一行には、はじめての静かな正月であった。

　春になり、その春が深まったとき、大御所家康が急病で死去したという[image: 〓]
 が伝わってきた。島津家に聞きあわせると間違いないのがわかった。

　なら、もう一年合戦を遅らせたならよかったものを、という思いが秀頼をはじめ全部の者の胸の中を横切った。

　秀頼は、しばらくの間、食欲が落ちた。

　幸村は黙々としてなにも言わなかった。彼には運命というものは、すべてのことをはじめから決めているようにも思えた。

　夏が過ぎ秋がきて、その秋も深くなった十月七日、幸村は胸が痛んで血を吐いた。そしてその症状がしだいにひどくなった。秀頼は驚いて寝食さえ安らかではなくなった。

　死期を自覚した幸村は、枕元に秀頼を請しよう

 じた。

「それがし、いまは命めい

 旦たん

 夕せき

 に迫りました。それがしの亡き後は将士とよくご相談あそばされ、また、島津家と談合なさり、まず、九州を平げることが大事でござりまする。九州を平らげましたなら、あとはしぜんに道が開けまするゆえ、ただただ忍耐あそばされますように……」

　そう遺言すると、十一日、四十五歳を一いち

 期ご

 としてこの世を去った。

　秀頼をはじめ大助、又兵衛および多年生死をともにしてきた家来たちの悲しみは深かった。

　もう立ち上がれないようにも見えた。

　軍神は合戦のない時代になったため、幸村に人生引き揚げを命じたのかもしれなかった。

　だが、もう一つ大変なことが起こったのだ。

　大助や家来たちが涙ながらに幸村の葬式を営んだ、まだその喪中の十二月中のことだった。秀頼が風邪がもとで重病になった。

　そして、医薬、看病の効もなく、十二月十八日、二十四歳で逝去してしまったのだ。

　中心の二柱を失った一団は、もうなにをすることも不可能になり、豊臣家再興という目的も喪失した。そして流れる歳月とともに無為に老いたのだった。

『真田三代記』はここで終わるが、作者は終わりをこう締めくくっている。

　太閤秀吉は一時に起た

 って天下を握り、その子の秀頼におよんで泡のように滅びた。なんというすみやかなことであろうか。

　真田幸村は知将であった。大坂城に籠って関東の大軍を悩ましたこと計り知れないが、運が尽きて[image: 〓]
 州に落ち、死を迎えた。しかし、真田父子の義に依り命を軽んじた忠誠は、まことに末代までの人じん

 臣しん

 の亀き

 鑑かん

 というべきものである。






〈補注〉


大坂夏の陣の戦死者
 　大坂方の戦死者は一万四千六百二十九人（『大坂物語』）、一万八千三百五十人（『長沢聞書』）といわれる。関東方は、はっきりしないが、その半数くらいはあったものと思われる。

　明治二十七、八年（一八九四～九五）の日清戦争における日本軍の戦、病死者は一万三千四百八十八名であった。わが国内の合戦史上、大坂夏の陣ほど犠牲者の多い合戦はなかった。『真田三代記』はこの犠牲者をかなりオーバーに書いているが、三代を英雄に仕立てた小説の観点からみて理由のないことではない。

夏の陣の期間
 　歴史としてみる夏の陣は、四月二十九日、泉南樫井川付近で紀州の浅野長晟の兵と塙団右衛門の兵が衝突し、団右衛門は討ち死にしたが、この合戦からはじまった。これはいうまでもなく前哨戦である。

　そして五月六日、七日と激戦が続き、八日昼すぎに大坂城は完全に落城した。このとき、秀頼は二十三歳、淀君は四十八歳、死をともにした男女は三十名だったと『駿府記』はいう。

政宗の味方討ち
 　五月七日のこと。船せん

 場ば

 口で関東軍の大和の国高市郡で七千石を領した神保相成が、その手兵の騎馬武者三十二人、雑兵九十三人とともに、一働きをしたあとひと息をいれていた。

　すると、そこへ伊達政宗の部隊がやってきて、邪魔だと言って鉄砲を撃ちかけた。

　神保隊は驚いて、「味方だ、味方だ」と叫んだが、大将の政宗は知らん顔をして、鉄砲を撃たせ続け、とうとう神保隊の相成以下をみな殺しにしてしまった。このひどい仕打ちは大名たちの間でも悪評ごうごうたるものがあった。しかし、政宗は平気な顔をして言った。

「伊達家の軍法には敵味方の差別をしてはいけないときがある。前線から雪崩れ込んでくる味方をそのままにしておくと、本隊までが巻き込まれてしまう。神保隊はわがほうに雪崩れ込んできたので、味方と知りながら撃たせたのだ」

　これは『[image: 〓]
 藩旧記』にある話だが、強弁もよいところであろう。

秀頼[image: 〓]
 摩落ちの説
 　この説はすでに落城当時からあった。そして、これをもっとも信じていたのは、豊臣びいきの大坂の人びとだったという。『甲子夜話』はこのことに触れ、

「大坂も落城し、徳川の天下も定まったのだから、秀頼が生きていてもなんの差しつかえもない。幕府は生きているのはわかっていたが、ほおっておいたのだろう」

　と言っている。

　当然、真田幸村が秀頼を守護して[image: 〓]
 摩へ落ち延びたという風説もたった。

『真田三代記』はこれらの[image: 〓]
 をもとにして、秀頼、幸村ほかの[image: 〓]
 摩落ちを綴ったものと思われる。

大坂夏の陣[image: 〓]
 風
 　諸種の記録のほかに夏の陣のようすをよく伝えているのは、この戦いに参加した黒田長政が絵師にかかせた「大坂夏の陣[image: 〓]
 風」である。これは六曲一双のものであり、人物五千七十一人、軍馬三百四十八頭、幟一千三百八十七本、槍九百七十四本、弓百十九張、長刀三百六十八振、鉄砲百五十八挺が描かれている。このなかで、中央部あたりに、黒糸縅の鎧を着け、馬上で大身の槍を振るっている武将がいる。これは戦死した本多出雲守忠朝だといわれている。この[image: 〓]
 風はきわめて貴重な史料である。




この作品は、一九八九年七月にＰＨＰ研究所より刊行された文庫の新装版である。
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